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野津原方言単語 集  《前編 )

題字 ……………………野津原 町町長  岡本政雄

表紙画 …̈………… ………‐《上浦 町 )・ 松̈本英 明

タイ トル画 ………………… …… …・……佐 藤憲博

カ ッ ト画 那須政 子

姫 野順子タイ トル題字 ……………・…

平成 15年 5月 吉 日… …Ⅲ…… …………通算 12冊

発行 …野津原方言調 査会

野 津原 町今市小 原 … 097=:589=2807

事務 局 … 《本町 》 … 097-588=0092

調査収拾 …甲斐英行  佐藤 吉晴  小野寿祐  那須政子

赤星 ヨシ ミ 佐藤源治  故 …利光 節子

調査監修協力 …佐藤延登  岸和 田泉 裸野将紀

方言集 の性格上現在 使 用 され て いな い 差別 用語や卑下

の意味が あ る言葉  下 品 な表現 用語 も入 って います。 参考

と して収拾盛 り込 み ま したの で  ご理解 ご了承 くだ さい。

また別表 の ょ うな先 輩 の皆 様 の  資料 な ど も利用 させ て

頂 きま した。 改 めて厚 くお礼 申 し上 げ  この冊子 に華 を添

え素人集 団の収拾 調査 に 輝 く成 果 を追加 して下 さい ま し

た。発行 にあた り深甚 な敬意 を表 します。

熟



方言集 発行 で ご協 力頂 いた 機関  商社  団体

野津原町。野津原 町教 育委 員会。野津原 町 中央公民館 。 日本 財 団。

第百生命保 険 フ レン ドシップ財 団oベ ス ト電器宗方店 。故郷 民謡。
ふ るさとの唄保存 会。 中部小学校文化芸 能伝承 クラブ。

参考 資料 と して

郷土 史野津原。原村小 史。 人分方言。 ほ うげん集。 テ ンパ ク ロ。

宇曾 山物語。野 津原 文化財 こぼれば な し。世界原 色百科事典 。

あの 日あの時。朝霧。肥後街道。 月の うた。 カナ リヤ会歴 史探訪。

ご協力 の皆様 《順不 同 ご容赦 くだ さい》

加茂佳代。 田 回勲。松 本英 明。姫野順子。佐藤典雄。佐藤憲 博。

小 出城 央。 もりなが み ほ。 さと ぅけぃす け。宮成武 子。松尾僚 子。

緒方 三枝子。那須貴光。小 出富美子。佐藤延登 。 三 ヶ尻政夫 。

加藤二 人。 岡本政雄 。利光節子。岸和 田泉。 はたの しょうい ち。

森下清。井 ノ下キ ヨ。安 田ハ ルェ。三浦 アサェ。菊屋奈良義 。

吉 岡輝雄 。有光孝信。那須量。 内藤忠 人。熊 谷義 人。後藤恒 夫 。

和 田章彦。三浦敏男。佐藤 昌史。宗 丈 善。 甲斐加代子。 甲斐 栄馬。

川 西哲男。首藤 チエ。 _三 浦 一郎。永富忠。佐藤良 一。裸野将紀 。

那須茂都女

日高貢―郎

河野 アヤ さとうまや 小野肇 田崎奈良熊

大畠昌之 森崎 フキ 野田公信 横山ス ミ子

渡部之夫

安達延子

中 部小 学 校 3年 生 カ ッ トク ラ ブ 《当時 》 。 久 住 、産 山 、 佐 賀 関 、

鶴 崎 、 上 浦 、 阿 蘇 、 直入 各 老 人 ク ラ ブの皆 さん 。

12年 間 の調査収集研修視察 な どに ご支援 ご協 力誠 に有 り難 う
ございま した。紙 面 なが ら深甚 な る敬意 を表 します。



野津原方言集

『 集大成 …単語 12000語 』 の発行 のお礼

平成 4年 5月 か ら取 り組 んで以来  調 査会 員のボ ラ ンテイ ァ活動

によ って 約 12000語 の単語 が収録 出来 ま した。前編  後編

こばればな し 続編 の 5冊  や さ しいガ イ ドを 2冊 の 合計 12冊
が  多 くの皆様  各機関 商社 な どの支 えで本 日を迎 え ます。 この

間沢 山な資料  話題  隠れ話 伝承物語 な ど 温 か い ご協力 によ っ

て 作 り上 げた故郷 の無形文化財  野津原 方言集 と思 います。

さ らに ご愛読 いただ く方 々 も町 内は勿論  町外  県外か らの

ご希望 も沢 山受 け ま して 取 り組 ん だ調査冥利 に尽 きます。 この間

数 限 り無 い資料 か ら 自分 たちの研鑽 に も知識 に も 素晴 ら しい宝

と して獲得 も出来 ま した。物好 き素 人集 団で したが  振 り返 る と心

を奮 い立 たせ る 生活用語 の野津原方言 には 先人 の優 しく思 いや

りのあ る 真心 が脈脈 と流れて い るよ うで した。

最終 目的の『 方言単語集 … 12000語 』 に 辿 り着 いた今一抹

の佗 しさ も残 りますが  限定 100冊 に温 か く支援 して頂 いた多 く

の 皆様方 に心 よ り深甚 な敬意 と 感謝 の言葉 を 申 し上 げて発 行 の

お礼の ご挨拶 と致 します。皆様方 の ご健勝 ご多幸 を  ご祈念 申 し

あげ ると共 に この 日を 見て頂 けず他 界 され ま した 故人の ご冥福

お祈 り申 し上 げ ます。

平 成 15年  記 念 吉 日

野 津 原 方 言 調 査 会

会 長  甲斐 英 行
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は じめに

平成 4年 のあ る 日 物 好 きん じが『 方 言 ぬ残 じち ょきて ―な―』

そ りゅう聞 いた狙 われ た しが  『 知 らん』 た一言わんぬ―知 っち ょる

もん じゃき とにか く 10oo語 ぐれ ―な ら集 まる じゃろ う。好奇心

もあ っち始 めたんが  のめ り く― じしま う事 14年 。が い と支援 も支

え も受 けち と うと うここま じ辿 りつ いた。早 ぅ言 ゃ―愛読 しち くれ

た 皆 さんが作 らせ て くだ さ った もん じゃ。

と言 うよ うな訳で故郷の生活用語であ った 方言を収拾調査す る間

に集めた 方言単語 くだけではないけれ ど)や 類似する 親 しみ慣れ

た言葉を『方言単語集」 と して 前編 後編 に別けて発行す る事にな

りました。必ず しも方言ではない標準語 に近 いもの なども入 ってい

ますが 野津原の使 い慣れた温 もりのある 昔言葉を寄せ集めてあり

ます。その点はお汲み取 り上 ご了承 ください。

14年 間 に寄せ られ た ご支援 と ご協力  限定 100冊 を ご愛 読 いた

だ いた皆様 影 か ら支 え て くだ さ った行政  商社 企業 の ご配慮 に も

深甚 な敬意 を表 します。

素人集団の幼稚 な冊子 で したが  町 内  町外  県外 か らも多 くの

愛読 を頂 いて取 り組 ん だ冥利 につ きます。 この期間 にはさまざ まな人

間勉強 も出来  人生 の生 き方 の参考 に も宝 に もな りま した。

前編 後編 に各  あ い うえ お順 に分類 して  それぞれ意味内容 もつ

けま した。 同 じ野 津原 町 で も地域 で多少 のニ ァンス ア ンセ ン トも

異 な る。 など難問 もあ りますが詳 しい詮索 は省 略 楽 しく笑 いなが ら

読ん で頂 く事 を軸 に しま した。専 門的で な いか らかえ って面 白い と

言われた呼 び水が ここまで続 いた と 感謝 して います。 これか ら調査

研究 され る方 たちの  お役 に立 つ とすれ ば この上無 い幸せです。

ご協力頂 く途 中で他 界 され ま した方 々の  ご冥福 を ご祈念 申 し上 げ

ご支援頂 いた皆様 の  ご多幸 ご健勝 お祈 り申 し上 げ筆 をお きます。



野 津原 方言『 単語集 』 の発刊 にあた って

野津原方言単語集 の発刊 を心 か らお喜 び申 しあ げ ます。

12000語 の集大成 と言 うことで  平成 4年 か ら 12年 の間の

調 査収集 に当 た られ ま した 調査 員は じめ ご協力頂 きま した方 々に

深 く敬意 を表 します。

21世 紀 を迎 え 時代 の変 化 を改 めて感 じますが  振 り返 るとき

20世 紀 ほ ど大 きな進歩 と 変化 を遂 げた時代 はあ りません。

大量生産 によ る世界 に類 の ない経済成 長 を遂 げ 物 質 的 には豊か

に な りま したが  長年 かか って築 きあげて きた 地 方 の伝統 や文化

はやや もす ると古 き物 に扱われ  軽ん じられ る風 潮 にあ ります。

テ レビの普及 で言葉 は標準 化 され 外来語が多 くな るなど地 域 の

特 色 は 次第 に うすれ よ うと して います。

方言 には標 準語 で は言 い表 せ な い 味わ い も温 もり もあ ります。

このよ うな時 地方文化 の一つ であ ります方言 を 集 大成 す ること

は大変意義深 い事 と思 います。 だれかが しなけれ ば な らない大切 な

事  それを長 い時間か けて地 道 な収集 と研 究を重 ね られ  完成 され

た ことは本 当 に感謝 に堪 え ません。

地 域 文化 の保存維持 は難 しい ものが あ りますが  このよ うな時 に

今回 の発 刊 は誠 に時宜 をえた貴重 な編 集 で あ り 末 永 く多 くの人 々

の心 を と らえ 大切 に守 られ て行 くもの と思 います。

最 後 に編集 に当 た られ ま した会 員 と ご協力頂 いた だ きま した関

係者 に心 か ら 敬意 を表 します と共 に感 謝を 中 し上 げて  お祝 の こ

とば といた します。

平成 15年 5月 吉 日

野 津原町町長  岡本政雄



発刊 に寄 せ て

野 津原方言集 の最終版 の発行 に当た り、一言 これ までの ご苦労 と

その成 果 に心 か らお礼 と敬意 を 申 しあげ る次第 です。

野 津原方言調査会 を結 成 され、郷上 に伝 わ る伝説 や民話等 多 くの

方 言 の調査 のため各地域 に出か け、多 くの人 々̀に 出会 い、話 を聞 き

資料収 集 に務 め られ 3500語 に も及 ぶ方 言 を収録 され、特 色 あ る

方 言 ごとに 18分 類 され た最初 の方言集前編 を、平成 7年 3月 に発

刊 し、野津原町 内 は勿論県 内外 か ら大 きな反響 と評価 を頂 き 大変

感 謝 を いた しま した。

また、 その後平成 10年 4月 に後編 と して 300ペ ー ジに も及 ぶ

野 津 原方言集 を刊 行 され、 その編集 内容 は前編 と異 に した『 方言 お

しゃべ り会話』 や『 語 リベ』 な ど新 たな編集 方法で、前編 に もま し

て大 きな反響 を呼ん だ もので あ ります。

平 成 11、 12年 度 には、町内 の 2校 の小学校が 文部省 《当時 の

)の伝 統 文化教育推進校 の指定を受 け『 伝統 文化 の体験 と研究 調査

を通 じて、地域 の再発 見 と心豊 か な子 ど もの育成』 を研 究主題 に実

践 活動 に取 り組 み ま したが、 この活動 の中で も方言調査会 の皆 様 の

ご協 力 によ る、小学児童 用 にわか りやす い方言集を 2冊再編 集 して

いただ き、児童 全 員に配布 で き伝統 文化教 育推進 と、心豊 か な子 ど

もの育成 に大 いに貢献 いただいた ことは、教育委 員会 といた しま し

て も感 謝 にたえ ない ところです。

地 域 の特色 、連帯感 や愛着感 も薄 らぎ標準語 で話 す 、 そん な機 会

が 多 くな った昨今 で は地域 の温 もりあ る、方言 もだん だん忘 れ られ

よ うと して いますが、 このよ うな時期 に方 言調査会 の皆 さん の地道

な努 力 によ りま して 最終的 に 12000語 に も及ぶ 野津原 方 言 を

堀 り起 した ことで立派 な本 に蘇 りま した。 この本 は今後 の野 津原

町 の文化振興 に寄与す る もの と確信 して います。 この方言集 を野津

原 町 の財産 と して大事 に活用 させて いただ きたい と考 えて い ます。

終 わ りに方言調査会 の皆様 の活動 、努力 を心 か ら称 え ると共 に ご

健 勝 で ます ます の ご活躍  ご祈念 もう しあ げお礼 の ご挨拶 と します

野津原 町教 育委 員会

教 育長 裸  野  将  紀

平成 15年 5月 吉 日
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方言単語

あ  ああ………・~……… …・ は い あいた ま――…… …ぁの ひ とは

あ い とね ―・……あ いた くない  あ いた………開 けた……あ きた

あ い こ… …………………お な じ あ いっ ………………… .ぁ の ひと

あ い ・・……は い あ いそわ らい・…しかたな く笑 う

あいぶさい………にあわない あいびきしゅ―…… しのびあい

あいよせん……あ う暇がない あいち ょる……………開いている

fi Lr & ia - ..-...6 t,.'t ( i* r,r b a '*--C47,t
あえ くる……………話 を に ごす  あえ た………………混ぜ あわせ た

あえ そ こな う…和 え ちが え る あお び ょうたん ……・顔色 が悪 い

あお な り…………熟 れず じまい あお ―ふ く。一。一―……泡が 出 る

あおぬ く・…………… ……上 向 く あおの きさんぱ ち…頭か ら後 ろ

あ か

向 きに倒 れ る

あか ち ゃん  あか まん ま………………水 引草

あかべ こ・…………赤ふん ど し

あか るる………………嫌 われ る

あかれ た…………………嫌 われ た

あが り ぐち………座 に上が る所

あ きが くる……退屈 して嫌 う

あ く……苦 味のす る味 …灰 汁

あ ぐら………………ひだを組 む

あ くたん …………………悪 回

あけば ……………………あけび

あげん こつ ………あん な事 を

あげ まい………………小作米

あげ く・…… …………そん うえ

あ けの………夜が あけてす ぐ

あかち よこべ……こどもの悪 口

あが りばな ……………上が り回

あかふ じよう………………出産厄

あぎゆ―‐
一・……あげま しょう

あきらむる……………あきらめる

あ くがある……変化のある個性

あ くがお…………悪役に向 く顔

あ くせなえ……………悪 いですね

あげな し…―……ぁんなひとたち

あげよせん………あげる間がない

あげそこな う……あげるに失敗

あげさかや…………酒の小売店

あげん じ二……あんなひとたち

あこぎ やが うえ あごたん…………目やかましい

あごがさか しい……日うるさいお しゃべ り

あさやま……早朝 に山に行 く あさひばたけ…日当てのよい畑

5 55



あ あ さ って・一 一…… ……明後 日、

あさま ら…………・朝 男 の勃起

あ じけた…………妙 に い じけ る

あ しゅう くずす ……装を組 む

あ しゅうさいだす―・足で指図

あずか っち ょけ…預かる指図

あずか らん……・預か りません

あせ る一……干 し物を転換す る

あせぼ……………………あせ も

あせ らに ゃ………‐転換 せ ねば

あそび― もな……遊 びに もね

あそ こん 。……………あの家 の

あそばれん ………遊 ばれ ない

あた る…………・さわ る、 中毒

あたで……・一……… ……急 に

あた りめ―…・……あた りまえ

あた った……命 中 した、中毒

あち―………………………暑 い

あ っち ・あち ら

あっこん じ………あそこの人

あつ し………布地の厚い衣類

あそこ

あ っちき―…あ ち らにお いで

あで まめ・………畦 に植 え た豆

あで ご し……畦を越 して行 く

あてが う・―押 しつ け、蓋す る

あ ど 。かが と

あて こま……発情期 の回 り駒

考 えが 見当違 いの人

あ じろ しい…………… ……立 派 な

あ しがつ る。………足が硬 直す る

あ しゅうだす ―………赤字 に な る

あ しゅうた ごかす …ねん ざす る

あ しゅうひこず る…び っこひ く

あず きめ し……・……… ……赤飯

あせ くる・…………物 にか け除 け

あせ りぼ う……乾燥 の転換 農 具

む しろ干 しな どの場 合 に使 うc

あせか き男 …∵……色気 が 多 い男

あそん じゃらん …遊ん で あ げぬ

あ そ こ ら・…………あの あ た りは

あた りそ こな う……的 中 しな い

予定が違 って恥 を か く。

あただに一……………… ……急 に

あた まつみ…………… … …散 髪

あた りち らす―・人 に迷 惑 か け る

あた りば ら 一ヽ…よ く中毒 お こす

あ っち こっち¨
一 あち らこち ら

あ っこん …………………あそ この

あつがん い り…熱 めの人 浴 好 き

あ っちあ られん …途方 もな い事

あ っき くるごつ…あそ こに来 る

よ うに伝 えて ほ しい。

あ っちさね………あち らの方 に

あてんぼか・………気 ま まに言 う

あ っち ゃこっち ゃ………上 下左 右

あてが はずず る……予想 が 失敗

あて そ こな う………命 中 しな い

あて られた。………予期 せ ぬ病 気

あっこ・…
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あ あて こす り・… …… ……・マ ッチ

あとび く…うしろに垂れ落ちる

あ ど ば ね … … … …雨 天 の 泥 ば ね

あとん じ あ との人

あ とげっ …………・後 ろか ら交尾

あ なづ り………石 の間の魚 つ り

あ なず き………… …………女好 き

あ なぬ ひ と…他所 の嫁 に手 出 し

あね じょう…………・おねえ さん

あば くる・…………化膿 が広 が る

あぶ る・…………火で乾燥 、焼 く

あぶ ―・ ―……餅

あば るる……… …・激動 して騒 ぐ

あぶ く。̈……………………。一¨泡

あ ほ う……・………卑下 した悪 □

あま じる一‐

あまたれ―‐

あまやか し

あみかけ…

ぜんざい

あめ ぐつ

あめ―…

生 ゴ ム の 靴

・… 甘 い

あ も一み る一―・… …考 え が 甘 い

あゆ― じ ・歩 いて

あ とっが い……… …前後 か ら寝 る

あ とが た り……後 か ら仲間入 り

後悔 しなが ら話 す。

後 か るお いのす …追 いか け抜 く

あ とん まつ り……悔 や まれて も

あ なまた ぐされ …足指 の皮膚病

あなばち…… ……… ……女性性 器

あなせせ り…女性 を追 っか け る

あにやん・ おにいさん

あ ね や ん か ぶ り…頭 に タオ ル姿

あ ば けん 。一 … … … …多 くて 大 変

あ ふ ほん め ん た ま … 50銭 硬 貨

あ ぶ らぞ う きん …米 糠 入 り雑 巾

あ ぶ らぎ っち ょ る …・脂 分 が 多 い

あ ほ ら しい 。・一 ……話 に な らな い

あ ほ た ら しい 一話 に な らぬ よ う

あ まね …… … …・一 草 の根 の 甘 味

あ まゆ る。一 一 … …… … …甘 え る

あ み ゅ― うつ 一魚 捕 り網 を 打 つ

あ め が た ……… … …形 に な った飴

あめ しず く・……………感涙す る

あめがゅ うだ・一……雨がやんだ

あや しいもん じゃ…油断で きぬ

あゆ― じょつた………歩いていた

あ らかび ゅ―………………粗壁を

あ らく…… … ……………ひ らく

あ らむて―‐一一―あ らあ らしい

あ らしこ……………屈強な人たち

ありゃ―せん―。……あ りません

ありゃ―や っぱ…あれはやは り

あるきよせん……歩 く暇が ない

あゆる…………

あゆまんか……

あ ら‐一―びっく

あ らまし………

あ らかた………

あ りゅ―………

ありゃ一まぁ…

……軒 先 の 雨 お ち

… …… 甘 え させ る

……編 み 物 の 途 中

…木 か ら落 ち る

……歩 きなさい

り、魚 の身以外

………雑 、粗 末

・… ………大 体 に

…………あれを

一 ど ぅしょうか
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あ あるく お嫁 に行 く

ありしこ…………あるもの全部

あれ じゃ―………………あれです

ある……… ………………あ ります

あれん こ……‐…餅つ きの取 り粉

あわつんな……あわてなさんな

あんベー………………按配、調子

あん しも…………………あの人 も

あんな………・―………あのですね

あんげさね……あち らのほうに

あんげ………………あち らの方

あんげむ き…………あち らむき

あ りつ けばあ さん …嫁 さん につ

いて行 き確 か め役。

あ るで ………………¨あ ります よ

あろ ぅあ ったけ 全 部

あわせなえ…取 った苗を合わせ

あわず…………………………冗談

あんの―……………………あれわな

あん じゅ―……Ⅲ………按配 よ く

あんぺ ら……藁製品の荒む しろ

あん じょ―……よろ しいよ うに

あんち くしょう……腹立た しい

あん………………あのですね、餡

い いい きび………相手 の苦 を喜ぶ  いいえな こつ …そん な事 な いよ

都 合 よ く

いいかぶ る・…………言 い損 な う いいそ こな う…違 った発言 す る

いい こと…… よいよ、嬉 しい事  いいん じゃね ―…… よ いの では

いい くれ ……………調子 よいが  いいつ けち ゃる一―・申 しあ げ る

いいつ けお び………子守 の時 の帯  いいのなえ ………… ……よ いの に

いい こみ …………束ねて格納 す る いい……………………… よ いです

いい くれ ………… …半端、調 子者  いいよるき。一¨言 って い るので

いおか う………………土寄 せす る いお らんで ……言 って はい ない

いかせん ……………行 く邪 魔 す る いかれん ……………・行か れ な い

いか し…………・一生 か して お く いが うず く・……………胃の痛 み

いが く…………… ………… ゆが く いか け………………金物 の修理

いか るる………… …Ⅲ…行 かれ る いが む ……カ ー プす る、 曲が る

いが ぐりあたま…奇麗 に整 わ な

い髪 の毛

いかん じゃつ た …行か なか った い きそ こな う‐―行 く機 会 を失 う

いきなた り…散 らか しば な し、気 にか けない性分

いいちこ…………………いいか ら いいあんベー
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tヽ いきつ く・…………行 きつ きま した

いきがつまった………呼吸困難

いきあた り………無計画の生活

い くしかね―……行 くよ りない

いけ………………… ‐行 きなさい

いけん……………駄 日、 いけない

い くる……埋 める、生 きて行 く

いこ―え……………ゆきま しょう

いれるるはず‐………行 けるはず

い くもん……………行 きますか ら

い ご く ―……・動 く

い さ ぎ―……・一 ―あ っさ り して

い じくる………あち こちあ た る

い じくりまわす …あた りまわす

い しだたみ ‐̈道 に石 を敷 き込 む

い じらが い―…気持 ち悪 い痒 さ

い じくりあ う一なか よ く戯 れ る

いぜ くや く…………井路 修理 作業

いそがす る…………・せ きたて る

いた ぎれ ――……板 の きれ っば し

いち ごもね ―……………感心 す る

いちぜん め し………一杯 きりの飯

いちあ き………・新 しくあ いた俵

いつ けおび…………… …子 守用帯

い つち……・
一 言 うて 、行 って

い っこむ ………入 れ物 に入 れ る

い つち くせ ~…………いいよ うに

い っち ょん .._ノ」,し も

い つち くる。… ……行 って き ます

杯

…すこしも

い きお くるる一嫁 入 りが遅 れ る

いきはず るる…………婚期 を失 う

い くけん・一一―・行 きますか ら

生 くるか死 ぬか ………絶対絶 命 に

いけか け……………埋葬 の穴掘 り

い くかん しれん ……・行 くか もね

いけ うち………………身内 、親戚

いけす けね ―…… き らわ れ もの

いけよ つた…………埋 めて いた

いごいた ごた る……・動 いたょ う

い ごか に ゃ………一動 か なければ

いさむ る…………・言 い聞 かせ る

い しが きと り………・一石垣 積み

い じゅ― さ らゆ る……井路掃 除

い しゃころ し…………・ドクダ ミ

い しば し・一一一一石つ くりの橋

い ぜ
¨ ・ ・・ ……井 路

L\ 6,\ * 倍、特別

いちん くれ ……Ⅲ……夕暮 れ直後

いつでん いいで … いっ で も結構

い つとき・………………少 しの間

い つかやす ……………外 にあける

い っ くりかやす …………外 に出す

い っけん とび…………子供 の遊 び

い つち よう……………一つ 、距離

いっち ゃ らん …行 って あげない

いつち きた…… ………行 って来 た

いつん まにか … ち ょつ との間 に

いぜぶ しん ……井路 の補 修 など

ぃたま_■ ……………板張りの部屋

場轟`野野柱…………板を敷いた間

い っ ペ ー …… … …

9

い っ こ ん
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い いっか くる……この場合水や肥や しなどを上か らかける、与え る

意味。火災などの場合に も急 いでかける 意味。

いっすんず り…なかなか前 に進 まない、少 しずつ動 く。

い い で ・よいですよ いいで……束ねてまとめる藁

いでぶ しん …・……… …井路 の修理  いで さ らえ …一……井路 の清掃

いてす くば る……………返答 に困 る いてつ くば る……返 答 に困 る

いて ~… ……… ………… ……・痛 い い っか も… ………………何 日も

い っか も………前後 ろ揃 いの荷物  い っ くりかやす 一̈―入 れ物 か

い っか き り……・… ………一荷 だけ       らほか し出す。

い っち ょす るか … ひ とっ しますか  い っこん わか らん …少 しも解

らな い。

い っぷ くりゅう…… 自分 の思 い通 りにす る、腹立 て やす い人

い とが むつ ば る… ……糸が か らむ  い っぺん ぎ し・一一一回 か ぎ り

いどば た―一…… ………井戸 の側 で いど ら……………………野 バ ラ

い とま ごい一―一―・別れ にす る言葉  いと こみ ゅうと…親 が 兄弟姉

妹 の子供 の結 婚。

い とな った………………痛 くな った ぃな り ぐち………竹製 のザル

い な しい………… …・… …帰 らせ る いなかづ け……農家 の漬 け物

ふ るい習慣 で漬 けた物。

いなか もん …山里 の滅 多 に町 に出ない場所 の人 たち

いにたが る………………帰 りたが る いにそ こな う…帰 る機 会 を失

つ 。

いに い いで …… …胃によ く効 くよ いに ゅ―か む ぐる…稲 をか た

げ る。

いぬ る……………… … …̈…・…帰 る いねかむげ……一……稲 を担 ぐ
いの こ・……―…農村 の子 供 の行事 で

秋 の亥 の 日に ワラボテを叩 いて虫 よ け 厄 よ けを

して ご褒美を もらう…素朴 な行事。

いね じゃ…………………帰 り際の茶  いねむ る……………居 眠 りす る

いの こず ち………………野草 の 一種  亥 の子餅 ……亥 の子行 事 の餅
いの こば た………………_… 井戸 の側  いのね 。………股 な どの固 ま り
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『 野 津 原神 社 ん 楠 』

樹 齢が 100年 は越 す  野 津 原 神社 ん楠 は  日露 戦勝記 念 に

植 え こん だ ち 話 しよ ったが  当時 は家 にあ った苗 を 植 え こ

ん で 早い もん  もう 100年 を越 しち 知 っち ょる しも少 ね ぇ

が  太 った そん根 が 延 び ち 上 を持 ち上 げ た雄 姿 は 歴 史 も感

じさせ ち くる る。

慰 霊碑 は 日露 戦争 に 従軍 した した ち じ 戦 死 した人 た ちん

慰霊 と 戦勝 ん記念 碑 。 当時 の里 人 が 社域 を整 備 しち 言己念碑

を建 て 楠 を 植 え ち憩 いの 場 所 に したん じゃろ う。 え ― と世

の 中が納 ま った時代 に な っち 合 祀 ん祇 園神 社 ん  山車 も建 造

しち無病息 災ん 願 い込 め ち 曳 き立 てが 始 ま ったん じゃ あ る

め ――か。祇 園 神 社 ん 祭 りが  1日 7月 17日 → 24日 にな る き

清 正 公 まつ り も旧 7月 23日 → 24目 じゃ き こん 日に合 わせ

ち祭 りん お供 山車 《ダ シ》 と しち 参加 す る ごつ な ったん じゃ

なか ろ うか。

楠 に ゃ防虫 効 果 が あ っち 樟 脳 を抽 出 しょ ったが  ナ フ タ リ

ンの名前 も懐 か しい。 苗 を植 え くうだ  そん じの話 に よ りゃ

当時 ん 町並 み 街 道 筋 は  ほ とん どが茅 葺 き屋根 。 お役 所 なん か

は瓦 葺 き屋 根 じゃ き 火 に強 い き『 ヒヨケ』 ち 呼 び よ った。

火を避 けち くる る意 味 じゃが  そん火避 け山が あ っち 高 さや

らは 2間 《ケ ン》約 6メ ー トル。 幅が 1,5間 ぐれ じ約 3メ ー

トル あ ま り。 現 在 の本 町 と恵 良 境 、野 津 原 神社 参 道 の東側 と

そん 正面道 向 か う側 、 1日 地 蔵 谷 の 西側 を街 道 の南 側 に 《高 札場

の正 面 あた り》 火災 の時ん 火 を ここ じ 食 い止 め よ った そ う

な。

楠 は油質性 じゃつ た き 火の用心 に ゃ気 くば りが 大変 じゃ

た じゃろうが 木陰は広 くおお きか った き 親 しまれたよ う。
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権現 にあ った白山権現 さまと 平野 にあ った祇園神社ん お旅

所 《仮のお宮》が 当時ん古町 にあ った。古町→野津原町ん事 じ

江戸期間に 新町がで きちか るは 古 くか るあ る町 じゃき 古町

ち呼ぶ ごつな った ごた る。今ん野津原神社周辺 に 2つ んお宮ん

お旅所があ っち 定期的にここに お出ま しにな り 祭 りん市が

あ っち は じめは物物交換 なんかが 北 は庄内 挟問か る 南 は

戸次 判田 大野か る 人 々が集 まつた ごた る。

当時ん幹線 ル ー トは山 を越 え ち 谷村  賀 来 、 別府 に。 南 は

大 野 、判 田、戸 次 、 それ も入 蔵 経 由が 多 か った ごた る。豊 後 ん 3

大 市 ち言 うと 浜 の 市、賀来 の市 、清正 公 市 、 ち言 う ぐれ ― じ

清 正 公 まつ りに ゃ 郡 役 所 に属 を で ― ち  『 ご迷感 はか け ません

か ら』 と 許 可 を もらい よ った そ うな。 そん 代 わ り 郡役 所 か る

も祭 典 の 日に ゃ 伺 候 が来 て『 ご祝儀 』 も あ った よ う。

現在の神門は 江戸時代当時の『 お陣屋→お茶屋』の 裏門 じ

役員門 《薬院門か》を 神社創建 の際に 移築 したち言 う。柱ほ

欅 4本柱 じか っては 瓦 にゃ紋が入 つち よつたが 長 い間の傷み

じ今は その面影 はねえが 紋の作 りは普通 とは 異 なっち ょる

ごたる。 1日 野津原村ん郷土神社 と して  『 郷社野津原神社』で

明治 4年 《1871年 》か ら 氏神様 と して 崇 め られち ょる。

伊能忠敬の郷土測量 じ この周辺の基礎 そ くりょう。幕末時代

に ゃ風雲急を告 げる頃 勝海舟 と坂本竜馬が 密命 じ強行横断。

夢 とロマ ンじゃ源義経が 落ち延 びる中継地 じつたが。 まっと昔

に ゃ大和武尊が 日向か る 引 き上 げに御座岳 か る  『 こん里 は人

が優 しく暖かな桃源郷』ち 一夜の夢 も結んだそ うな。

夢は多いが よい そ して実現す るな ら尚よいが。 そんな新 しい

夢を描 いて 明 日は今 日より しあわせな ふ るさとに 皆んな

じ守 り育て ち 行 きたい もんです。 ご自愛 ください。
口 ■ヽ
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古 い野 津原 音頭 が 7番 まで で  あ とが 不 明 です の で 少 し

淋 しい との意 見が多 くて 《本 当 は 10番 まで あ った と思 う》

合併前 の 今市地 区や大 字 上 詰 地 区の 歌 詞 も入 れ て 合 計 を

14番 まで に な りま した。 素 人 作詞 で す ので今後 は  これ

に類 似 した ものが  出来 た らまた楽 しい と思 い ます 。 曲 は

当時 の ま まの『紅 屋 の娘 匡〉中 山普 平作 曲 、 昭和 4年 》です 。

1 おばね の街道  石 だ たみ  ト サ ノ 石 だ たみ

殿 様 行 列  き らびや か  }ヽ  サ イサ イ き らびや か。

あの娘 《ヨ》年 頃  今 市原 に  ト サ ノ 今 市 原 に

牛 を飼 うの も い じら しい  ト サ イサ イ い じら しい。

2

3 岩 を ぐって

水 も豊 か な

三助井路の

黄金波  ト

ト サ ノ

サ イサ イ

三助 井 路 の

黄 金 波。

4 四辻 峠 に ゃ 茜雲

荷尾 杵  獅 子舞 い

茜 雲:

ト サ イサ イ  白熊 練 り。

ト サ ノ

白 熊 練 り

5 在所 帰 りか

響 く神 楽 に

員殻岳の  ト

子が は じゃ ぐ

サ ノ 貝殻 岳 に

ト サ イサ イ 子が は じゃ ぐ。

6 野 津 原 よ い

嬉 し 十 五

と こ

夜

櫓 の 上で  ト サ ノ 櫓 の 上で

踊 りの輪  ト サ イサ イ 踊 りの輪 。

7 笑顔が揃えば 夢が ある

明 日は今 日より 幸せ に

ト サ ノ 夢 が あ る

ト サ イサ イ 幸 せ に。

24, 4,吉 目

高齢者 が 多 ぅな っち 福 祉 バ ス も巡 回 しょ った。 バ ス利 用 が

目的 じゃが それ だ け じゃ 無理 もあ る もん じゃき へ き地方 面

じゃタ ク シー とバ スん 連 携 じ 乗 り換 え ん 不 便 なあ ったが  バ

ス路 線 の分 は支所 か る 乗 りの都 合 い いバ ス停 か るわ  タ ク シ

ーが チ ャ ン ト待 っち くれ ち ょる。
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デ ィサ ー ビスん した ち は 直接 家 ま じ迎 え が来 ち くる る。 そ

げな した ちが施 設 じ歌 うんが  『 のつ は る音 頭 』 じゃっ た。戦

中ん昭和 初 期 にはや つた  『野津 原 音頭 』 ん 後 継 音頭 ち 言 う

ょ うな もん じ ドシテ ン想 いだせ ん もん じゃ き ム ゲ ネコサ レ

にな っち  7つ に足 したん が  こきあ る主 に今 市地 区 と  L詰

地 区ん 分 が 出来 た。

こん だ 三輪 先 生 が ち 名 前ん は い ったん が 出来 た。 らこんだ

『 しぁゎ せん 丘』 も 入 ったが ィィデち  こち な っち又 こん だ

新 しぃ  そん か わ り『 のつ は る音頭 』 ち  な った ごた る。

楽 しい『の つ は る』 音頭        《2012》

1 あなたに

唄の絆が

逢えた しあわせの丘は サ ノ しあわせの丘は

ぁ ったか ら ト サイサイ あ つたか ら。

2 あち らか ら こつ ちか ら :来 て想 う サ ノ 来 て想 う

出で 湯 に 若 さ も 保 たれ る  ト サ イサ イ 保 たれ る。

3 寄 り添 う 大 分市 に な って か ら サ ノ

道 《道 路 》 も 水 《水 道 》 ま じ あ ら嬉 し

な って か ら

ト サ イサ イ

あ ら嬉 し。

4 過 ぎた 苦 労 は あ った け ど サ ノ あ った け ど

時 の刻 み が  糧 とな る  ト サ ィサ ィ 糧 とな る。

5 話 しが  はず めば  気 も豊 か  サ ノ

た った一度 の 道 く運 命》 じゃ もの

気 も豊 か

トサ イ サ イ

道 《運 命 》 じ ゃ もの 。

6 三輪 ノブさ―んの 唄車

宝 、ヽ っば ヽヽ  ほが らかに

サ ノ 唄 車

ト サ ィサ イ ほが らか に。

7 笑 顔 が

明 日は

揃 え ば 夢 が あ る

今 日よ り 幸 せ に

サ ノ 夢 が あ る

ト サ ィサ ィ  しあわ せ に。
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こげなふ う じ『 の つ は る音頭』 に  な っち昔 ん う ら若 い美人

が  唄 うそん 唄 に ゃヤ ッパ  情緒 が あ っち野 良 仕事 ん  後か る

泥 じキサ ノ ウナ ッタ 手 足 しゅ洗 うと コ リャマ タ 美 しさが イ

チ ダ ン ト 輝 くもん じゃ き『 今頃か る ドキ行 くん な』 ち 近所

ん若 え しが セ ワ シガ ル。

『 ドキ モ イ カ ンデ』 そん くれ言 わ ん と ヒ ョイ トしち近所

ん じに聞 こえ た ら オ オ ゴ ツ作 りたつ る。 と ころ じ こん唄ん

節 はすべ て『 紅屋 の娘 』 → 昭和 4年 に  レコー ドは売 られ たが

そ げ― 買 う しゃま ぁオ ラ ンジャツ タ。 けん どす ぐ節 は覚 ゆ る

き 唄 も時 の間 に覚 ゆ る。

寿年令 に な った した ち も 昔取 った杵 つ か じ 覚 え は早え も

ん じ 時 の 間 に覚 え ち唄 い よ る。 ただ歌 詞 を覚 え る こちな ると

ヤ ッパ  暇 が い る ごた る。 そげん こた 一 ど うでん  とにか く心

が 豊か に な りゃ あ た 一時 間 が勝負 。 ぞ げ慌 て た所 じ ど うも

な らん きな ぇ。

過去ん 苦 労 を糧 に しち ょるき 今 日 も健康 じ過 ごす  それが

な によ りん 幸 せ ち言 う もん 。 元気 に唄 い ま しょ うな 入 れ歯が

飛 びで らん ごつ な。 三 輪 先 生 ん 唄車 に乗 せ ち 大 声 あ ぐりゃ

それ こす  元気 な元 じゃ き 健康が い ち ばん じゃきな。 発声す

るん も元気 な証 で。

何べん も詩 を書 き換 え ち くれ た 調 査 会ん した ち も思 わん

勉 強が 出来 た ち 転 げ回 る ごつ喜 び よ ったわ な。 唄 は世 に連 れ、

世は唄 に連 れ られ ち それ が平和ん証 じゃが  こん 頃 ぁチ ッ ト

雲 行 き もお や しいが モ それ もま ぁ 刺 激 な っち い いん かん。心

が豊 か じあ りゃ もう :最 高 ち思 わ に ゃなえ ふ ん と。 聞 こえ ち

来 た ごた るヤ ッパ  故 郷 ん 唄 ち ゅうな いつ 聞 いて ん い い もん

じゃな ぇ や ぐら太 鼓 に合 わす りゃ 尚 よか ろ うごた る。

2g



23P

24P

25P

方言説明

ドシテ ン…ど うして も。ムゲネコサ レー・可愛 いそうで。

こきある… ここにあ ります。 こんだ一今度 は。イイデ ーよ

ぃですょ。 こちな った…事 になった。

な ったごたる―・な ったよ うです。 こっちか ら一 こち らか ら

。 あ らうれ し… とて も嬉 しい。三輪 ノブさん 一か って教職

じ後婦人会活動 など 社会活動家で作詞 もでがけた。

こげなふ うに一 このょうな事 に。ヤツパ ー‐や は り。キサ ノ

ーナ ッター汚 くな って。 コ リヤマタ・―これは これは大変。

ドキーどこに。 ドキモ イカ ンデー・どこに も行 きません よ。

ヒョイ トー・も しか して突然 に。オ ラ ンジャツタ…いません

で した。けん ど…けれ ど。寿年令・―高齢 者に。ヤ ッパ ーや

は り。そげん こた―…そのよ うな事 は。 ど うぜん…ど うで

も。 あた一‐…後 は。 そげ一そのように。 ど うもな らん… ど

うに もな りませんので。なえ―で しょう。 しち ょるき―・し

て いますか ら。で らん ごつ …出ないよ うに。 あ ぐりゃ一さ

しあげたな ら。 じゃき― ですか ら。転 げ回 るごつ―嬉 しさ

のあまりに跳 びはね騒 ぎ回 り。おや しいがモーおか しいよ

ぅじゃない。ふん と…本当に。 もん じゃき― ものですか ら

`つ
o

出会 う機 会 が あ る。 デ イザ ー ビス通 いの 人 た ちで も同 じ年 令 や

環 境 な ど過 去の 懐 か しい時代 が あ った。 そん な 人 た ちの追 憶 を

そ っと想 いだ させ て くれ る 唄 は無 性 に元気 を貰 うよ うな 毎 日に

な って そ こに心 ときめ く。 唄が あ ったか ら勇気 が  元 気 が湧 き出 た

ょ うな。 気 持 ちが こん な連鎖 反応 で  つ ぎつ ぎと何 か を求 め る。 心

の潤 いの 時 間 だ った の で しょう。無 心 に唄 った記 憶 を追求す る と一

そ こには仄 か な夢 や ロマ ンも あ って久 しぶ りに若 か え る チ ャ ン

ス も貰 った よ うに 少 女 ら しい姿態 に 恥 じらい もな い幸せ 人 生 。

ょか った です ね  いつ まで も幸 せ を抱 いて 一一 一 一・

´´
…

´●",
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せ  セ

セ

セ

セ

セ

セ

セ

セ

セ

セ

チ トキ ャ

チデ ンコ

チハ タラ

チカ リャ

チボ ジカ

チナギ ー

ックバ タ

ッテ ンヤ

ッチ ヨス

ツネ… …

情 けな い時

イ… …情 け

・……区切 り

リコメー悔

ス ー…・やか

・… … …情 け

……休 み 頃

テ ン…… 一

ンボ ウ…切

―切 な く辛

フ

キ

ヤ

キ

ツ

ン

に は、切 な い時 に は、悲 しい時 には。

な くて も我 慢 、切 な い時程 我 慢 して。

の 時 に働 く、 ゆつ くり した時 に働 く。

しい時 は頑 張 れ 、悔 しけれ ば頑 張 れ。

ま しく叱 りつ け る、煩 く叱 りつ け る。

な く切 ない、言 え な いほ どの悲 しさ。

に働 く、人 並 み にせ ず働 く変 わ り者。

ど うに もな らな い変 わ り者 、異 国者。

な い な ら我 慢 辛 抱 、 苦労 は我 慢 か ら。

い、情 けな いけれ ど我 慢 の しど ころ。

セ ッ

セ ツ

セ ツ

セ ツ

セ ッ

セ ッ

セ ッ

セ ヅ

セ デ

セ デ

チ

ア

ウ

タ

キ

ト

チ

チ

ク

ウ

ン

ン

ヨ

ト

ヨ

ウ

レター …競 り落 と したので売 れ た、 互 いに競 い逢 う。

… …情 け な くと も、 切 ない時 で も、 苦労 して いて も。

… …切 な く辛 いが 、情 けな く大 変 だが 、苦 労 して も。

… …競 ったの に、競 争 した もの の 、 我慢 の しど ころ。

‐……区切 りの季 節 、 変 わ り目の仕 事 の仕 分 け上手 に。

一一……忙 しい季 節 、 繁忙期 間 、 際 ど い区分 け の英 知。

キ ャ・………競 って お けば いい こ と も、曳 くと きが楽 。

ビアル ク‐………背 戸 を飛ん で歩 くよ う、動 きの早 い。

キ ャー… … …… …煎 じてお けば 、煎 じた薬 は妙 薬 に。

ジ… ………無理 強 い して は損 す る、無 理 強 いは 用心 を。

ゼ デチ ャ リャ………… ……煎 じて あげ た ら、難 しい煎 じ薬 療 法。

セ デ ンデ ン…煎 じな くて も、 その ままで も使 え る、煎 じ無用 。

セ デ タキ イ ラ ン… ………煎 じたか ら不 要 、 間 にあ って い るか ら。

セ デ リャ トク・… … ……煎 じて あればす ぐ間 に合 う、準 備周 到。

セ デテ ンデ ル… … …煎 じた後 で もまだ使 え る、無駄 に しな い。

セ デ ダサ ル リャ……… ……煎 じて絞 られれ ば 、 そ こまで やれ ば。

セ ドカル … …背戸 か らの珍 客 、勝手 知 った人 たちは、 勝 手道。

セ ドカ ジキ オ ツキ … …瀬 戸 の風 に用 心 を 、 背 戸 か ら火 事 用心 。

セ ドニ ャカ ガ ワ ク… …背 戸 の掃 除 は確実 に、 背戸 溜 り不衛生。
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せ  セ ドコス ヵ クルルー背 戸 は隠 れ場所 、背 戸 ん使 い用 、 隠 れ た。

セ ドカ ジ ャマ ン リョウ…… …・背戸 の風 ん涼 味 、夏 の ごち そ う。

セ ドコス ァ ソベ ル… ……背戸 は遊 び場 、背 戸 な ら怒 られ な い。

セ ドガキ ー … …背戸 で 遊 べ ば心配無 用 、勝 手 知 った場 所 な ら。

セ ドヵ ジ ュ… … …背戸 の風 には満両 ん 気持 ち、通 り抜 けの風 。

セナ リー … して す ぐヽ した とお もって い た ら、 して よか った。

セナ コ…… … ……背 中を 、背 中 に問題 が 、背 中が不安 に な って。

セナ ミャ ウ ツ ク シイ・… …背 の稜線 は美 しい、 背の並 み が良否 。

セ ナ リャ コ………したか ら こそ、 して よか つた とヽ後 悔 な くて。

セ ナ コケ ーーチー~~背 中を か いて くれ な い、痒 いので 背 中を。

セナ ココス ルーーー 背 中を こす って垢 を落 とす、汗 を 流 して。

セ ナ ンコナ カスナ …背 中の子 供 を泣 か せ な いよ う、 子 守 上手 。

セ ナ リャ シゴツ‐~~仕 事 を して こそ、 して か ら評価 もされ る。

セ ナ ク・… …背 中を使 う、背 中が広 くて安 心 、背 中が 懐 か しい。

セナ コカ セ ー …~~… … …背 中を貸 りて 暖 ま る、 背中 も道 具物 。

セ ナキー …背 中 に来 な さ い、背 中を 上 手 に使 って 、背 中芸者 。

セ ナカ ンコエ マ ツ~背 中 に肥 松が難 か し者、 言葉 に気 をつ け。

セ ナケ トマ レ・一一一 ……背 中 におん ぶ して 、背 中が一 番安 心 。

セ ニ ヵェ ル・一 一 背̈ 中 に腹 は変 え られ な い、 出来 な い相 談 も。

セニ セ ン ジ…背 中 に しな くて 、背 中以 外 の場 所 に、 背 よ り腹 。

セニ ヮタ リ ミチ…・一背 中 に渡 る道 もあ る、背 中を越 え る方 法 。

ゼニ ャマ ワ ッチ クル… … …銭 は天下 の 回 り物 、 いつ か き っと。

セニ ヤナ ラ ン‐一一 ……しな くて はな らな い、す る こ とが大事 。

ゼ ニ ダヶ ガ … …銭 だ けが 世 の 中 じゃな い、銭 よ り大 事 な物 も。

ゼ ニ ャメ ノ カ タキ ー……・銭 は 日の敵 の よ うで は、銭 も信 用 も。

ゼニ ャッ ヵ ィ ョー… ……銭 は使 ぃょ うで 、金 と頭 は使 い方 で。

ゼ ニ ドマ モ ラエ …銭 を貰 えば使 い道 は多 い、心 が大 切 じゃき。

ゼ ニガヵ タキ ド・一… …銭 が 敵 だ け じゃな い、銭 が悪 さ もす る。

セニ ャー … … しな くて は、す る事 で大 きな宝 も、す る大 切 さ。
,
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せ  セ ネバ ッチ…… そね ば りい らい らす る、気分 が 優 れ ない よ う。

セ ノナ コワ タ レー… … ‐浅瀬を選 ん で 渡 る、流 され な いよ うに。

セ ノウュ ヮタ レ。一 … …浅 瀬 の上 を選 ん で 、用心 して瀬渡 りを ()

セ ノ ビャゲ ンキ ー ー背 伸 びす るの は元気 な証 拠 、 全 身運動 を。

セ ノ リャイイモ ン・一 ―一背 中 に上 って 見渡す 、 背 に馬乗 りに。

セ ノ コ リャア ンマ ‐…背 中の懲 りは針 灸 マ ツサ ー ジ、早 め治療 。

セ ノ コ リャヤイ ト…一一 一 ―背 中 の痛 み は灸が 、 早 め の治療 が 。

セ ノベ ー… …………背 伸 び して深 呼 吸 、背 を伸 ば して全身運 動 。

セバ ギ ル ー ………邪 魔 して悪 あが き、人を競 りの けて世話 を 。

セバ メチ ……狭 く して 、狭 くす る事 で 、狭 くな れ ば有利 に も。

セバ ケ リャ ヒロギ ー狭 いよ うな ら広 めて 、狭 くて 不 自由な らぅ

セハ バ ガ ヤキ タツー 背 中の狭 い人 な ら通 れ る、す る り抜 け る。

セ バ マ ッタ ド…… …… … …・狭 くな ったか ら、 狭 いか ら大文 夫。

セバ メ チ ョケ… … …狭 くして お けば 、狭 くった の でせ至便 に。

セバ マ リャ……狭 くなれ ば利 用 価値 が 、狭 いか らゆ っ くりと。

セバ マ ッチ……………狭 くな って整理 が 出来 た、 せ まいと簡素 。

セバ ム リャ・一……狭 くす れば得 もあ る、せ ま い と整 理が簡単 。

セバ ク リオ ウチ ー狭 い と ころで賑 や か に、狭 い場 所 の賑 わ い。

セ ビノ ンコマル ―ヽ狭 くて も困 る、狭 いか ら困難 、 狭 さに苦労 。

セ ビナ コライ・一 … …狭 いのは我 慢 して 、 きま いか ら整理 す る。

セ ビニ デ ン‐一一一 … …狭 いで もよいの、狭 いか ら我 慢 出来 る。

セ ビゴ タル ……… … ……狭 い よ うだか ら、狭 いか ら整 理 した よ。

セ ビ トコ リー ー ーー・…狭 い場所 で も、狭 いな りに うま く使 う。

セ プ リャ……… ………無 理 を言 うと、無 理 や りに ほ しが るか ら。

セ ブ ッテ ンーーー ……無 理 強 い して も、欲 しが って もないか ら。

セ ブ リカエ ーチ……… …欲 しが る もので 、欲 も入 った欲 しが り。

セ ブ リャコス・… … … … …欲 しが れ ば こそ、欲 しい な ら早 め に。

セ ブル ノ ン……… ……欲 しが るの も中身 が 問題 、 あつ か ま しい。

セ ブル ンカー……… ……無理 じいす るん か 、欲 しが り欲が強 い。

29



せ  セ ブル クセ …… …欲 しが る癖 が あ る、何 で も欲 しが る欲 強 い。

セ ブ リジ ョウズ … …欲 しが るのが ヒ手に、調 子 よ く欲 しが る。

セ ブ ッタ ンカ・… …うまい具合 に欲 しが り上 手 、 無 理 強 いす る。

セ ベ ナ コラ イー ……… …・狭 いの は我慢 して 、狭 いか ら承 知 で 。

セ ベ ー トン……・…狭 いのは この上 な し、狭 い 自慢 にな るか ら。

セ ベ ンカ・一 一 一 ―・狭 いので す か 、 この 上 な く狭 い と思 うよ。

セ ベ ンジヤガ ー… … … ………… …狭 いのです が 、狭 す ぎる程 に。

セ ベ ナ リ…… …狭 いな りに も、せ まいけれ ど整 理 が き くか ら。

セ ベ ム リヤ … … …狭 め ると使 い勝 手が いい、 狭 い とよ いか も。

セ ベ デ ンツカエ ー … …狭 いな りに使 い勝手 が 、 狭 いか ら徳 用 。

セ ベ カ リヤ … … …狭 いな らそれ な りに、狭 い か ら使 いや す い。

セ ベ ー プ ンナ … … …狭 い分 は生 か され るか ら、 狭 いの も徳 用 。

セ ボカ リヤ … …… … …・狭 いか ら使 い こなす 、 狭 いか ら徳 用 に。

セ ボデ ン… …・一狭 くて もうま く使 い こなす と、 狭 いか ら有 利 。

セ ボ ジー・一一 一 一 ―狭 いけれ ど徳 用 に使 え る、狭 いだ け有 利 。

セ ボ ー ジ…狭 いだ け に有意義 に使 え る、狭 いか ら整理 が 効 く。

セ ボ __ジ ャィ ィ ー … …せ まいか らよい点 も、 せ まいか ら簡単 。

ゼ ボ ケ ン ドキ チ ヨル ………… … …狭 い と文句 言 ったが来 て い る。

セ ボ メチヤ ル・… … ……狭 く して あ るので便 利 、 狭 さが有 利 に。

セ ボ ムルー … … …狭 くす れ ば至 便 に使 え る、狭 く して 有利 に。

セ マギ ツチ… …無 理 や りに世 話 を したが る、 押 し退 けて まで 。

セ マ ク I]シ イ… … …狭 くて雑 多 な住 まい、 せ ま いので整 理 が 。

セ マ ギ ル ー……無 理 や りに 世話 を したが る、押 し退 けて まで 。

セ マ カ リヤ ……狭 いの な ら工夫 して、有意 義 に生 かす 至 便性 。

セ マ チナオ ン・~~狭 い土地 を交 換 分合 して 、 畦 を取 り除 け る。

セ マ ス グ リヤ …… …・…狭 くて困 難 な ら増築 も、 広 め るI夫 も。

セ マ グル ウツ チ … ………・狭 す ぎて気 の毒 だ が 、狭 く恐 縮 です 。

セ ミーチユ ウー寒 い と言 うけれ と、閉 め な さ い、攻 めて の手 。

セミータイヮン…閉めなさいとは言わないが、攻めて奥の手。 留ら
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せ  セ ム リャコス … …攻 め たか らこそ、攻 撃 した ため に、 強 引 に。

セ ム ンノカ ……・一攻 め ます か、 開め ます か 、開 めて もど うか。

セ ム ンナ リ ャ……閉 め るの な ら、攻撃 して も、 強 引が ど うか。

セ ムル ソベ ー攻 め て い ると、閉 めて いたが 、 閉 めて はだ め か。

セ ム ンャイ イ ドー・魚取 りの え さに、 え さ は た くさん あ るか ら。

セ メアゲ チ … …… …… …攻 めて追 い詰 めて 、 強 引 に攻 め たが 。

セ メチ ョケ ー閉 め て お けば 、 攻 め たのが 効 果 、 強 引 は ど うか。

セ メチ ャラ ンーー・閉 めて は い ない、攻 めて は まず い、無 理 は。

セ メラ レチ ー… …… ……攻 め られ て、閉 め られ た、攻撃 され て。

セ メチ ョキ ャ‐… …攻 めて お けば 、攻 撃 が 効 果 、 閉め てお けば。

セ メテ ンム リ… … …… …‐攻 め た と して も、 攻 撃 効果 は少 な い。 、

セ メクーージ……… … ……攻 め て入 って くる、 押 し込 ん で しま う。

セ メマ ク ッチ …攻 撃 した ものの 、攻 めて も効 果 は、閉 めて も。

セ メタテ チ ョケーー ー ……攻 撃 して追 い こむ 、 攻 めて追 い払 う。

セ メ ン ド・一 一… …攻 め な いか ら、攻撃 は無 駄 、閉 め な いか ら。

セ モ ウツカエ ‐一 一 一……狭 く利 用す る方 法 、狭 く上 手 に利 用 。

セ モ タ リャ……… … ………背 を もたせ る、楽 な姿勢 に もな るが。

セ モナ リャ… ……… …狭 くなれ ば、狭 い利 用 方 法 、 うま く使 う。

セ モカ リャー狭 い な りに、 うま く使 い こなす 、整 頓が 出来 る。

セ モデ ン…… ………狭 くて も使 い方 で 、せ ま い上手 な利 用 方 法。

セ モ ク ロウ ッチ … … ……狭 いので窮 屈 、狭 い部屋 に大 人数 が。

セ モ イケ・一 一 一狭 く L手 に動 く方 法 、 忍 び の戦 法、使 い勝 手。

セ モヤ レ・一 ……狭 く上手 に動 く特技 、広 い の に狭 く使 う工夫 。

セ ヤ ンヤ ク ルーー… ……世話 が 大 変で苦労 す る、面倒 見が 大 変 .

セ ヤマ ジヤ ー… … ……世話 まで は出来 な い、 世 話 は大 変 だ か ら。

セ ヨス リヤ・… ……世 話 は して も儲 けには、 世 話 は損 の始 ま り。

セ ヨサ シイ・一 …… …世話 を させ て任 せ て 、 世 話過 ぎに任 せ て。

セ ヨ シヨ… …… … ……世話 を してお けば、世 話 のお返 しもあ る。

セ ヨシチ ミヨ… …世 話 を して大変 さ、世話 の巧 妙 は なか なか。

，
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せ  セ ヨシタバ カ シー……世 話 したば っか り じ、世話 だ け して。

セ ワンメ ーー・世話 は しな い事 に、世話 は苦 手 で、世 話 苦痛 。

セ ワシク ャエ ー ター世 話 す るのは飽 いた、 世 話 は もう大 変 。

セ ワシテ ン………………世 話 を して も、世 話 の後始 末 も大 変 。 、

セ ワス リヤー…・……世 話 したばか りに、 世 話 の後 が 大 変 で。

セ ツシチ コス …・世 話 して こそ苦労 もわか る、世話 の苦労 が 。

セ ワデ ンイ イキ ……… …世 話 にな って も、 世 話 が 出来 れ ば。

セ ワガ ツチ ヨケ ー………世 話 は して お けば、 世話 にな る もの。

セ ワ ンワヤ ク……………世 話 が朝 飯 前、世 話 の 上手な人 間 も。

セ ワク ノ タネ …………世話 は 苦労が伴 う、忙 しい苦痛 が残 る。

セ ンジヤ ツ タカ ‐一一しなか ったので 、す まな いので 、 未 決 。

セ ンチ ンソ ダチ………慌 てて 戸 が開 い た ま ま、 あわ てん ぼ う。

セ ンスラ ー・冗 談好 み の人 間 、調子者 で信 用 が 、充 て な らぬ。

セ ンギ … …捜 し回 る、捜 した ものの、捜 し当て な い 、審 議 。

セ ンナム ゲ ネ エ ー しな いの は 可愛 いそ う、 なん とか 満 たせ 。

セ ン ドリヤ …… …………男 性 の 自慰 、適 齢 に な ると自然 摂理 。

セ ンプ リヤキ ク・一一―一漢 方 薬 の効 果 は大 きい、常 備 薬 に。

セ ンギ シ ョル ………‐捜 して い るので、捜 し回 って、調 査 中。

セ ンタ クイ ト… ………洗 濯 に使 う板 、 生 活 用具 で もあ った。

セ ン ドル ー……男 性適 齢 に な る と自慰 行 為 、人 間成長 の摂理 。

セ ンズ リ………… ………男 性 独特 な摂理 、 自然 的 な 自慰 行 為。

セ ンゴツ ー……しな いよ うに、使用 しな い、 使 わ な い、 中止。

セ ンニ モ ー以 前 に も、 よ くあ った過 去、 前 に もよ くあ った。

セ ンデ ン シタ チ… …しな くて も した と誤 解 、 罪 をか ぶ せ る。

セ ンノカ ーー…しな いの で す か 、 しな くて ょ いの、利 用 せず 。

セ ラ ンゴ ツ ショ………押 しあわ ないょ う、 危 険 です押 さな い。

セ ライ ゴハ ー …養子が 入 る と途端 に子 ど もが生 まれ る例 が。

セ ラル リヤ・……押 され た ら、 無理 強 いされ た な ら、推 薦 で。

セ ラ ン ジヨケ・一 …………押 さ ないよ うに、 無 理押 し しな い。
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せ  セ ラ

セ ラ

セ ラ

セ ラ

セ リ

セ リ

セ リ

セ リ

セ リ

セ リ

レテ ン…せ られ た と して も、せ られ た の な ら、 押 され た。 。

レ ンゴ タ リャー… 押 され な い よ うな ら、 押 され な いか ら。

ニ ャー押 さな けれ ば 、押 さな い ょ うな ら、押 して ほ しい。

ンジヨスー… …押 す な いか らこそ、押 さ な いの で あれ ば。

ク リャー ー … … ……押 しま くるな ら、乱 暴 に押 す の な ら。

ク ウ ジー … … ……… … ……押 し込 ん で、無 理 にセ リこん で。

デ ー チ……… ……・―…せ りだ したの で。 無 理 に押 し出 した。

デ ー ター………… ………… セ リ出 して。押 し出 して しま った。

ク ウダーーー ー…………無 理 にセ リ込 ん で きた、 せ りこん で。

モ ウチ… …… ………せ りあ いなが ら、無 理 にせ りあ うので。

セ ルチ ュ ウテ ンー ー
・…せ りあ うと 言 うて も、 せ り合 うの も。

セ ル ソベ ー……… …… …せ り合 う側 で 、せ り合 って い る側で の。

セル リャ………・… され るの な ら、 され るの も、 され た場合 は。

セル ル カ …………され ます か 、 出来 ます な ら、 して くれ ます か。

セル ンナ ……… され るよ うです か、 で きるよ うな ら、 出来 る。

セ ル ンカー‐押 します か、押 して あ げ ま しょ う、押 すのです か。

セル ル モ ンガ …… … … …押 され る もの です か 、押 され ます か。

セ ルキ カ セ ……・……… …押 す のでか して 、押 します か ら貸 して。

セ ル ー…… …押 す 、押 しま しょう、押 して あ げ ます 、押 し出す 。

セ レセ レー ……… ―ほぼ 同 じ、 一緒 く らいか な、 平 均 くらいの。
゛

セ レンゴ タ リャ‐… ……押 せ な い よ うな ら、惜 しい けれ ど無理 。

セ レタ ナ イイガ ………押 した の は よ いが 、や っと押 した もの の。

セ レンク シ………押 せ な い、競 られ な いの に、競 るの は無理 。

セ レテ ン… ………競 られ て も、押 され て も、 押 しち と して も。

セ レタ ンカ ………………… …押 したの です か、 競 りは ど うです か。

セ レチ ョ リャー‐競 られて いれ ば、押 してお け ば、押 せ たな ら。

セ ロウ ドチー・押 した い と思 い、押 せ る と思 うが 、押 した いが。

セ ロモ ンナ ラー押 す の な ら、押 した と して も、押 す な らもう。

セ ロウセ ロウ…… …押 して押 して、 競 って み た ら、押 せ押 せ。

/
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せ セ ロモ ンナ………す るものな ら、す るのであ つて も、 して も。

セ ンバ …脱穀す る農具、た くさんを東ね る、多 くを早 くす る。

セ ンデ ンーーー‐しな くて も、 しな くてよいか ら、やめなさい。

セ ンチ ン…便所、 トイ レ、簡易排便場所、主 に家の外 にある。

セ ンガ ンシンギ ョウ………・~大 勢でお経を捧 げ る、集団読経。

そ ソ_デ _____そ ぅです ょ、 そ うです か ら、 その通 りです 。

ソイ ナ リャ…… それ な らば、 そ うで あ るの な ら、 そ の よ うで。

ソ トン‐一 … ……外 の 、外 にあ る物 、外 にお い た、外 で 遊ん で 。

ソイ カ リャ… …… … それ か らは、 それ か ら後 は 、 それ な らば。

ソ イカ ク リャ…… …・一添 ぃか けて いれ ば 、守 って い るの な ら。

ソ ィジ ョヶ…… そ ぎ と って、削 り取 って 、削 って細 くす れ ば 。

ソ ィ ジャ ロ ゥーーー ー ー ー削 って細 くす る、 そ いで 細 くす れ ば。

ソイチ ミヨ…… …… … … …それ か らみ れ ば、 そ の よ うに 見れ ば 。

ソィ ジ ョク… そ ぎ落 とす 、 そ いで お けば、削 って 細 くす れ ば。 、

ソィ ジカ ル… …… そ れでか ら、 それで あ るな らば 、 それか ら。

ソイデ ン‐一……それで も、それ でな くて も、 それで あ って も。

ソイチカルー…それですか ら、それであるのに、そ してか ら。

ソイ チ ョラニ ャ そ ぅしておかなぃと、 そ ぅ しないと。

ソウフモ ウ……それは もう、それはそれは もう、 とて も大変 0

ソゥャ…………… .そ ぅですょ、そうですか、その よ うです よ。 .

ソウモユー…………そん なに も言 ぅが 、さいと も言 いますが。

ソウマ ジャーその ょ うまでは、 そんなにまでは、 それ までは。

ソウ トン…そ うと も言 う、そのよ うですよ、そん なに言 うが。

ソウデ ン…………・そのよ うで も、 そ うであ って も、 そんか も。

ソウク リャ…そ うとなれば、そのよ うに言 うな ら、 そ うな ら。

ソゥチャ…そぅですとも、そうとも思うが、そうで しょうよ。

ソウグレヵ…………………そのょぅですょ、そのように思うが。

ソウカンシレン……そうかも知れませんが、そうとも言
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そ  ソ ウソ ウ… … … そ うです と も、 その よ うです 、 全 くそ うです。

ゾ ウクル ー …騒 が し くす る、 い たず らを す る、冗 談 ま じりの。

ソウ ジャ ロ… … そ うで しょう、 その よ うです よ、 もっと もな。

ソウグ レー カ … …… … … その よ うです と も、 全 くそ り通 りで。

ソ ウデ ン イイー … そ うで もよ いです 、 そ の よ うで 、 よいです。

ソウモ ネエ ー そ うで もな い よ う、 それ は違 うの で は、無 理 か。

ソ ウデ ンイ カニ ャ。一 … …それ で も行 か な い と、 行 くのが よ い。

ゾー ヨ・… ……生 活経 費 、 や り くりが大 事 じ、 年 末 ぁせわ しい。

ソエ ノー添 え た はか りで 、添 え て間 もな い、 そえ て よか った。

ソエ ン… …添 え な いか ら、 そえ るの は無 理 か も、無理 せ ず に。

ソエ テ ン…一―…… …添 え て も、 そえ た とて 、 そえ な いほ うが 。

ソエ ギ シチ … …… …添 え たか ら大 丈 夫、 添 え て よか った よ う。

ソユ ニ イ ク…添 え に行 きます 、 そえ て お けば、 添 え るため に。

ソエ タ ンカ ‐一そえ た のです か 、 添 え ま したか 、 そえ た らよ い。

ソエ チ ョキ ャー…添 え て お けば 、 そえ た な ら、 添 え てお けば。

ソエ チ ャ リャー添 え て あげ た ら、 そえて あ げ る、添 えて待 つ。

ソエ グチ ヤ ー 日は出 さ ないが 、 ち ょつ と口添 え 、 無理 は禁 物 。

ソエ ラ レ ン ド…… …添 え られ な いか ら、添 えて も無理 な よ う。

ソオ モユ ー ー・そん な に も言 え 、 そん な に言 うた ら、 ら しいよ。

ソ ウ ドシイ ーーうるさ い状 態 、騒 が しいの で、静 か に願 いた い。

ソウシキヤー死 去の慌て、葬式 は、告別式 は、葬儀の 日程は。

ソウソウー・―一一‐早 々と、火急 に駆 けつけて、 さすがに早い。

ソウジヤ ロ…………そ うで しょう、そ うと思 います、た しかに。

ソウカ………‐一そ うですか、そ うで しょうね、承知 しま した。

ソウチヤーそ うです と も、そ う思 います、そ うです よきつと。

ソウグ レカーそ うです とも、そのよ うに思 う、 それが正 しい。

ソオ トン……そおです よ、そのようです と も、 た しかにです。

ソオナ……そ うですか、そ うで しょうね、な るほど解 ります。

ソオオムーデ・一……そのよ うに思 う、た しか にそ うで しょう。
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そ ソオ ラキ ター …見 な さ い来 ま した よ、待 って いた よ うに来 る。

ソ ゥ シチ ョキ ャー ー ー その よ うに して お けば 、 そ して待 て ば。

ソ ゥュ ウテ ン・一一 一 ……その よ うに言 って も、言 うて 見て も。

ソ ウカ ンシ レ ン… … そ うか も知 れ な いが 、多 分 無 理 と思 うが 。

ソヵ ィィキ _……… .そ こはょ いです か ら、 そ こは大 丈夫 です 。

ソカ コマ ル ー … … …そ こは困 ります が、 邪 魔 に な るのが 困 る。

ソカ ヮ リ_…… …… .そ こはい け ません よ、 そ こは駄 日です よ。

ソカ シラ ン‐一… …そ この事 は知 らないが 、全 く関 係 な いか ら。

ソヵ シタ ド そ こは済 ませ ま した よ、 そ こは終 わ って 。

ソ カ ヌ リー … ……… …底 の ほ うは 温 度 低 ぃ 、 そ こ は 温 か くな い 。

ソヵ _一―そ こは、 底 は 、 その方 は 、 そち らの方 は、 その辺 は。

ソガ ンカ ーー ー ~~~。 そ いで ヽ削 つて ｀削 る こ とで細 くな る。

ソヵ ホル・一 一 一一 … …そ こは掘 るので 、 そ ち らは掘 る予定 で 。

ソキ ニ ャ ………… 。そ こには、 そち らには、 そ ち らの場 所 には。

ソキ マ ジ ンチ… … … そん な に して まで 、 そん な に 世話 して も。

ソキ ンシー ー側 の人 た ち、側 に い る人 た ち 、側 で 見 て い る人 。

ソキ ス リャヮ リー … … … そ こに して は悪 ぃ、 そ こは困 るので 。

ソキ コス … そ こに こそ作 るが 、適 地 で よか った、 決 め た場 所 。

ソキ デ ンー ー …… … そ こにで も して、 そ こが ~番 良 さそ うで 。

ソキ __¨一… …そ こに、底 に、底 に も適 当 な場 所 が 、指 定席 。

ソギ トレー … そ いで 取 る、削 って細 くす る、 削 れ ば安心 す る。

ソギ ォ トセ ……… … … …削 って細 く仕 Lげ る、細 くす れ ば上 品 。

ゾ クゾ クスル …興 奮 して 、異常 な状 態 に、予 想 以 上 の 出来 事。

ソ クラ ソ ンゲ ……… … … そ こい らの、 周 り周 辺 の 、近所 近辺 。

ソ クッ プセ … …そ こを埋 めて 、底 を潰 して 、 その辺 を開 め る。

ソ クュ ウ シナ ……… ……… …そ こを修 復 して 、 そ の辺 の修理 を 。

ソ ク ミタ カ‐一… …そ こを見 ま したか 、底 を点 検 した、確認 を。

ソグ ク レナ ラー… … …・~削 る ぐらいな ら、 そ ぎ落 とす の な ら。

ソグ ンナ ラ ー削 り落 とす の な ら、 そ ぎ落 とす な ら、滑 らか に。

′
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そ  ソーベ ク ソ ウ ロ‐一 ―で た らめ に、勝 手気 ま ま に、 信 用 な らん。

ソー ジャキ … … そ うです か ら、 そ うと思 うが 、 そ うで したか。

ソー ンゴ タル ー… …… ……そ の よ うで 、 その よ うに聞 き ま した。

ソー トンー・そ うです と も、 その よ うに思 い ます 、 で しょ うね。

ソー ジャ ロ‐一 ―そ うで し ょ う、 そ うと聞 きま した、 たぶ ん ね。

ソーカ ンシ レ ン………そ うか も知 れ ませ ん 、 その よ うに思 って。

ソー ジコス … それ で よか った、 その方 が よ い と思 う、 それ で。

ソーユ ウ タモ ンノ………そん な事 を 言 って も、 それ で 果 た して。

ソー コ シ ヨル ト………… そ う して い る間 に、 やが て結 果 も出 る。

ソーデ ンセ ン ト…… … そ の よ うに しな い と、 そ う して お けば。

ソーデ‐一―そのよ うです よ、そ うと思 って いた、それが よい。

ソージャツターそのよ うで した、それでよいのでは、解 った。

ソーグ レカ…一―その通 りで、それが よいと思 う、解 りま した。

ソーソーー……その通 りです か ら、解 ったよ うで、や っと解決。

ソー シチ ョコ…………そ う してお きま しょう、そのよ うに して。

ソーナラ・一……そのよ うな ら、そ うであれば、そ うで したか。

ソーコウ シチーやがて結果 も、間 もな く解 る、や っと解 った。

ソーチ ャ………そ うです と も、それで こそ、それが よいよ う。

ソーカチ……そ う言 うて も、それでよいのですか、 なにとも。

ソーーユーナラ……―…そん なに言 うな ら、 それでよいのですか。

ソゲマ ジ… ……・…………そん な に言 うの な ら、 それ で よ けれ ば。

ソゲ ンコ ツ …‐そん な こ とが 、無 理 で は な いの、不安 なん だが。

ソゲ メ ー … そ げな いので は、 そ げ ます か 、 そ ぐの は無 理 か も。

ソゲマ ジ ャ・… ……そん な に まで は、 そん な無理 は、 卑怯 で は。

ソゲ イ ワ ンデ ン…… … そ う言わ な くて も、無 理 は言 わ な いが 。

ソゲ ンコ ター …・…その よ うな事 は、 それ は無理 で は、違 うが。

ソゲ タ ンカー … そげ ま したか 、 そげ たの な ら、 そ げれ ば よ い。

ソゲ ンコ ツ ジーその よ うな事 で 、 それ は無 理 で は、 乱 暴 で は。

ソゲ ーー ー 。そん なに、 そん な事 で、無 理 で は、気 が つ か な い。
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そ ソゲ ンハ ダー そん な事 は、 それ はちが うので は、 そ れ は無理 。

ソゲナ … … … そん な、 そ の ょ うな 、無 理 な話 で 、 少 し待 って。

ソゲ チ…片 側 に寄 って 、 片寄 って 、曲 が って 、予 定 よ り外 れ。

ソゲ ンコ トン…… そん な事 も、予 想異 常 な、予想 意 外 な事 も。

ソゲ ンモ ン ジャ。一 ……そ の ょ うな物 で す 、予 想 が 外 れて 落胆 。

ソゲセ カ ンデ ン………… …… そん な に急 が な くて も、慌 て て も。

ソゲナ ンナ … … その ょ うな物 は、予 想 以 上 の物 は 、知 らな い。

ソゲ ナ コチ … ……そん な事 に、知 らなか った、予 想 に反 して。

ソゲマ ジ ヤ ~‐~~そ ん な に まで は、 その ょ うな事 は、論 外 な。

ソゲ _ェ 。… …その よ うに、 そ うで したか 、知 らなか った事 で。

ソゲ ィ ャ ー … そん な に言 えば、 そん な聞 いた事 が 、 あ きれて。

ソコナ シー ー ー底 が な ぃ ょ うな、 予想 以 上の酒飲 み 、 太 っ腹。

ソコソ コー ー ーー程 よ い程度 の、 ほ どほ どに、普 通 で あれ ば。

ソコマ ジヤ ~そ こまで は感知 せ ず 、 頓着 な くて 、知 らぬ が仏 (,

ソコラ シユ ー ……そ こ ら一面 に、周 囲 に広 が って 、周辺 まで。

ソコメ シユ ー……・~~底 に焦 げつ いた飯 、 お ごげ の お い しさ。

ソコガ ア ル キ ー… …そ こが あ るか ら救 わ れ る、 命 綱 、救 助所 。

ソコ ジカ ンガイ ー… ………そ こで ゆ つ くり考 えて、 余 裕 が 必要 。

ソコラ ソ ンゲ ー
~~。 そ こ ら周辺 、 一面 に広が る、周辺 一帯 。

ソコ ン シヤ ~~~~~~そ この家 の人 は、 その家 の 人た ちは。

ソコッキ ャー底 が見 え て覚悟 、 限 界 に入 って、最 後 の上壇 場 。

ソコヘ ン… ……… そ こ らあた り、 その周 辺 、 そ の 方 向 の場所 。

ソコラ ジュー ………… … …そ こ ら一帯 、 そ の周 辺 、 周 リー面 の。

ソコマ メ … …足 の裏 に出来 た踏 み板 傷 め 、無理 を す る と外傷 。

ソコ ンホ ウ…………そ ち らの方 向、 そち らに狙 いを 、調 査 地 点。

ソコベ ラ ー底 の当 た りを、決 ま った場 所 の指定 、底 辺 の位 置。

ソ コカ ル … ……… … 。~底 か ら、 その辺 か ら、 その場 所 が起 点。

ソコラヘ ン………… … …そ こ ら当 た りが 、 その辺 が 問題 の場所 。

ソコ ンヘ ン‐一 ……そ こ らが 、 一番 問題 の場所 、 こ こが 問題 点。
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声 か けで育 ち太 る作物

あん ま リス ポー ッは や らん  こん しゃそん か わ り 田の ク ロ畑

ん 中 にヘ ール ト『 ア ンタ サ ヵ シイ ナ  太 りよ るな ぁオオ キニ』

チ 誰 か人 が お るん か ち 通 る しが 見 と る る ごつ  話 ししよ る。

『 りゃ― もう コゲ ー大 き ゅな ったん  元気 モ ン ジャナ ァ』 ち

笑 顔 じ話 しか くる もの じゃき 舅 さん な『 お前 ぁ ゆ う話す き じ

ゃろ う 野 菜 が喜 び よ る ど』 ち 冷 や か し半分 に褒 め よ る。

褒 め られ ち 悪 い気 持 ちんす る しゃ ネ ーキ  なん かみん なが

楽 しい笑顔 に 引 き こ ま る る もんで ん あ る。 お勤 め が 済んだ ら

チ ョコ ッ ト畑 に  『 ま た行 きよん な』 :近 所ん じど も も 日課 の

ごつ 暇 さん あ りゃ 田畑 ん仕 事 じゃ き 手本 にせ に ゃち 言 うな

易 いが ソ レカチ  ジ ッコ ウち な りゃ なか なか 難 しい。

朝 ち ょこ っと 畑 に行 くと 2, 3日 前 に撒 い た  種 もん の芽

が もう出ち ょるc『 あ ら あん た早 ぇな ぁ シ ョフ ネエ ンザ』

しゃが み込 む と 話 しか け ち じつと見 よ ると 不 思 議 な もん じ芽

の先 に 朝 露 がす る っ と ノボ ッち 見 る見 る丸 な った。 じつと見

つ め ち と思 うた ら それ が ふ つ く らと 膨 れ ち重 と ぅな ったん か

『 ぼ っ』 と 見 ち ょる 日の前 じ 割 れ た拍 子 に軸 を伝 わ っち

根 元 に落 ち た。

『 りゃ まあ まあ  あん た上手 じゃな ぁ』 ま る じテズマ ン

ごた る 一 瞬 の 出来 事 。百 姓 しょ って ん  こげ な芸 当 はめ って

見 る そ げ な こた ―ナ カ ロウガ  ヤ ツパ こ褒 美 に見 せ ち ク レタ

ンカ ウ レシュナ ッチ  『 オ オ キニ オ オキニ』 家 ん 昼時 に こん

話 に 花 が さいたん も 日ごろん声 か けが  ょか ったん じゃろ う

か。

それか るは ナオサ ラ声 ぅかけた り 話た りす る明け暮れが

39



つ づ く もん じゃ き きん じょん評 判 に もな った。 ゆ う昔 か るん

話 しに ゃ ぉゃ じが  ね じ鉢 巻 き じち 鍬 ぅカ タグ ル ト 田 ノ ク

ろ ぅ見 ち回 りよ る。 稲 が慌 て ち  『 おや じが 来 た ど 揺 ら しち』

そ げ言 うと みん なず り葉 を ユス ラ ケ ー タ。 親 父 は足 ぅとめ ち

『 うん  水 がす くね えん か の』 じっと株 を分 けち見 よ る。

『 手叩 き水 じゃが の う そ うか肥 料 が ほ しいん か  解 った』 ち

昼 か らは  もう肥 料 を  ヒネ リヤ リ しよ る。 日 の畦 じこれが解 る

早 めん 肥 料 や リ タ イ ミングガ  イイキー 番 ほ しい時 に 効 果

抜 群 じゃっ た。 こけが 百姓 ん熱心 さ 体験 奥 の手  企業 秘密 か ん

知 れん が  早 く気 が つ く 察す るん が作 つ く りん鍵 ん ごた る。

じっ と話 聞 いち よつ たが  『 う つ とど う 早 ぅか る シ ョル ニ 』

チ  に た っ と笑 うたが  『 しめ じめ又知 恵が マ イ コ ンだ』 じゃ

ね ぇな。 聞 いた事 が 役 に た った り悪 い事 も 知 った りん世 の 中

じゃ った。 『 あん た ど う も す ぐ言 い よえ  1気 が つ か ん  :事 もあ

る きな  ほん な又昼 か る来 るで』

執 念 は 自然 と出 る もん  と っさ に も出 る き す ぐ間 にあ う技 。

コツが 解 る こと じ 思 わ ぬ奥 の手 に もな る。芯 を とめ た り 枝 を

の け た リ チ ョコ ッ トん仕 事 が  思 わん実 りに も響 く()『 元 気 』

『 ゆ う太 りよ る』『 お お きに』 人 間 に話 しか くる ごつ 声 を か

け ち畑 を回 る と 影 に真 っ赤 に熟 れ た トマ ト。

夜 露 に朝 日が キ ラ リと 輝 くと瑞 々 しい 野 菜が 『 あ りが と う

さん 』 ち 言 い寄 る ごた る き 今 日 も嬉 しい。笑 顔 が つ い出 ち

こ っち ま じ嬉 しゅな るん も こん 人 ん 優 しい扱 いが  声 か けが

物 こそ言 わ んでん  伝 わ る もん じゃろ う。『 あん た の命 を頂 くき

な あん たが人間 に 生 まれ変 わ るん で』

今 日 も畑 で話す 声 は  もう専売 特 許 じゃが  嬉 しい心 の表現 。

40



執 念燃 ゃ した クチ ナ シ栽 培

農家ん担 い 手 と しち 事 情 じ秀才を犠 牲 に した夫 が  常 に将来

を 見据 え ち収 入源 ぬ 探 索 しょ ったが 日 杵 料 亭 が 黄 飯 材 料 での

クチナ シに 目をつ けち い ろ い ろ調 べ た り研究 した り。 じゃが ど

ん 手弦か ら も確 信 な持 てん じゃつ た。 農 家 ん忙 しい合 間 に ゃ 里

ん 世話役  青 年 間 の役 職  父 親 ん関 ゎ った井路 ん仕事 と 家を離

る る事 しき りん生 活 。

じゃが手 こまね てん  :先 に ゃ進 まん ち種 を撒 くこち な った。本

当 は苦労 は女 にの しか か る ち 気が進 まん じゃつ たが  夫 ん執 念

の種 が芽 を で 一た時ん  喜 び ょ ぅは話 しな らん ごつ 。『 これ な ら

しょわね ぇ ど,1 顔 見合 わ せ ち 取 り組 む こち覚悟 決 め たんが

今 日に結 び ち 一た。

発芽 は難 しい もん じゃ き 芽 が 出 た もん の管理 が 素 人  じやき

大 丈夫 じゃ ろ うか 不安 もよ き り手探 りん 毎 日 も続 い た もん じ

ゃ が  も う こ こま じ来 たか らに ゃ ヘ モ ドル ヮケ ャいか ん。覚悟

決 めた 日を 思 いだ しなが ら 春先ん 花 っ き ぅ待 った。 所 が ま っ白

い花 が緑 ん 葉 の 中か る 覗 きで た もん じゃき  『 咲 い たで 』

花つ きは少 ね ぇけん どは こん だ 実 が どん くれつ くか も。八重

ん クチナ シにや実 はっ か ん 。 ほん な こ っち や シ ヨワネェ ヵ。心配

してん仕 方 あ るめ 一『 な る よ うにな るわ い』 あ つけ らかん と笑

う 頑強 な 夫 が突 然病 魔 に 悲観 と不 安 とが一 挙 に 訪 れ たが

ど うに もな らん  これ も宿 命 じゃろ う。

も しかす りゃ『 これ じなん とかイ ノチキ ん 足 しに』 ち  1残 しち

くれ たん じゃなか ろ うか 。 『 お前 に ゃ苦労 か くるの う』 ち 口癖

に言 ぃょ った そん言 葉 が  ま さか にな っち しも ぅた。 じゃけん ど

クチナ シん 花 は 今年 も見 事 に咲 いち 香 りふ くよか に。
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小学校 交 流 ん関 わ り じ 職場ん材 料 利 用ん タイ ム カ プ セルが

地 元ん学 校 と 荻町 ん 学 校 に も。や っ と軌 道 に乗 る と 光 る頃

ぅ迎 え たが  天 は遂 に夫 を帰 らぬ人 に召 した。 しか し執 念 の宝

物 とな った  クチナ シは今 年 も花をっ け 実 り も迎 え た。体験

者が効 果 が ぁ って痛 み が 癒 え た と 喜 びの声 しき りに涙 堪 え。

子 ど も達 の余暇 の応 援  娘 が集中 した世 話 の手 助 け 親 戚 が

影 か ら日向 か ら支援 す る 夫 の遺志 の生 産 は細 々で ぁ って も

大切 な宝 物 と して 生 きが い と して残 して くれ た 思 い出の財

産 で もあ る と思 う。 少 し涼 しくな った秋 口 に 収 穫 した クチナ

シの 黄 色 い豆姿 にふ つ と 夫婦 で挑 戦 した不 安 な 季節 が蘇

る時や は り博 学繊 細 で あ つたが 先 見 の 目が あ り苦 労 させ まい

と ひ と滴 残 して くれ た 可愛 ぃぃ クチナ シの花 物 語  花 を愛

で 香 り楽 しみ 秋 ん収 穫 じ救 わ るる人 ん  喜 ぶ顔 に嬉 しさ も。

人 は一 人 じゃ生 き られ ん 皆ん な に 支え られ ち 生 か され ち

よ る。 じや 自分 に何 が 出来 るんか  夫 が残 した人助 けが あ った

と す り ゃ これが  社 会 に ご恩返 しん 役 目ち 寒 い空 ん もとで

ん  防空 頭 巾 ひ っかぶ っち や りよ る と苦労 も飛 ん じ 鼻唄ん

ヒ トツ も出 そ うな秋 晴 れ。

若 い頃 ぁ苦 労 も多 か つた 世話役 じ仕 事 そ この け に 出ち行

く日も多 か った。 そん 留 守 に一人 じ 男仕 事 に負 けん ごつ荒 仕

事 も しち よつ た き 今 で ん 子 ど もた ちが  加 勢 に帰 る までん

ク ロギ リで ん シチ ョカニ ヤチ 出来 るん も 優 し ゅう教 え ち く

レタ か ら じゃろ う。

喧嘩 もゆ う したが  それが刺激 に な っち『 負 けん 』 そげ な

気力 もま ぁチ ッタ ノ コ ッチ ョル ゴ タル  気 が しち な らん な

天国か る見 守 っち ょる けん じゃな か ろ うか。 又 そ ろ そ ろ収穫

時期 じゃが  『 ぁ ぁい忙 しぃ こっ じゃな ぁ』
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予想 に反 した人 生航路

夫 が店 の主 じゃ き農 業 は一 人 占め 屈託 ね ぇ ごた るが 心 ん 中

は予 想 か るマ ル ジ遠 回 り人生 。 結 婚話 ん時 に ゃ好 きな シガォ ッ

チ モ ウ… じゃが 皆 ん なず れ ぃ 勧 め らる りゃア ンマ リ 嫌 いや も

通 らん が 当時 と しち ゃ あ た りまえ じゃつ た。 酒 もタバ コ も飲 ま

ん  腹 もたてん マ コチ  い い シ ジ ャキ。

と ころが祝 言 の その 日に  も う飲 みす ぐる ぐれ ―飲 む。 あ り ゃ

ま ぁア ンシタチ ン 勧 め言葉 は 『空手 形 』 じゃつ たん な。 けん ど

夫婦 にな った以 上 は  そげ な 自分勝手 は ア ンマ リイイ ワケニ ャ

なえ  ふ ん とま ぁ。 ち肝据 え ち も う 40年 す げ た。 あん ま リ シ

タ コ トンネ ェ 百 姓 も見 よ う見 まね じ  『 あん た ハ リコムナ ァ』

マ ック ロに な っち 里 に タマ サ カ帰 ると 育 て ち くれ た 母親 が

『 ま ぁま ぁ ムゲ ノヨサ レ.』 ち 抱 き じめ ち  くれ よ った もん 。

寒 い頃 に ゃ ゆ う愛 宕 山 に 松 葉 か き行 き 行 く時 ぁ籠 に入 っち

上 り坂 ぅカル イあ げ ち ク レヨ ッタ。 半纏 ぬ 着 こん じ 頬 だ け

か 冷 て い もん じゃ き 涙 を滲 ませ ち 見上 げた ら  『 よ しよ し』

そん 涙を 手拭 い じ 拭 くと『 帰 った ら焼 き芋 じゃろ ぅ』

そげ な優 しか った母 親 が  目の前 に浮 かぶ と  I'く そ―我 慢 せ

に ゃ』 ち は り く うだ もん じゃつ た。 店 に 自転 車 じ弁 当を運 ぶ

と 帰 りよせ ん こん だ 子供 と両 親 とん 昼 飯 に ゃ もう手 っ と り

早 い もん でん は す かん き :手 際 ゆ うチ ョコ ッ ト 小皿 に も りつ

け ち  ぐる っと囲ん だ食車 。 皆 ん なん 箸が ウゴキ ダス ト 途端 に

ダ リガ顔覗 かす る。

ツ タ ンカ ー メ ンの種 を 貰 うち撤 いた ら具 合 ゆ う 芽 が で ち ょ

る。 大 けな豆 が ナ ル キ  1楽 しみ しち ょつ た ら _虫 が チー タ ゴタル

。 慌 て ち予 防 した き なん とか 食 い止 め たが  ふ ん と花 も美 しい
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実 の粒 も大 き ゅう じ『 もうか った』 ち 心 が なん か躍 動 す る

ごた る。 よ る帰 った き  『 ツ タ ンカーメ ン トレタデ』 見 せ た

ら じっと見 つ め ち  『 やん が ん大 けな 先 ん ごた る』 笑 い

て 一 ぬえ ― と堪 え ち  『 チ ュ ウカ ンガち』 苦 笑 い しち しもう

た。 物造 りん 楽 しさは 格 別 じこん 頃は『 作 づ くりが ウマ イナ

ァ』 ち ゆ う褒 め らる るき 骨 折 るけん ど『 ま ぁい いか』

歴 史 に興 味が あ る もん じゃき 懇意 しよ った詳 しい シニ  聞

い た ら『 ほん な連 れ な うき来 り ゃいい』 ち 返 事 が あ った もん

じ 次ん 日に コ ッケ ム ク リ 行 くと もう シヨ しち 愛 宕 山 に上

る こちな った。 途 中 の 田ん ぼ に ゃ 大好 きな『 イ ヌフグ リ』

可 愛 い いコ ンメ ー花 が  咲 いち寒 風 に揺 れ よつ た。

西 暦 1000年 時代 ん城 跡
゛

ま ぁ石段 跡 が ち っ とあ る 案 内

しち くれ た シガ  棒 先 じゴ ソーを はね の け ち  『 これが 当時 ん

石 段 の残 りで  欲 しか ろ うが 持 っち 帰 る と悪 い きな』 大 笑

い しち しもうた。 こん しが コゲ ナ話 しゅま ぁ。 つ ぎつ ぎ と知 っ

ち ょる話 ぅ しなが ら上 りつ い た ら 眺 めが い い。

母親 とゆ う松葉取 りにきた あん幼 い甘えん坊 時代が 走馬

灯ん ごつ甦 っち くる。源義経を迎え るこち った 戦国時代ん話

に ゃ 熱が こもっちそれが 夢物語 りにな った き 真剣残念 じ

ゃつ たごたる。『 わ しが腹 ぅたててん  しかたねん けん ど』

小首 か しげたそん 横顔はふん と 絵 になるよ うな こん じの

話 に 今 日はなんか心が はればれす るごた る。

あん時ん 話が 鮮 明 に回想 され ち こん 頃 また歴 史探 訪 ん 仲 間

に ち 意欲が 燃 え立 つ き 申 し込 み しち見 た 。 予想 に反 す る事

ん 多 か った前 半 じゃが  これ か るは もち っと 勇 気 で 一 ち 自分

勝手 な人生 も いん じゃなか ろ うかち。 ひ ょい と振 り返 ると

『 あ りゃま ぁ もう還暦すげち ょらまぁ』
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『 女 人禁 制 の起 こ り』

和銅 3年 《710》 権 現 に悪 病 流行 とあ る き 当時 と しち ゃ

珍 しい事 じゃが  よそか る帰 った シタチん  病 気 み や げ じゃつ

たん か。 それ ま じカカ ッタ事 が ネ ーキ  い っぺ ん かか る と ソ

リウす ぐに皆 ん な に ウツ ッチ広 が る。仏 教 が伝来 したんが

こ こ らへ ん じゃ き そげ な ルーートじ入 った  そ げ一考 え らるる

。 今 まで体 験 せ ん き 養生 ん しか た も クス リもそげ ― ネエ キ

『 アイ タノ ゥア イ タ ノ ゥ』 ん  声 が聞 か る るが  ドシュモナ ラ

ンジヤツタ o

国東六郷 満 山 に ゃ仁 聞菩 薩 が  広 め た頃 にハ ヤ ッタチ言 う。

神 亀 4年 《727》 に ゃ 高 城 山 に子安 観 音 を 安 置 した行 基

とあ るき 一の瀬 川 原 ん普 門 寺 とん  関 わ り もで ち くる。愛 宕

山 に鷲 ヶ城 ん 築 城 、 人ん 行 き来 が 多 くな り 物 や文化 とと もに

病 気 も どつ とん ど っとん  広 が りよ った。 治療方 法 が進 まん

じ 祈 と う所 が で き 庶 民 は神 仏 に と 焦 り も多 うな ち行 く。

清 々 しい風が  え―と汗 も ヒッコンダち 思 うとち っと肌 に

ゃ コンコロモチが いい。『握 り飯 どげ ぇ.I ヒョイ ト指 しで一

た 途端 に独特ん 味噌漬ん香 り。や っば丹精 こめたち す ぐに

でん ヨバ レテーが  ここ じ『 そ ぅか』ち 手をデータ ンジャ色気

もね ぇ。『 こりゃま ぁ 済 まんの ぅ』ち 手を合わせた。 よ

うぶ な娘 に しち ゃ なん と ま ぁ手際ん い い や っぱ母親 が そ げ

え  :躾 たん じゃろ う。動 作 に して ん  同 じ トヮズ百 う ごた る 言

葉 ん ハ ジハ ジエ デ ン イ可との う気 品が あ るん も それ が頷 くる。

『 忙 しいに ゆ う シヨ出来 たん じゃな』『 ア ゲ ンコ トンジ ョウ

こん くれん こつ 一 出来 に ゃ‐一 … …』『 じゃの ぅ』 思 わず 嬉 し

い笑 い顔 に な った。 手 拭 い じオ シア ラ ウ と 大 け な手 を サ イデ ー

チ  lツ 握 った 。 そん感触 に ゃ娘 ん 真心 が伝 わ る。
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元永 2年 《1119》 天徳 寺廃寺 ん 後  霊 位 を 引 き継 い じ 普

門寺を建 立  若 者 ん修業 所 を設 け 安 部実 任 入道法 眼 阿者 利 と

あ るき 400年 ほず  前 にあ った天徳 寺 を 引 き継 い だん じゃろ

う。 こん 寺 は英 彦 山の末 寺 ち言わ れ  熊 群 山 東頼寺 を 開 いた 安

安 部実 任 の子。

安部実 任 が熊群 山 と 高 城 山吉青羊院 、普 門 寺 に 観 世 音菩 薩 を

一 体ず つ  刻ん で納 め た と言 う。普 門 寺 は一 の瀬川 原 にあ り 祈

念 の場 所 と しち『 女人 禁 制 』 を な した事 か ら宇曾 山、 精進 ヶ岳

、御座岳 、 を修業 ん場 と しち 若 い僧 ん教 育 も した か る 現 在ん

宇 曾岳 神 社 に もあ る  『 女 人禁制』 ん  決 ま りは こ こに 始 ま っ

たん じゃろ う。

そん 普 門 寺境 内 に ゃ暦 祖 ん 塔 印 《天 徳 時 代 ん墓 地 か》 に陸奥

に生 まれ た『 梅 の木 』 が  植 え られ ち ょる。 創始安 部 実 任が 陸奥

に 関係が あ ったの か  それ とん 陸 奥 に領 地 が  あ ったんか雲 ん

中 に 美 しい虹 が 浮 か び  出 る ごた る思 い もす る。 子 ど もた ちが

川 を渡 っち 山か る取 っち きた ガ ラメや ア ケ ビを  食 う姿 と ぅ

見 ると 若 い僧 た ち ゃ もう 故郷 ん 母親 を忍 び 幼 か った頃が ふ

と 思 い出 され るん じゃろ う。仏道 ん厳 しい修業 ん 路  そげ な こ

つ う追 うん も 人 の子 じあ り苦難 の  修業 な らで はん  事 でん あ

ろ う。故 郷 を遠 ぅ離 れ ち 他 国 にあ る と思 うん は  ど げ言 うてん

母 ん こと じあ る。

峠越 えれ ば歩 いて 3里  山が高 こ う じま ま な らぬ 。 里 唄 に もあ

る ごつ  つ い 日の前 にあ ってん  あん高 ぇ山が アル バ ッカ リニ

歩 きゃ 3里 でん  ドゲ シュ ウ もネ ェ ハ ガ イ イ事 バ ツ カ リ。

じゃが そん苦労 しち こす  背伸 び も出来 る事が  あ る もん ぬ皆

ん な ショル.じ ゃ き人並 み と思 ゃ 腹 もタツ メ ェ し 腹 たて た方

が 負 け犬 に な っち しま う。 幸 せ は努 力 と運 と 巡 り会 い じゃき。
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△ △  さ との修験 場  △ △

修験 場 の宇 曾 ん 山が  み ど りま しち陽 の 出が  早 ぅな っち朝 ん光

りが  朝 露 に濡 れ た木 木 ぅ 照 ら しち くるる。一 の瀬 川 んせせ らぎ

ん 音 ぅ 聞 きなが らん  食事 ん 後 か たず けす る 若 い人 たち に も

長 く寒 か った厳 しい 冬 か る開放 され ち凌 ぎい い。 遠 ゅう離 れ た父

母ん 許 ぅも う 2年  梅 ん 実 を 眺 め ち母 を 思 うと 頑 張 っち一人前 に

ナ ラニ ャチ心 に決 む る 朝 ん ひ と と き。

§ § 流 れ ん清 い ―七瀬 川  ト

か じか の声 や  蛍 が り

サィサイ 七瀬川

ト サ ィサ イ 蛍が り § §

鐘 が 鳴 り拍 子 木 に 合 わ せ ち般 若 心経 を 唱 え ち今 日ん 日課 が

は じま る と 七 瀬 川水 ん 音 や ら 木 本 ん さや揺 れ が  交 差 しち朝 焼

けん空 間 ぬ  波紋 ん よ うに流 れ よ る。修 験 場 ん 静 ま りん 中 に 素朴

な姿 ん仏 が ぽ っか り 現 れて苦 しい若 い人 た ちん  心 に悟 りを授 け

ら くる る。 そ こに仏 門 に入 った 人 たちん心 ん  喜 び も浮 き彫 りさ

れ  生 まれ いず る 自信 も持 て る ごつ も な るよ うに あ る。

朝 の お務 めが 終 わ った  しば しん 一 時  里 ん 娘 に逢 うこと も 話

す 事 も出来 ん けん ど 寂 しい寺 内ん  こん 人 たち にせ め て もん  慰

めん言葉 を か けち アゲ テ ェ と娘 心 が畑 仕 事 に 行 く語 らいん 中 に

伺 え ち 木 の 間が くれ に見 ゆ る 仕事 着 ん女 ら しさん  言葉 ん や り

と りが  ま るで 見 ゆ る ごた る。 心 ん やす らぎち  そ げ 一思 うと悪 い

ん かん知 れ ん が。

心 くば り した そん  気 持 ちだ けで ん  どん くれ ―嬉 しい もん か。

そ げ な優 しさ に 生 き る幸 せ も感 じ 里 ん 人 た ちん 為 に も 尽 くさ

ね ば ちふ っ と 心 に呼 びか け る そげな風 が サ ツ ト吹 い た。宿 命 の

中 にあ る人間 が  生 きて 行 くそん 中 じ 人 の世 話 に心 が な りよ る

宇 宙 ん仕組 み とは言 え  厳 しい現 実 が  それ を教 え ち も くるる。
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★★★ 円福寺について ★★★

円福 寺 た ぁま こち 響 きん いい寺 ん名前 。 下谷 にひ っそ り した

内懐 には 東 と西 に ゃ風 ょ けん  山が 連 な り南 に 宇 曾 山を仰 ぎ

見 る位 置 にあ る。北 は透 けて 冬 ん 風 は 冷 た い けん どそ ん かわ り

夏 は暑 さが 和 らぎ 涼 しい風 がす り抜 けち くる る。 『 両方 い い

んが頬 かぶ り』 た ぁ ま こちユ ウ言 うた もん じゃ。

谷 川んせ せ らぎを 行 く水 は美 しく つ めて ――な勿 体 ね ぇ ぐれ

じ 周 りに咲 くい ろん な 花 に も幾 百年 も 続 け ち育 って 来 た

暖 か い心 が宿 っち ょるよ う。 東 に居 を構 え ち ょる 庄 屋 さんか た

ん  屋敷 ん高 さ と 同 じにす るよ うに と 西 ん 門福 寺 も 11」 を受

けた広 い寺域 ん 中 に 建 物 が 整然 と並 び 心 ん よ り所 にふ さわ し

い 場所 でん あ った。

寺 に仕 え る人 た ちん  手 入 れん ゆ き届 いた 境 内 に ゃ松 、杉 ん

ほか古木 、珍 木 、 もあ り仏 の前 を飾 るに ゃ こ と欠 か ぬ ょ うな

そ げな花ん 中 に ひ と きわ香 ぐわ しい 梅 や桃 の木 に そ っと 抱

か る るごつ 白 い シャガ  :黄 色 ん ヤマ ブキ 、 む らさ きん テ マ リコ、

なん かが  旅 を しち来 た人 た ちん  心 ぅ慰 め ち も くる る。

周 りん 山肌 や 谷ん 周 りに 散 在す る家 並 み も 含 め ち 50戸 あ

ま りを  中心 と した心 ん よ りど ころは 里 ん 日々ん 楽 しさ含めて

ん  よそん人 たち に ゃ 比 べ る こた 出来 ん ごた る :素 晴 ら しい も

んが 見て取れる。これこそ自然の中での 人間の生きる場所で
■,

ん  あ り そ つ に 思 わ れ る 、
                   Y

゛ じ_
ヽヽ

円 福 寺 や 庄 屋 さん 館 を  中 心 に道 行 く人 た ち ん  明 る い顔 が そ

り ゅ う 物 語 っち ょ る よ う。 年 頃 ん 娘 た ち ん 野 良 着 に  そ っ と手

を 貸 す 男 ら しい  1姿 体 に 流 す 汗 ん 光 りは  い つ ん 間 に か 優 しい

情 愛 に変 わ り 幸 せ な実 りに と進 ん で  めで た い祝 い船 が  帆を
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・

応永 2■ 年 《1414》 源 家 の中心  新 田義 貞 の 臣江 州 佐 々木

の末葉  金 丸 三郎憲 貞が  直入 郡 の柏 原氏 神 八 幡宮 よ り 《現在 は

田代八 幡社 と言 う由。 後醍醐 天 皇 と北 朝 方 と戦 った 新 田義 貞が

越 前藤 島で武 運 つ た な く戦 死 。 の ち大 友 を頼 り豊 後 に くだ り 柏

原 郷 田代村 に京都 の 岩清 水 八 幡社 を 勧 請 して  義 貞 の霊 を祀 り

当社 を建 立 した。柏 原 村 9ヶ 村 総 鎮守 で あ り 1日 藩 時代 は上社 に

維 新後 は村 社 だ った。 社殿 は天 保 12年 《1841
建立 。現地 の調 査 によれ ば》

上記 よ り勧 請 して  当村 に森 永 左近 照 義 が  一宇 を建 て ち『 宇

曾 山 円福寺 』 と した。 当時 は天 台宗 ん力 が  強 くて行政 機 構 じゃ

こげ な 形 じ作 られ よ った。 六 郷 満 山 も同 じケ ースん よ う。 円福

寺 に ゃ天 台宗 本 尊 を は じめ 大 天狗 豊前 坊 、宇 曾大権 現 張 山坊 、

洛 北松尾 山鞍 馬 寺奥 の院多 門 天狗大 豊 坊 も 合 わせ祀 られ た ち

記録 され ち ょる。

祭 官 に ゃ大 和加 茂 神 社 の 社 家板 山某 が な る。郷 士広 瀬 一撤斎

、庄 屋太 郎右 衛 間が  信仰 の 祭神 と しち 地 域 にそん教 え を広 め

る。 は じめ過 原 に あ った 円福 寺 も下 谷 に移 し 宇曾 山 の神宮 寺

と しち よつ たが  広 瀬 、橋 本 、 な どん勧 請 じ奥 の院 に移 し 日本

兵 法第 1社 『 宇曾 大 権 現 鞍馬 大 天狗宇 曾 山張 山坊 円福 寺 』 とな る

。 これ じ密 教 は 円福 寺 に 尊神 な奥 の院 に 鎮 座 す る こち な った

張 山坊 とは源家 以 来 ん  『 源 家守護 の御 神 霊 』 ち 言 われ る。

この よ うに して 宇 曾 連 山 は 英彦 山、尺 問 山 、を結 ぶ 直線 上 に

あ り 山伏 ん 修験 場 とな る。 松 ん 梢 に風 鳴 りが す ると 白衣 を 閃

か した天狗 が 飛 ぶ  鬼は慌 て ち隠れ  よか らぬ病魔 は 叶 わ ぬ と

ひれ伏 したoじ やが一 時逃 れ じゃき 見 抜 い た神 は 忽 ち にそん

魂 胆 を微塵 に砕 く。 子 ど もん 病 気 も こ りゃ も う叶 わ ぬ と 退 散

した と言 う。『 子 ど もん虫 封 じに霊験 あ らた か 』 そ こにあ る。

正 月 、春秋 ん 彼岸 中 日、 お参 りん 多 いのん  ゆ うわか る。
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修 験者 は ほ ら員 を吹 きなが ら 錫 杖 を っ き一 本 歯 の 下駄 に身 を

委 ね 山里 に下 って は、行 の力 と神 の霊 験 に よ って  村 人 の病 気

を 治 した。特 に 子 ど もの  『 滴 の虫 』 は  た ち ど ころ に治 す と

そ の霊験 の高 貴 さが ぁ った。 今 も続 く『 虫 封 じ霊 験 』 は 特 質 な

ご利 益 が あ って  救 いを請 う人 が多 い。心 の 問題 もあ るが 。

円福 寺 はの ち 禅 寺 とな る。 白衣 を ヒラ ヒラ させ て  小 走 りに

動 く修験者 が  み ど りの木本 の合 間 を 揺 ら して行 き交 う時  里

の適 行 く人 た ち は 神 仏 を拝 む よ うに 手 を 合 ゎ せ て  我 も無 病

息 災を念 じた ことだ ろ う。 あの山 あの岩 陰  か ら突 然現 れ る

そん姿 は ま さに神 で あ り 仏 じあ るのかん 。神 神 しさ もあ った。

当時 の宇 曾 山奥 の院 の祭 神 な 日向鵜 戸 大 明神 絵 図 、祖 神 鹿 取

先 生霊位 、観 lil音 善 薩 、鞍 馬 山多 門天 張 山坊 、 とされ ち ょつ た。

山 を崇 め る人 の心 の  よ り所 でん あ り 多 くの人 た ちの修 験 の場

と して 大 切 に され ち よ る 山 だ けに この ょ うな 祭神 を お祀 り

したん じゃろ う。

女 人禁制 ん 山 じゃあ るが  里ん女性 もそん 代 わ り 男 た ちに託

しち家族 ん 息 災  里 ん安全 を念 じた事 じゃろ う。 鵜 戸 大 明 神 の ま

つ られ た 起 因 は不 明 じゃが  宮 崎鵜戸 神 宮 とは 全 く関係 なか

ったが  1司 じ修 験場 と して の 想 像す り ゃまた共通 す るいろん な

面 が あ るん も事実 じ 嬉 しい思 い も起 き る。

束 の間 の よ り所 と して 修 めたのか も知 れ な い。 鵜 戸 神 宮 も吾

平 山仁 工護 国寺 とい い 日本 3大 権 現 の一 つ じ あ つた別 当寺 と

ん  関わ りあ いは ―~連 の 山岳宗 教 ん場 で  あ つた よ うで あ る。

こげな連 な る山 と山が  関 わ って長 い間 に 人が 幸 せ に過 ごせ

たん も 元 には神 仏 が あ り 宗 教 が心 に示 す生 き方 の 御 手 本 で

もあ ったの で は なか ろ うか。天狗 さん に も感謝 せ に ゃな ぇ。
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△△△ △ △  方言 説 明  △ △ △△ △

シタチ ーひ とた ち。 ま じ一 まで 。 ネ ーキ ー な いか ら。 ソ リ

ゥウー それ を。 ネ ーキ ーな いか ら。 ドシュモ ナ ラ ン…ど う

シ ょう もな らな い。 コ ンコ ロモ チが 一 とて も気 分 よ くて。

ヒ ョイ ト…突 然 。 ヨバ レテ ーー・いただ きた い。 デ ー タ ンジ

ャ‐―だ したの で は。 トヮズ‐―冗 談 を。 シヨ …準 備。 ゲア ン

コ トンジ ョウ… あん な事 ばか りで〉オ シア ラ ウー押 して美 し

くす る。

ほず … ほ ど。 ガ ラ メー野 ぶ ど う。 どげ… ど う。 アルバ ッヵ

リニ ー あ る もの です か ら。 ドケ ノュウモ ー ど に もな らな く

て。 ハ ガ イ イー悔 しい。 バ ッカ リーばか り。 シヨル ー して

い る。

十 ラニ ャーな らな けれ ば。 けん ど一です が 。 7ゲ テ ー…あ

げたい。だけでん―‐だけで も。そげな一そんな。なりよる

つ て い る。

く る る ― い た だ け る。 ま こ ち ゆ う・一本 当 に よ く。 テ マ リコ

。一ア ジサ イ。 手 テ を 貸 す ―加 勢 す る。

柏 原 … 竹 田 市 荻 町 。 くだ り… こ ち らに。 しち ょつ た … して

いた。 じゃが 一ですが。 じゃき一ですか ら。

したん じゃろ う一 したので しょう。あるん も‐―あるの も。

こげな…こんな。せ にゃなえ一 しなけれ よいのに。

女人禁 制 … 一つ の思 い逢 う気 持 ちと して は 女性 を 大 事にす る

底 流が あ る 優 しい思 いや りが  こん な形 にな った。 と も解 され

る場合 もあ りそ う。 同伴 で お参 りす る夫 婦 で も _Lり 坂 で は子 は

父親 が 背 にす る。 それ で も女性 は大 変 で あ る。 や っ と上 ったのだ

が疲 れ は  も う限界 で もあ りそ う。 それ な ら母 親 は拝 殿 で待 ち

その間 に父 親 が奥 の 院 に上 って 祈願 を して も ら う。奥 の院の石

段 は素 足 で 参 る。女 性 の 足 冷 え も苦痛 で あ ろ う。 落 ち松葉 が足裏

を刺激 し 刺 さ る こ と もあ り うる。
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勿 論 きび しい修験 の 場 には 異 性 出入 れ は妨 げ に な る 当然 の

摂理 だ ろ うが 。奥 の 院 の御戸開 きされ た  この 日は格 別 に許 され

た 禁 制 に は『せ め て この 日は」 と 許 され るの か も。 思 い逢 う

心 の判 断 は個 々に 判 断 すれば神 も許 し 仏 も頷 くの で は。殊 更

我無 しゃ らに禁 を犯 す の も 条理 で は な いが  元 は人 間 の理 性 が

決 めれ ば  心 も落 ち着 いて 祈念 もで きるん じゃ あ る まいか。

※ ※ ※ 語 り部 ゆ ら ぐ炎 の 中 に ※ ※※

一 椀 の粥 を馳走 にな った 旅ん 僧 は家 族 も 仲 間 に入 れ ち果 て

しね え  世 の さ まざ まを語 る そん 時 にや炎ん 中 に 美 しゅう映

し出 さ る る こん地 の さ まざ まな語 りに  いつ しか 雨 も上 が っち

ょつ た。 月 も美 しゅ照 り 隙問風 ん 寒 さ も 燃 え 盛 る タキ木 の

パ チパ チ っ と音 にな しか  心 に優 しい余 韻 も残 しち くれ よ る。

こ こに ゃ ここな りん  民話 もあ り ゃ伝 承 ん話 も ケ ック シャあ

ろ うが  暖 こ う包ん じ くれ た こん 家 ん 人 たち に何 か  み や げ話

こす が お礼 ん心 くば りか ん 知 れ ん じゃろ う。 源 家 ん 守 護 神 ち言

われ た 張 山坊 に ゃ常 盤 御殿 の 涙 ぐま しい物 語 りが あつ た。子

を思 う気 持 ちが 生 き別 れ にな った 身 を 案 じち京 都 ん寺 じ そ

ん健康 を念 じち守護 神 に ひれ伏 しち拝 したち言 う。

平 家 ん 手 厚 い思 いや りに 感謝 と無 事 を念 じた事 が  虫封 じん

健康祈 願 に 結 びつ い た とん言 え そ う。 牛 若丸 は義 経 じあ り 鞍

馬僧 正 が 谷 じ天狗 につ い ち 剣術 を学 びの ち兄 と共 に 平 家追討

に大 け な役 割 ぅ果 た した。が追 わ れ る身 に な っち 奥 州 じ生 涯を

開 じる。 こん 修行 に協 力 した天狗 た ぁ ま さに張 山坊 じあ り 宇

曾 山 に勧 請 した 円福 寺 に 関わ る源 家 の御 神霊 じゃつ た 事 と結

びつ い ち来 る。 円福 寺 ん 石段を上 り 開 いた本 堂 に安 置 され ち ょ ｀

る 諸 仏 は戦 火 に類 焼 され ち いたわ しいお姿 を と どめ ち ょる。
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人の心 の中 に宿 る 仏 た ち の姿 は幾 百 年 も 続 いた世 の 中 の

移 り変 わ りを  じっと見て い た こ と じゃろ う。 さや揺 れ る風 に

滴 が一っ  ~_つ と苔 む した 石 を濡 らす そん 有 様  まさに そん涙

ん よ うに 光 っち ょつ た。 自然 はだ ま り 過 ぎ去 るが そん 中 に

知 って ほ しい願 い 解 って は しい悔 しさ も あ るんか も。

ま っ白い指 が  かが り火 に照 ら し出され た  そん手 じ薬 草湯 が

出 され た。 暮 ら しん知 恵 に 教 わ った秘 法 じゃろ う。旅 ん 人 に温

こ うもて なす 術 を 尽 く した そん心 くば りに 燃 え る火 の温 もり

とは また異 な った人情 味 に 接 す るひ と と きで あ る。 この家ん

主 が伝わ る民 話 を ぽ そ り語 りは じめた。

★ 鬼 と天狗 の名勝負 ★

宇 曾 山 に降 った雨水 が  麓 ん 人 たちん 作 った畑 を 洗 ぅち作物

が コ ンゲ ンネ ェいたむ。修 行 ん 場 と しち ょつ た 天狗 は な にか い

い方 法 はね え か ち 頭 を悩 ま しよ ったが  そ げ なあ る 日ん 夜 明 け

に 岩穴か る鬼 が ヒ ョツ ク リ 現 れ たん じゃ。 空腹 じ食 い物 ぅ捜

しよ るごた るが  :荒 らされ た畑 に ゃそげ ―  食 い物 もあ り ゃせん

。 鬼 もこま っち ょるごた る き 口出嵯 に天狗 は思 いつ いた。

『 お前 も食 い物 に困 っち ょるょ ぅ じゃが  こき-88ん 谷 を作

りゃ 食 い物 ぬ約束 してん い いが』 ち謎 か け しちみ た。『 え 谷を

88か  いつ ま じ』 乗 って きたので これ幸 い。 1'3日 間 じゃが

出来 にゃほか に回す が』 考 え よ った 鬼 は  サ ンニ ュウス リャ

こ りゃいい話 。 『 よか ろ う決 め た あ した か る』『 ホイ』

話 が トン トン拍 子 に進 ん じ い よいよ明 日か る仕事 も 始 ま っ

た。 ほ っ した天 狗 。 しめ じめ 食 い物 にあ りつ けた と鬼。 そん うち

また小粒ん 雨 も降 りで ―た。 こん 雨が仕 事 ぅせ き立 て たん じゃ。

夜 が明 けよせ ん 鬼 は 仕 事 を始 め ち柔 らこ うな った 土 が動 く。
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働 く力 は もて あ ま しち ょるき 1日 目 に ゃ 50本 が 見事 に で

けた もん じゃ きダ ッタ鬼 も 早 ぅ寝 ち しも うた。夢 に ゃ ご馳走が

追 いか けち くる ごた る。 天 狗 も『 こりゃヤル ヮイ』 と 安 堵 しち

2日 目にな った。キニ ョゥ タ違 うごっ ヵ ンカ ン照 り。 鬼 もヨコイ
ヨコイ汗 まみ れん  は り こむが デ ープ ンダ ッチ ョル。

それでん 30本 が 出来 ち合 計 80本 。 ち った ダ リガ タマ ッタ

そげな顔 しよ つたが  『 食 い物 の不 自由が ね ぇ』 ちな る と 日の

色が また生 き生 き しよ った。 天 狗 はチ ッ ト慌 て ち『 ヨ リャマ ア』
ち 思 案 した もん じゃが

め ち話 しゅう始 め た。

『 しょわ なか ろ う』 ち 里 中ん 鶏 ぅ集

谷が 出来 るの嬉 しい事  食 い物 を準 備 す るん もい い。 じゃが そ

れ じ働か な いん じゃ か ぇ って悪 い状 態 じゃき チ ョィ ト灸 を
スエニ ャ悪 か ろ う。『 みん な これ これ しか しか じゃ き 早 朝 に ゃ

鳴 か な い じ 昼過 ぎにチ ョコ ッ トだ け鳴 く』 そ しち静 か に しち

ょ く事 に決 ま ったん じゃっ た。

2日 働 いた鬼 も残 り 8本 な ら 晩方 チ ヨコ ッ トじ出来 るち 合

点 す ると頑 張 る力 に と 大 酒 飲 ん だあげ く ゴ ロ リキ ュ ン。 ご―

軒 が周 りに響 いたそ うな。朝 に な ってん鶏 も鳴か な い 静 か に朝
はす ぎ曇 天 気 じ 外 は薄 暗 い もん じゃき チ ョコ ッ トロが さめた

が  『 ま ぁ早 ぇんか』 また ゴ ロ リ。

エ ー ト薄 暗 ぇ曇 空ん晩 方 に 目が さめ たが 飲 みす ぎた 頭 が重
て ― き飯 ぅ食 う気 に もな らん。 ゆ う見 り ゃ も う陽 は 西ん 山  あ り
ゃ『 今 日は陽 が こ つちか るか 』 そ ぅこ ぅ しょ った ら 暮 れ そ う
に な りよ る。『 こ りゃ大 事 』 慌 て ち 外 にで ると もう晩 方 じゃつ

た。『 しも うた  こりゃ も う負 けた』 _鬼 は 自分 の貪 欲 に反 省 し

ち『 俺 が お ったん じゃ迷惑 』 と あ っさ り里 を後 に旅 に 出 た。 こ

ん 鬼 もやん が ち『 帰 って来 た鬼』 じ また お 目 も じ します 。
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ち ま きダ ンゴ と 端 午 の節 句

鯉 の ぼ り泳 ぎよ る と もう 見 ち ょつ てん心 が 浮 き浮 きす る。近

所 に男 ん 子が生 ま る る と 鬼ん 首で ん 取 った ごつ  何 か嬉 しゅう

なん な皆 ん な 同 じ じゃろ う。『 さ ぁ今年 しゃ特 別  大 けな粽 ん

ダ ンゴ作 らに ゃの ぅ』 柏 ん葉 や ら トキ ワ茅 や ら じいさん が ん

仕 事 じゃ き朝 か る ね じ鉢 巻 き じち腰 に 厚鎌 せ ― ち出か けた。

子 供 が す くす く成 長 す る そげ ん願 い もこめ ち 祝 う行事 じゃ

が  もと もとは中国 じ こん 目を 病 気 や厄 よ けん  行事 を した事

か る始 ま った もん 。 日本 でん 5月 は 田植 え時 で ん あ り 若 い人

た ちん 危 険 も多 ぅな る き そげ な事 故 もね ぇごつ  心 が くる教 え

ん一 つ で ん あ った。

ち ま き ダ ンゴは  もち米 じダ ンゴを 作 リ トキ ハ 茅 に包 ん じ

イ グサ じ結 ん だ上 品 な もん 0 トキ ハ だ けでん ね ぇ 場所 によ っち

ゃコモ、 シ ョウブ、 ョ シ、 クマサ サ、 なん か じ包 む。 こげなん は

殺 菌作 用 もあ っち 蒸 し上 が った と きん  独特 な香 り匂 いは そ

れ だ けで ん元気 な る。

米 は昔 か る 日本 人 に ゃ 大 事 な食 べ物 じゃつ たが  中でん モ チ

米 は格 別 な もん でん あ った。 じゃ き食 べ る時 に ゃ なんか神 様 に

でん な った ごた る 気 持 ち に もな りよ った。高 級 な食 べ物 でん あ

っち 餅 は独特 な風 格 も備 え ち よつ た。暑 さが 増 しち くると  ト

キハ カ ヤ も背伸 び しち  :謡 る る草 木ん 中か る Fこ き ―あ るよ』 ち

呼 び よ る ごた る。

風 にな び― ち季節 を  表現 す る ごた る農村  そ ろ そ ろ田植 え も

始 ま るん じゃろ う。 田ん ぼ に水 が 入 っち ワク ドもわが物顔 に

こ っち向 いた大 きな 目 時 に ゃ雨 も降 らん と 目ん 玉 が乾 くもん

じゃ き ゆ う手 じ目の ふ ち ゅ―  :撫 で 回 しよ る。
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家 に ゃ祝 いに貰 ぅた 武者人形がお祝 に来 た そげな人 たち ぅ

迎え ち くるる。子 ど もは元気 に飛 び回 り 生 まれ た赤ちゃん な

来 た したちが た らい回 しに笑顔 じ 迎え送 りしょる。鯉 のぼ り

吹 き流 しを世話す るごつ 織 も威厳があ っち 風が吹 くたん び

環が  カ タカタち心地 いい 音を刻みよる

子 供 ん 声 は家庭 円満 の証  みん なが支 え ち くれ ち ょる そ き ぃ

人 間社 会 が あ るが  助 けお ぅち生 きて い るのん  常 日ごろん 付 き

合 いが あ りゃこす じ サ カ シイ ロん 暮 ら しも そ げ な地盤 に よ っ

ち 回 りなが ら生 か され ち ょる。 人 に迷 惑 か けん ごつ 元 気 に過

ごす こ とん  いか に幸 せ な事 じゃろ うか。

柏 ん 葉 に ち ょこん と座 っち ょるんが柏 餅 。 柏 の葉 に包 ん じ二

つ折 も様 にな っち ょる。が  カ ンカ ラん座 布 団 に  チ ョコ ン ト座

り も一 枚 お まけ に上 に乗 せ  グアュ ゥ くっ くぃ た『 ヵ ンカ ラ餅

さん .]チ マキ ダ ンゴが  男ん 子 ら しい勇 ま しさ に比べ ち カ ン

カ ラ に座 って 上か る かぶせ た餅 ぅ 女 の子 ら しい とん 言 う。

今 は『 子 ど もん 日』 ち 5月 5日 を祝 うが  音 は一緒 に子 供 ん

日と しち 祝 い よ った きそげな 話 が生 まれ たか 。 人 の心 の 中 に

ゃ仄 か な 夢 や ロマ ン も想像 しち 物語 りが生 まれ るち言 うき

ふ ん と夢 が花 を 開 かせ ち くるる。 ど
´
げな偉 え しで ん  生 まれ た時

は赤 ん 坊  じゃつ たん で な ぇ。

お坊 さん が遍 路 中 じ お茶ん 接 待 にカ ンカ ラ餅 が だ され た。 そ

り ゅ ぅそ っとカ ンカ ラを ハ イ で 頂 くと突然 子供 が  も一一つ を取

って逃 げ た もん じ 2つ 食べ た と思 われ そ う。『 美 味 しか った き

カ ンカ ラ まで食 べ ま した』 影 で 聞 いて いた 子供  帰 りか け たお

坊 さん に『 私 が 一 ご免 な さい』 気 がつ いて こそ人 間 誰 にだ っ

て 出来 心 はあ る 早 く気 づ くか悪 い と思 うか  そん 境 にあ る もん

じ 反 省 す る勇 気 が あ るかが  と諭 した そ うな。
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方 言 民話  読 み 語 り  『'帰 って来 た宇 曾 の 鬼』

天狗 さん とん 約 束 に負 け ち よ そに修 行 に 出 た宇 曾 ん 鬼が  ど う

や らコ ンゴ ロ帰 っち来 た ごた る。 今 ま じゃチ ッ トグ レ ン事 ぁ 人 が

あん ま り言 わ ん じゃつ たが  ょ そ じゃ ソゲ ンワケニ ャいか ん もん 。

ち っと『 熱 ぅ』 で 一 ち困 った ケ ン ドそ げ な甘 え は通 り もせ ん 。 は じ

め ち住 み 慣 れ た 宇 曾 ん 里 が ドンク レ よか ったか が 身 に染 ん だ か

が  真 剣 解 つた ごた る。

『 やつ ぱ俺 ん 住 む所 は  こ こが よか ったん じゃ じゃに ナ シ甘 え

ち ょつ た ん か  自分 でん 歯 痒 ぅな った』 村 ん 辻 ん 地 蔵 様 ん 前 ま じ

くる と ベ コ リと頭 ぅさ げ た 。 地蔵 様 も横 目 じチ ョロ ッ ト見 ると

『 ふ ふん  修 行 が 出来 た ごた るの ぅ』 お か しか ったが ジ ッ トこ ら

え ち 見 ち見 らん ふ り。

供 え ち あ る ダ ンゴ見 ち  『 食 べ て ぇな ぁ』 と 手 を 出 しか けた ら

ドッカル 飛 ん じ来 たん か  蜂 が イ ッ ピキ 見 るな り  『 あ り ゃ こん 鬼

は  ここ じ皆 ん なを  こ な しょ った鬼 じゃな ぁ』 そ り ゅ う聞 い た

鬼 は  『 こ り ゃ一悪 い所 を 見 つ か った』 ち 思 うた もん じゃ き手 を

あ げた らチ ク リ。 Fこ り ゃ一大 事 じゃ』 ち 思 う と頭 ぅさげか け

た 。

そん拍 子 に前 に ツ ンノ メ ッチ そん ま ま地蔵 様 ん 前 ん  石 段 に頭

ぉゴ ツ ン。『 ア 痛 ぇ』 そん 声 が  あ ん ま り大 きか った もん じゃ

き 前 を 通 りよ った シタ チ モ 立 ち止 ま っち  『 あ り ゃ あん時ん

鬼 じゃね ぇ』 『 な にえ  な にえ 』 ソ ウ ヨ ウ シ ヨル ウチ  い っぱ い

人 が 集 ま っ た。 『 ふ ん と そ う じゃそ ぅ じゃ』 鬼 もタマ ガ ッチ  シ

モ ウタ。 ジ ャヶ ン トジ 中 に ゃ『 む げ な こされ 』 ち  そば に よ っち

来 る と  『 ど うか ぇ  ゃ っぱ 七宇 曾 ん里 が ヨカ ロ ウガ』 そ げ言 わ

れ た時鬼 は  『 こげ ―優 し く迎 え ち くる る こん 里 こす 自分 が住 む

場 所 ち  しみ じみ思 いで ― たん じゃっ た ^
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それ を じっと見 ち ょつ た  ,天 狗 も『 ど うや ら反 省 しち ょる な』

ち 気 持 ちを 汲 み 取 った よ う じゃつ た。 で も こ こ じ甘や か す と

ュ ウなか ろ う き い っと き コ ンマ マ に  しち ょ こ ぅち知 らぬ ふ り

シチ ョッ タ。 そん 時 じやつ た。 ど うや ら火 事 ん ごた る 煙 りが 上

が っち ょ る。 『 火 事 ど 早 ぅ加 勢 に行 か に ゃ』 次 次 と人が 集 ま り

で 一 た。 鬼 の 出番 だ  さ ぁど うす るか …・―。

そ れ を 見 た 鬼 は  『 ふ ん と よ し俺 がハ リク ウ ジャ ロウ』 側

に あ った ム シ ロを  引 き寄 せ 水 にザ ブ ン つ け た ム シ ロを 頭 に乗

せ ち 一 目散 に ツ ー ジ行 った。 あ っと思 う間 の  出来 ご と じゃつ

たが  それ で ん 多 くの人 た ちん  加 勢 じ大 火 事 にナ ラ ンマ マ じ

え ― と消 し止 め られ た。

数 日過 ぎた

『 こん 前 ん 火事 ん 時 に ゃ 鬼 が 加 勢 しよ ったん と』 そ げ な 噂

が広 ま った もん じゃ き 天狗 さん も嬉 しか った 。『 帰 って来 た ん

じゃろ うか 』『 ま さか ア ン鬼 じゃろ うか』『 反 省 したん か な』

勝 手 気 ま ま に話 す の を 聞 く 天 狗 さん も  『 そ ろ そ ろ迎 え ち 』 と

あ る晩 に 鬼 を 呼 び寄 せ た。

『 皆 ん な も喜 ん じ ょるが  帰 った らど うか 』 『 一一 一―』 鬼 も

嬉 しか った。 が  こ こ じソ ンナ ラ と それ じゃあん ま り都 合 い い

こち な る。 『考 え させて 』 と い っぺ ん は断 っち 皆 ん なが そ げ

な気 持 ち な らと  『 心 入 れ替 え ち』 と 心 か ら反 省 した事 を  示

した の で  里の人 た ち も大 喜 び。里 に は又  天 狗 や鬼 や ら人 間 や

らが  人 間 社 会 ん 中 じ 皆 ん なが 助 けお ぅち 住 む里 に戻 った。

世 の中 に ゃ誰 一人  要 らな い もの はない ものです。 だか ら自分

の出来 る事 をす る。 そ して人 の為に もな り 人 に助 けて もらう。

それが世 の中なのです。鬼 もそれか らは 仲 よ く楽 しく暮 ら した

そ うです。 いつ までん………。

り
1
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三佐 か る竹 田 は 13里

馬子ん五助 さんが街道 じユ ウ 聞かれた時に ゃ『 三佐か る竹田

は ドンク レナ』『 ジャナ 13里 じゃわな』ち 返事す るけん ど

旅慣れん じが聞 く時 に ゃ そ こか るち言わん じす ぐ 『 三佐か る

竹 田ま じゃ』ち 聞 くもん じゃき 聞かれた しゃテ ッキ リ『 三佐

か るち思 うち  じゃな 13里 じやわな』 に な る。

そん しが も し途 中 じまた  コゲ ナ フ ウニ 聞 くと やっ ぱ『 13
里 ん ごた るで』 に 返 事 が ヘ モ ドル。 ソ ンはず じゃ こと :三 佐か

る竹 田は ど こま じ行 って ん  13里 は決 ま った距 離 じゃき  『 こ

こか る竹 田 ま じとか  三佐 ま じとか にセ ン ト イ ツマデ ン 13里
は キユ ズ ジマ イ な な るな ぇ。

じゃな野 津 原 か る熊 本 じゃ 約 26里 104キ ロM。 江 戸 まで

じゃ 263里 ち 言 うごた る。 江 戸 と豊 後 ん 間 じゃ ち ょい と 33
日か る 35日 か か る。 今 じゃ新 幹線 でん 利 用 しち 朝 出 りゃ午後

に ゃ着 くき二 な った。 た だ 早 ぇが い いん でん ね ぇが 。 戦後 ん苦労

した し ドウハ少 々ん 苦 労 でん シ ョワナ カ ッタが。

地震雷火事親父が  こん頃 ぁい じめ原発放射能 に な っち来た

ごたる。 どこま じ恐 ろ しい社会 に 現実ん世界が変わ りよるんが

マ ッ トお じいな ぇ。小 さい幼児が保育所 に 通 いよるが親 とん

朝ん別れ も ど うや ら身 にち―たんか  『 おはょ う』『 保育所 に

行 って来 ます』 なん と愛 らしムゲネェな ぇ。

でん今ん苦労が積み重 な ると 人ん有難 さが解 っち 友達 ぅデ

ー ジに し合 うホ リャモ ウ いい人間 に育 っち行 くごたる。お歳は

い くつな そっと聞 くと『 三歳』 『 そ うお利 目さん』 『 可愛

いいで しよう』『 うん ……‐』 誰が教えたんか でん素直なそん

語 り調子 は バアチャ ンそ っくりじゃった。
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戦 中頃 ま じゃ大 分 や ら 竹 田 ぐれ ま じゃ歩 いち行 く そげん こ

た 当 た り前 じゃつ た もん 。 そ しち戦 後暫 くま じゃ 物 不足 もあ っ

ち窓 硝 子が 割 れ た ま ま 板 をつ けち窓 に した バ ス も 走 りよ った

ん で。人 間 な慣 れ ち しま うと も うヘ モ ドルん な難 儀 な こと。 今

じゃ隣町 ま じでん 車 社 会 。 田の ク ロ水 回 り も忙 しい時 に ゃ 車 じ

一 走 りす る事 じゃつ ちあ る。

『 三佐 か る竹 田が 13里 ぇ そげ ――あ るか な ぁ』 :車 な らま ぁ

1時 間 ちっ とあ りゃ 行 きつ くん じゃね ぇ。 便 利 もい い けん ど損

な面 もあ るが  これ も もう仕方 ね ぇか な ぁ。

方言 説 明

★ 55P もう―・す ぐ。作 らにゃの ぅ一作 らな くては。人 たちん…

人 たちの。 トキハガヤー草丈の長 い茅。 イグサー畳表に

使 う植物。 なんか…などは。 こき―あるよ一 ここにあ ります よ。

ごた る一・よ うです。 ワク ド…蛙。 もん じゃき‐―ものですか ら。

★ 56P そげな一そんな。来た したちが…来 たひとたちが。 た ら

いまわ し一順 に回す。環 …紐がか らまぬよ うについてあ

る用具。そ き―一そこに。 あ りゃこす―‐あれば こそ。サカ シイー

元気健康。 な っち ょる…な って いる。 グアユ‐… …うまい具合 に。

じゃつたんで―で したので。そ りゅう‐̈それを。

★ 57P チ ッ トグ レーす こ しぐらいは。 ソゲ ンワケニ ャ…そん な

事 には。 いかん もん じ…いかないので。 ち っと…少 し。

ケ ン ドーけれ ども。 ドンク レ…どの くらい。 ジャニナ シーなのに

なで。チ ョコ ッ トーほんの少 し。 ドッカルー どこか ら。 こな しよ

つ た…苛めていた。 そ りゅう一それを。 ツ ンノメ ッチー転 びそ う

にな って。 シタチモーその ひとたち も。 ソウコウンヨル ウチーま

もな くしていると。 ジャケ ン ドーです けれ ど。

★ 58P ゆ う…よ く。 コ ンママー・このまま。づ― じ…飛んで。 ソ

ンナ ラ… それ な ら。
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方言説明  『方言子 ど もん世界』続 き

59P ュ ゥー ょ く。 ドンク レ ン… どの くらい の 。 ジャナ ーです

ね。 コゲ ナ コツ ウ… この ょ うな事 を。 ヘ モ ドル ー元 の場

所 に帰 る。 ソ ン… そ の。 セ ン トー しな い と。 イ ツマ デ ン

…いつ まで も。 キ エ ズ ジマ イー消 え な い ままに な って。

苦労 した し ドゥハ ー苦 労 した人 たち は。 シ ョヮナ カ ッタ

ー幸 い に大 丈 夫 。 マ ッ トー も っと。 ぉ じいなえ 一恐 ろ し

い事 だ ったです ね 。 ムゲ ネ ェー 可愛 い そ う。バ ア チ ャ ン

ソ ック リー おば あ さん に よ く似 て 。

★  距離  1里 … 36町 くチ ョウ〉・…3, 93キ ロメーートル。

1町 … 60問 《ケ ン》 '一。109メ ー トル。

1間 … 6尺 《シャ ク》 。一 …1,82メ ー トル。

1尺

一
一

一 一 一 一 一 一 一

一

・

3o, 3セ
ン チ メ

ー ト
ル

。

◎◎◎◎◎ 民話、伝承 ◎◎◎◎◎

野津原か る横瀬 に越ゆ る峠道 に ゃ ゆ う狸 や ら狐や らが お っ

ち化かされた り 眠 らせ られ た り 時 にゃ話 とぎぃな った りも

しよ った。化か さるるな相手ん  :術 にかか っち しま うち 言 うけ

ん どソ リャ どげ じゃろ うか。人間が化かさ るるた あ 口実 じア

ッチ本当は 人間が化か したん じゃなかろ うか。

祝言帰 りん土産をガイ ト 持 った しがュ ウそん 話ん主人公 に

な るが ふん なそげ―狸が出 るんな ら みん な連 り待ち伏せ しち

捕 まゆるこちな った。 じゃが ソ ン話が もう 狸 に筒抜 け じゃつた

。『 よ し来 たど お前 は土産 を取れゃ』『 ゎか った』 こげな話

が まとまると 峠 じひとょ こい しよる。 そげん こた一知 っち ょる

んか どげかは問題 じゃが  そん結末 ぁ。
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ち ょぅず そん 頃 じゃっ た。 同 じこつ 一考 え ち ょる 若 ぇ し共 が

『 コィサ  セ ガ ゥヵ』 ち こち な っち 夕飯 もそ こそ こに 峠 に

集 ま った。 橋 ん詰 め じ祝 言 が あ った き 夜 中 ぇ帰 る しが あ る。

『 せ が うん か』『 そ うど 面 白い ど タマ ガ ッタ拍 子 に 裸 に

な る しもお っち』『 な にや 』 ゲ ラゲ ラ笑 う若 い したちん 話 。

月が い い あん ば い に出た き  『 影 にお らん と 解 る と顔 ぅ覚

え ららる ど』『 しよわ ね え き 俺 がん顔 は そ こ らに ゃ ね え き

の』 勝 手 な こつ 一言 う もん じゃき 狸 が『 何 事 が 起 こ ったか

の ぅ』 ち 影 べ らか る顔 で 一 た。 と ころが あん ま りおか しい

そん顔 は も ぅ 荒 神 ぬ見 た ょ うな お じい顔 。

『 ょぃ コィサ は  とてん  人 間 ぬ騒 す ど ころ じゃ ね ぇど』

『 見 ょあん顔 ま る じ 荒 神 の ごた るど』『 ふ ん と じゃの ぅ』

『 こん だ姫 が 出 り ゅせ ん か』『 神 楽 じゃあ るめ ― し そ げ ― は

役 者 が揃 い め ぇ』『 解 らん もん ど』 め い め い勝 手 な こつ 一言

い ょ った ら どれが狸 じ どれが人 間 か  解 らん ごつ な っち

しもぅた き た った まま じ呆 れ反 っち ょつ た。

と そん 時 じゃっ た 多 人数 じ帰 りん客 が  こ こま じくる と

『 ち ょぃ と ョコ ゥ ド』 『 ゃ  ヨク ウ ンヵ  ほん な 土産 ぅこ き一

寄 せ ち ゅか に ゃ』 そげ一言 うと そん しが 集 め は じめ た。 そ

り ゅう じつ と見 ち ょつ た狸坊 主  『 じめ じめ  あ っき行 き ゃ

ぁ ヒ トカ ル イ も らいだす ど。

そ り ゅ う横 か る見 ち ょつ た 餓 鬼大将 が『 や っぱ

親 分狸 じゃの ぅ しめ しめ あ っち 気 を取 られ たわ い

か め  コ ッチサ ネ  い ごか しち 来 た ら棒 じひ と叩 き

それ とん  知 らん もん じゃ き ノソ ノソ近 づ いち  そ

。『 こ り ゃ一狸 坊 主  おみ ゃ げ は  これ じゃ』 ち 振

棒 じひ と叩 き。 Fぁ いた 一 土産 は それ じゃっ たん 』

ア イ ツ ガ

。 そ ん な

す るか。

ベー来た

り上げた

ノ
“
ヽ
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龍姫を祀つ った供養塔

二の瀬 ゃ三の瀬を越す に 近 ぇ場所 に深 い淵が あった。行列が

通 る度 ぃ川を荒 らし 水 ぅ汚す もん じゃき 淵 ん龍姫 はタマラ ン

ジ 瀬渡 りゅ妨害 しょ った。怪我す る しや ら 滑 る人なんか も

あ っち毎回起 こる 事故 にゃ手を焼 きょった。 そん挙旬にゃ祈願

す るこちな っち お願 いす ると  F淵 に住む龍神ん姫が 汚れを

苦 に してん難渋ち解 った。

そ りゅう聞いた役人 な 早速納経 しち ここに 供養塔を建つ る

こち したき それか るは大 けな事故 は 起 こ らん ごつ もな った。

道脇 に建てた塔ん 碑面 に ゃ南無妙法蓮華経 ち 彫 られち ょるき

きっと 肥後領地 ん関わ りでん あ るん じゃろ う。

道 中を通 る人 た ち も そ げ な話 し ゅう間 くと ナ ル タケ用心 し

ち川 を汚 じめ一え ち 気 をつ けょ った ごた る。 川 は昔 か るイ プチ

キ に 直結 シチ ョル モ ンジャキ 汚 さん のが 当 た り前  じゃが

ゃ っぱつ い ウ ッカ リ が 多 か った もん じゃき 戒 め もあ ったん か

ん 知 れん。

チ ヨウ ドん時 ぃ大 水 ど ま 出 る とヘ リン崖 べ らを 崖 に シガ ミ

チ ー チ歩 くか 入 蔵 に上 が っち山 際 に お る る小 道 が あ るん じゃ

が  ソ レケ コス遠 回 りにな る。 そ げ な こつ ぅ思 うと チ ツ トデ ン

近 ぇ トコル ウ早 ぅ行 く 考 え ちみ りゃ 欲 な話 しでん あ る。 そん

くれん こつ  セ ン ジ ャ銭 も残 らん  じゃつ たん じゃろ う。

淵ん南側ん細道が  ェー トチ ッ ト広 ぅな ったが それでん雨 ど

ま降 っち 人通 りが多 いと泥道 にな っち ソゼモスルモ ンジャキ

地が ゆる一 じ 崩れ た り崖 くずれ も そん たんび淵や ら川 に 人

も馬 もホラケ落て ち 怪我 した り大事 じゃつ た。細道ん側 に ゃ人

だけ じゃね ぇ 牛馬ん災難除 け 道 中安全 の碑 もで きた。
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江 戸 期 間 の参 勤 交 代 頃 に ゃ 雨 も多 か った 川 ん 氾 濫  大 水 も

シ ョッチ ュ ゥ ジャッ タ。 それ じヨダキ ーは通 らん 。 徒 渡 り 《カ

チ ヮ タ リ)が  1無 理 な ら入蔵 ぅ回 るか  1■ つ に一 つ とな る。 ア

ベ トま じ来 ち ヘ モ ドル ンモ大 人 げね ぇ。 よ し山 んへ り ゅ行 く

ち 一 声 あ りゃ も う 災難覚 悟 じゃつ た。

道 中安 全 の碑 も立 つ  事故 者 ん 冥 福 と安 全 も 念 じち ソ ロソ

ロ歩 く。 そん うち 山 ん持 ち主 も  『 ち っと ぐれ な ら 山ん 中を

通 り ゃ』 た 言 うま いが暗黙ん  了解 もあ った ん か。杉 ん根 元

を 木 や草 に ツカマ ッチ 歩 くと楽 に山 際 に出 た。 左 は見 とね ぇ

ち思 うと なお さ ら見 ゆ る き不思 議 。

淵 ん 中か る龍姫 が 浮 か び ぁが っち  『 よいか ら気 を つ けて 』

ち 優 しい笑顔 が 目 に写 る。『 有 難 ぃ』『 ゃ っぱ龍 姫 は優 しい

ん じゃね ぇ』 話 題 は いつ ん なか め ―か 広 が る と龍 姫 ん 評 判

も ゆ うな っち 見 方 も考 え方 も ず 一つ と変 わ っち来 た。 や

っぱ解 っち くれ ち ょる みん な じ大 事 せん とな ぇ。

供養塔、安全祈願、おそ らくみん なが そげな気持ちにな っ

ちか るは 道 もチ ッ トズッュ ウナ ッタ そリー通 る人 たち も

感謝 しなが ら通 る そげな気持 ちん集 まりが  事故 もノウナ ッ

タんかん知れん。手 を合わせ ち感謝す る時 そ こにゃ日に こす

見えんが  なにか物事の無事を 祈 る力が働 くん じゃろう。

清正公祭 りん御輿 も ここん淵 にゃ入 らないち言 ぅ。 そげな

心ん決 ま りをいつ誰が 決めたでんね ぇが 無言 の教えが継 ぎ

伝え じ 守 られち ょるんは 嬉 しい事でんあ る。時代 は変わ っ

てん  していい事 と 悪い事ん区別 は守 る。 それが人間社会ん

摂理でんあ り。今 日も七瀬川ん水 は 知 らん振 り しち 流れ よ

るが じゃきこす  みんな しそ っと 幸せ念 じちこす人間性ん    ∠

価値

l:る

ち言うもん。
            、
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『 指 が 消 しゴム』

石版 に石 筆 じ書 いた字 に 赤 チー クん 丸 を もらうと そ り ゅ―

消 さん ごつ カバ ンに入 れ ち 帰 る子 ど もた ち も 道 草 くいよ ると

消 え ち ょつ た。 それ でん 親 は頭 ぅ撫 で よ る。上 級生 に な っち西洋

紙 に書 くと 間違 ぅた時 ど ま 消 しゴ ム なん か 買 うち ゃ もらえ

ん じゃき 指 ん 先 ぃツ ヅつ け ち コス ル と 紙 と一 緒 に字 も消え

た き そん 上 ぅ鉛筆 ネ ブ ッチ  チ ッ ト濃 ゅう字 を ケ ー タ。

1銭 じくる る店 と 間 違 ぅち 9枚 しか くれん 店 も あ っちイ ッ

トキ ァ子 共 も悪 日言 い よ った。 そん 1銭 もなか なか貰 えん き 消

しゴムな らん 指 消 しゅ な るた けセ ンゴ ツは 気を つ け ち よ った

ん じゃが 。 銭 持 ちん 家 ん 子 は 上等ん紙 や  紙 ば さみ も持 っち ょる

き 羨 ま しか った けん ど  こ りゃも う貧 乏 は ドシュモ な らん。 と

うと う紙 ば さみ ゃ 買 うち ゃモ ラエ ン ジ ャツ タ。

ソ レデ ンマ ァなん とか卒業 しちこんだ 高等科 に進んだが 今

思 うとそれが ヨカ ッタ ンカ 知れん ち も思 いよる。おおかた人並

みイノチキ  しょんぬ見 ると それでん生 きらるる。 いん にゃモ

シカス リャ 社会 に出ちか るわ そげん じほ うが旨い 生活世渡

た りゅうしよ る かん知れん ち も思 う。

苦 労す る親 ん気持 ちが解 る そげ な生 活 環境 が や っぱ  遅 しゅ

人 間 ぬ育 て ち くるるか ら 世 の中 に出 ち来 た ら そ げ な苦労が こ

き― きち 生 か され よ るん じゃろ う。 ヒ ョカ ッ ト指 先 ぃツ ヅつ け

ち 紙を コス ル トそん感 触 も や っぱ ケ ック シャ い い もんでん

あ るん も あん 頃子 ど もな り苦労 した 肥 や しにな っち ょるん じ

ゃろ う。

◇◇ ◇  方 言 説 明 ◇ ◇ ◇

61P とぎ―なった… と もだちにな った。 ア ッチ…あ って。ガ

イ ト…た くさん。 ユ ウ…よ く。 じゃがそん―ですがその

ご



61P こげ な … こん な。 とょ こい。一休 憩 。 そげん こた ― …そ

の よ うな事 は。 ど けか 一 ど うで す か。

62P ち ょ うず ―・運 よ く。 コイサ・―今 晩 。 セガ ウヵ ―怖 が ら

せ る。 そ うど… そ うです。 タマ ガ ッター‐吃驚 した。 も

ん じゃき―・もので す か ら。ね ぇど― な い よ。 ふ ん と じ

ゃの ぅ一本 当 で す か 。 そげ一わ・―そん な には。 どれか

一 いず れか。 た った まま じ…立 った ま まで失 礼 。 ヨコ

ウカ ー‐休憩 しま し ょ う。 ヒ トカ ル イ ー体 格 に合 わ せ て

て 。 コ ッチサ ネー。こち らの方 に。 い ごか して ‐…動 か し

63P て 。 た ま らん じ…我 慢 で きず 。 こち した き… そ の よ う

した ので。 ナ ル タケ ー なるべ く。 イ ノチキ・一生 活 。 シ

チ ョルモ ンジ ャキ ー‐して ぃるの です か ら。 や っぱ ―‐や

は り。 へ りん ―外 側 の。 トガ ミチ ーーチ _し っか りつか

ま って。 ソ レコス ー それで こそ。 トコル ウー・所 を 。 せ

ん じゃ‐―しな い と。 じや った …で した。 ェ ーートチ ッ ト

…や っと少 し。 ソゼ モスル モ ン ジ ャキ ー痛 ん だ りす る

もの ですか ら。

64P ヨダキ ー…辛 くて苦 手。 ヘモ ドル ー引 き返 す 。 ソ ロソ

ロー ゆ っ くりと。 チ ツズ ツコー ナル ー少 しず つ このよ

ぅに。 ノウナ ッター な くな って 。

65P 石 版 、石筆 、赤 チ ョー ク…戦 前 の学 用 具 。 ゴッー ょ う

に。草 くい…遊 び なが ら。 ツ ヅ …っ ば き。 コス ル ーす

る摩 擦 で。 ネ ブ ッチ …・なめて。 ヶ ― 夕 _.書 い た。 イ ッ

トキ ァ… しば ら くは。 セ ンゴ ッー しな いょ うに。 こ り

ゃ も う一・生 まれ つ き宿 命。 ドンュモ ‐―ど うに も。 ソ レ

デ ンマ ァーそれ で もとにか く。 ぃん に ゃ… いえ いえ。

モ シカ ス リャー案 外 とoヒ ヨカ ッ ト…突 然 無 意 識 に。

ケ ック シャー結 構 。 ち ょるん じゃろ う―・な って い るの

で しょう。方 言 説 明

66P 方 言説 明
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★★★ 湛水ちはどしちついた ★★★

今 か る 300年 ほず 前 ん こち な るが  こ こ らへ ん な松 山 と 雑木

が  1茂 つ ち ょつ た所 じゃつ た。 て ん てん と家 が あ っち そん 周 りに

畑 ん あ る農村 風 景 。 久 保 田 ち言 う所 い コ ンメ ー湛池が あ っち え

一 と飲 み水 に使 う ぐれ 。 ま こち貧 しい寒 村 じゃつ た。 それ で ん何 と

か  助 けお うち皆 ん な  イ ノチ キ ぅしよ った。

谷 村 にお った工 藤 三助 が  そ げ な話 ゆ聞 くタ ン ビ 何 とか しち ゃ

らに ゃち 寝 て ん 起 けてん思 い よ った。 か ぎお の 井 路を 苦 労 しち

引 い た時 ぃ  『 じゃ こん ツイ デ ニ 何 とか』 ち 思 い巡 らせ ち 芹川

をせ き とめち 全 部 井 路 に流 した けん ど 一滴 も湛 水 に ゃコ ンジャ

った。 ひれ伏 しち泣 く姿 に ゃ 皆 ん な も同感 じち しま う。

三 助 は井路 に ひれ 伏す と神 に ご加護 を 仏 に念 力を お願 い した

。 と ころが水 が  ぼ りよ る、 そ げ な事 ま じ ゆ う調 べ た ら え ぇ

とチ ッ トズ ツは  流 れ で ―たか  そ りゃ もう滴 ほず じゃつ た。 ど し

てん これ じゃ 話 な らん き もい っぺ ん 岩 ん上 に座 り くう じ 一 心

に祈 願 の執念 に 浮 動 明王 ん夢 枕 ん お告 げ。

踊 りを奉納 し大 岩 を 焼 き す ぐ水 を カ クル事 じ 岩 が ホ ラ コー な

っち エ ー ト婆 が 役 立つ ごつ  掘 れ は じめ何 とか  工事 が チ ッ トズ

ツ進 ん だ そ うな。 そ しち泥水 が チ ッ トズ ツ 流 れ ち―た時 ん 嬉 しさ

は  も う飛 びあが らん ばか りん  喜 び声 にな った。泥水 を神 仏 に供

え 石 ん祠を建 て ち『 井手 明 神 』 ち 名前 をつ け たが  今 ん 湛水 神

社 《現 在 は合祀 され た もの も》 ん  は じま りの よ う。

や ん が ち水 も多 ぅ流 れ ち 来 る ごつ な っち 井 路 を 開 き水 路ん

整備 も しち美 しい水 も 流れ ち くる ごつ な った。 木を切 り倒 し畑 が

田 に変 わ っち み るみ る うち ぃ田所 にな った。 春 一面 に水 が 渡 った

田を 見 ち 三助 は うれ し涙を  浮 かべ ち Fあ ぁ水 が湛 え た』 た た

え水 ち 神 に感 謝 した そ うな。
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それか りと言 う もん な 誰 か らと もね ぇ こ く う『 湛 え水 』 ち

呼 ぶ ごつん った。 タタエ ミズ ん始 ま り。 つ ま り正確 に ゃ『 タタエ

ミズ、 じゃが  いつ ん なか め ――か  『 湛 水 』 タマ リ ミズ  ち言 う

こちな った ら しい。昔 は文字 を読 め る しも 少 の ぅじタマ リ ミズ

ち ぃっ とはね 一呼 ぶ  それ が も ぅ 当 た り前 ん名前 に も な っ

た ごた る。

識 者 ん なか に ゃ 本 当ん 呼 び名が ぃぃ そ げ ―思 う し も多 いが

呼 び慣 れ た 親 しみ やす い とな りゃそれ も又  いいん じゃナ カ

ロゥカな ぁ。 こん 伝説 を提 供 して  くだせ そ さ った方 も 辞 書 に

も『 た ま り』 とは 出な い し 由緒 の あ る 呼 び方 なん じゃが

それ か ち絶 対  悪 いち今更 変 え るの も と苦慮 しち ょつ た。

習慣 は恐 ろ しい もの じゃが  工藤 三助 が 苦 労 した 水 が こ こま

し た ど り着 い た事 で  あれ これ揉 めて は  中 し分 け な い事 で

使 い慣 れ た 今 の呼 び方 で  よ いの な ら そ れ も又感 謝 の 気持

ち に通 ず るの じゃ あ るま いか。振 り返 って 当 時を忍 び  ご苦労

に思 いを 馳 せ るそん気持 ち は 絶 対 に忘 れ ん じ 水 神 祭 りは

チ ャ ン トしよ るん も な にか微笑 ま しい。

こん投稿 が 昭和 28年 8月 じゃき あれ か る も ぅ6()年 以 上 も

す げ た。今 年 も無 事 に田植 えが  草取 りが くこ りや も ぅア ンマ リ

見 られんが  サ ナ ボ リ、 タ ウエ ヨコイ、 そ しち稲 刈 り》 チ 順調

に進 ん じ早 い しゃ も ぅ 予 約 ん供 出 親 戚 に新 米 ん  お接 待 なん

かが  見 らる る。

山が高 う しち待 たるる水が   岩を くぐっち ここま じ来 たと

木の葉揺 らしち里につ くは  顔を覗かす い じらしさ

三助 まつ りの涙 にぬ濡れた  三助 まつ りに揃 うた揃 うた

里 に帰 った娘 も濡れ る    稲の出穂 よ りよ う揃 うた

§§故郷民謡『三助 お どり』か ら §§
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◎◎◎ 思い起こす 55年 ほず前 ◎◎◎

昭和 55年 ち言 うと 約 55年 はず まえ に な る。 53年 に ゃ今市

小学校 、 中部 小学 校 にプ ール が  完成 。 町 民 グラ ン ド造 成 工事 も

は じま り、大 分 医科 大学 が 開 校 。 56年 に ゃ福 宗 農道 整 備事 業 完成

、 県道大分 → 竹 田線 が国道 に昇格  442号 線 とな る。 石合 →今市

間 、野 津原 → 奥 地 開発 道 路 の久 住線 開通 。 なん か もあ っち え ― と

道 が繋が る地 域 に な った。

そげな頃 に ほん な地域 は  どげ じゃつ た ろ うか。 ち ―,と セ ンギ し

ち見た ら こ こ 50年 あ ま りん なか め で 一ぶ ん変 わ った な無理 も

ね ぇけん ど や っぱ過疎 、小 子 化 、経 済 ん 低 迷 なん かが  苦 にな り

気 にな るけん ど  これ も仕 方 ね えん じゃろ うか。 ち っと並 ベ サ ゲー

チみ た きな。

1月 頃 に ゃ正 月 は も う 新 正 月 にな っち ょる き で ん音 気 質ん じ

ゃや っぱ  ア ラ レ、 カキ モ チ ゃ  『 寒 の餅 』 ち ペ ツ タ ンコ しよ る

家 も多か った。 そ リー なん ち ゅうてん  農 家 は牛馬 を 使 う もん じゃ

き 五 月 どま田 の 中 じ 仕 事 に追 う時 に ゃ  ドシテ ン尻 べ ろ叩 くき

そん 時 ぃ怪 我 ぅせ ん ごつ ち  『 鞭 』 を作 るん を  『 鞭 焼 き』 ち

言 う。 それ に こん 頃 は空 気 が 乾燥  水 が す くね ぇ とキ チ ョルキ カ

火事が多 か った。 それ も人 家。 山 とま ぁ消 防車 が  サ イ レン鳴 れ

え ち セ ワ シ ュか った ごた る。

今畑 、入 蔵 、吉 熊 、 なん か が おお ごと じゃつ た。 そ うそ う書 き初

め した り 初 山 ち言 うち 山 を見 ち まわ り帰 りに 榊 、 ナ ンテ ン、

なん かを持 っち帰 る じい さん の横 顔 は キ ラキ ラ輝 いちや っぱ

年 を感 じさせ ん きな 今 年 も元気 じハ リコムん じゃろ う。

2月 にゃ早 い しゃもう 下狩 り ぅは じむ る。杉が安 ぅな ったち

嘆 くけん どそん まま ホ タ ッチ ョイテ ン どに もな らん宿命 じゃ。

′ ヽ
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それ に ま ぁ春 田起 こ しな なん か  は じま る と耕 連 機 ん 事故 も

時 々起 こ っち 気 をつ けん とな ぁ。 用心 に越 した こたね 一 き。

3月 に小 児 マ ヒ予 防 接 種 が  は じま るが  ふ ん と ヨカ ラ ン病

気 も出 た り。油 断 もな らん こち な った。 定 期 的 に あ る春 まつ り

も ち った肌 寒 い けん ど 太鼓 が 鳴 りだす と 夜 更 け ま じお宮

は賑 や か。 中 に ゃ神 楽 を 舞 いて ぇ しもあ っち 顔 見 知 りだ けに

声 が か か か るや ら 祭 りよばれ ち来 た年寄 り も 孫 ん顔 に ゃ

財布 が フ ンワカ と 緩 む風景 も和 ま しい。

4月 に入 る と こん だ 婦 人 会が敬老 者 を 呼ん で  お祝 が始 ま

る。花 見 と並 行す るだ け に 年 寄 リオ ン リー じ 思 わ ぬ顔 の跛

も伸 び そ う。 知事 に便 りを 出す 週 間が あ った。 身 近 い要望 が 多

ゆ う集 ま っち 行政 ん 英 知 に結 びつ いた よ う。 新 入学 、就 職 と

新顔 が デ ビユ ーす る 農 村 も脚光 が光 っち ょる ごた る。

5月 にな る と農繁 期 に入 り 茶摘 み 、梅 ん 収 穫 、 タケ ノ コが

出 まわ リ ワラ ビ、 ゼ ンマ イが  食欲 を そ そ り立 て る。鯉 城 り

が ヒラ ヒラ矢 車 ん 環 が お祝 いん合 図 鳴 ら しよ る。 吹 き流 しと

真鯉 、緋 鯉 ん コ ン トラス トが  旨 く交差 した二 月 晴 れ 。幸 せ な

人生 双 六 が 醸 しだ され ち ょる。

6月 と もな る と雨 が 恨 め しい  じゃが 水 不 足 ん 田 には や っ

ぱ雨 が待 た る る。 天 水 頼 み の 田ん ぼ じゃ それ こす 雨が頼 り。

『 宙 に投 げ た苗 が ほ ど い い所 に 落 ち ま した 野 津 原村 で は も

う田植 え が は じま りま した』 と ラ ジオ放 送 で 紹 介 され る 昼

の い こい に ゃ 忙 しい合 間 にか き こむ昼飯  それ でん 田植 えが

済 む と  『 さなば り』 に な る。世 話 に な った家 に も お礼 の餅

ぅくば り若 い した ち ゃ 里 ん 田植 え に行 くん か  雨着 を車 に積

み こみ よ る。年寄 りは早 め に座 り くぅ じ い っぱ いが は じま る

が  水 ん 中ん仕 事 じグ リも 出 タ ンカ酔 いが 早 ぇ ごた る。
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なんぼ水が ほ しゅうでん 豪雨は困 る しソ レカチ言 うてん千ば

つ ぁ 尚更困 った もん じゃつ た。野津原 も含めち大分県の 干 ば

つん大 きな もんの記録は 慶雲 3年 《706》 ,元和 5年 《16

19》 ,享保 14年 《1729》 ,明 和 3年 《1766),天 明

6年 《]809》 、明治 27年 《1894》 、明治 36年 《19

03》 、明治 39年 (1906》 、大正 3年 《1914》 、昭和

2年 《:1927》 、昭和 14年 《1939》 、昭和 14年 《19

39》 、昭和 33年 《1958》 、昭和 42年 《1967)。

主 な大 けな千 ばつ ぅ 並 べ たん じゃが  こん ほか にん小 めえ

干 ばつ もあ った ごた る。 じゃ き水 喧嘩 が起 こ り 水 番 しよ った し

が ど こか に連 れ去 られ  た り も した。 常磐 に座 り くうだ  女 ご し

が 水 と りきた荒 シヨに  『 オ ラ ビタ クラ レタ』 ラ 立 ち上が る と

イマ キ ュ引 きあ ぐる と ピラ ッと丸 出 し しち  『 や るん かえ』

ち一括 に  さす が ん 荒 男 もヘ ニ ャヘ ニ ャ 腰 ぅ抜 か したそ うな。

6月 に な る と早生 ん 田植 え が は じま る。 6月 ん 中ん 日に植 ゆ る

と『 野辺米 』 にな るち こん 日は植 えん じ苗 と り しよ った。 が

こん 日は人手 が揃 うち 集 め ち植 え た家 もあ った。高 校 じ保育 所

が は じま り ~百 姓 し しゃ助 か りよ った。 一方 じゃ麦 刈 り しよ る

片 方 じゃ田植 え ち そ りゃま ぁ農 繁 期 ん  典 型 的 な縮 図が 見 られ

よ った。

7月 に入 る と青 年 団 の映 画 会 、 PTA映 画会 もあ っち こ っち。

土用 ん牛 ん 日に ゃ ウナギ も じゃが タニ シ も 粉練 り した料 理 が

夏 ん  栄 養 補 給 に一 役 買 い よ った。 モ ンテ ンルパ か るん  引 き上

げ者 が夏 ん さなか に 帰郷 したん もこん 頃 じゃつ た。

8月 ポ リオ生 ワ クチ ン投 与  1大 掃 除が あ っち こ っち じ あ っち

畳 バ タバ タ叩 く風 物 詩 。盆 行 事  町長 盃 野 球 大 会 に盆帰 りん 若

者 も久 しぶ りん 参 加 。農事 台 帳 調 査 もあ りよ った。供 養 踊 りん 晴

れ姿  女 ら しさ もゆ う 眺 め らる る年 頃娘 ん  出会 いん 場 でん あ

った。
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9月 は婦 人 会 ん慰安 会  盆 か る区切 りん季節  暑 さか るチ ョ

コ ッ ト行 事 ん消化 も出来 る。 そ こ しょる と小学 校 は運動 会  早

え子 ど もは朝晩 の遊 び に  もう運 動会 が 顔 ぅだす 。 こん前 植 え

た稲 が も う背伸 び しち そ よそ よ。秋 ん病 気 予 防 に気 が許 せん

。千 し草 が ツ ボ い つぱ い に広 げ 晩 方 ど ま草 イキ レが  季節 う

感 じさす る。

10月 に ゃ『 お 日待 ち』行事  農 家 が米 が ゆ う出来 る ごつ

太 陽 に感謝 す る農 家 ん 行 事 。大 元 は地主 が小 作 人 の  一年 間 の

田ん ぼ畑 を利 用 しち作 った そん労 に感 謝 す る気 持 ちか る 晩

に招 い ち労 を ね ぎ らぅ 慰労 会 じゃつ た。飲 み 食 い無礼 講 じ

言 ぃた ぇこと も聞 きて スこと も 遠 慮 の ぅ言え 聞 けた 特 別 ん

晩 じゃつ た。

事実 す べ て を 聞 くこ と じ 欠 点見 出 し苦労 ん 原 因  改 善余地

なん か を 見っ け ちい い方 向 に進 め 作 って くれ た感謝 ん一 時

を 最 大 限 に生 か して  さ らに農地 の高 度 利 用 に よ っ ち お互

いが豊 か にな る話 合ぃて で ん あ った。夜 食 もょば れ 尽 きぬ話 し

と仮 眠 で 夜 明 けを迎 え太 陽を拝 み  み や げを抱 き引 き上 げ る

。 みや げが帰 るのを待 つ 早朝 ん家 族 子 と もん 喜 び。

それ に よ っち小 作 人 も 頑 張 れ る し収 穫 が多 い と 暮 れ の宴

が また楽 しく待 たれ る。 地 主 に して も土 地 が生 か され 管 理 が

高 度 で あ り ゃ収 益 もさ らに 増 した働 く楽 しみ の あ る 人生 で

ん あ った地 主 と小作 人 の  人情 物語 て ん あ る。 労 働 の 喜び は即

収 益 に も帰 っち くる それ が ま さに ツツ ロク人 生 。

11月 は取 り入れがぼちばち まさに農繁期 にはいる。高校

ん託児保育所 は感謝 され 生徒 も育児や子 ど もん 扱 いん勉強

も出来 た。民謡研究家ん加藤二人が 野津原地域 じ調査収拾を

したんが こん頃 じ 地元ん趣味んある したちが 加勢 もしよっ

た き 思わぬ順調 に進んだ。
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□□ [」 方言説明 □□□

コ ンメーー…小 さい。 イ ノチキ ー生 活 。 タ ン ビ… たび たび。

じゃ こん ―で は この。 ツ イデー よ い機 会 です か ら。 カ クル

コ トジー流 す の で。 ホ ラ コー…柔 らか に。

チ ャ ン ト…詳 し く しっか りと。

なん か も一 な ど も。 セ ンギ ー見 つ けた ら。並 ベ サ ゲ ー チ…

た くさん並 べ て お いて。 しよ り ゃや つぱ 一つ いて る と。 な

ん ち ゅうてん … なん と言 うて も。 ドシテ ン…・ど う して も。

そ うそ う一 その よ うで す 。 ホ タ ツチ ヨツ テ ンー その ままに

して お いて も。

こたね ― き―・した うえ は な いか ら。 ヨカ ラ ンー予想 以 上 の

。 フ ンワカ ー なん とな く。 ごた る一 よ うです 。昼 の い こい

…ラ ジオ の正 午 15分 か ら放送 の 農 家 向 け番組 。 さなぼ

り… 田植 えが 済 ん だ報 告 をす る行 事 で  苗 を洗 って供 え た

後  世 話 にな った人 た ち に お 礼 の お接 待 をす る。 区切 り

の習 わ しで終 ゎ って い な い 家 の加 勢 に も行 く事 もあ る。

くう じ…落 ち着 ぃて。 じダ ッター疲 れ も出た よ う。

なん ぼ ― い く ら。 ソヶ ヵ チーそれ で も。 じゃき一です か ら

。 オ ラ ビタ ク ジル ー叫 ん でや か ま し く。 ピラ ッ トー身軽 に

飛 ぶ。 野 辺 米 ―・葬 儀 の 時 に使 う準備 。 タニ シー‐田ん ぼ にい

る員 の仲 間 ―‐現 在 は あ ま り見 られ な いが 。。

ッボ イ ッパ イニ ー農 家 の庭先 い っぱ い に。 ど ま― には。草

イキ レー千 し草 の独特 な匂 い。 み や げ 一家族 みん な に心 つ

けの ご褒 美 品。 ッ ツ ロ ク人 生 一物 や 知 恵 や心 が行 き来 す る

好 誼 の 関係 に あ る人 の付 き合 い。

人 間 な一 人 じゃ生 き られん もん  支 え合 う助 け合 いん 心 が  損 が

得 に もな り負 けが 勝 ち に も変 わ る。 これ が人 間 哲 学 でん あ るが  ど

うかす りゃ自分 だ けが  偉 く強 く富裕層 ち思 う 浅拶 さが転 げだす

と あ っと思 うま に底 まで 止 ま らない例 もあ りそ う じや。 奢 らず。

貧 しが らず  心 は豊 か に過 ごす 事 。
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12月 は もう米ん出荷 も終わ っち 庭先 じゃ『 ク ンタ ン焼 き』

が 紫煙ぬ上 らせ よる。苗代 に使 う材料ん一つ じ 先 の仕事ん事

と明 日ん事が いつ も同時進行 しよるんが 百姓農家でん ある。

郡 内駅伝大会が湯布院→大分問 じあ りよ った。野津原を舞台 に し

た駅伝 な 大分大学がで 一ぶん前 に 野津原→大分間を走 った。

なん さ ま起伏 が 多 ぃ き 走 る しもヤオ ネ ーガ  村 中ん駅 伝 な ら

今市 Lや 野 津 原 コース。 野 津 原村 ん ころ に ゃ 自転 車 競 争 もあ った

が  四辻 峠 周辺 じ走 った 健康 マ ラ ソ ン大 会 や  宇 曾 山 マ ラ ソ ン

大会 なん か もあ った。 じやが今 は もう 交通 事情 も悪 い し選 手 の

揃 え も 困 難 じ支所 周 辺 の 1・ 桜 口 一ヽド』 を  リレー式 に走 る方 法

が 取 り入 れ られ た。

秋 祭 りの遅 い地 域  米 す りん残 った家 なん か  年 末 節期 ん仕 事

ぁ 農 家 に ゃこれ ま じち  区切 り もなか なか難 しい ごた る。 けん

ど ま ぁヤ ウヂが  皆 ん な づ リサ ヵ シュカ リャ 由 に しち ょっ て ん

い いん じゃ なか ろ うか 。 昔 しゃ節 期 ん 掛 けん払 い も 小 作米 ん

納 め込 み も今 じゃ もう 見 か けん な ぁ農 家 も 自作 農 家 にな った

証 で ん あ る。

55年 も過 ぎ ちみ る と 経 済 もか ゎ った し人 ん  年 令 もそん く

れ皆 ん なが  年 ぅ重 ね た こちな る。 町 に働 く場所 を持 つ  自然 と

盆 、正 月 だ けが 出会 う風 景 。 じゃが き っとまた  い い事 もあ るち

信 じち頑 張 りま しょう。 稼 ぐに追 いつ く貧 乏 な しち 昔 ん諺 に も

あ る きな ぇ。病 気せ ん こ と じやな ぁ。
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東京んスカイツ リー 634メ ー トルで 宇曾山 と同 じ高さ じ

ゃが  こっちん方が高 い ごたるな ぇ。欲 目 じゃろ うが や つぱ里

ん宇曾 山な どつか る見てんいい山 じゃこと。寝っかん正面 しち

今年 も 暑 い予想です き無理 はせん こと。健康管理 に心 くば りし ^

ち お九気な 日々をお祈 りしています。 ご自愛 の程 を

i″:メ 正:J〉
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※ 蛇 回 ゃ閉 め るん も程 度 もん 。一蛇 口 ぅテ ンシ ョム シ ョひづ

閉 め  それでん 水 が ポ トポ ト。水 道 蛇 口 に ゃパ ッキ ンが

入 っち 水ん流 れ を調 整 しよ る。 こん 時 にパ ッキ ンが

旨い具 合 に水 を ス トツ プす る。 閉 め た らん でん  :水 はそ

くう潜 っち出 る。 閉 め過 ぎてん パ ッキ ンが  ヨゴー ジシ

マ ウ き そん 隙 間 を す り抜 くる。

いつ もん 感覚 じサ ッ ト閉 め る それ じパ ッキ ンガ『 lLま

れ』 ち 言 うき水 もオ ズ ーージ そ き―止 ま るが  ひず う

閉 め た 時 に ゃ  『 ょ ― い こ っちべ て 一隙 間』 ち  トギ ぅ

呼 び集 む る き 何 の こた ―ね ぇポ タ リポ タ リ………。 コ リ

ュ ウ『 け ちん尻抜 け』 ち 言 う。

★  町づ くりん 人 た ち‐―城 下 町 《権現 中心 》 か る 宿 場 町 に な

った野 津 原 に ゃ 明 治 《1868》 に な っち 急 速 に人 が

集 ま った。 そん 中 に ゃ大 工 、鍛冶屋 、 下駄 屋 、染 物 屋 、 と

多種多 様 化 しち来 た。 江 戸 期 か る続 い た 食生 活 に結 び ち

ぃた店 が  1宿 屋 と共 に広 が り 生 活 に ゃ事かか ぬ よ うに

な っち 府 内 に出 る に して ん  客馬 車 が 待 っち ょつ た。

歩 いて 3里 は片 昼仕 事 じ そげな便 利 な土 地 だ け に 店 が

並 び他 地 区 か る入 った 人 た ちが共 に競 い合 い 栄 え たん

じゃろ う。 人 が住 み着 き神 仏 とん  関 わ りあ いが や が て

医者 も定 着  町づ くりは さ らに 進 ん じ寺小屋  勉 学 所 な

ん か も出来 ち 皆 ん なが 勉 強 もす る ごつ な った。 そ しち

いよいよ小 学 校 も 出来 た きます ます  勉 強す る時 代 に

な つた ごた る。

そん 頃 ま じ本 の上 に ゃ 今 流 な ら中等 教 育 ん 寺 も

よつ た。 き勉 強意 欲 も高 ま った。大 分 に も通学 し

ゃ青年学 校 、 やが て子 ど も会 も出来 だ した。

出 来 ち

地 元 に
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§ § § 振 りの付 い た北海越 えて  § §§

昭和 24年 に大 分 県 が 懸 賞 募集 した  引 き上 げ者 を 迎 え る歌 の

『 北 海越 え て 』 に 野 津 原 じ振 りが つ い ち 小学 6年 生 4人 の舞

台が東部 小 学 校 じ 披 露 され たんが そん 直後 じゃつ た。 当時校長

先生 と懇 意 じゃつ た 振 り師ん勉 強 した しが  無理 に頼 ん で実 行

したが  教 頭 先生 なん か は 乗 り気 じゃなか った。

『 お帰 りな さい お父 さん 初 めて 合 う 日 今 日 この 日…』 と

47万 同 胞 が まだ未 帰 還 の 頃 南方 方 面 は派 手 に迎 え られてん

北方方 面 は 陰気 な状 況 に 苦慮 しち依 頼 した歌 ん 完 成 。 妻 城良 夫

ん作 詞作 曲 じ 教頭 先 生 ど ま当時ん 一 流 振 師ん  名 前 を で え ち 日

を見 つ め た 時  ひゃ っ と したち言 う。

父 親、 母 親 、妻 、息 子 ん 4人 4役 を  旨 くこな しち 舞 台を飾

った作法 教 室 。若 草子 ど も会 じゃき 物 怖 じせ ん じ出来 たん かん

知れん。 『 よ うこそ お帰 りな さい ませ  さぞ辛 か った 一一。一』

銃後 ん嫁 と しち 親 子 と苦 労 した間 の  息 ん つ ま る戦 争 が え ― と

終 わ って ん  いつ帰 るか わ か らん 北 国 えん抑 留 生 活 。

両 親 も  『 ご苦 労 だ ったす まなん だ  一 日み る ま じ見 せ るま じ

…………・』 ち 歯 を食 い しば りなが ら 頑 張 ったか い もあ った。

4番 に ゃ  『 倅 ょ あ な た お父 さん … … …』 と 家 族 愛 が鮮 烈

に盛 り込 まれ た こん 歌 が振 りつ け られ ち 踊 った あん 子 ど も達

も もう還 暦 す げ ち 孫 抱 え るごつ な っち ょる。

振 り返 る と『 い い思 い 出 にな ったん で 』 大 笑 いす る横 顔 に ゃ

懐 か しい 貧乏 じゃつ た けん ど 楽 しい夢 と ロマ ンが  なん か今

も ヒカ ッ ト湧 いち くる ごた る 子 ど も会 時 代 じゃつ た ち言 う。 そ

れ だ け心 は豊 か じ 幸 せ な 頃でん  あ ったん じゃろ う。 北 海越 え

て は  も う知 っち ょる し も 少 の うな った ごた るが 』

ヽ
、
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そ ソザ チ ン…‐粗末 に して 、雑 に して いた めて 、扱 いが悪 くて 。

ソザ チ ヤ ……育 った の な ら、育 って 安心 、育 つ までが苦労 。

ソザ ッチ ョル … …育 って い るの で 安心 、成 果 が よ い、抜群 。

ゾサ クサ マギ リ… …多 様 な時 に便 乗 して 、調 子 に合 わせ た。

ゾサ タ ン………・育 ちが 悪 い、栽 培 に失 敗 す る、 躾 が 悪 くて 。

ソザ シチ …… … … い た めて しま って 、折 角 なの に迷 惑 か け。

ソザ タチ ソコ ノ ウチ … …… ……発 育 が悪 く、 間違 った栽培 で 。

ソ ジュ ウ ヒッパ ル ー・一 … …袖 を 引 っ張 って 、 な にか欲望が 。

ソ ジテ ン・……… … そ ざ して も、 傷 めて しま って 、 傷 つ けて 。

ソ ジヤキ ムゲ ネエ 。一 … …そ うで す か ら可愛 い そ う、苛 め に。

ソ シチカ ル ーそ う して か ら、 それ か ら次 は、 そ れ か ら後 は。

ソ シタラ ‐… ……そ う しま した ら、 それが よか ったか悪 いか。

ソ ジイ リ・一一… ……袖 に手を いれ な さ い、冷 た い手 は袖 に。

ソ ジユ ウカ ラギ ー …袖 を か らげ あ げて 、袖 か らげで 大丈夫。

ソ ジチ ョ リヤ ―̈・構 わ な いで、 知 らぬ振 り して 、 疎 外 して 。

ソ ジス ルキ … … … … 聞 か な いふ り しい、 しらぬ が よ いか ら。

ソズル ゴ タル ー・…傷 め るよ うだ か ら、気 をつ け な い と大変 。

ソズル ド…… … … … …傷 ん だ ら大 変 、気 を つ れ な い と傷 む。

ソズ リヤ ………傷 ん だ ら大事 、 用 心 しな い と後 で後 悔 す る。

ソズ ル キ ……傷 む か ら、傷ん だ ら弁 償 しない と、 取 扱注意 。

ソズ ンナ ー傷 む よ うだ か ら、取 扱 いを丁寧 に、無 理 は禁物 。

ソゼ テ ンー傷 ん で も心 配 な い。 傷 ん だ ら責任 を 、 怖 い商品 。

ソゼ ンゴ ツ…… … …傷 まな いよ うに、取扱 い に気 をつ けて。

ソゼ タナ ………傷 ん だ の は、傷 が つ いた ら弁 償 が あ るか ら。

ソゼ タ ンカ……… …… … …傷 ん だ の です か、傷 物 は分類 して。

ソゼ チ …………傷 ん だ か ら、別 に分 類 して、再 利 用 の方 法を。

ソゼ チ カル … …傷 ん で か らで は 、傷 まな いよ うに用心 して 。

ソゼ ンデ ン……・傷 ま な くて も古 くなれ ば、季 節 遅 れ は分別 。

ソゼ メ ー……傷 ま な いで しょう、 完 全 に包装 して あ るか ら。
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そ ソ ソコスデ ー ジー … そ こが一 番 大 事 、女 性 性 器 こそが大 事 。

ソ ソヵ シイーあ わ てん ぼ う、機 転 が方 向違 い に、 慌 て性 格 。

ソ ゾー シイ‐…う る さ い、賑や か す ぎて、静 か に した らど う。

ソ ソラ イ 手に感触 が ざ らざ らす る、 荒 々 しい感 触 。

ソ ソ リタチ ャ… …元 気 よ く立 って 、直立 した 姿 、 凛 々 し く。

ソ ソ ンマ ワ リン… …………女性 性 器 の周辺 の 、 大 切 な場 所 に。

ソ ソ… ……女性 の性 器 の呼 びか た の 一種 、 上 品 に聞 こえ る。

ソ ダチ ャヮルデ ン…育 ちが悪 くと も今 は別 人 、 見 か けで は 。

ソ ダ タニ ャ………… …育 た な い と、 成長 して こそ価 値 もあ る。

ソ ダ ッター育 って い ます 、 うま く成功 した 、 予定 とお りの 。

ソ ダ ッチ ョル ー育 って い る、栽 培 方 法が上 手 、.成 果 が よ い。

ソ ダ ッチ ャル … …育 ってみせ る、育 た ない と 申 しわ けな い。

ソ ダ トゥ ドチー … … …育 たな い と、頑張 って 成 長 したので 。

ソ ダネ ー ヵ… … ……・そ う じゃな いです か、 そ う と思 います 。

ソ ダ ッタ ンカ・一 … …育 った よ うで 、育 って よか った と思 う。

ソ チ ャ コチ ャ・一 … …。
一 一 あ っち こ っち に 、散 乱 して い る。

ソ チ ョ リャー … … そ う して い る と、 その 中 間 に、 その間 に。

ソ チ ヨ ラ ンデ ン… そ う して いな くて も、 そん な にせず と も。

ソチ デ ン… そ ち らで も、 そち らの方 で も、 あ な たか らで も。

ソ チ ドマ・…そ ち ら様 が 、 そ っちの方 な ら、 そ ち らの皆 さん 。

ソチ カル …… そ ち らか ら、 そ ち らの方 か ら、 皆 様 の方 か ら。

ソ チマ ジャー そ ち らの方 まで は、 そち らの 人 は知 らないで 。

ソ ック リゲ ール ー そ っ くりか え って、逆 とん ば りに倒れ て 。

ソ ッポ ミーチ ー ー … …他 の ほ うに 向 いて 、 知 らぬ振 り して 。

ソ ツ ンネーーゴツ… …入念 な交 流 に、万事 間 違 い な い よ うに。

ソ ッコ ター… … そ こ とは、 そち らの方 とは、 ど ち らの方 で 。

ソ ツデ ン… … … そ の ょ うな ことで も、 そん な事 で あ って も。

ソ ッチ デ ン……… … …… そち らで も、皆様 の方 で も、 そち ら。

ソ ッコ コス リャ… ……… ……あ らま しで も、雑 な取 扱 いで も。

q日｀
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そ  リ ッチズ リー そ ち らの方 に、貴 女 の家 に、行 くと 言 って い る。

ソツチ ンホ ウ…… そち らの方 向 、貴 方 の方 に、行 く予 定 です 。

ソデマ ク リャーーー ‐袖 を ま くりあ げて 、 袖 が汚 れ な い よ うに。

ソデ ンシ トー そ つと心 づ け して 、暗黙 の差 し入 れ 、 悪 質業者 。

ソデマ ジャー それ まで は 、 そ こまで しな くて も、 限 界 もあ る。

ソデチ ョ リャー…… …・傷 ん で い るよ うで 、 占 くな って傷 みが 。

ソデ タキ … …… …………傷 ん で ので 、傷 み が 激 し くな った よ う。

ソデ ジコス ー… ……… …それ で こそ話 に、 や は りそ うで したか。

ソデ ク チ ャ… …袖 の 国が ひ ど く傷 んで 、 日立 つ場 所 、清潔 に。

ッ トズ ーーニ … … …外 の人 に は気 配 り、外 の人 た ち に は い い顔 。

ソ トカル ミ リヤ ー ……外 の 人 が 見 ると、 内 で は鬼 か 、二 つ面 。

ソ トンコモ ー…・一他所 に い る子 ど もも、 よ その子 ど もたち も。

ソ トズ ロ‐一 一 一―外 の人 に は笑 顔 、 内 の人 には夜 叉 、二 つ面 。

ソ トベ ッ ピン……… ……着 飾 るが心 は、 見 か け に よ らぬ不清 潔。

ソ トンジ ョー …… …‐外 ば か りに、外 見 は ょ いが 、 内心 は粗 悪 。

ソ トベ ロ・… …人側 は美 しいが 、見 か け倒 し性 格 、 油 断 な らぬ。

ソ トジュ ウ… … …外 ば か り飾 る、見 か け倒 し人格 、 見 か けは。

ソナ ワ リャ… …全 て が整 う と、万人 向 きの性 格 、高 貴 な精 神。

ソナエ チ ョケ ー… …… …供 え て お きま しょう、備 え あれ ば安 心 。

ソナイチ ュ ウエ …供 え な さ い と、 供 え る準 備 、備 え た気持 ち。

ソナエタケ ン ド …備えたのですか、供えて待つ祭 り。

ソナエテ ーガ …供 え た い の です が 、供 え る には、備 え の手順 。

ゾニ ンナ ラ ン…………ど うに もな らぬ状 態 、荒 れ果 て た被害 地 。

ソヌル ゴ タラ ー曲が って 行 くよ う、 曲が った狙 い、 苦手意 識 。

ソヌル ソベ ー 曲が って行 く側 で 、失 敗 が 見 られ て。 失敗露 見 。

ソヌ リャモ ウ… まが った の な ら、 失敗 は取 り戻 し、反 省材 料 。

ソ ヌルモ ン ジ ャキ ー……曲 が る ものだ か ら、 狙 いの失 敗 が発 見 .

ソヌル カ ン… … …曲が るか も、曲が りを承 知 で 、 それ も発 見。

曲が るの な ら、 次 の手 は真 っ直 ぐ打 法 で。ソ ヌ ンナ ラ
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そ ソネバ ッチ ー ーー機嫌 わ る く背 を張 り騒 ぐ、 怒 り不 満 が爆 発 。

ソネマ ク リャー …腹 を たて て機嫌 が そ こね る、 不機 嫌 が爆 発 。

ソネ クル リャ……… …―機 嫌 そこね て暴 れが 、 怒 りが 爆 発 して 。

ソネテ ン… …背 を張 りこゎ ば って怒 りを あ らわ に、 不 機 嫌 に。

ソ ネメー トン… … … そね な くて も、欲 望 不 足 を態 度 で 示 して 。

ソ ノマ ンマ ー… …… 見 た まん まの心 理 状 況 、 真 正 面 の 人 間像 。

ソ ノグ レ… … それ くらい は、 当 た り前 の心 理 、 当然 の あ り方 。

奥 の手が 出て も、隠 し I:で は驚 か な い。

ソ ノモ ン… … … その ま まの、正 直 な対 応 、 み た ま まの 人間性 。

ソ ノハ ダ ー … その はず です 、見 た ままの あ りさ ま、現 実 主義 。

ソバ マ ジ・……側 まで近 寄 って、側 に来 る とは っき り と、接 近 。

ソバ ジャキ ーそばです か ら、 うどん で は な い、側 なれ ば理 解 。

ソバ カル … ……… … ……側 か ら、 こ こが起 点 で 、 そば に 目標 が 。

ソバ ンワキ ー … …側 の脇 に控 えて 、側 近 の立 場 、役 割 が肝 心 。

ソバ ィ ジ ャ。一一 ……あ り余 る母 乳 、母 乳 が 滴 る、幸 せ の原 点 。

ソバ ナ リャ・一 ……側 で あれ ば、側 だ か ら言 え る、役 割 の大 切 。

ソバ トン… … …側 です と も、 そばが適 役 で 、 そ ば な ら大 丈 夫 。

側 にいる必要が、側用心だか らこそ。

ソ ビー チ ー… … … …‐引 っ張 って、 引 いて 、 引 くこと で役 立 つ 。

ソ ビー タ ンカーー ー・引 いて 見 ま したか 、 引 いた感触 は いかが 。 、

ソ ビーチ ョケ ー引 いて確 認 す る、 引 い た ま まで 、 引 き役 立つ 。

ソ ビォ レ・一 一 一 … ………側 に いて 、側 で守 って 、側 の警 備 を 。

ソ ビョ レー ‐一 一 ―側 に寄 って 、側 で歓 談 す るの も、側 な らば。

ソ ビクル キ … … … …側 に来 ます か ら、側 に お って 楽 しい時 間 。

ソ ビヵニ ャーー‐一一一引か な い と、 弓|く ことで役 立 )́、 ひ けば 。

ゾブ リャイ ー… … ……見 か けは抜群 、 大 きな収穫 が あ りそ う。

ソプ リン… ………………見 か けのす ば ら しさ、 これ な らい け る。

ソブ ッテ ンー素振 りが悪 い、見 か けが高 得 点 に、 見か け倒 し。

ソブル カ ー… … … 一一 … …見 せ か け は確 か か 、 見か けが 肝心 で 。

ソ ノ テ ニ ャ

'/r{ylF-:.-..'
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そ ソブハ ヮケ … …・… …側 を はわ いて 、側 を きれ い に しま しょう。

ソブカザ レー側 に飾 りを つ けて、 回 りを きれ い に しま しょう。

ソプ ンナ ヮ リーー…わ けて しま うの は考 え物 、 その ま まが奇 麗 。

ソベ ク リャア マユ ル・―側 に くると甘え が で る、 甘 や か し悪 い。

ソベオ ラニ ャ……… …側 に しな い と危 険 が 、 よ く見て いな い と。

ソベマ ジキ ーー~… …側 まで来 て いれ ば 、側 に い ると安 心 す る。

ソベ コス イイ ー… … …・側 な らば こそ安 心 、側 に いて遊 ん だ ら。

ソベ ドマ ー側 に いれ ば こそ、 いたず ら して も、心配 な いか ら。

ソベォ イ チ ョケ・… ……側 にお いて お けば安 心 、 側 で遊 ばせ て。

ソベキ チ ョ レー‐一 一側 に来 て いな さ い、 そば な ら安 心 出来 る。

ソボユ ー シヨケ ー ー側 を よ く整備 して 、側 を 奇 麗 に しな さい。

ソボ ミヨ レ… …‐側 を見 て心 配 な いか、 側 で警 護 して心 配 な し。

ソボサ ガセ …… …… … ……側 を よ く捜 して 、 足 もとを捜 す の も。

ソホセ ンギ ーー・一 一 一側 を まず捜 して か ら、 近 くに あ る事 が 。

ソボマ ジヤ ミタカ ー…・側 もお め たので す か 、 閉店 が 多 くな り。

ソボマ クカ ー 蕎麦を撒 いて、蕎麦栽培のは じまり。

ソボ クル ー…… ……側 に くるの で迎 え て 、 側 な ら心 配 な いか ら。

ソボマ ツチ ヨ リャーー・しぼん で しま った、 空 気 が抜 けたのか。

ソボス ンナ … …蕎 麦 は食 べ た くな いか ら、 蕎 麦 は あ い たので。

ソマル メー ドチーー ー ……染 ま らな いよ うに、 染 ま らぬ用心 を。

ソ ミーータ ンカ‐一 ―ス ヮム クー咳 き込 ん だ の で 、 咳が高 ま って。

ソ ミーチ イ ウ・一 一 ―染 め た らと勧 め る、染 め て は ど うです か。

ソ ミチ ョキ ャー染 め て お けば しば ら く着 られ る、染 め代 えで。

ソム リャコス‐一 一 一 … ……・染 めて お けば 、 そ め たの で再 利用 。

ソムルニ ャ・一 一… … … …染 め るの に は、染 め て役 立 つ な らば。

ソムル ゴタ リャ… … …染 め るよ うな ら。 染 め て お けば役 立つ 。

ソム リャイイー … …染 め て役 立 つ 晴姿 、再 利 用 も助 か るか ら。

ソム カ ンナ ー… … … …咳 こまな い よ うで 、 ス ヮムカ ナ イ ヨウ。

ソムル ゴッ … …染 め るよ うに、染 めて使 え ば 、 勿 体 な いか ら。
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そ  ソメ タ ンナ ラー …… ………染 め たの な ら、染 め た よ うで す か ら。

ソメモ ンナ ー染物 は 、染 め に出 すの な ら、染 め に しま しょう。

ソメ ンデ ンー ‐一 一 一 … … ……染 め な くて も、 染 め は無 用 でサ 。

ソメチ ョケ ー染 め て お けば よいので は、 染 め たが よ いので は。

ソメ シメ ー …染 物 の終 わ りで す 、 そ め るの に は も う終 わ りに。

ソ メラル ルー … …… …… ‐染 め られ ます ょ、 そ め て もよ いので 。

ソメテ ー ノー… …染 め た いのです が 、 そめ て もよ いのです が 。

ソ メタチ ー … … …染 め た と して も、染 めて み た とて ど うに も。

ソメテ ンーー ーー ー ‐染 めて も染 め な くて も、 構 わ な いけれ ど。

ソヤケ ン ド……… … … … …・そ うで す けれ ど、 それ は そ うだが 。

ソヤマ ア ー ーー それ は ま ぁま ぁ、 そ うで した か 、 そ うな らば 。

ソャ ソゥ ジャー … … それ は そ うで し ょうが 、 そ うな のです か 。

ソャ ジャ ロー… … … そ うで しょうね 、 そ う と思 って いたが 。

ソヤ ノ ウー ー ー
。そ うで しよ うな ぁ、 そ うと思 って い ま した。

ソュ ー ドチ … … そ う言 うと思 って い ま した 、 や っぱ りそ うで 。

ソュ ー トン‐一一 一 ―そ う言 うので は と思 って 、 そ うで しょう。

ソュ ウチオ モ ウ… その よ うに言 うとお もう、 多分 そ うで しよ。

ソユ リヤ イ イ …… …添 え た な らよい ので は 、 添 え物 に効果 が 。

ソユ ラル リヤ・… ……添 え られ る もの な ら、添 え て こそ役 立 つ 。

ソユ ンナ … … … ……・一添 え な さん な、添 え な くて もよ いので 。

ソユ ー カ ノー……・…………添 え ま しょ うか、 そ え たが 品 が よ い。

ソュ ー ドチ … ……・一 そえ ま しょうと思 って 、 添 え たが 効 果 的 。

ソ ョヵ ジュー そ よ風 が快 い、 そ よ風 の季節 に 、 そ よ風 楽 しい。 。

ソ ッ トンチ ー … そ つと して お いて くだ さいヽ そ つとす るの も。

ソ コ ッタナ ー少 し静 か にな った よ うで、少 し落 ち着 いた よ う。

ソ ヨユ リュー … … … ・静 か にな った ので、 そ っと して あ げて 。

添 わ れ な いか ら、 添 え て も無理 な よ うで 。

ソ ワ ンカ ン‐一一 一 一 一―添 わ な いか も、添 わ な いが 無難 で は。

ソ ヮ レチ ョケ ー添 われ て お けば万事 、添 わ れ て 幸 せ い っぱ い。

ソ ヮ レ ン …
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そ ソ ワ ンコター … … …添 わ な い こ とは 、添 わ な けれ ば従 うか ら。

ソ ヮル リャ ノヤ・一 … ……添 わ れ る もの な ら、 そわ れ るの な ら。

ソ ワ ンカ ン・一 … ……添 わ な いか も、添、わ な い ほ うが 強 い よ う。

ソラニモ コマ ル ー よ く似 た もの で迷 惑 、 よ く似 て便 利 な時 も。

ソラ ンゴツセ ン トー剃 りす ぎな い よ うに、 そ り返 る と危険 で。

ソ ラル リャア プ ネ … …剃 られ る と怖 いか ら、 反 られ て ホ ッ ト。

ソラス ンナ・一 ―反 らせ る と危 な いか ら、剃 らせ たの は よ いが。

ソ リシテ ン… … それ に して も、 その よ うで あ るな ら、大 丈夫 。

ソ リュイヤ ワ リー … それ を い うち ゃ悪 い、 それ は他 言 に して。

ソ リャ トテ ンー ー … … それ は とて も喜ぶ 、 そ れ は黙 った方 が 。

ソ リャチガオ ウ… それ は違 うの で は、 それ は間 違 い と思 うが。

ソ リャマ ァソ ウ ジ ャ… それ は そ うと思 うが 、 それ は正 しいが 。

リ リャソ ウデ ン… … … それ は そ うで あ って も、 それ な ら早 く。

ソ リャ ミタカ …………… … それ 見 な さ い、や は りそ うで したか。

ソ リャソ レナ リ… … … それ は それ で、 それ だ け は知 って いた。

ソ リシテ ン… それ に して も、 それ で あ ったの な ら、分 か った。

ソ リヨウチ… ―…… …剃 りあ うの も、反 りか え った時 の成 果 は。

ソ リュ ミリャ… … それ を見 る と、 や は り見 て ょか った と思 う。

ソ リャソ ウ ト…… そ れ は ど うな った、 その結 果 は ど うで した。

ソ リャマ ァ… それ は大 変 で 、 それか ら先 は、 結 果 は ど うです 。

ソル ミチ ョル … … そ れ を じっと見 つ め て、最 後 まで見 て いた。

ソル チ シヨル ー それ と分 か って いて。 それが 違 って い るの に。

ソルイヤ ヮ リー…… 。それ は他 言 無 用 に、 それ は 内緒 に したが 。

ソル ース ンナ … … 。… …それ は禁 止 して 、 それ は や め たが よい。

ソ レナ ライ イガ ー ー それ な らょか ったが 、 それ で よ い と思 う。

ソ レナ リニ シヨ… そ れ な りの結 末 で 、 よ い結 果 に な った よ う。

ソ レグ レ… ……… …そ の く らいの ことは、 その よ うな らよ いが 。

ソ レデ ン・……それ で も未 練 が 、 それが 結 果 だ ったの。未解 決。

ソ レシカ‐…… それ だ け な ら、 そん な ことな ら、 それ で よ いか。

83



そ ソ レコス・一 ―それ こそ大変 、 それ だ か ら心 配 、 それ が理 属 に。

ソ レデ ン… … それ で も行 く、 それ だ か ら心 配 、それ な ら安 心 。

ソ レジ ャ… … それ な らば、 それ な ら行 くこ とに、 お先 に失 礼 。

ソ レニ シテ ン…それ に して は手 l,]し が、機 敏 性 が あ っち負 け。

ソ ロチ ョ リャ… …揃 って い るので、 意 見 が 多 く出 るよ う じゃ。

ソ ロ ッ ト… こそ っと忍 び足 、黙 って 戻 って来 た 、黙 認 したが 。

ソ ロ ソ ロ_… ぼ ちば ち は じめ ま しょう、 早 く しない と遅 れ る。

ソ ロベ クソ ウ ロー…何 か意 味が 分 か らな いが 、無 責任 で いい。

ソ ロ ッ トンチ ~黙 つて いて も、知 らぬが 仏 で は 、知 らぬ振 り。

ソ ロバ ンジー そ ろばん勘定 は間違 い無 し、 ごまか しは怖 い よ。

ソ ロタチィ ゥー ‐…揃 ったの な ら、揃 って は じめれ ば 一番 よい。

ゾ ロ ゾ ロー大勢 がや って きた、賑 ゃ か な何 事 、落 ち着 か な い。

ソ ロタ ンカ ー …・……揃 つたの な ら、 は じめ て すす め ま し ょ う。

ソ ンマ マ・一 ~~~… …その ままに していて 、準 備 します ので 。

ソ ン ノモー … その人 た ち も、暇 を持 て余 して 、余 暇 の利 用 は。

ソ ンク レンコツー その ょ うな幼稚 な、誰 に もで きな いの で は。

ソ ンシチー… … ………損 した後 は儲 け もあ る、損 して特 を 貰 う。

ソ ンゲ ムキ ャー そつ ち に向 くと、 こつ ちが 見 え な い 、方 向 は。

ソ ンツマ リヤ ー … その結 末 は、解 決 に手 間 ど る、少 し待 って 。

ソ ンサ キ ヤ ーー・その先 は真 っ暗 、明 るい 日ざ しも、 先方 不 明 。

ソ ンク レンコタ。一一―… その くらいは お茶 の 子、簡 単 謎 解 き。

ソ ンンタ ン ドー …… …損 して儲 けを貰 う、 損 も儲 けの 始 ま り。

ソ ンゲサ ネ … そ ち ら方向 に、 そち らに向か い ます 、サ ぐ行 く。

ソ ンハ ズ ジヤ … ………・その はず です が 、決 ま った通 りにす る。

ソ ンジュ ソ コラ‐一一 …… … …そ こ らあた リ ー面 に、周 辺 一面 。

ソ ンシャー… … 。その ひ とは、 そ こに い る人 た ちは 、家 族 で す 。

ソ ンシ ドマ・一 ―その人 た ち は、 そん な連 中 は 、 その グル ー プ。

ソ ンガ キニ ヤ … …その悪 坊 に は、悪 者扱 いす るわ りに は 正 直。

ソ ンクイ ー……異物 を刺 さ り踏 みつ け、 素足 に異物 が刺 さ って。

口`,
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◇□△  方 言 の広 が り △ □◇

方 言単語 だ けの欄 に 続 編 N011号 か る 始 ま った古 くか らの

生活用 語『 方言単語 』 も『 あ』 の項 か る  『 』 の項 ま じが  こ

ん回 に入 りま した。 計 が 18038語 に な りま した。 こん続 き

が こん後 に  『 た』 の項 と しち 始 ま ります 。 続 編 NQ 2 3号 に

載 るん が  途 中 まで に な るが  引 き続 いて 続 編 No 2 4号 に も

続 いち掲 載 します 。 て ぉ楽 しみ に  ご愛読 くだ さ い ませ。

いつ もの よ うです が  必 ず しも方 言 じゃ な いか も知 れ ませ

ん 又卑 下 した言葉  差 別 用語  なん か も入 ります が  これは

方 言集 の性 格 上 です の で  ご理解 ご了 承 くだ さ い。 お そ らく

『 わ』 の項 の『 ワ』 の  頃 には総 計 50000語 くらいか も

で も今 記録 に残 せ て  よか った と思 い ます。 す で に死 語 にな っ

た方言  全 く使 わ れ な い方 言 な ど 消 え去 る運 命 の 言葉 もあ

るか らです 。 で も反 対 に東京 で も・ 使 わ れて い る そん な方 言

もあ って 輝 いて い ます 。

た タア ラセ …田ん ぼ の 荒 れ た部 分 、 田 ん ぼが あれ て見 られ ない。

タア ラ ンヤ コマ ル ー‐田ん ぼが荒れ た の は困 る。 みす ば ら しい。

ダア レン…誰 も相 手 に、 人 は ほ とん ど相 手 に、 見捨 て られて。

ダア リャー………… だ れ で しょぅ、誰 の事 なの か 、疲 れ たので。

ダイナ リシ ョウナ リー………大小 さ ま ざ まに、 多 か れ少 なかれ。

ダイ ーーー疲 れて しま った、疲労 が 激 しくて 、 ど ぅに もな らぬ。

ダイ ヒイ ー・御輿 の先 方 を 行 く御弊 、 役 が 目立 ってす ば ら しい。

ダイ チ ク…………抱 い て ゆ くの で、抱 いて楽 しむ 時 は しあわせ 。

ダイ チ ヨケ ………… …抱 いて いな さ い、抱 いて くだ さ い子守役 。

ダイ チ ーータ…… … …抱 きつ いて安 心 、抱 いて も らって ほ っと。

タイチ ク ウ… … …炊 いて食べ る料 理 、炊 くこ とで 食べ られ る。

ダイバ ラ シ… ………長 い荷 物 で台 を長 く使 う方 法 、利 用価値 が。
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た ダイ

タイ

タイ

タイ

ダイ

ダイ

タ ウ

タ ウ

タウ

タウ

ン ョアルキ ー… ………嫁 の里 に帰 る行 く、 里 歩 きん楽 しさ。

テ イナ コ ターー…だ いた いな事 は、 なん で も出来 る童 宝 者 。

チ ャ レー…… … ………炊 いて あ げ な さい、炊 いて あ げ た ら。

シタコタネ 。一 … …大事 で もな い、吃驚 す ん ほ どで もな い。

チ ク・… …… …抱 いて ゆ くが よ い、抱 いて いれ ば安心 す る。

コマキ ー … … ……だ い こん を撒 く、 だ い こん を栽培 して 。

ュ ウス ル… ……・旧植 えを しの ます か ら、 た うえ しな い と。

エ ン…… 田植 え の、 田植 え作 業 が忙 しい、農 繁期 に な る。

エ ンダカ イ ー ー ー田植 え間 の 牛馬 の ビ話 、牛 馬が大 切で 。

エ ウマ カ ター 田植 え作業 の馬 使 い、 田植 え に は馬 の役割 。

タ ウ _■ ナ カ トリー … 田植 え の植 え つ け紐 引 き、紐 で 印を つ け。

タ ウュ ー シコ… … 田植 えを しま し ょう、 田植 え時期 にな って 。

タ ゥ ゥセ ………… …… 田ん ぼか らの荷物運 び 、 田ん ぼ に荷 物 を 。

タエ ネェ・一 … …な にか楽 しみ もな い、刺 激 が な くて ぼん や り。

タエ チ ョリャー絶 えて しま った の で 、枯 れ て しま った よ うで 。

タェ ジ・一… … … …な くな って しま ったの で 、 補 充 を しな い と。

タェ チー … ……消 えて な くな った、 な くな って しま った よ う。

タエ メ ー…… な くな らないだ ろ う、 な くな る心 配 は な いので 。
゛

タエ ラ カ…… … ……自慢話が おお き いが、 自慢 が ど こまで通 用 。

タエ ンゴツ・一 … …絶 え ない よ うに管 理、 な くな って か らで は。

タエ ル リャー … … …たえ らりるの な ら、我 慢 て きね もの な ら。

タォ ョコ ヮ シ… … … 田ん ぼ もま に は休 ませ て 、休 耕 田 に して 。

タォ セ ル・一 一 一 一 ―たん ほを 整 地 して、 田ん ぼを 平 らにす る。

タォ ル ル ……倒 れ たの な ら、 た お れ て は大 変 で、 無理 は禁 物 。

タォ ヨコタク リー 田ん ぼを横 切 って走 る、 田 ん ぼが いい場 所 。

タオ レン‐一… …倒 れ ないか ら、 た おれ る まで は、 たお れ た ら。

ダォ オ ウ・… …牛 馬 を追 う、牛馬 を 上手 に使 う、駄 使 いが 上 手 。

タオ マ シヤ…… …… ……田ん ぼを ま して、増 産 は よ いが労 力 が 。

タオ シチ ヨケ … … 田ん ぼの仕 事 を して、 田ん ぼ作 業 が待 って 。

、

１
０

86 螢 ヨ



た  タォル リャ… …倒 れ た の な ら、倒 れ た ら しい、 や つと倒 れ た。

タオマ ウ… … 田ん ぼを 回 って 、田回 り して 水 を管理 、 水 見て。

タォ レテ ンー ー… … …倒 れ た のな ら、 た お れ た よ うです か ら。

夕ヵガ … … … た い した こ との ない人 の 、意 外 な人 の こ とな ら。

タカ ンコ ー とん びが 生 む とは、珍 しい存 在 の 話 、考 え られん。

タガガ… …桶 の輸が 緩 ん だ の で 、桶 の輪 を換 え な い と水漏れ。

タカハ リャー … …祭 りの高 張 り提灯 、 祭 りにつ き もの の提灯。

タカガ ン レチ ヨルー大 した こ とは な いか ら、 当 た り前 の事 で。

ダ カ レテ ーーナ ー抱 か れ た い ょ うな泣 き方 、 甘えが覚 え られて。

ダカル リャ… …抱 かれ た の な ら、 お前 もほ ど ほ ど に しな い と。

タカム リ ャー気持 ちが高 ぶ って、意 欲 を高 め て 、気 合 を入 れ。

タカ メチ ョケ ー高 め に して お けば、 高 く した ほ うが都 合 よい。

タカラル リャー無 理 に 言わ れ ると、分 か って いて も仕 方 な し。

タガ シ ミー … …… 。一桶 の輸 を絞 めて 、 丈人 に して お か な い と。

タカ メ・一 ―高 め に して お けば よ く見 え る、 高 め な ら無 事 だが。

タカセチ ー …炊 きなが ら時 間調整 、 炊 いて い ると覚 え る もの。

タキ ナー … … …炊 いて くれ た ら助 か る、炊 き方が 難 しい もの。

タキモ ンヌー … …焚 物 を 集 めて は じめ よ う、薪集 め か ら仕事。

タキ ッキ ュー… ……炊 きは じめ に燃 や しつ けを 、着 火準 備 か ら。

タキ グチ ュ… …燃 やす 炊 き 回は奇 麗 に、 火 は神聖 な ものです。

タキ ッヶ チ ー … …燃 ゃ しつ けてか らは用 心 を 、燃 え だ した ら。

タキ モ ン ジ… …薪 で こん が りと、薪 料 理 は熱 処理 が よ いか ら。

タキ ダ シー… … 炊 き出 した ら、救援 料 理 教 室 、非常 食 の応援 。

タギ リー …興奮 状 態 、 沸 騰 しば じめ た ら、 爆 発気 分 の怒 り方。

タギル ー興 奮 した状 態 、 人 の意見 が 聞 けな い、勝手 気 ま まな。

タキ ャー背 た けは、背 の高 さを計 って 記 録 す る、高 い背 の人。

タギ ッチ ョル … …興奮 して言 うこと も聞 か な い、手 前 勝手 な。

ダキ グ シ ュー … …抱 き癖 が つ いたので 、 あ まゃ か しが迷 惑 に。

ダキ タカ リャー… … ‐抱 きた いのな ら、抱 いて もい いが甘 えて。
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た タクナ ッチ ョル… …苦 しそ うに しゃがみ こむ、 うず くま って。

タクナ ロウジ ョチ…… うず くまって しまいそ う、大文夫 なの。

タグ ッテ ンー手繰 り寄せて も、引き寄 せて見ると、引 き寄せ。

タクケ ン ド・……炊 きますが、たいて い ますが、炊 きますか ら。

タクラ レチ ョル‐……蝙 し取 られてい る、知 らぬ間 に取 られて。

タクラル リヤー…覇 されて うっか り して、 しま った遅か った。

タクネチー ごまか して、踊|し 取 って、 うま くごまか したので。

タグヶ―チ………… 一ヽ一―ねんざ して、ねんざで傷 めたよ う。

タクキ……炊 きますか ら、た くので来 て ください、炊飯開始。

タクソベ・一一一………炊 いている側で見学、炊 く事の勉強を。

タクヌーーー炊 いて い るの を、炊 く方 法 を 習 って、 炊 事 の基 本。

…炊 くと連 絡 が 、炊 き ます か ら集 合。

タク ンカ ン…… … 炊 くか も しれ ませ ん 、 炊 くこ とに決 ま った。

タク ジヤ ロ ウ 炊 くと思いますか ら、た くと連絡 も。

タ クヤ … …炊 くのです か それ は、楽 しみ に して い ます 、 期待 。

ダク ッ ト・―あ っさ りと切 断、歯切れ の よ い裁 断 、切 り Lコ 見事。

ダ クダ クー ー・一歯切 れ の よい音 、手 早 い調理 の達 人 、霜 の朝。

タグケ ー ター ー
。… …捻 挫 して苦労 して い る、捻 挫 の治 療 に。

タグア ラエ ‐―肥桶 を 洗 って、肥桶 は使 った らす ぐ洗 うよ うに。

タケナ ワ ンー ……竹 が 縄 の代 わ りに使 わ れ る、強 い利 用 方法。

タケナオ・一 一 ―竹 で作 った縄 で利用 、 竹 の使 い方で縄 の役 割 。

タケモ ンニ ナ ルー高 い もの にな ると き も、貰 え ば高 い もの に。

タケ タゴ タ ル ………… ……炊 けたよ うす か ら、炊 け ま した ので。

タケ タナ ァ‐一 ……た け ま したので席 につ いて 、 食 事 の準 備 が 。

タケ ンポ ンポ・一― ・一竹 で作 った入 れ 物 、竹 を利 用 した容 器 。

タケ ンポ ツ ポ ー…… 竹 を 生 か した入 れ物 、 竹 が入 れ物 に変身 。

タケ ヅツ ンーー・竹 の いれ もの に花 が 一 輸 、 竹 の筒 に入 れ た花。

タケモ ター竹 は もとか ら割 ると割 れ難 い 、先 か ら割 るが 理 想。

タクチー …

、母
マ
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★ ★★  あれ か ら 24年  月 日の立 つ の は早 い もの ★★ ★

方 言調 査 に『 と り くん だ ら ドゲ ーナ』 ち 話 しか けたんが も ぅ

24年 も 前ん こち な った。『 ヨダキ ーケ ン ド』 ア ゴ ヒゲ ぅ撫

で ちニ コ ッと笑 う。 それ ヨ リカズ ッ ト 前 に話 は タ ン ビタ ン ビ

出よ った し文化 協 会 も 総 会 じ『 や ろえ』 ち 話 が トン トン拍 子

や るハ ズ ジャツ タ。 が  そ うは いかん もん じゃ。

会長 が 《当時 》 文 化 財 調 査 委 員 じゃ き 今 な ら話 が デ ープ ンと

聞 き取 る る き機 会 は  ドン ピシャ ジャ ツ タガ  ホ ンナ ち取 り組 む

ち な る と や っぱ勇 気 も度 胸 もい る。 ダ レ ドウガす るな、断 わ ら

れ ドモ シ ュウ ト も うペ シャク コに  な りかね ん 。 『 じゃな ぁ

や っぱ難 しい ごた るな ぁ』 それ じま た立 ち消 え。

そ うこ う しよ った ら 平 成 ち言 う時 代 に な った。『 もうヨダ ト

ウエ』『 ジ ャナ ス ル カナ』 簡 単 にす る 出来 るん な らもう

^番 い い こつ。 じゃが 誰 が  どけ な方 法 じ いつ か る スル ンナ

ち 立ち止 ま った。 『 ち ょい と加 勢 せ ん なえ』 『 あ 一 いいで』

一番 手 に乗 ったん が  何 で も出来 ち器 用 人 。

『 こ こか る手繰 り寄 せ ち 話 が 弾 む と案 外 集 ま るん じゃ……』

た また ま委 員会 ん 日に  『 こげ なふ う じ 加 勢 す る と』 ち った

嘘 もあ ったが  大 き ぃめ に言 うち 謎 か け た トコ ロガ  『 ヤ リマ

シ ョウ』 にな った。 春 先 ん気 持 ち もい い気 節  田ん ぼ に ゃ もう

田植 え準 備 ん水 が  ガ イ ト入 っち よ る し なん か 幸 先 が いい ごた

る。水 が取 れ た ら何 か  ユ タ ッ トナ ル  不 思 議 な もん じゃな ぁ。

3人 揃 うた と ころ じ『 今年 か る取 り組 み し ゅうえ  いつ までん

ホ ッタ ラカ シ シチ ョク ト ほかん じど うが  や りだす と 勿体

ね ぇが え』『 あ り ゃ ま ぅ そげん こた ― なか ろ う けん どな ぇ』

話 が ナ ンカ シラ ンガ  調 子 が ヨス グ リャセ ンカナ ァ』
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3人寄 れ ば文殊 の知 恵 とか  ス ンナ リッ ト話 が 弾 む。 こ こ じ

モ ウ内緒 に候補者 を 出ぇ ち み り ゃどげ―か な。 それが い い善

な急 げ じやきo皆話 が ゅ う解 る もん じゃき 10人 はず 出 たん

が  ホ ボォナ ジ想 いん 人 ばか り。 以 心伝心 た ユ ウ言 うた もん 。

と りあえず 8人 決 ま った。『 あん た ど うは抜 け なん な ぇ』

爆 笑 が響 くもん じゃ き 事 務 所 ん じど も何 事か ち チラ リ覗

き きたが ノ ョヮネエ ゴ タル キ  ヌキ ア シ じ引 き返 した。 ほん な

後 ん 7人 に コイサ マ ジ 当 た っち よか りゃ もう それ じ行 くこ

ち しゆ うにな った。今 考え ちみ る と そげ な機 会 に もうナ ッチ

ョ ッタ そげな想 い も回想 さ る る。

独 りは健康 の都 合 じ無理  独 りは加勢 はす るか らと 7人 が

決 ま り間 を オ カ ンシ 打 合 せ 会 を 始 め ま した。 『 それ まで に

解 る範 囲 ん方 言 ぬ  書 き抜 いて持 参 しち ょ くれ 。 そん時 に寄 っ

た方 言が  450語 あ ,ち  重複 したん もあ ったが  とにか く

ス タ _卜 したな間 違 いね ぇ 数 字 じゃつた o

『 こ りゃい いん じゃね ぇ』『 ひゃ っと したが  ゃ っちみ る と

尾 も黒 い ごた るな ぁ』  『 そん調 子 じ集 む り ゃ も う上等 』 で

1・ ご苦労 じゃけん ど :気 楽 にや りま しょうよ』 『 こげん こ と じ

な ぇ よか り ゃか て ち よ くれ』  『 とにか く方 言 じの うで ん

集 め ち 皆 ん な じ選 別す りゃいい き 何 も心 配 い らん ので 』

『 た まが った 食 いつ か るるか ち 思 うたが 世 話 ね え な』

選 別 して重複 や ら 方言 じね ぇの なん か を 分 類 じち 300

語 あ ま りん 第 1回 収 拾 は見事 に誘 い込 まれ た。 次 ま じまた

『 書 き貯 め ち持 っち来 ち ょ くれ な』『会費 が い るん じゃね ぇ』

『 そ り ゃま ぁまた打 ち合 わせ ん 時 に  決 め よ うな あん ま り

銭 は 出 さん 使 わ ん工面 じ行 こえ な』『 それ が ぃ ぃ  じね ぇと

変 な風 に誤解 され たん じゃな ぇ』『 そげ しゆ ぅえ な』
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方言集続編 m23号 《通算 33号 》 までの 力戦奮闘 した素人

集団。それ までの約 2年 半 に コ ピー取 り しなが ら 一気 に発行

出来たのが  平成 7年 3月 で『 前編』を 中央公民館 の皆 さんの

ご支援で ほんの 50ペ ー じ冊子。印刷 イ ンクの匂 いが歓喜 に。

関係機関などに も謹呈 あ っと思 う間 に シマエタき 応援 しち く

れ ち 2版 を追加印刷。すで に後編 も編集済み じ lo月 に ゃ一気

に『 前編』『 後編』 調査収拾 で記録 した『 こばればな し』 も

合わせて発行 した。 3冊 セ ッ ト箱入 り じゃつ た。

時 あたか も野 津 原 町『 町政 施 行 40周 年 』 そ りゃ ま ぁめで た

い年 ん タ イ ミング.記念 冊子 に ち話 す と 町 か ら も支援 しち ゃる

に な った。 感 謝 感 激 じゃつ た き それ な ら必 要 分 だ け貰 って  あ

とは全部記念 号 と しち そ っ くり謹呈 す る こち な った。 町 で も更

に増 刷 の上 祝 賀 会 の プ レに 利 用 す る こ とに な った。

平 成 11年 か らは表紙 も色 紙  方 言集 続 編 と して 毎 年 1回 の

限 定 ]00冊 で継続 に。 この 間 に小学生 向 けの『 優 しい方 言 ガ イ

ド』 なん か も発行 しち謹 呈 。方 言単 語 も 12000語 が 入 った

。 15年 3月 に ゃ『 方 言 単語 集 』 と して 1・ 前編 』『 後 編 』 の  2
冊を発行  12月 に ゃ  『 方 言 単語追 加 編 』 も 発 行 した。 こ こ

ま じ進ん じ ■ 5090語  ど うや ら取 り組 ん じ ょか った ち 自負

もシチ ョ リマ ス。

16年 か らは 10ほ どん ジャ ンルん  別 に方 言 単語 を 分割 しち

毎 年 チ ッ トズ ッ入 れ  20年 版 に ゃそれ もほぼ終 わ った。 こん 間

に ゃ ジャ ンル ごと案 内 に 色 紙 を挟ん じ見 つ けや しい 冊 子 に変

身 しち くれ た ごた るで す。 21年 か らは今 までん  方 言単 語全 て

を 更 に『 あ い ぅぇ お』順 に 毎 年 分割 しち いれ よ ります 。

平 成 28年 10月 ま じん  分 割 じ入 った方 言 単 語 ぁ 15386
語 。 1つ で ん 5つ ん 意 味 もあ る ソゲ ナ ンモ あ ります 。
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こげえ に苦労 はあるけん ど ま ぁまあ進み よったが  少ね ぇ会

員の重鎮が 3人 も逝去。独 りは故郷 に引 き上 げち 残 った 4人 が

それぞれん 個性を し生か した活動を 繊細 に続 けち こん まま

進ん じ行 くと  ヒョイ トス リャ単語  45000語 ぐれに ゃ :な

るん じゃアルメーカ。

もっと も一 つ ん単 語 で ん  意 味が い く通 り もあ る き そ り ゅ一

全 部 を書 き並 べ ち ゃる き  トテ ン賑 や か に な りつ つ あ る。 一 つ そ

ん 例 を 見て ん   『 い いで 』 ん場 合 C⇒ ヨイデ ス コ、 ジユ ウエ シチ

、 ョヵ ロ ウカラ、ナ カ メーハ イ ロウ、 タバ ネル縄  な どが あ る。

聞 ぃただ け じゃ誤 解 され やす い、意 味 が 判 明 しに くい。

じゃが 相 手 を思 いや る 情 愛が そ げ なん ぬ 解 決 す るの もあ る

。上記 ん 場 合『 い いで』 は 非常 に無 責 任 な返事 なん じ は っき

り言 い切 らな い と誤 解 が生 じるが  相 手 ん情 愛 が は いれ ば  思 っ

て 聞 いた返 事 な ら 4つ はお任 せ とな る。 が 相手 も受 けた以 上は

責 任 を  持 って くれ る と思 う。

『 ぃ いで』 に ゃ賛 成 と 無用 です  との アイハ ンスル意 味 が

あ る き 早合 点 す る と結 果 に とん で もな い事 が起 き る。 そん な

単語 を ほ ぼ全 部 が入 って い ます。 ので数 は膨 大 にな ります 。 それ

が また 占い生 活 用語 で も あ るん じゃろ うな ぁ。 心 が 中 に仲 介 し

ち くくる き 心 配 ね ぇイ ノチキ も 出来 たん かん知 れ ん。

平 成 24年 か らは ご愛 読 者 ん希 望 が 多 い き 年 2回 発 行 に し

ち 出来 るだ け早 く皆 様 に お と どけ 申 した い と思 い ます 。 の で

引 き続 き ご愛読 の ほ ど お願 い申 します 。

この頃ん話 じゃが 日本人 と傘 毎年 1億 3000万 本発売 じ

透 明 な簡 易 傘 が 8000万 本 とか。 最 近 な丈夫 な傘 に な っち

ぅ使 われ る ごた る き大事 に  して ― もん で ん あ る。
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『 ち ょい と買 い物 ん に行 くけん ど  こん前 言 い よ った笠 い る』

い っとき考 え よ ったが  忙 しいの に返 事 が ね ぇ。 と 突 然『 よか

ろ う』 『 解 った』 バ ズが 滑 り こん だ き フガ ユ ウ乗 れ た。

こん 時 じゃつ た  『 はて  よか ろ うは』 ち 思 案が は じま った

ん じゃが。 自分 がん ぬ買 うと 迷 うた けん ど  『 い い な ら 家 じ

使 ぉう』 ち  2つ 買 いマ テ ヨ。 相 手 が 気 が通 じあ うん な ら も

ん くは なか ろ うが  変 わ り者 じゃつ た り 天気 者 じゃつ た り 色

ん好 み と違 うと  『 よか ろ うち言 ぅた こ と』 ―一蹴 され ち しま う

気 持 ちが わ か った しな ら 折 角 買 っち きち くれ た ち っと好 み

じゃね ぇが  貰 わん と済 まん ち 気 を使 う もん じゃ。『 よか ろ う

ち 言 うた に』 じ 終 わ りに な る。『 い いで .』 『 よか ろ う』 :こ ゃ

二 つ ん意 味 が あ る き 用心 に越 した こた ね ぇ。『 い いで 』 に も

『 よか ろ う』 に も 二 つ に使 え る意 味 が あ る。

信 頼 しあ って お れ ば  問題 は な い し か りに気 を利 か せ た買 い

でん  『 い いで  ど うせ 使 う もん じゃ し こん 色 好 き じゃわ な』

とな る。 そ げ 一言わ る りゃ  『 は い 夏  見 舞 い にあ げ るで』

『 りゃ一悪 い な ぁ』 ち  こん だ次 ん機 会 に ゃ 思 わ ぬ お接待 も

あ る もん 。 これ こす『 つ つ ろ く人 生』 ジャ ロウ。

『 す る』 『 さす る.1『 して ん いいで 』 変 に考 え る と 可笑 し

く聞 こえ るかん  :知 れ ん が そ り ゃ― :本 人 が そ げ な憶 測 が あ る き

聞 こえ 響 くん じゃろ ぅ。 言 葉 には ほ とん ど陰 陽 な意 味が あ る

が  じゃき親 しみ安 く 面 白 く情 愛が こめ らる る。場 面 によ っち

意 味 も全 く 異 な る こち ― な る き 場 所 相 手 に よ っち 上 手 に使

いわ けん と 信頼 問 題 に も発 展 す る。

そ げな方 言を調 査 収 拾 しよ る と 人 間 の赤裸 々 な生 活 が  浮 き

彫 り悲哀 も感 じるが  相手 を 大 事 にす る真心 は大 切 ち思 う。。
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方 言 説 明

ドゲ ーナー ど うで す か。 ヨダキ ーケ ン ド… いや だ けれ ど。

そ れ ヨ リカズ ッ ト… それ よ り もは るか に。 もん じゃ一 もの

で す 。 ドン ピシ ャニ うま く行 き。 キ シナ ー きて す ぐ。 ダ レ

ドー ガ …誰 た ちが 。 どモ シュ ウ トー‐とす れ ば。 ペ シ ャ ンコ

ー つ ぶ れて た め に。 ヨダ ツ ト…・は じめ る と。 ジ ャナ ーで す

ね 。 ス ル ンナ … は じめ るの。 ガ イ ト・…た くさん 。 ユ タ ッ ト

ス ル ー・ゆ っ くりと。 ホ ッタラカ シー その ま ま に して 。 ナ シ

カ シラ ンガー なで か しらな いが 。

ど げ ―かえ 一 ど うで す か。 シ ョワネ ーーゴ タル ー大 丈夫 な よ

うで 。 コイサ マ ジー今晩 まで に。 オ カ ン ジーす ぐに。 た ま

が った 一び っ くり した。 い るん じゃね ぇ…必 要 なので は。

そ り ゃま ぁ‐…それ は また。

シマ エ タキ ー おわ つたので。 ミチ コ リャコ ス…見 て いれ ば

こそ。 ジャ ンル ー項 目別。 チ ッ トズ ツー少 しず つ ()ソ ゲ ナ

ンモ …‐そん な もの も。

ヒ ョイ トス リャー も しか した ら。 アル メーヽ カ ー あ る まいか

。 トテ ン… とて も。 ヨカ ロー カ ラー‐よ いで しょ うか ら。 ナ

カ メ ーハ イ ロ ゥ・―仲 間 に入 れ て 。 イ ノ チキ ー生 活 。 して ―

もん でん・―した い もので も。

フガ ユ ー…運 よ く。 い った に一言 うた の に。 つ つ ろ く人 生

一人 間行 き来 す るか ら生 か され る。 ジ ャ ロー ー‐で しょ う。

そ げ な一そん な。

太 陽 の前 を金星 が通 過 す る 高 さ 634メ ー トル の電 波塔 完 成 な

ど 日本 で も 4年 前 には 画 期 的 な話 題 が豊 富 にあ った。 オ リン ピ

ック開催が あ り聖火 が  ギ リシャか ら会 場 まで  リレー され るが

内容 が豊富 に な り選 手 も 若 返 る進歩 の世代 に な った。 高齢 化 社 会

どこまで進 むか 方言 も記録の仲間入 りして残 したい ものです。
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rCC 方 言 の ち らば り つ つつ

野 津 原 じ古 くか る使 い よ る 生 活用 語 ん方 言 じ 日本各 地 でん

使 い よ るん が デ ー プ ン あ る もん じゃ き コ ンダチ ッ ト 並べ

ちみ ま した。 タマ ガ ル ゴタル  のや ら『 ふ ふ ―ん  ジャナ ァ』

ち思 うん も ケ ック シャ あ る もん じゃわ な。 北 ん方 か る始 め

ヨウカな。

北 海道

青 森

宮 城

秋 田

山形

栃 木

群 馬

埼 玉

東 京

神 奈 川

新 潟

長 野

山梨

富 山

石 川

福 井

岐 阜

静 岡

愛 知

二 重

滋 賀

カテ ル ー 中間 に入 れ る。 トーキ ビー トーーキ ビ。

ワヤ ー・無 茶 。 だめ じゃつ た。

ア ンベ ー具 合 は。 ドモ ーあ げ ど も。

ソダス ‐―傷 め る。

ア ンベ ワ リー都 合 悪 い。 マ メー元 気 。

ホ ヤ ー電 球 。

マ ネ ルー告 げ 口す る。 モヤ イニ ー ー緒 に。

カ テ ル ー合 わ せ る。 ヘ ズル ー削 る。

キ ビ シ ョー急 須 。 ジ ョーーリー草 履 。

オ チ ャオ ケ ー・お茶 お け。オ ツモ リー酒 が な くな り。

コギ タナ イ ー・薄汚 い。 ノ ッケニ・―は じめ に。

モ ヤ イデ ーー緒 に。 ロ クス ッポ …不 十分 。

コ ビ リー こび る。 ソ ロ ッ ト…ぼ ちば ち。

ダ レ ドウー誰 た ち。 ホ イ ジ ャナ ー それ で はな。

カ ジル ー ひつ か く。 トブー・走 る。

キ ノ ドクナ … 申 しわ け な い。

カ ヤル ー転 ぶ 。

オ オ キニ ‐―感 謝 。 コ ソバ イ ーー…くす ぐった い。 、

ウム ス ー むす 。 セ フル ーね だ る。

ジル イ ー‐や わ らか な。 セセ クル ー もて あ そぶ 。

トブ ー走 る。

ツイ デー他 の用事 に来 て。

コ ラエ テ ー勘 弁 して 。 ノーナル ー な くな る。
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京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

ア マエ ター甘 え る。 イキ シー行 くと き。 ウチー私。

オ テ シ ョー小 皿 。 キ ビシ ョー急 須。 ノ ク…‐ど く。

シマ ッス ル ー片 ず け。 ナオ ス ー しまい込 む 。 タ ク・…煮 る。

マ イ ッベ ン… も一度 。 ボチ ボ チーゆ っ くり()ホ メ クー蒸 す 。

オ オキニ ー あ りが と う。オ カ ン…母親 。 ズ ボ ラー無 精 。

ドンナ ラ ン… ど うに も。 ナ オ ス … しま う。 ナ ンボ い くら。

イ ゴク…動 く。 イ ラ ウ… さわ る。 オ トンボ ー‐す え っ こ。

コ ソバ イー … くす ぐった い。 ジル イ・―柔 らか い。

タボ ウ…た め る。 ツ クネル ー こね る。 ホ ナ ー さ よな ら。

ホ メ ク…蒸 し暑 い。 ホ ロセ ー ジ ンマ シ ン。

イ ッケー・親 戚 。 オ トンボ‐―末 っ子。 コス イ ーず るい。

サ カ ムケ ー爪 の付 け根が む くれ る。 ツ カエ ル「一混雑 す る。

ドヤス …‐殴 る。 ネキ ー側 。

オ オキ ニ ‐…あ りが と う。 ホ イ タラー・そ した ら。

シ ョノム …・ね た む。 ニ ジク リツケ ルー塗 りつ け る。

オ ンキ ナ ー安 心 な。 アバ カ ン‐―あ り余 る。 シオ ハ イー …

塩 辛 い。 ク ジ…苦 情 。バ ンギ ータ方 。

オ ラ ブー叫 ぶ 。 セ ワネ ェー大 丈夫 。 マ ン…運 。

ノー ナル ー な くな る。 テ ゴ…手 間。 て

イ ヌル ー帰 る。 オ ラ ブー・叫 ぶ 。 カ タ グ …担 ぐ。 ク ジュ クル

ーむ ずが る。 ク フイチゴ…桑 の実 。 ダ ンタ ンー・次 々に。

ツマ ラ ン…だ め。 ドロォ トシー田植 え休 み 。 ボ ー プ ラー‐

か ば ち ゃ。 ム カ ヮ リーー周 忌 。

キ ビル …たば ね る。 サ デ コム …か き集 め る。 シカ ブル ー

も らす。 ス イバ リー本 の とげ。 ネキ ー側 。 ビ ッタ レー‐無 精

者 。 ヘ ンジ ョコ ンゴ ウ…逆 ら ってつ べ こべ 。 マ メ‐…元気 。

イ ンデ クル ーか え って くる。 末 っ子 。 セ ング リー次 々 と。

チ ョウズ …便 所 。 ハ ジカイ ー痛 痒 い。 ヒコズ ル ー引 きず る

。 ヒダル イ ー空 腹 。

ジル イーか るん で い る。 デキ ア イ・―あ り合 わ せ 。 セ ラ ウ…

妬 む。
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愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

宮 崎

鹿 児 島

沖 縄

イ イ エナ コ ト… とん で もな い。 ォ ッポ・―おん ぶ 。

イ プ シヨブ シー こぶ こぶ がで きて 。 キ ナ イ ー・黄 色 。

ク ジクル ー不平 を 言 う。 ゴ ク ドサ レー‐ご くつ ぶ し。

シ ヤグーつぶす 。 シ ョウケ・―ざ るな ど。

タ イ タイ ー魚 。 ネキ ーす ぐそば 。 ビンタ レー だ ら し

な いか っこ う。 ヘ ン ジ ョコ ンゴ…理 屈 を 言 う。

メ ン ドシイ・―恥 ず か しい。

オ ンボ ーおばれ る。 トギ ー友達 。 ハ グ…む く。

ヘ チ ー・見 当違 い。 メ ッソーあ ま り。

カル ウ…おん ぼ 。 キ ビルー東 ね る。 ツマ ラ ン… だ め。

ナ ンカ カ ルー ょ りか か る。 ヒ ョク ッ トー突 然 。

ヨ コ ウ…休 む。

オ ラ ブー叫ぶ 。 タマ ガル ーび っ く りす る。 デ タ ン…

で きな い。

イ ッチ ョン…少 し も。 オ ッ トロ シー‐おや ま ぁ。

ソ ビク‐一ひ っぱ る。 タギ ルー沸 騰 す る。

ハ ダ ダ イ…間食 。 ヒンノムー飲 み 込 む。

マ ッポ シ…真正 面 。

イ ッチ ョンーす こ しも。 グゼ ル ‐―ぐず ぐず 言 う。

ソサ カ タク リンー逆 さ まに。 シ ョノム ー妬 む。

ワカ ラ ン・…だ め だ 。 ャォ イカ ンー簡 単 で な い。

オ ジイー怖 い。 オ ラ ブー‐叫ぶ 。

ナ ンカ カルー ょ りか か る。 ハ ゲ ラ シイー くや しい。

ヨダキ ー …面倒 だ 。 ホゲ ルー‐穴 が あ く。

ナオ ス ーか たず け る。

イ ッ′ヾ ―・…い しっぱ い。

全 国ん方言 辞 典 に よ りゃ こげな言葉 が 出血 ち くるが  大 分ん

シ ドモガ聞 くと懐 か しい。 こげ なふ うに方 言 な  チ ョコ ッ トシタ

事 じよそで ん 使 いよ る き 広 い ごた って ん 日本 な 狭 え もんでん

あ るごた るな ぇ。嬉 しい事 で ん あ るが … … …。
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野津原ん特色 あるい くつかを

◎  美 しい場 面 に

ア ンマ リモ ドカ ンナ ンナ…あん ま り せが い なん な ムゲ ネ ェ。

チ ョツ トマ ッチ ノ ミョルキー少 し待 って今  :飲 ん で い る き。

セ カ ンデ ンユ ック リシヨー急 が ん で ん いい き ゆ つ くりと。

ァ タ ダ ジ ャガデキ タデ ー出来 あ い じゃけん ど食 べ ち ょきよ。

コ ッチ ガ スズ シィ ゴ タルデ ー こつ ち お いで チ ッタ保 しい き。

ク ヮ ン ドルオ トシタ ン…ゆ う気 が ち ―た な鍬 は一 番 苦手 と。

ァ セ リカエ ーチ ヨイ タキ…ち つ とい らん世話 じゃけん どな。

ノキバ ネ イ レタキ ー濡 るるよ り ゃよか ろ うち しち ぃたで 。

ソ ンマ マ ツマ ンジクイ ナ ァー汚 れ 手でん 自分 の じゃ きいい。

● 優 しい場面 が

ヵ ッ シュ ウカー忙 しか ろ うごた る き()お 互いん 手 間 が い。

コ ラエ ナーナ ーヽあ いつ も解 っち ょるん ち思 う。

イッデ ンイイナ ァエ ー遠慮 して ん 損 で お互 い様 じゃき。

ム リュ シナ ンナ …無 理 しちワズ ロウテ ン褒 む り ゃせ ん き。

ッ コ _チ ョキ ョー ど こで も切 らす事 ぁあ る もん じゃき。

シ ンパ イセ ンジイ イキ … こま った ら話 した らす 一 とす る。

ナ カ ンデ ンワカ ッチ ヨルー‐泣 きて ―一時 ゃ思 い切 って な。

ハ ラ ヒ トツオ アガ リー時ゃ ょそん 麦 飯 が いい もん で。

ュ ック リハ イ ッタナ ー・た まに ゃ忘 れ て ダ リュ取 らに ゃ。

ハ ョィャ ィ ィニ ー いつ までん 一人 じ考 え じ言 う と楽 にな る。

★  言葉 ん 中 に ゃ後 じジ ヮー ト 味 が 出 る事 も多 い き 思 い切 っ

て信 頼 の お け る人 には 話 サ こと もプ ラス に な る。誤解 もあ

るが 自分 の欠点 もあ る。 じや き話 した こと じ 修 正 の機会 に

もな っち 早 か った のが効果 にな る。伊 達 に年 は取 らん じが

多 い き 利 用 した り利 用 され た り そ こに人 間 の心 ん浄化

絆  交 流 も育 っち くる もんです 。
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あ とが き m23号 の編 集 が終 わ って

年 に 2回 発行 に な りま して  少 し多様 にな りま したが  その分

気 合 いが入 って  ご愛 読者 皆 様 との 距離 が 縮 ま った よ うに 感

じます。 この 号に は  『 七 瀬 川 の ヤ ナ』が  懐 か し く出 ま した。

全 盛期 の川祭 りは 近 郷 の名 物 に もな って  参 会 者 も多 か った

そん な思 い出が 回 想 され ます 。

ふ るさ との味 に も 日本人 の基 礎 とな る食 べ 物 が  根強 く生 き

て い るょ うです 。 あ げ な話 に も昔 を懐 か しむ  人 の心 が湧 いて い

ます。方言 が飛 び 出 して 若 い女 性 の思 い 出 は 歌 あ り野 菜 づ く

りの片鱗 に も 覗 か れ ます 。 子 ど もの質 問 に昔 の行事 が  心 にそ

っと復活す るよ うな嬉 しい 一時 も 寄 り添 い ま した。

宇 曾山物語 街 道 は スカ イ ツ リーーと ほぼ 同 じの高 さに向 けて

歩 いて い ます 。熱 心 な娘 が馬 子 の 五助 に 質 問 した り自分 の習 い

覚 え た繊細 な資料 を 縦横 に交 差 させ なが ら 知 られ ざ る物 語 が

浮 き彫 りされ て  夢 と ロマ ンの多 い故 郷。 だ か ら人 好 きと笑 顔 が

い じら しい。

歴 史 は絶 え 間 な く続 き 方言 は ひ っそ りと影 を 潜 め るが その

片 隅 で幼女が  カ タ コ トに話 す あ どけない方 言 。仄 か に笑 顔 が こ

ばれ て 単語 が 続 いて広が って い ます 。湛 水 の語 源 が 出 ま した。

忘 れ られ ない捨 て が た い 地 域 の名 前 も追 い なが ら いつ か き っ

と又浮上 す るの を 楽 しみ に。 単 語 は 19256語 並 び ま した。

次回 もお楽 しみ に ご愛読 の程をお願い申 し上 げ お礼 と致 し

ます。今回 もご愛読を誠に あ りが とうございま した。

編 集 者 一同
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No 2 4号 ご案 内  伝 言 板

2017年  4月 発 行予定 に な ります 。方 言 単 語 の

広 が りを は じめ『 方 言子 ど もの 世 界』『 民 話 伝 承 』

『 女 性 の底 力 』『 ふ るさ との 味 』『 宝 の玉 手 箱 』

『 ち ょつ と一 服 』『 街道物 語 …宇 曾 山

『

4』 『 あげ

な話  こげ な話 』 な どが行 列 つ くって  並 び ます

取 り組 み発 足 して  25年 に入 り 通 算 35冊 が

書 棚 に並ん だ と思 い ます。 カ ラ フル な表紙 紙 が  少

クス ンダか も。素 人集 団 の 全 て手づ くりの  粗 末

な冊 子 です が  限定 100冊 が  愛 読 され て い ると

思 うと取 り組 ん だ  ことえ の 喜 び も 満 喫 しなが

ら 皆様 の ご支 援 で続 け られ る ことに感 謝 申 して

い ます。誠 に あ りが と うござ い ます 。

次 回 のお会 い まで  ご自愛 の 程 を。

野 津 原方 言 調 査 会

大 分 市 野 津原 竹 矢

1日  ヽ097=588=0572

事務 局  588=0092
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い いね こぎ 一・稲 の 脱 穀

いの ち き一 一……暮 らす、生 活

いば りよ る…… …威 張 って いる

いび る………………・………い じめ

いび り……………… ………い じめ

いぶ りだす ……煙 りで追 い出す

いま き。… …………・…… … 腰 巻

い まきん まま………・腰 巻 の ま ま

いまがせ …… 今 だ に

いみ る………多 くな る、増 え る

いむめ し………甘藷 の人 った飯

い も じ…………………・…… …腰 巻

い もあめ ……甘藷 を煮詰 め た飴

いめ ―なん め …帰 らに ゃな らん

いや り……………… …… ………蟻

いやで …… ……嫌 い、 いやです

い ら…………………… …… ウ ロコ

い らぶかす ……騒 す 、 ごまかす

い らぶ け―た… …… ……騎 した

い らん で ……………い りませ ん よ

い りそ こな う……入 る機会 失 う

い りむ こ………………婿養子 入 り

いれ ………入 りな さい、入 れ る

い るかせ 。… …自由 にさせ て お け

いろあ い……… …色彩色が よい

い ろ み ―・ ‐…色 目を

いろ きちげ―………色魔 に迷 う

いわ れ ん ―… … ……言 うわ け に は

い いえ

いの こつ るべ …井 戸 水 汲 つ るべ

いば っち ょる …威 張 る、 高 飛 車

い び しょ こね ― … … 汚 な ら しい

い び しい 。一 一 … … …醜 い 、 汚 い

いび りまわす …意地 悪 いい じめ

いまま じ………………・い ままで

いまか らでん。…… …今か らで も

いまん ごつ ………… …今 の よ うに

いみ りで ‐―た………増 えて きた

いみ らかす …………・……増 やす

い もあん ………甘藷 で作 った餡

い も………… ………この場 合甘藷

いむ ― くう………… い もを食 う

い も じはた けち……腰巻を開 く

いやんば い……………・都 合 よい

いや しん ぼ ……食 い意地 が悪 い

いや らけ―のや ……好 か な い人

い らん しょ………… 。おせ っか い

い らん な…………・い りませんか

い らん じょわや くな…世話焼 き

す ぎで嫌 われ る。

人 り百姓 …一人植 して農業す る

いれ くる………騒 す 、 ごまかす

いれ あ ぐる………………熱 中す る

入 れ そ こな う一人 れ るの間違 う

いろち ょう ぐ………………絵 の具

い ろめあげ ち……………興奮 して

いわん こっち ゃねえ ―‐言 ったで

しょう。

いわす る一‐話 させ る、言 わせ る

いん じくせ ……帰 って もいいよいんげ
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い  い ん に ゃ・一 一

ぅぃち―た……………追 いつ いた

ううじる……………大釜での汁

ううす る。一…………背おわせ る

ぅぇっぎ………………補植す る

うかばん。一 …̈…………浮かない

ぅかった……Ⅲ…………合格 した

ぅく・… ……………………浮かぶ

うけかぶ る………仕事が遅れ る

ぅち…………………………………家

ぅけちょけ "一………受けなさい

うけたが る………試 して見たい

ぅげた…………………ひね くれ る

ぅごかせ……。一……移動させ る

ぅごいちょけ…移動 してお く事

うごかす る……………移動 させて

ぅじけた……………気重 にな る

うしみ……………………嫁 さが し

うしぐつ……牛 に藁で作 った靴

うぜ る…… …………・…ゆが く

ぅす―…………………………嘘を

うそんかわ…………・嘘ば っか り

うすむる……追加 して うすめ る

うすのめ……………石日の割 目

うそば 親知 らず

うたいな―・…∵歌 って くだ さい

うちいた………麺類 を延 ばす板

うちづ ら………家 の中で よい顔

うちん こ・…………自分 の家の子

うちん じ‐一 私̈ の旦那 、家 の人

いいえ いろく。一………………乾燥する

ぅぃち ょく。……… …お いて置 く

ぅいたはな し……色話 、嫌 の話

ぅぅちい く……………追 って行 く

ぅぇ ―た………… …………沸 いた

うかば るる……成 仏 、顔 が たつ

うか っち ょる……合格 して いる

う ぐらもち…………… ……も ぐら

ぅち………………… ……… ……私

ぅち………子供 の遊 びパ ッチ ン

ぅけ しごと……引 き受 けた仕事

うけそ こな う…受 け る機 会失 う

ぅけ しば い…勧進 元 がつ く芝居

うご くなゃ…… うごきな さん な

ぅごきそこな う…動 く機 会 失 う

う しころ し……眉間 を指 で叩 く

う しをつ くろ う…病 牛 の手 当て

う しの一ち……… …… …失 って

ぅす だす……牛 馬 で荷 物 を運ぶ

うぜ よせん…ゆが く時間 が ない

うそな き。… …… ………芝 居泣 き

嘘 は っび ゃ く……………嘘 を並べ

うず む……・一一……風 を切 る音

つ

うそん じょう 嘘ばか り

ぅたち…………… …汚 い、汚 れ

うたちげね―…いや ら しい感触

うちだ な………・…小麦雑穀 の台

うっと 私

うちばり ・̈ ふすまの した張 り

ぅったたく……。……ひどく叩 く
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つ ぅちかぶ す る一頭 か らかぶ せ る

うった らかす …構 わず捨 て置 く

うっつ くる…無 茶 に叩 きつ け る

ぅったて・………当てて補修 す る

うっぽ た る。一……捨 てて しま う

うったつ る…… うえか ら着 せ る

うどむ …………・風 を切 って 鳴 る

ぅとお ち くリー …歌 って お くれ

ぅて _じ ゃ…………打 ち ます よ

ぅど うむ ど う一 そ こ らい っぱ い

うな っち ょる…………響 き鳴 る

うな るか え ……響 き鳴 るで すか

うぬが ……………… …… °お前が

うぬか たん じ…お前方 の人 たち

うねつ くろい…………・畝 の補修

ぅべ た… ………………水 いれ たよ

ぅび ―… …………・水 を追加 せ よ

ぅべ ち ゃん な―…水 を入 れて あ

げ な さい。

ぅべ ち ょ くれ ………・…水 いれて

うぶ る… …… … …水 を追加 す る

うまに ・料 理 の 風 習 味

うまんつの……無 い ものの例え

うまれつ き……・…持ち前の性格

うめ一き……………おい しいか ら

うみん もん とも…全 く解 らない

うむす……湿気があ り暑苦 しい

うむ……………………………出産

うめ― もん………おい しい もの

うもう。……………生み ま しょう

ぅょうよ しよる……そこら一杯

うちかぶ る……頭 の毛 を乱 して

うつ らうつ ら一ゆ っ くり呑気 に

うっつ くる……釘で打 ち止 め る

ぅったて・一… ……上 にあてが う

うったつ る…………上か らあて る

うっと
‐…私

うどんぬ うつ ……・うどん を作 る

うどん げ … クサバ カゲ ローの卵

ぅで じょうね …………腕力持 ち

うどま …̈ ……………お前 たちは

うな じ_た ……… ……うなず いた

うな 一̈……………………・お前 は

うぬ ど う。一一 一~……お前 たち

うね ま し…途 中か ら畝 が増 やす

うべみず … ………水を追加 す る

この場 合風 呂などに。

うぶ りゃいい…水 を入れ なさい

うべて…・ 水 入れて

ぅべち ょけ……………うべなさい

ぅべちゃろうか…水入れよ―か

うまかえ……馬の入れ替えす る

うまん くそひ らい……馬糞拾い

田畑の肥や しにす る。

うまいどう………………お前たち

うむ ごたる………生まれそ うだ

うむす…………………………抱卵

うめごたる…おい しいようです

うめ一……………………おい しい

うも一 …… … … ……おい しく

うやむゃ …̈……そぅべ くそうろ

うらめ し―やつ…憎 らしい相手
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う うりべた 下手 な商売

うろ― うつ……釜飯を転換す る

うろたゆんな………取 り乱すな

うれたごたる………売れたよ う

うれす ぐる………熟 して しまう

うわ ぐち…………性器が上向き

うん どまあ………ほん とにまあ

うん ど―かた……………ぉ前かた

うんすけ…………土製瓶の容器

うん‐… …̈………………よいです

うるるかえ……………売 れ ます か

うろ うろす る…落 ち着かず歩 く

うろいよ こい…… …雨で体 む 目

うれの こり……… …・嫁 に縁 遠 い

うわ しん ど う‐一一 ……散髪 す る

うんが い い・―幸運 、巡 りが いい

うん どか た………・一―・自分 か た

うんに ゃ……… …Ⅲ………いいや

うん――…………… ……………は い

うん ち ょ………… ……………大便

え え―こりや―………これはまた

え― くそ……はがいい、腹立つ

え ― も 我 慢 な らん

え ―た ……… ………………空 いた

え ……¨…………………なん です か

え ― ら しい…… ………かわ いい

えか き しば……線香等 で書 く柴

え ぎ― ……・………喉を ほ る剰那

え ぐい………… …喉を ほ る感触

え こひ― き…… …不平等 な扱 い

え さむ し…・… …魚釣 の餌 す る虫

え そ―や る…… …生 き物 に餌 を

えずが る……… ……… こわが る

え だ うち………… ………………剪定

えつ り…………………土壁 の 中組

えつ りなわ … …ぇっ りに使 う縄

え とが しら……干 支 いちばん ネ

え にす る……… …………絵 に書 く

えおす ぐる………… …柄 をつ け る

えがなげ―……長 い柄がつ いて

え くばほげた…え くばが 出来 る

え ぐい も……喉を ほ る感触 の芋

え さば こ………鳥 などの餌 の箱

えだ さき…………・……枝 の末端

え じき……………… ……・動物 の餌

え だはつ り……………枝 を切 る

え たいがわか らん ……・不明物体

え っへん ……威 張 る気勢 を張 る

えでんか くか …絵 を書 くことに

え にな るなえ …絵 の題財 に適 当

/亡 _・
・ ・ ・・・ ‐・・ ‐

・・ ・・ ・ ・・・ ・ 絵

ス ニ
・ ・ ・ ・ ・ヽ ・・・ ・ ・ ‐ ‐ … … …… … … …柄  え ―・… … … … … ……… … …・…餌
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え えの ぐじ………………絵 の道具 で

えば・一……………蜘蛛 の巣 の糸

え び ご しゅ…・………曲が った腰

え らしい 愛 らしい

え らわん…………取 り合わない

え らもん ―・̈ 偉 いとかいかぶ る

え りさがす………… 選びさがす

えれ―ごっそり…予想以上多 く

えれ―こち……・……大変な事 に

え らもん……………偉い人たち

えんなわ…………遊び道具の紐

えんぺつ とぐ………鉛筆を削 る

えんどい―… …̈……相手がない

え一とすんだ……や っと終わ る

えんま く……霧状態で見えない

え― しこ しな……よい格好 しな

えのちょうぐ 絵 の具

えば り………この場合蜘妹の巣

えぶ…………俵などにつける札

え らぶ る……偉 いと思 っている

え らもん……………………偉い人

え りす ぐる…………・選びす ぎる

え りくりあ う……まとわ り合 う

えれ―やつ じゃ‐………偉者 じゃ

えれ―やつ…………さすが偉い

えんぺつ………………………鉛筆

えんや らえ―と…や っとの思い

えん こ… すわる

縁組 み しゅうや …縁 組 み しよ う

え ― くれん こつ ―いい加減 な事

えん ぎでん ね ―…縁起 で もない

え ― らしい………可愛 い らしい

お おお さむ …… ……少 し寒 い感 じ

おいち―た…… ……追 いつ いた

お いち ょらん ………置 いて な い

おいち ょく 置 きます

お い。一… ……呼 びか けξ あなた

お いて 一……一一一………大 分 に

お いのせ …………‐追 い越 しせ よ

おい まわす …… …そ こ らに追 う

おいち一た…………‐追 いつ いた

おお る……… …………・芽が で た

おお ごつ 。………………大変 な事

おお いい ………………大 きな東 に

おお うす ………余計 に入 れた日

お あが り…………上 って くだ さい

お いたん しに 。一……大 分 の人 に

お いち ゃリー… …置 いて下 さい

お いち ゃ らん ………置かせ ない

お い…………… Ⅲ呼 びか けの返事

お いの こす ―・…………追 い越す

追 い ま くる… …………追 いか ける

お いた くる………むやみ に追 う

おえ ……… …… ………追 いな さい

おお っぴ ら………………遠慮 な く

お ―た……計 算 が合 う、 出会 った

ぉ 一 じょうぎわ ……諦 めが悪 い

おお いの こ…主 な丼戸、水 貯め
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お お おわ り…割れ 目の大 きい性 器

おお げ な し…… ……大 きい者が

おお づ ら……出 しゃば りす る人

おお ま ら…… …大 きな男性性器

おお …… ……・ は い、返事 す る

おか ん … ……… … …………母親

おか どちが い一人違 い見当違 い

お きの ………… …起 きたばか り

お きよせん ……起 きる時間違れ

お きそ こな う……………寝 坊す る

お くる… ……………土 が反転 した

お くりはてん …送 れ ない程多 い

おけた。 …起 きた

お けたが る… …寝 るの に飽 きた

お け ち ょる……… …・起 きて い る

お こ し…………… …… ……腰 巻

お ごめん ……… ………来訪 の挨 拶

お こ りまわす …………激 しく叱 る

起 こ しき らん ……Ⅲ…固 くて苦労

お ことおおい……行事が忙 しい

お こ つち ょる…牛馬 の発情状態

お さが り……上 の着 た物 を貰 う

お じい…………恐 ろ しい、怖 い

お さ ま らん 。… ……不満 で不承知

お しな ぎ―……… もった いな い

お しょる……………………‐…折 る

お しもん

お じじよう……………………叔父

お したおせ………押 してたおす

おずが り……び くび く、怖が る

おず ―な った……・…怖 くなった

おおげ な し……・…大 人 の くせ に

おおづ ら…… …大 きな顔 をす る

お い ぐち………大 きな女性性器

おお あな………穴 が大 きい性器

おお ぐそ…ま とめ糞 、沢 山 の糞

おか ち ゃん ………・… ……お母 さん

お き…………… …燃 え た残 り火

お き もん ……… …置 いて あ る物

おきはてん 置 か れ ない

お くる………… … …………起 きた

お くて …………… ………遅 い育 ち

お くりそ こな う…送 る機 会失 う

お けた…………腹 一 杯 にな った

お けだ ち…………起 きたばか り

お こる…………牛馬 が発 情す る

お ごめん ………… …………ぁゃ ま り

お こつ る……………調 子 に乗 せ る

お こ しき らん … …起 す事 が無理

お こ しき らん …重 くて起 こせ ぬ

お こっち ょる… … …怒 って い る

お さわ り…………… …そ っと触 る

お しこみ ……… … ……押 し入れ

お さげ‐………… … …三組 の髪型

お さま らん …形 が 小 さ く入 らぬ

お しな ぎ―…惜 し くて仕方 ない

お相伴 に預か る… …相手 をす る
・ラクガ ン お ししょぅ… .

神 主

お じゃん ……… …… …叔 父 さん

おず る…………怖が る、 び っ くり

おず うじご………… …怖 くて大変

お しそ こな う… …押 す機 会失 う
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お お しよせん………押す機会失 う

おせだす…………・馬で荷を運ぶ

おせ ‐ 押 しな さ い

お た び しょ………御輿 の休 憩所

お た ことまる…………見え張 り

お ちば ひ ろい…稲 の落 ち穂 拾 う

お ち ゃひ き……予想が はず れ る

お ち ゃお け……茶飲み のつ まみ

おち ゅ―の り……調子 に乗 る人

お っち…………… …い ます か ら

おつ る… …… …飯 を釜 か ら移 す

お っち もろ うち……居 って頂 く

お っ しゃ りて ………お しゃべ り

おつ むてんてん …幼児の手 遊 び

おて しょ… …̈……手塩皿 、子 皿

おてつ かん ………気が い らい ら

お と しわ な…落 ち込 む罠仕 掛 け

お とよ り………………年末 の常 会

お と しまわす …落 しなが ら歩 く

お と こ し……………………男 た ち

お と ったん ……………お父 さん

お にが み ……… …………架 空 の神

おな ご しゅ―……女 の人 た ちを

おね ま くら…………寝 の時 の枕

おば じょう…… …… ………お ば

おばん ……………近所 の老 婦 人

おび と こびろ……帯 じめず の姿

おば る る……………おん ぼす る

お ひ ど………………お疲 れ さ ま

お まえ ……………………あ なた

お まえ か た…………おな たの家

お しりか リー‐……浮気 好 き女性

おせ ま くる……賑やか に競回す

お ぞ う…… ……………じぶん た ち

お たちん …………………嫌 られ者

お ち ょ くる…… …おだて あげ る

お ち ゃに ご し……話 をそ ら して

おち ゃ…… …………休憩 の一服

お茶入 れ ………嫁 の紹介 の接待

おち ゃば しら………茶柱縁起 いい

おづが る……… ………………怖 が る

おつ る 落 ち る

お っち ゃ らん …居 って あげない

お っ しゃ りて ……………口上手

おて そ こな う…‐落 ちず にすん だ

おてつ き もち……結 婚祝 いの餅

お と ご………………終わ りの子

お と しこみ ……井路 の水落 ち回

お どろ くせ …………匂 い、体臭

お と し… ………・…… …ポケ ッ ト

お とった …お父 さん

おと しん……………ポケ ッ トの

おなごし………………………女達

おぬ しどう…………あなたたちは

おばね……………………山の稜線

おばん…………………おばさん

おばんかた………………おばの家

おびち ょけ…………覚えておれ

おびとく………………間男す る

帯た くなる………帯がまつわ る

おまいど―………おんたたちは

おまいがん…………あなたのです
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お  お まえ か た … …………あなたの 家

お もや … …… …………本 家、在 所

お め こ… ………… ……女性 性器

お もじり………帰 らな い、長 尻

お もたが る……………甘 えて 見 る

お やん こ……………親 に生 き写 し

おや か ま しゅ… …………邪魔 して

お らぶ ¨叫 ぶ

お られ ん …… … ………居 られ な い

お り ・―私 に

お りや ~……… ………… ……・私 は

お りば な… ………………曼珠 沙華

お りよ … …………………居 な さい

お る・―・
居 ます

お るか え …… … … … ……居 ます か

お れ か た …… … … … .… …私 の 家

お れ どん … … ………… … …私 た ち

おれ が・ ・私 が

お ろす … …………・…….物 を下 に

お ろす … ………………堕胎 す る

お ろ いい……………根性が悪 い

お ろ― じ 大 声 で 叫 ぶ

お ろ しか くる………降 ろ し始 め る

お おで ま ち……………広 い田ん ぼ

お ― こ… ………竹で作 った荷竿

お ―げ な し… ……大 きな、大人

お―きに 有 り難 う

お―ぼ ら 大 き な嘘

お―ね…………… ……おお もと

おんのかえ………… .… 居 ますか

お まいがん ……… あなたの もの

おむつ か しゅ… 口に会わ な くて

お もに ―… ‐……予想以 上 に重 い

お も くリー ………・……滑稽 な話

おや いの こ…… ………大 元 の水場

親ん きんた ま 父親甘 え

およ こい…………休 んで くだ さい

お らびそ こな う… …叫 びを失敗

お リー…………… … ・下 りな さい

お りそ こな う…失 敗 した下 り方

お りなあ… … …… …… ぃな さい

お りな―……… ………居 りなさい

お りき らん ……居 れ な い気持 ち

おれん じゃ―…… ……私 のです

お るわ。一―・… ……… …居 ますょ

おれ ど う……………… ……私 たち

おれん …… …居 る事が 出来 ない

おれかか る……… …折 れ そ うに

おろす …… ……… ……種 を撤 く

おろ したて … ……・新 品使 い始 め

お ろい いゃっ …… …悪 質 な人間

おろ しそ こな う。̈降 ろす に失 敗

お ―ち ゃらん …会 って あ げない

お― けん こっ ……予想 以 上の話

お ~ぐ い…… …… ……大飯 食 い

お― けがね え …予 想 よ り少 な い

お―か たん ………… ……お おむね

お―す ら… …・… …嘘で ごまかす

お― とわず …… …・大 きな冗談話

お― ち よる……………合 つて い る

おん ごおん ご………燃 え盛 った炭
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お おん どま 私 た ちは

お ― く……竹 で作 った荷担 ぎ棒

お ―むて ―………何 と無理 な事

お ~ごつ ………………大変 な事 を

か が い と~… ……………………沢山

か いわ るる…………………そだっ

か い もん ……………………買 ぃ物

か いばん …………… …買 う順 番 に

か いち ゆ~… …………… …財布

か う 買 う、飼 う

かえ り しも・ ‐晩霜

か え りが た ‐̈……・・……帰 る時 に

か え ……………………買 いな さい

か えん ……… ……… …買 え ない

か えん … ……………取替 え にない

か お ぎき………人 の世話 にな る

か おふす ぶ る……… …蚊 いぶ し

かかえ もうさん …重 く抱 え ない

かか …… ………・… ……妻 、女房

かが さん ごっ …休 まな いょ ぅに

かが む…………・… しゃがみ こむ

か か じる………爪 で皮膚 に刺 激

かか り。………………… _… ……交尾

かが さん ……… ……欠 か さ ない

か きそ こな う………書 くに失敗

か き~あ う…………… …間 にあ う

か き~… ………………か けな さい

か き~… ……………… …その時 に

か きこむ…………急 いで入 れ る

か きやね ……… ………Ⅲ……垣根

かえ り じも……遅 れて降 りる霜

かえ り しな…………・帰 りが けに

かえ ……………………飼 いな さい

かえ・・‐・・・……‐……‐・・‐・・・…か わ り

かえん … ……… ………飼え ない

か お ぎき………顔 が知 れて い る人

かおや く……………にん き もの

かか わ らん …… …立 ち入 らない

かか え まわす… …抱え て次 々に

かが さん ごっ…欠 か さないよ う

かが さん ごっ ………毎 日続 け る

かか ゆ る… …………………抱 え る

かか り………………………最 初 の

かか り…………Ⅲ…………取 り組む

かが さん ………… …….… …熱心 に

か きあ ぐる・…… ¨…下 か ら上 に

か きち ぎる… ……… …柿 を も ぐ

か き ~………… ………掛 けてお け

か きこむ ……………急 いで食 べ る

か き―あわん ……間に あわ ない

か きむ じる……爪 で痛 い刺 激を
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か  か きあつ む る‐一 … …寄 せ 集 め る

が きた れ … ……… … … …腕 白 た ち

か く しば ……… … ……隠 した場 所

か く。… … … ‐
一 一 描 く、書 く

が く・―・ ‐…額 縁

か けあ う…………・……相 談す る

かげた。 休 ん だ

か け もん ……・………床 の掛 け物

か ご ぅじ…………。しゃがみ込 む

か け ち ょけ………か けて下 さい

か けち ょけ……走 って いな さい

か けまわす ………や た ら掛 け る

か け どい 竹樋 の水 路

か け と り……………未払 いの集金

か けみず・ ・―行水

ね …………掛 けて干 す稲

……………… …山芋 の子

……………… …………垣根

じょる・̈ じゃがんで いる

………動 きの早 い煩 い子

ぱ ち・…………頭 の皮 膚病

…………………………上手

もち…………‐餅 を重 ね る

なえ ―・……苗 を合わせ る

いえ………上 手 にあ る家

る………束 ね る、 しめ る

い し…★ …女房 貸 して も

け…物 を水 で柔 くす る桶

か きそ こな う… …書 くの に失 敗

か く うち … … … … 升 酒 を 店 頭 で

隠 れ 鬼 ―一 ‐隠 れ て 鬼が 捜 す 遊 び

頭 を 掻 く

かけあ う。………話を取 り決める

かげた…………… …̈…・…欠 ける

かげた‐一一… …………・壊れ る

か ご‐…………………・…山芋の子

かけち ょけ……掛 けていなさい

かけそこなう…掛 けるのに失敗

かけまわす…………走 りまわ る

かげふみ 影 を踏 む遊 び

か け しばい……………請 けた芝居

か けみず 。一……仏 像 な ど に水 を

か けみず …………水 田に入 れ る

か ご一 じ…… … しゃが み こん で

か ご ぐさ… ………籠 につ め た草

か こい… ……… … …動物 の小屋

か さぬ る………………… …重ね る

か さん くぼ …………上 手 にあ る田

か さん つ う………皮 膚病 の凝固

か さ 目方 、量

か さね に………次 々入 れ て煮 る

か ざ まつ り…………風 の神 の祭 り

か じけぼ う‐………・………寒 が り

か しめ る………… ……じめ て束 に

か しそ こな う……貸す の に失 敗

か じぶ げん・・・ヽ★・・‐・・・‐・・焼 |ナ 太 り

か く・―・

か けい

か ごめ

か こい

か ご―

が さ ご

か さん

か さ…

か さね

か さね

か さん

か しむ

か しど

か しお

★  女 房 は貸 して も減 らな いが 砥 石 は減 るか ら貸 して は な らぬ 。

★  火 事 に合 う と見 舞 いや 同 情 を 受 け思 わ ず 太 る事 の 例 え 。 そ れ

も 日 ごろ人 に尽 く して いれ ば の話 だ が 。
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か  あ しうしなう……貸 したまま不明

かす る ―̈…………柔 らか くなる

かすわ らい……卑下 した笑 い方

かず うよむ………数をかぞえ る

かせいど…………………加勢人  `
かせ ………………………貸 して

かぜ と~し いい―‐…股 に毛 な し

かぜ くらう―・…………察 しが いぃ

かぜ ぐれ ―………………風 くらいが

か た る……………話 す、 しやべ る

か た な ぎ…・…………そ こ ら一面

か たげ まわす 。……あち こち担 ぐ

か たわ き―… …片 側 に、片 隅 に

か たわれ ……………………片一方

か た なで……………… ……上 手言 い

か た げぼ う…………………担 ぎ棒

か たず くる。……………嫁 に出す

か たぶつ …………… …几帳面 な人

か た し…………・~…………椿 の実

が ちぶ る う・…・……寒が りで震 う

か け うり…………・一っ けで商売

か けそ こな う……………か け忘 れ

か けちみ る……………掛 けて見 る

か つす る…………… ……加勢 す る

か じむ る……… まとめ東ね る

かす ごろ……人並 み はずれ の人

かす はずが …………貸す予定が

かす じる…………酒 の粕 の味噌汁

かせ た…… ……柔 らか くな った

かせ ……………水 につ けてお く

か ぜ と~し いい……通風 が ょぃ

かぜ に とばす る…… …風 力選別

かぜふ きと― し……風 の通 り道

か たつ ら一…………・_.か たがわ

かたなぎ 片 っ端か ら

か た る もん ………・……語 り商売

か た ま りそ こな う… ……不 凝固

か た………………・… あなたの家

か た る… ……………は なす、言 う

か たず くる… ……か たず けす る

か たお もい……荷物 を分担 す る

か た ぎぶえ …………柴 の葉 の笛

かた ぐる ……担 ぐ

か たわ た り……裸足 で川 を渡 る

か け……借 り買 い 勝負 の取引

か け回す ……施錠 、掛 けて安心

か け ちみ る…………走 って 見 る

か っ せ … ・ ‐…加勢

か つた ………………………借 りた

か つち ょらん ………飼 って ない

か つち ょらん ……借 りて いない

か っち もらう……飼 って も らう

か どよけ………… よけて通 る

か どゆ る・…………………数 え る

か どまわ り・…………周辺 を回 る

か っせち ・加勢 して

か つち ょらん ………勝 って な い

か つち ょらん ……買 って いない

か っち もらう……勝 つて もらう

か つたが いいけん ど…勝 つが ぃ ぃ

か どよけ…… …避 けて寄 らな い

か ど ぐち… …̈¨……屋敷 の入 回
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か  か どあ る き…近所 に挨拶 まわ り

か など る……………苗を手 で とる

か な ぐる……草 な ど寄 せ集 め る

か なつ き………・…魚捕 りの道具

が にのめ・… ……小粒 の豆 の種類

が にまた一―・… ……湾 曲 した股 間

か ねんね ― くに ……負 け惜 しみ

か ねんわ ら じ‐……珍 しい物 、者

か ねん よの なか ……万事金次第

か び くせ ―……… ………徴 の匂 い

かぶす る・………上か ら重 ね覆 う

かぶせ まわす …‐……沢 山被 せ る

がぶ …̈……………無理 に急 いで

かぶ っち ょけ ………被 りな さい

かべ な し・…… …… …………軒 先下

か べ ご し………………壁 の向 こ う

か まいす ぎ………………甘 やか し

か まや ……… …竃 の場所 、台所

か ま ・釜 、 窯 、 鎌 、 罐 、

か まわん ……… ……………結 構 で

か ま くび…… …首 を持 ち上 げ る

か まるる……………………か まれ る

か みのば り・………神事 の終 わ り

か み きる……… …・噛 み き ります

か み ち ょうず・……家 の 中の便所

か みがか り。
一 ―… ……神様 の声

か む ぎあ ぐる…………担 ぎあげ る

か む ぎそ こな う… …担 ぎの失 敗

か む―た こたね ― ……構 わ ない

か め ぐみ ……… …………長 生 き組

か も―ち くれん … …ほた らか し

か なめ うち………結 婚 の 申 し込み

か な ぐる………・手 で草 な ど取 る

か な。… ………・……草取 りの道具

か な ぐつ・一―馬 の爪保 護 の金具

が な………………… … …それ くらい

かねん ね ― くに 一 …… …強が り

かねん て………… ………角 、 直角

かね め… …………………高価 な物

か びが はえ た…… ………徴 が 発生

かぶさうち 再 度 叩 く

かぶせ そ こな う………被 せ に失敗

かぶ さ らん ……大 き くて覆 え ぬ

かぶ らす る・…… ………被 らせ る

かべつ ちふみ・―壁 に塗 る土踏 み

かべ こまえ ―・壁土 を付 け る竹組

かば しい…………・―……組 く小 さい

か まぶ たぶせ…上 か ら当て繕 い

か まげ……… … …・………か ます

が ま ぐち‐一………… …………財布

か まわん・一―・… … ……い いか ら

か まいそ こな う… …構 うに失敗

か まげつ くり……か ます を作 る

かみ きる………………噛 ん で切 る

かみ そ こな う・……噛 むの に失 敗

かみつみ ………… … …… ……散髪

かむげ……………… …担 ぎあげ る

かむ ぎ もうさん 一 ―あ りす ぎる

かむかむ …………・食事 す るす ぐ

かめ まん ねん …… …・長生 きの人

か も― と ぐ……… …… 鎌 を 研 ぐ

か も一ち ゃらん … … しらん ふ り
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か かや る……………… ………倒 れ る

かやす …………傾 け る、・…倒 す

かやん そ と… …… …仲 間 はずれ

かゃび き……… …草 で切 った傷

か ゅ一 じこま る… …痒 くて困 る

か ゆ― くえ……………お粥 食べ よ

か よいよる… ……通 って い ます

か らぐる………裾 を ま くりあげ

か らげる………裾 を ひ きあ げ る

かや った… … ………………倒 れた

かや しそ こな う……倒 す に失 敗

かや りす ぐる…………余分 に傾 く

かや ぁ…… … ………そ うですか

か ゆ― じ― こま る……情愛 欲望

か よい……… … ¨………未収帳面

か らぐる… … は じを ひ きあげ る

か ら くらう・………早耳 しらぬ顔

か らなみだ …………………嘘泣 き

か らくしい

か らす こぶ ……… …か らす うり

か らひき………・…牛馬 の 引 き綱

か りめ―か …・… ……借 な いか ら

か りめ―や ………・… …狩 るまい

か りめ―や ………借 らな い事 に

か りゃ―せん で …狩 りません よ

か りゃ― こま る。……刈 ると困 る

か リーけん ど…… …軽 い けれ ど

か れ一………… ………… ……辛 い

か りん ・…借 らない

か りん ―・…… … …刈 られ ない

か るう……………………背 に負 う

か るい もうさん …か るい切 れ な

い 。

かわ ったやつ ……・人 並み はずれ

か わほ し…… …川 を干 して漁獲

かわん ばん ……… …川 の監視役

が ん ま く…………肥 や し出 し農 具

かん ぎ ょう………僧 侶 の冬修 行

がん たれ・一…………壊 れ た道 具

かん ごえ‐……寒 さに喉を鍛 え る

手 を貸せ  か らす こベ

が らめ

…烏 うり

野ぶ ど一

か らげん き―・………見か け倒 し

か りめ ―や 一 … ……・刈 るまい

か りめ―や 借 るまい

か りゃ―せ ん で ……借 りません

か りゃ一せん で …刈 りません よ

か りゃ一 こま る…借 りると困 る

か リーけん ど…借 りよいけれ ど

が らす しょう じ…硝子 の入 った

障子。

か りん … …… ………借 りません

か る う…… ……………背 におんぶ

かわ ったやつ …………・変わ り者

かわ ったやつ …………………変人

かわ りばん こ……………交替 で

かんす ……… …・……湯沸 か し具

かん のん そ う。一一―野草 の一種

が んず め… …………草取 り用農 具

がん たれ …… ……普通 で な い人

かん ごえ …… ………寒 い時 の施肥

かんか ら……蒸 じ餅 の敷葉 っぱ
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か  かんぶ くろ……………紙製 の袋

かん じょいい… …都合 いい人間

かん ね もち……葛の根澱粉 の餅

かん ごつ ……………寒 い季節行事

か んのん ぼさっ ………女性性 器

き きいちきち…………・聞いて来て

きいち くれな…聞いて くだ さい

きいち ょらん ―・……聞 ぃて ない

きいち よく……聞 いてお きます

き うま……………材木 を運 ぶ道具

きおか ら ぐる… …気 を 引 き締 め

きお さめ ………………‐…落 ち着 く

きが き じゃね ―…心配 で心 配 で

きが と― な る……・…意 識不明 に

きかせ じようず 一話芸 の持 ち主

きが い く……………性交 の究極点

きかす る一―…………ょ く説明 して

きき じようず … …話を合 わせ る

ききえ ~た …………聞 くの に退屈

き くふ りが うめ ―… …聞 き上手

き く一`だ…………………沢 山着 た

きげん そ こな う…………怒 らせ る

きこめ ………… ……沢 山着 なさい

きこえん じゃっ た …聞 こえ ない

きさが いい… ……あ っさ り して

ぎ じめ く・… ………うるさ く騒 ぐ

き しゃね ―……… …… .… …汚 い

き じあた ま……………乱 れ狩 り頭

きんかん もうす ……か しこま る

きず にされ た 。一 ―被害 にあ った

きせ…‐
着せ る

きせ ち ゃ らん …着 せ て あげな い

………精液

きお もて …………・一気が進 まな い

きお さめ …………………納得 す る

きお さめ ……・……好物 を食べ る

きが あ う・……………考 えが 同 じ

きが まぎるる… ……退屈 しない

きが や く・……………落 ち着 か な い

きかんふ り・…………聞 か な い事 に

きが ぬ リー………落 ち着 き性格

ききそ こな う………間違 い聞 き

ききたが らん… …聞 くのお嫌 う

き くきが ね ―… ……………上 の空

きげん と り。
一 ……上 手 に相 手を

きげん む し・………あだてやす い

き こゆ る ごつ ………聞 こえ るよ う

きこゆ る……………聞 こえ ます

きさね ―…‐…………………汚 い

きさね た ら し………ひ ど く汚 い

き じ…………乱れ刈 り した頭 髪

きじょわ しい。
多 忙

きず もん……………………出戻 り

きずち~た ………・…ひどい目に

きせかえ………他の物 と取 り替え

き
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かん ち ょろ……… ………照明道具

かん くらう………察 しの いい人

かんね かず ら・… …葛 の軸 …紐 に

かん のん さ ま………… …女性性 器

かんぶ くリー ……………紙 の袋 に



き きぜわ しい……………心忙 しい きそこなう。………着 る機会失 う

きれん……………………切れない きれん ……………………着れない

きれん 斬 れ な い きれん … …̈… …………来 れ ない

着 たまま きた き り・… ………………来 た ままきたきり

きたんで…………・………来たよ きたん と……………来たよ うです

きたごたる・…………来 たようだ きたま くら …̈……死人の寝せ方

きたが る…・………来たいようと きたね―………………………汚い

来た道へ もどる…………引き返す きち ょく……………来ています

きちゃらん………・来てあげない きちゃわ リー…来てはいけない

きちんやど…………・安 い簡易宿  きて くれな ―ヽ……来て ください

きて・一…………………おいでて きてお くれ………来て ください

きてんいいかえ…来て もよいですか  きち もらう。̈…来てほ しい

きどぐち―……………家のす ぐ側 きとり。一…………材木の粗 きり

きな… …… …… …お いで な さい きな いな ご、ば った

きな………………………・…黄色  きなり ・到 着 す ぐ

きなたり………………着たまんま きにょうんばん………昨 日の晩

きなくせ―……衣類の燃え匂い きなみ 卵 の黄 身

きぬ もん ………… …… …絹織物

きねは っち ょう…上 手 な杵使 い

きの どき―……………気 の毒 な

きの もん だい… ………考 え よ う

きば ら し……… ……気 分転換 に

きばれ ………… ……………頑張 れ

きび しょ……・……………… …急須

きね もち………¨…杵 でつ いた餅

きの ど き―な・一一……気 の毒 な

気 の毒 まさか り……た とえ言葉

木を切 り刃物 に毒気がつ く。

きばん な―…………頑張 りな さい

きば っち ょけ―・・・・…・・・・一頑張れ

きび る・一――………………束ね る

き び ・それ見 たか  きび られん …………東ね られ ない

きびがわ リー… …恐 ろ しく怖 い きび しょあ とび く…急須 の茶が

きふ ち ょう……………寄付依頼 帳      つ ぎ日か ら垂 れ る。

きほよ―………… …………骨休 め  きま りそ こな う…決 ま りが不調

きまぐれ あて っぽか  きま ぐれ …………… 自由気 まま

きまりもん く……‐固い言葉使 い きみず…………………・……胃液

きみがわ リー……気持ちが悪い きむずか しい……鬱陶 しい状態
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き きめ じょうず……仲介が うまい

きめきらん…………きめきらぬ

きもがいる……・………胸つかえ

きもいり……………………世話役

きやが り 気 の 高 ま り

きよ うびん ぼ う…器用 さが あざ

き ょ―か る…… ………今 日か ら

きよ・

きま り もん く…… …変化 の ない

きめ ち ょらん …・……決 めて ない

き もとたけ うら…割 る時 の定法

きや いが い っち ょる…元気 よい

ぎ ゅ― ら しい………・……騒 々 しい

き ょ―げん ―・…………素 人芝居

き ょうでん …………………今 日で も

‐来 な さい

ぎ ょろめ ……… ……・どん ぐり眼

き らす ………………………切 ら して

き らす ………………・…切 らせ る

き らかす … …・…………切 ら して

き らん 。一… ……………切 らない

き りあげ… ………高 い畝 にす る

きりをまわす 錐 を揉 む

きりをつ くる…………‐……・…区切 り

きりきり………………忙 しく働 く

きりぐそ……………草む らで糞尿

きりそこなう………着 るのに失敗

きるもん……………………切 る材料

きりま くる…………あれ これ着 る

きれ もん ……………や りて、顔役

きんかん もうす……………畏 まる

きんのわ らじ………お もわぬ出会い

きんたま……………………男の睾丸

き―ちゃらん。……………聞かない

き―ち よく………………聞いてお く

ですか ら

・着なさい きよ……‐

き よ~び ……………………この頃

き らす ………… ……… …おか ら

き らす 。… ……・………な くな る

き らすぶ げん …………粗 食の格言

き らす …………… ………灯 れ ない

き りあげ…………端数 を上 げ る

き りまわす …… ………切 り刻 む

き りょうょ し……・美人 、可愛 い

き りをつ くる…… ……仕 事終 わ り

き りき り…………・…急 いで早 く

き りそ こな う… …切 るの に失敗

き る もん ……・… ……………着物

き りま くる……………乱暴 に切 る

きれ もん …………・………・…刃物

きん ち ゃ く―一―…… …………財布

きん かん もうす …・……平身低頭

きん のわ らじ…… …………良縁

きん じゃ………・… …上等 な着物

ぎ―なん … …銀 杏

き―ち よく………聞 きま しょう き

き―ちゃらん………聞 きません

き―てんつまらん…聞 くも無駄

き―ちみよや…聞 いて見なさい
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くいて―………………・食べ た い

くいそ こな う……食べ なか った

くい もん のかた き…貧食 の怖 さ

くうち ょけ…………食べ な さい

くえれん

くえ……

ぐぜ る……………・ 始末が悪 い

くせ にな っち ………習慣 にな り

くそぼ うず … ……修 行の ない僧

くそ―…………………我慢 の限 界

くいた らん ………食べ た りない

くいだ る……食べ るの に疲 れ る

くうち ゃ らん …食べてあげ ない

くうたで ……………食べ ま したよ

食べれ な い  くえ とぶ しん ………田畑 の補修

食べ な さ い  くえ よ らん ……田畑 が壊 れ な い

くえたか しれん…田畑が壊れたか も くがね―………苦労がない

くがの一なっち…苦労がな くな り くがのさる…苦労がまとわる

くがよけた…………苦労が他所 に くくる…・…………縛 る、東ね る

くくらにゃ……縛 る 東ねねば  くくっち ょけ…束ね 縛 るよう

くされはる一一一一・意地悪す る くされえん……巡 り合わせの縁

くさきりか ご……切 り草入れ籠  くさむ しる・……………除草す る

くさんて……………草取 り作業  くさってんたい…死ねど名残す

くさほ し………………干 し草作業  くしが き・一………………千 し柿

くじゅうこぬ る。……難題を言 う くじゅうい ぅな・……文句言 うな

くじ・―・…………………運だめ し くじ………………………Ⅲ…愚痴

くずす…………………………壊す  くず…………………人並みはずれ

くず………………・ハ ンパ、 ごみ  くず るる……………………壊れる

くずれた……………………壊れた くず しそこな う……壊 しを失敗

くずせ………… ……壊 しなさい ぐすたれ……………間に合わない

くず もち……………葛の入 った餅  くす一 くらえ………皮肉な苦日

くずれえん……………・…破談 に くせ もん………………怪 しい人間

くせ もん 変わ り者  くせ あそ び……………・変 な趣味

ぐぜ る一………・気分 がす ぐれ ぬ

くそぼ うず ……… … … 悪が き

くそたれ …… … ………‐悪 口雑言

くそあそび………… ………悪 遊 び

くた ば れ … … … …参 って しま え  くだ す・ … …下 痢

くた― く。………¨…………寝 る くたば る一一・……疲 れて しま う

ぐ―たれ …… ど う しょうもな い  くたびれ ち・………疲 れて しま う

くちぎれ………・……□もとの傷  くちげんか 日争 い
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く くちは つちよう…………話上手

くちはぶた………反論、日答え

くち もが い…………………口答え

くちぶた…………………瓶の蓋
′ ―″
ヽ り

くち しゃみせん…‐三味の代わ り

ぐつが きれん………判断が遅 い

ぐつが きれん……往生際が悪い

くつが くう。……………小 さい靴

くちが き く……………はな し上手

くち ゆうさいだす……目を挟む

くちやかましい……□ぅるさい

くで一こつ……………くりごとを

くどきおどり。………□唄で踊 る

くどわき・…………・―・…竃の回 り

くちはつち よう……お しゃべ り

くち うつ し…………口で砕 いて

くちが さか しい……いいつのる

くちぶた……………言論を慎む

……………口 :こ  くちみず……・………美味 しい話

くち じよ うず ………… ……おめす

くっ しゃん ……………… く しゃみ

ぐつ に ゅう………・… …慌 て ない

ぐつち ょる………………仲 間 同志

くちお しげね ―……・……悔 しい

くちみ まい……‐…言葉 の見舞 い

ぐで るやつ …… ………愚 痴 っぽ い

くど き もん く・……古 い唄 の歌詞

くどん はた……… …………竃 の側

くどん は いま じ………灰 まで財産
ノ  じ
ヽ (■ 竃  くど きまわす ………… 回説 いて

くど き じようず ……… 口説達者  くなん か・…… ………苦 労 なんか

くになる…・ 心配な くにすんな…………心配するな

くにやむ …………気 に し心配性  くぬ ぎほだ …… … しぃた け原木

くね くねみ ち……………曲が り道  くね った……… …・…二捻 挫 した

くの じょうみ ち…………苦労性  くね らす る…… …無理 に曲 げ る

くの しど う し……長 い苦労続 き くのは じま り… …苦労 の始 まり

くのめ ぐりあい一苦労 の出会 い くび る………… ……………東 ね る

くびなわ ……………首 に結ぶ縄  くびれ ……… ……皮膚 の折 れ 目

くび つち よけ………………東ね て  くび ひ っぱ っち…首 を 引 っ張 る

くぶ る……………火燃 しに入 れ る くべ た…………燃 やす材料 入れ

くべ さ し……………燃 やす材料 を追加 して入 れ る物 な ど。

くべ ち よけ―・……………追加 して  くば たん ……… ……… ……くばみ

くぼみん くぼみに くぼえ くぼ……ぇ くばの くばみ
くまの いえん ………… …胃腸薬  くみ うち……… …………隣組 の家
くみ なわ ………組 み合わ せ た縄  くみ よせん ……… …組 む間が ない
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くみよす る……組むに間 に合 う

くみよせん……汲むのに遅れ る

くむひだ…………………ぁ ぐら

くめるる………………汲め ます

くもいき…………………雲の動 き

くもんす………………蜘蛛の巣

くゆる…………………・…壊れ る

くらえ… ……………たべなさい

くらがえ……………相手を変え る

くらが り……………Ⅲ…暗い場所

くらぶ ¨公民館

くリー … ……………・……黒 い

くりまわす…………繰 り続 ける

くるる…………………… もらう

くるるとん………… くれ ます とも

くれめ一か……………頂 けないか

くれる……………………… もらう

くろうもん……………苦労が宿命

ぐろ…………………………まわ り

くろにえ……・……内出血 で黒 く

ぐろにだせ……………回 りに出せ

くわする 食べ させ る

くわれん ……・……たべ られ な い

くわんだん・̈ ………・………陰毛

くん な……… ……………くだ さい

くん な…………………来 て は悪 い

くん だ り。…… ……Ⅲ………下手 に

ぐん だん ………………戦 時 の講 釈

くん だ りばな………下 向 きの鼻

くん だ りみ―ち…下 り坂 に向 き

くん で……………組 み ま しょう

くみよす る一汲むのに間にあ う

くみよせん……組むのに遅れ る

くめるる……………・組めます よ

くもち……… …9の 日につ く餅

くもいき…………………怒 る直前

くもんえば…………・…蜘株の網

くらえた……………食べ られた

くらわす る…………………叩 く

くらすみ……………真 っ暗、闇

くらくらす る………不安定状態

くらげ―あたま…前後 に長 い頭

くりそこな う……繰 るのに失敗

くるわ るる………………叱 られ る

くるる…。… ……………………頂 く

くれ ください

くれ る…・……… … …………頂 く

くろ…… …… ………・… まわ り

くれ な― ……………………くだ さい

くろふ じょう。…………不幸 な時

ぐろうち・

くわゆる・

回 りを耕起

くわえる

くわせん ……………食べさせない

くわ じろ……鍬で起 こす狭 い田

くわいちご…………桑の木の実

くんな…………………来ないで

くんず く。……………… うっむ く

くんだ り・ ‐下 り坂

くん だ りば な…………下 り坂 回

くん だ りみ ―ち… ……下 向 いて

くんで ……… ……汲 み ま しょう

緒 の組 に

29

くんで・
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け いず もち………系図の あ る家

けえね …………………………垣 根

け ご―……………………怪我 を

け く― じよけ……蹴 って入 れ る

けが はえ たか………毛が 出来 たか

げ さき―…………………・下品 な

け したか …………消 しま したか

け じめ くせ ――・衣類 の焼 け匂 い

けす ごつ ……………消 してお くれ

げ ず 似 せ 山芋

けそ………‐………消 しま しょう

けた くそ……………縁起 で もない

げたん は ま………………下駄 の 歯

けち ょくる・一………失 敗を隠 す

け つか …・……………・―‐―割 合 に

け っかわ リー……予想以上悪 い

け つか いい…………予想 よ りよい

けつ び ら 尻

げ い こん め ―… …… ……芸 達者

けお きっち ゃる…… …素人散髪

けがせん ごつ … …怪我 せぬ よ う

け ごすん なや … …怪我 せ ぬ よ う

けが にん ぬ … ……負傷 した人を

け しか くる… … …おだて かれ る

け しか らん … …… …ゆ るさない

け しそ こな う……… ……消 火不足

けす こつ ―…… … …消す よ うに

けせ ―・……… …・……け しなさい

けた まが る…… …………吃驚仰天

けた ぐる…… … …… ひど く蹴 る

けちん ぼ … …………………欲張 り

けつ ま らん … …………本 当に駄 目

けつ ごろ う…… …色気 の冗談話

けつんす が こめ ―………欲張 り

けつんす ……………・………肛 門

け っすみ … …燃 え カス消 した炭

けつ ろ く…… …… …冗談 はな し

け とばかす ……… ……蹴 り飛 ばす

けに しらめ … … ……毛 に シラ ミ

けぬ ぐ …̈…… …布 団蹴 飛 ば し寝

けのね ―やつ じゃ一毛 が少 ない

けば りき らん … …力み き らない

けむて……… … … …………煙 たい

け もはえ たか ……毛が 出来 たか

け らるるど。… ……蹴 られ るか ら

け りそ こな う…… …蹴 りの失敗

け りた くじる…… …乱暴 に蹴 る

け り くせが … …… …蹴 る習慣が

けろ―や ……… …蹴 りま しょう

けつ ……………… 尻

げ どされ ………………悪 知恵 者

け とばす ………・……蹴 り飛 ばす

けね る………布団蹴飛 ば し寝 る

けぬ ぐど………布団蹴 ります ょ

けば る…………………………力む

けふ ― じ……………蹴 って踏 む

けむたが る…………煙 りに悩 む

け もね ― ごっ……強 い頭 ごな し

け られぞん ………蹴 られ た分損

け りまわす …………むやみ に蹴 る

けれ …………‐………蹴 りなさい

け るど…・……………蹴 ります よ
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け けわね―ど……毛 はないです よ

けんたい……………………自由に

けんかごし……‐ 強気で気構え

けん ど………………………ですが

け―ちょる…………書いてある

け一つまらん……本当に駄 目な

け一つ くばる……… くたびれて

けん た い…………・… 自分勝 手 に

けん つ くで っぽ う………肘鉄砲

けん かば え ―……手 が早 く出 る

け―ち ょる…………貸 して あ る

け―ち ょる…… ……消 えて いる

け一つ ま らん ……面 白 くもない

け一つ くば る……疲 れて しま う

こあえ…………粉で練 った料理

こいおなご・………慕 って くる女

こうや………………………染物屋

こえがかかる……呼びかけ人気

こえつまみ一つまんで施肥す る

こえた………………………肥満

こえた…………………乗 り越す

こえたご…………‐―‐……下肥桶

こえび しゃく………下肥用柄杓

こえ うち………下肥を田に散布

こえかたげ………肥運 びを肩で

こおや…。一………………染物屋

こお………………………これです

こおちゃらん…買 ってあげない

ごおそう……………ごみ、雑派物

こが るる…………Ⅲ……… こげる

こかす もち……………粉粕の餅

こかすだんご……粉粕のダ ンゴ

こがつ く……………子が増え る

こがね―………………子供がない

こきつか う…………ひど く使 う

こぎじょうず……上手な漕 ぎ手

こいお な ご………………… …彼女

こいさ …… …… 今 晩

こうしち―・… ……… 。こうして

こえまつ…………・松の肥えた根

タイマツなどに利用す る。

こえた………………………越え る

こえ じょうけ………竹製の農具

こえたて………牛馬小屋の肥積

こえつ ぎ………下肥の継 ぎ運び

こえか き‐―̈ ……肥 しをか き出す

こえ くらう……よ くよ く肥えて

こおす る・一……このようにする

こ お これ 見て

こお ち ゃ らん ……………買わ ない

ご う らいた…………………汚 い犬

こが る る……………胸 を燃 やす

こか ど こな…… ここは ど こです

こかす ………………………転 がす

こが ら………地起 こ し農 具 、鋤

こぎて …………雑穀 機械 踏 む人

こぎざ る… ……雑穀 した物 入れ

こぎそ こな う……漕 ぐの に失敗
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こ こき―…………… …………ここに

こ くる……………・こけ る、転 ぶ

こけ‐…………・………………汚 れ

こけまわ る………… 転が り回 る

ごけど う し・…………一 人身友達

こげ―な っち・…こん なにな って

こげ……………・……衣 類の焦 げ

ごけあわせ………半端 を合わせ

こ こん じ…………・ここの家 の人

ここんか たん…… ここの家 の方

こごつ ―な らぶ る一日やか ま し

こさ くまい…………地 主 に納米

こさ くにん ………借地 で米作 り

こさえ た。… ………・こ しらえ た

こさか しい…………大人 め いた

こ しらゆる…………… ………散髪

こ しらゆ る・……………作 りだす

こ し―………欲張 り、が めつ い

こ し・…………………次 の、抜 く

こ しみず …………………沈殿 の水

こ しき らん・………腰が上 が らぬ

こ しゅ一おろす………。しゃが み

こ しそ こな う……漉す の に失 敗

こ しそ こな う………・越 え る失敗

こ しが ま…………腰 に さ した鎌

こず く………¨―・一 … ……・叩 く

こずみ そ こな う…‐積 む の に失 敗

こずみ あ ぐる…:… …積 み上 げ る

こす る………………す り合わせ る

こずか いせび り……無心 を言 う

_こ ぜ まち…………小 さな田ん ぼ

こきび ゅあやす … … こ黍 を雑穀

こげ―な りゃ…… … こ うなれば

こけ ま る………………汚れ た子供

こけそ こな う………転ぶ の に失敗

こげん こつ ―・… …一こん な事 を

こげ………………鍋 に焦 げつ いて

こけむ くり……………慌て ま くり

ここん こ・………… ここの家 の子

ここん もん ……… 。ここの家 の者

こごえ … ……粉 にな った肥 や し

こごつ な らぶ る・……言 い訳 す る

こさ ぐ………… ………物 で こす る

こさ くだ―・一― ………借地 の田

こさ じ―…………・…すば しこい

こ しらゆ る。…………身 な り整 え

こ しらゆ る。… …… ……化粧 す る

こ しゃ くな…………… …生 意気 な

こ し。………水変 えせ ず沸 かす湯

こ しき―………・… …………欲張 り

こ しき らん・… …………越 せ ない

こ しゅ―お ろす … ……腰 か ける

こ しそ こな う…………越す に失敗

こ し ぅそ こな う・一 ―腰 を痛 め る

こ しゅ―お る……………が っか り

こ しゅううつ …… ……が っか り

こず む …………………積 み 上 げ る

こす りむ く・… す り傷

こすが る一………………・欲張 る

こす くる………………擦 り合せ る

こずかす る・…………・…叩かせ る

こぜまち………・……狭 い田んぼ
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こぜ くりまわす ……混 乱 させ る

こぜ ……………………………小 回 り

こぜ る… か きまわす

こぜんつ ―…………狭 い田ん ぼ

こそば い―……触 られ気持 悪 い

こ そ こ そ …内緒 ごと

こそだつ る………子 供 を 育 て る

ごた―ね ―………… じゃ― な い

ごた るき…………………です か ら

こた―………………… … ……事 は

こだか し…‐…………年 の割 には

ごた る‐
よ うです

ごち やごち や……… …………混 乱

こち よこち ょの き…さ るす べ り

ご っちん …………………少 し固 め

こつち…・……………… ……こち ら

こつち―…………………牛 の雄 子

こつ りこんぶ …出会 い頭 に打 つ

こつかえ ……………… こ こで す か

ごて― しん び ょう…無精 の病 気

ごて―な………………… …疲 れ て

ごて ―にな っち………ず る者 に

こてんぱ ―……‐一―・散 々 な 目に

ごとつ く……… ……・うる さ い音

こときるる………――・…死去 す る

こど もん しかぶ る…子 供 の粗相

こなさるる……… い じめ られ る

こなされん 。……い じめ られ な い

こないだ ……。 この間 、 この前

こぬ る…………… こね る

こね ばち………… こね利 用 の鉢

こぜそ こな う……壊す の に失敗

ごぜん と ぐち… …正面入 日の戸

こぜわ しい… ……結構 うるさい

こそ ぐる……………嫌 うの に触 る

こそ ぐりまわす …嫌 ぅのに無理

に腋 の下や足 の裏 などを触 る。

こたつ ………布 団 に入れ た火倉

昔 の冬 の暖房道具。

ごた る もん じゃき…その よ うで

すか ら。

こたえん … … …………た ま らん

こち ょ ぐる………………小馬鹿 に

ごち やごち や………・…・̈ 混ぜて

こち くりあわす ……寄せ集 め る

こ っか り・ ここか ら

ごっそ り…………・…全部 、全 て

こ つこ……… ……………………鶏

こつ じや…………………・・・事 です

ごて― しん … ………………無精者

こで まち………………狭 い田ん ぼ

こて まる……・…集 まる。固 まる

ごてか た ご………た けだ け しい

こで …………… …‐ 達者、早 い

ごと っとんせん ………落 ち着 き

ことわ り じょうず ……話芸達 者

こなす…………・………い じめる

こな しまわす………いじめ歩 く

こな しなんな……い じめないで

こなさんでん…こなさな くて も

こね くる………………こねまわす

こねまわす……念入 りにこね る
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こねそ こな う… こね るの に失敗

こね り…………粉 を使 った食べ物

このぶん ま じ……子供 の分 まで

このれんれ ―おやが 一 一子供 の

喧嘩 に親 が 出 る。

こば …… ……………木 のは しくれ

こぶヾ 一 … …昆 布

こぶたん……………………… こぶ

こぼせ……………おと しなさい

こぼさん ごつ…こぼさないよう

こまえが き………壁の真 に竹で

こまかけ……馬の落下防止石垣

こまうち…… シイタケの菌打 ち

ごまを しび く…こまを回す技法

こま しゃ くれ……………わせ坊

こめど― ら……………………米俵

こもりん こ………子守 され る子

こゃかす …………………太 らせ る

こやかま しい……………うるさい

こゃ しばい……………田舎芝居

こゆ る………Ⅲ………・……越 え る

こゆる ―̈………………峠を越す

こらえん…………………許さない

こらなあ……………………これは

こらえ じょうね………辛抱す る

こらゆる………………………許す

こらしち ゃる………来 るよ うに

こられん……………・こられ ない

こらるる一 …来 ます

許 してねこらえよ

こリーた…………Ⅲ…………殺 した

こねぼ う…………山車 の転換 の棒

この もん じゃ・… …子供 の物 です

このへん が ゆ うね ―… ここ らが

よ いので は。

こはで た び…… コハ デ付 き足袋

こび る……………… ………おやつ

こぶ りそ こな う―・こぶ るに失敗

こぼ した… ………… …・落 と した

こぼせ ………… …… …捨 てな さい

ごます り……… …… ……機嫌取 り

こまえが け…………壁 の中に竹 で

こまたあが り……色気 の あ る股

こまだ らい。…… … ……掃除道具

で 目の荒 い等。

こみせん 。一……… ………木 の栓

こ もりん こ……… ……子守 す る子

こゃ し・… ……… … …下肥 、肥料

こゃ……… ……… ……小 さな物 置

こゃが け………… … …小屋 を作 る

こゆ る… …… …… ……… ・太 る

こゆる ……肥 え た

こ らえん …………… ……・―駄 目

こ らなあ……………これはです ね

こ らえ ち くリー・一 ………許 して

こ らえ じょうね …… …耐 え る心

こら しち ゃる……来 て もよいよ

こ らにち ょる…… よ く似 て い る

こ られん ……………来 ない と言 う

こ らるる……… ………………来 る

こらえ よ・…………… …我慢 してね

こり ゅ―……… ……… …… これお
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こ こりん ………… … ……性 こりな く

こ り しょう じゃ・……熱 中す る癖

これ るる…… … ……… …こられ る

これるる…………・……これます

これならどげ―な… これど うです

ころげまわる‐……激 しく転んで

ころころに……………ほどほどに

ころ りん じゃん ……琴 の回弾 き

ころげそこな う…転ぶのに失敗

こわすなや一………壊 さないよ う

こわれぶね・……………破談の嫁

こんのん……………・…あれ これ

こんげんね………この上 もない

ごっちん・ 少 し固飯

こん げん …………… ……あれ これ

こん め ―・一 ……けち、 ちい さい

ご― らいた。一 … ………・汚 い犬

こん が き………・…… この悪 坊 主

こりごりしたき…参 って しまう

これ どま……………。これなどは

これ るる……・̈ 来 る事ができる

これかる一………………これか ら

ころ・ 転 がす道 具

ころが る・………… ころんで動 く

ころ っと…… …… ………うっか り

ころげおつ る一 ころん で落 ち る

ころが っち…………………転ん で

こわが り…………… ………恐怖心

こん ち く しょう……腹 だ た しい

こん こ…………沢庵 、つ け もの

こん げ………………Ⅲ…・こち らに

ご っと……………… …雨戸 の戸車

こん くれ ―………… 。これ くらい

こ―ち くる…………・買 って くる

ご― そや き…………… …ごみ焼 き

こ一 ち きた …… ………買 って来 た

‐
　
　
　
ヽ

ｎ
′
ヽ
は
、

、ヽ
コ
い

「

申
夕
亭

メ
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方 言 の ひ ろが り 意 味 がで ―えぶん違 うが

★ ぁそぶ…ぁそびきな一 《遊びに来 ませんか)遊 び来んな く遊び

においで》 あそぼ ~え 《遊びま しょう》・…ここまで来

ると意味が別れ る。遊 びにもいろいろあるけん… ここじ

言 う遊びに ゃ 《色気が入 ると》 火遊びに も解され る。

遊び来 たで く遊びに来 ま したよ》 遊んでんいい く遊ん

もいいですか》 遊びゃいいに く遊んだ らどうですか》

遊んで く遊びま しょう)と 上ん人に頼む時 と 甘えたい

気持ち もあ る。大人の遊びの時にゃ情愛 にまで解 され る

遊 び行 くで 《遊 びに行 きます よ )・ …行 って もいいですか

と一問 いか けに も。遊 ん じゃろ うか 《遊 ん で あげ よ うか

〉 と 返 事 に もな るが  1遊 ん じゃらん 〈遊 んで あ げ ない

)と  な ると絶交 なのか。 それ と も気 に要 らな いのか。

遊ん じゃろ うか く遊ん で ぁげょ ぅか)と な ると 受入 れ

の意 味。

★ けつ・ けつ ごろ う 《つ ま らな い者 》 けつぶ た く俵 の中蓋 》

けつが か リー 《男好 きです ぐに も任せ そ う) け っか し

ま っち ょる くなか なか堅物 で滅多 に許 さぬ》 け っか い

い く予想 以上 に よい》 けつんす が こん め ― 《しま り屋

で ケチん坊 ) けっ がすず しい く陰毛が少 な く風通 りが

ょい》 けつ ま らん 〈ど うに もな らん》 けつ ぬ リー 《

動作 が遅 い》 どん けつ く一番最後 )〈 走 った ら最後 に

な った》。

※ 同 じ方言 の言葉 の よ うにあ って も 後先 につ く字句 で随分 内容 が

異 な って くる。 しか し上手 に使 い分 けて生活 に使 った 先 人 の声

には言葉 以上 の温 か さや 人情が加味 されて もい るよ う。
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さ さあ……はて、 どうで しょうか

さぃだす………………差 し出す

さぃで―た……………差 し出 した

さえち ょる……………はれやか

さえん…………… うつ とお しい

さかた くり…・…………逆 さまに

さかる……………………交尾す る

さかぬぎ……・………逆 さに脱 ぐ

さか しい…………………元気な

さか りが きち ょる……発情期間

さか くじ………………反対の苦情

さかね じ…………逆 さにね じる

さかのぼ り………………逆 に登 る

さきそ こな う……間違えて咲 く

さきばな………………………先頭

さきすげ………・…………花帖れ

さきんほう………………先の方

さきぶ と・̈・……………先が大 きい

さ くみち………………田んぼ道

さ ぐられん………探 るは難 しい

さ ぐらせん…………探 らせない

さけだち …̈…………禁酒、断酒

さけんさかな……………人の悪 口

さげ……小袋、下 げて、降 ろす

さけそ こな う。……避 けるに失敗

さけち ょる…………脇に寄 って

さこ………固有名詞、所の名前

さこみち……田んぼ道、田舎道

ささげ……小豆 に似た豆の一種

さざめ………………………小作米

ささだん ご……笹 に包んだ団子

さあ ち ゅうとき…… まさか の時

さぃだ しぐせ …す ぐ出 したが る

さいだ しぐせ ………尻 の軽 い女

さえ ち ょる……… ……頭 脳鋭敏

さあだち… ……………気忙 しい

さかむ け… ……皮膚 のむ くれ傷

さかて ……‐…………‐……小遣 い

さが りもち … …竹 につ けた小餅

さかぶ き…… …・…逆 さまに葺 く

さか りそ こな う…交尾 仕損 な う

さかね じ・…………左回 りのね じ

さか とん ぼ り…逆 さに反転 す る

さ きそ こな う…咲 く時期 を失 う

さ きっち ょ…………………先 の端

さ きす げ… ……開花 して しま う

さ きお くれ ……咲 く時期 が遅 い

さ きん じ… … ……… ……先 の人

さ くお とこ‐…住 み込 み雇 われ男

さ ぐる……手 で 見つ け る、捜す

さ ぐらし― … ……… …探 らせて

さ ぐっち ゃる。……探 って あげ る

さけん さか な ……………酒 の肴

さけん じゃる。一一…… ……叫ぶ

さけゅ一 と… ………酔 っぱ らい

さけち ょる・… ……割 れて裂 け る

さ こ―ち ょる 境 あ う

さ こん た…… ………・狭 い田んぼ

さ こ―せ る……・……坂道 を押す

ささ もち…… ……笹 に包ん だ餅

ささ くれ た っち ょる一荒 れて る

さ じか げん … ………料理 の こつ

37 62



さ さ しあ ぐる………差 し上 げ ます

さ しい―‐… …… …・させ な さい

さ し 指 し向 か って

さ しくべ……燃やす材を入れる

さ じめや…………………させ ない

さ じそこな う……集めるに失敗

さす るな……………させますか

さする ………・させ る

さず る一――済んだ事の掘 り返 し

させ る…………… ……・させ ます

させた………………させてあげる

させち ょくれ・―させて ください

させん―・………………させません

さぜつ く……心 にまとわ りつ く

さぜ くる…………………集め回す

さそいよ… ………さそいなさい

さそい じょうず‐……旨い誘 い方

さそいみず……………水を向ける

さだめ………………………小作米

さっか りん・………一人工甘味料

さ っち ゃ ど ぅして も

さっきく―た……先 ほど食べた

さとうおけ…………黒砂糖の桶

さ とが い り・…¨……… …里帰 り

さなだ け…二……… さなば りの酒

さね ………………… …………陰核

さば よみ ゅ………数 を ごまかす

さび―・一………量 りが少 し軽 い

さぶ る…‐………………選 別 す る

さぶ た… …………水 分 け用板蓋

すば しこい

……米 を俵 か ら出す竹筒

やつ … ………す ば しこい人

一 … ………… …… さ じを

え …… …牛 馬 の手裁 き語

き…… … … させ ます か ら

ゃい い…… させ た らよい

……………… …体 を撫 で る

つ め る…… そ こ ら集 め る

れん 。… …して は いけ ない

ゃ らん 。……… させ ません

が る… …むやみ に させ る

‐……… …… …させ な さい

ぶ る…集 め て燃 や し入 れ

さ じい…・

さ し…

さ じい

さ じゅ

さ しま

さす る

さす り

さす る

さぜ あ

させ ら

させ ち

させ た

させ よ

さぜ く

さ とが ら・ .-.y>+r4tigllyt こねて起 こす。

さぜ こむ 集 めて入 れ る

さそいよれ … …誘 って いな さい

さそ うんか … ……誘 うのです か

さたやみ じゃ…… …その ままに

さちち ょこば る… ……緊張 す る

さっち・…… … … … ど う して も

さ っか しい…………… ……元気 で

さでつ く。一一 一 ……心 の物付 き

さと うお こ し…黒砂糖 を道具 で

さなぶ り…・田植 え終 了 を報告 す

さなば り…‐ る農 家 の行事。

さね たか …… 。一……陰核 の高 い

さび―……… …寒 い

さ び ― ひ・… … … … … ・寒 い 日

さぶ な った 一 ― ・…寒 くな った

さべ わ け… … ……・選 別 して 分 類
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さ さべみ ―……唐 か らの選別農 具、

さべ ちみ よや … …選 別 しな さい

さべ よ る…… Ⅲ……選 別 して い る

ざ ま―ね ― …乱雑 、取 り散 ら し

さ ます ………………………起 きる

さまさん か ………ひや しな さい

さ ま しち ょけ…・…… …ひや して

さ ま しそ こな う一寝起 きに失 敗

さみ しみ まい… …不幸 の見舞 い

さみ しが りや … ……真剣寂 しい

さむ ―ね ―か… …寒 くは な いか

さめ ―た………… …………起 きた

さや ……… …種 の入 って い る袋

さよ― しな リー… …その よ うに

さ らゆ る……… …繰 り言 を言 う

さ らえ ち ゃる… …繰 り言 苦言 を

さ らかぶ り……… ……新 しい帽子

さ らぎ…… …… ………新 しい着 物

さ ら じゃき…………新 しいか ら

さ らわ らい…… …思 い出 し笑 い

ささ る りゃい い…・…指 されて も

されが い…… されて もよいか ら

され た………… … され て しま う

さわ りそ こな う… …触 るに失敗

され ち ょる……… されて しま う

されて ―…… …… …‥して ほ しい

さわ りて ―… …… …Ⅲ…触 りたい

さわ ぎま くる… …賑 やか過 ぎる

さわ らす る…… ………触 らせ る

さわ っち ょる… ……触 って い る

さん くり…… … …… …や り くり

手 を使 って の選別農具 、 な ど。

さべ ち ゃる……選 別 して あげ る

さぼ っち ょる… …な まけて いる

さ ます … …… ……… ………冷 やす

ざ まが ……取 り散 ら して乱雑で

さ まさんか …………起 きなさい

さませ ………… 日、起 きなさい

さま しす ぐる ―̈・冷や し過 ぎる

さみ しいん か ……寂 しいだ ろ う

さむが り……………寒 さに弱 い人

さめ―ち ょる……・…起 きて い る

さ も したや ……… 目覚 め したか

さよな らい うち…別 れの言葉を

さ らねぶ り… ……わす られぬ味

cり ′仁 cノ 繰 り言 いい

さ ら…………… ……………新 しい

ざ らざ ら・………………きめ荒 い

さ らい い一 … ……… … 繰 り言

さ らけん ………… ………頭 の天辺

さ るる…………… …されて しま う

ささ る りゃいい……刺 されて も

され る…… …………されて しま う

され たが る……・して もらいたい

されん き…………・して くれ ない

されんで 。一………され て いない

されん き……………されて いない

さわ ぐな一…………・騒動 す るな

さゎが しいやつ じゃ一 うるさい

さわ られん ……………触 られ ない

さんぶ た………………・俵 の 中蓋

さん ざん ………………大 変 、異常
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さ さん ちん め し…多種 入 り五 日飯

さん ど― ら…… ……米 俵 の中蓋

さん どびゆ―… ……三 食で働 き

さん に ゅう… ……………… …‐計算

さんベ ーめ し………… ……怠 け者

さんわ ……石 灰 と土 との凝 固材

さんぱ ち……………… 。さん だん

さん どびゆ ―……・ご く安 い賃金

さんべん め ………・…堪 え る限界

さんベ ー じる… …… ……大 食 い

じ しあ― しい…… ……・ うるさい

じいばば ……… … ……蘭 の一種

じい…… ………… ……・じいさん

しい る…………食 べ物 を勧 め る

しい りた らん …… …・…勧 め不足

しい ら。… … … ……実 って い な い  しい ち ょる …… … …・好 いて い る

じい つと・……… …………静 か に  しえ ・実 って いない

しおか まげ―・… …塩入 リカマス  しお た る る……塩分 が流 れ 出 る

しお る る…………‐… …。しおれ る しお る…… …………… …しおれ る

しお もん ………・ :塩 まぶ しの魚  しおぶえん … ……塩 をふ った魚

しお あん ………砂 糖気 の な い餡  しか と しもね ―・………つ ま らぬ

しかぶ る・………… …………。も らす  しか らに ゃ・…… …怒 らな ければ

じか きそろばん … …子 の幸 せ願 い名つ けの時 に選 ばせ る文字 。親

の気持 ちが字 書 き 計算 が上 手 にな るよ う。

しが き。一…………………厚 手 の鎌  しか け しごと………仕事 の途 中

た しかに しか と…………たぃ した事 ないしか と―・……

しか けたに……… は じめ たの に

じか び き…………‐直接地 を 引 く

しか くる…………・…水 を入 れ る

しが ら ぐみ …… …竹籠 の石 積 み

じ
.き

た び…………… ……地 下 足袋

しき ごめ ……… …葬 儀 に寄 贈米

しき る………… …………出来 ます

じくじ く………… …………湿気が

しく しくな く……… もの悲 しい

しがむ る‥・―・……顔 が こわ ば る

しか くる…… ……………挑 戦 す る

しか くる一 …………… しは じめ る

しかめん つ ら……… こわ ば り顔

しきい ご し……………仮 の嫁 入 り

しき じゃ ぐ………敷 いてつぷす

しきい と ぐち………仕切 りの戸

じくじく…………………ず ぶ濡れ

しけち ょる……つ ま って燃 えぬ
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し じけ………… ―̈・ 暴風、台風

しけま くる・……追い詰め られ る

‐準備

しこつ ち ょる……威張 って威圧

じこむ …………………仕 入 れ る

しこむ……………………妊 娠 す る

しこん だ ごたる…… …妊娠 す る

しこたま…… ……・… …大変 な事

しこ うみ よ………身 な りを 見 よ

しだか り した い盛 り

じざけ……………地方特産 の酒

ししょう‐……………………神主

ししづ ら。一……見かけの悪 い顔

しず むりゃいい…………沈め る

しず まった……………静かになる

しそこなう・―・…す る機会失 う

しそほ し…………紫蘇を夜千す

したいのや。………したいですね

したが もつるる一呂律が回 らぬ

したづ き……下向 きの女性性器

した………………………しま した

しちみて…………… してみた ら

しちもらう……………して もらう

しち ょる…………………して いる

しち ょくれ………。して ください

しち しもぅた……おわ りま した

じって―……………粘 りの性格

しっち ょる… ……知 っています

しつ………………………¨…湿気

しっか りもん………・・………堅物

して―に…………… したいのに

しけこむ……・ふ さ ぐ、 しょげる

しげ っち ょる……繁茂 している

しこ―す る……Ⅲ………準備する

しこ・ ・‐……準備

しこむ……………………詰め こむ

じごくいり。…………農繁期入 り

しこんだ ごたる……詰め終わ り

しこ一みよ‐……………格好見よ

しこたん……………………沢山な

しだか り・…… す̈ る絶好の機会

じざま…………・……… じいさま

しじょうむ じょう………複雑な

ししばな…………………大 きな鼻

しずむ りゃいい…………鎮める

しず まった…………おとな しく

じそろばん……子供の成長願 う

したん くち……………女性性器

したかろう……… したいだろう

した ぐち くわす………性交する

したが る………………したい要求

しち くじ… ……………うるさい

しちゃらん……… してあげない

しち ょつた一………… していた

して―…………………したいか ら

しち ょん・…………… しています

じっぽぬ くる…………脱げます

しっこ………………………………尿

しっか りせにゃ…………気丈に

‐水分

しこ―…

しつ …………

しっか り もん ……抜 け 目の無 い

して か りゃ…………・してか らに
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じ してょか った……かなえ られた

しとめん き……どうにもな らぬ

しとろ… おそろ しく

じと しとす る…………‐一 湿̈気

しとめん…………目が放せない

じな しごろ………仕方 しもない

じなごろ―……………・嫌われ者

しなんな…………… しなさんな

しにゃせんわ……死には しない

しにそこな う………死か ら逃れ

しにそう じゃ …̈……死期が近 い

しぬ りゃこす…………死んだ ら

しぬんな ら……………‐最後なら

しね っと しち ょる……根性腐れ

しの ごのい うな……文旬が多い

しの一………………取 り入れ作業

しのびこむ…………・……夜這 に

しばたきもん 薪

しば き こむ …………叩 き入 れ る

しば いを う くる……受 け芝居 を

しび きまわす ……紐で叩 き回す

じぶ うち ………………柿渋を網 に

しぼ っち…・…… …・……絞 って

しば っち ょる………絞 って い る

しぼス′じょる・・―・・・・・・・。しぼス′
‐
で

しま う………………………終 わ る

しまい こむ ………………納 め込 む

しま りが いい…………家庭持 ち

しま りが いい………隙間が な い

しま りが いい……………きちん と

しまたつ かん ……………大変 な事

じと一ね …… ……… した くない

しとっ く……・… …湿気 、 しめ り

してん い い…… … して もいい よ

しとめん ………… …・油断 な らぬ

しとな りゃ・………した くな りゃ

しな リー ………… ……。しなさ い

しなかす …… ……… …死 な して

しなん でん いい…死 なな くて も

しに もん ぐるい… …真剣懸命 に

しにたが る…… …… …・くよ くよ

しぬ こた―ね … …死 なな くて も

しぬかん しれん ……死が近づ く

しぬ ごた る・……… ……死が近 い

しねがわ りい… ……・根性が悪 い

しのべ …………… …竹 の子 の一種

しの うひ ょうろ う…農繁期食料

しば とりこ う じん …神楽 の顔 役

しば きまわす … … ……叩 き回す

しば きあ ぐる… ……締 め上 げ る

しび と ぐさ…… ……… ドクダ ミ

じぶん …………… …………食事 時

しぶ た る…… ……………柿渋入 れ

しぼ く るる‐・・・‐・‐・・・・・・・・じぼス′・で

しば なえ ち ょる……… しぼん で

しまい しごと………‐…区切 りの

しま う…………… … ……格納す る

しまい ぐせ ……………整 理が上 手

しま りが いい… … ……絞 め上手

しま りが いい… ……戸締 ま りが

しまいゆ……… ……終 わ りの湯

しまいが た一― ―一 終̈ わ り前 に
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し しみ ったれ………・……ケチん坊

じみ。一…………………………灯芯

じみ ごのみ…………素朴 さ好み

しむきず …………・…傷 に しみ る

じめかたが うめ―……締め上手

じめそこな う……締めるに失敗

しもくずれ………霜柱が解 ける

しも ぅち ょくれ……… しまって

しもけ し……………寒 い朝の神酒

しもぅた………………・しま った

しもにえた………………霜で傷む

しゃくる………………下か ら上 に

しゃがみ こむ……・…かがみ こむ

しゃべ りま くる………話続 ける

じゃき…………………ですか ら

じゃろ……… … …・…で しょう

しゃべ りそこな う……話 に失敗

しゃにむに…………無理や りに

しゃりき… …… …………大八車

じゃろう………Ⅲ……・で しょう

じゃ―き…………………ですか ら

じゃりか ご………石をつめた籠

しゃ―ろこベー……頭 に乗せて

行商す る人たち。

じゃがいむ…………………馬鈴薯

じゃつち……………どうして も

じゃ― じゃ―……………そ うそ う

しゅ―や………………しま しょう

じゅうば こつつ き………あ ら堀

しょぼ くれ………… しわだ らけ

しょ―ねづ く………・一気がつ く

しがみち―た…… しがみついた

じみなやつ………ひちむ きな人

しむ・一 ・……。しみ る

じめ じめ……………湿気が多い

しめかたが うめ―…手先が器用

しめあげた…………厳 しく戒め

しもと……Ⅲ……藁やねに使 う竹

しもぅち………納めて ください

しもんさき ―̈ …̈…下の方の家

しもあげふ……寒い 日の後天気

しゃがむ・・・……・……・…・‐…かがむ

しゃっち もっち………無理やり

しゃん と……Ⅲ……… 。しっか り

しゃ―ね………… しょぅがない

しゃん とし―や… しっか りせよ

じゃろ―がえ…………で しょう

じゅうろ くむさ し…子供の石遊

しゃつち………・……どうして も

しゃりこベー……頭に荷を乗せ

て行商す る人の通称。

じゃめ くる………・…邪魔をす る

しゃん とこベー……‐しっか り者

しゃつぽ………………………帽子

しゅくっち……下か ら上 に半円

にカープす る。

じゃ―き…………………ですか ら

じゅうめん……・………泣 きべそ

じゅくし……………柿の熟れす ぎ

しょぼ くれ…………痛々 しい様

しょ―かたな し………仕方 な く
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し しよ

しょのむ…………………嫉妬す る

しょうじのほね………障子の桟

しょ―がね―…………仕方 ない

しょ― じょ―と…… しっか りと

じょ―…………………………栄養

じょうしきな……………変骨者

しょわ しい…………… うるさい

じょつ こ……・………子供の草履

じょうらん ぐも………女郎蜘株

じょ―ばん…………水の分岐盤

しょ―がつあるき……年賀挨拶

じょうの う…………………納税

しょわ―ね―……………大丈夫

しらんふ り……・……知 らぬ振 り

しらめ……………………… シラ ミ

しらしんけん……本当に真剣 に

しらんかお………知 らん振 りを

しりべ……… …̈…知 っている家

じり ぬか るみ

しりゃ一せん じ…知 らな い癖 に

しりび ら…………………尻 の回 り

しる しい ………… うっとお しい

しれ っと…………………気 味悪 い

しれわ らい………無意 味 な笑 い

しろ ぅとえん げい・……素人芝 居

じろ じろみ る…………珍 し物 見

じわ っといか に ゃ…静 か に行 く

じわ じわ …………………ゆ っ くり

しん しょう。…………………財産

しん しょうがたたん …財産 危 険

しよった………………… していた

しょるきな―…… しているか ら

しょうじごし……障子の向 こう

しょぼ しょば・………活気がない

しょ― もね―……仕方 もない事

じょ―び―………………丈夫な

しょわ しい ・忙 しい

じょつ こ……………子供のげた

じょしきはる……主張言い張 る

じょ―もち………役場の状配 り

じょ―の一かけ…………… トイ レ

しょうがつあるき…嫁の初正月

じょうしきもん……意地張 り者

しょんべんたご………小便場所

しらすんな……知 らせないよう

しらくも 頭 の皮膚病

しらん うち………知 らない間に

しりこそばい…………恥 じか き

じりびやき…小麦粉調理食べ物

しりぬ ぐい…………………後始末

しりんす…………………尻の穴

じるのみ……………………汁の具

じる しい………………雨で困難

しれん…………………… しれない

しろうち"―………椋欄縄を組む

素人話……………………即興漫才

じわ っといかにゃ…そっと行 く

じわ っとぬげた。…す るり脱げた

じわ じわ…………………そろりと

しん とこ…………………新 しい畳

しん きね―………………心配で

しな さい
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じ し―ち ょる…………・好いている

しん しょあったけ……財産全部

しんや…………分家、新 しい家

新 しい産物

しん じた ま るか …死 にた くな い

しん のか … …………知 る ものか

じん や と り…子供 の陣取 り遊 び

しん・・・・

しん じんか………………信心す る

しん じち ょる………信頼 してる

・・・・・・・ ~・
′らヽ

しん ……

す

μ

す い一一 一 ……………す っぱい

す ぅち ょけ…‐… ……すいなさい

すぇた…………傷んだ、カ ビが

すえる………………‐…・ 傷んだ

すかん・… ……………………嫌い

すかれん…………………嫌われ る

す きじゃき………好 きですか ら

す きになったけん……大好 きに

す きでんね―・……好 きではない

す くめち…………・…小首ちぢめ

す くれた……………………疲れが

す くみあが る。一一―痛みが集中

す ぐまにあう…………咄嵯に合 う

す ぐれた嫁……………立派な嫁

す ぐいいな… ………す ぐよいか

すけべおとこ―・………色気の男

す ことん 変わ り者

すさ………………壁塗に使 う材料

す じたごかす………ねんざす る

すずだけ………・……小さな女竹

すぁぇ………………酢のあえ物

す いち ょる一一 … …・好 きな人

すいば り…皮膚 にささった異物

すいま くる…………… 吸̈い放題

すいた もん………・…好 きな もの

ず うしろ う一 一 一・なまけもの

す うた くれ…・… …‐なまけ もの

すえめ し…………………傷んだ飯

すおきかす る。一一 酢̈を強め る

すか るる……… … ……好かれ る

すかんたれ……………好かない人

す き じしかたね……本当に好 き

す ぎな…………………ツクシの親

す くぃ…………………物をす くう

す ぐる……………………そろえて

す くるる………・…たまった疲れ

す ぐゎ くき―……す ぐ沸 きます

至 急 にす ぐ………‐

す ぐきち…… ……… 。す ぐきて

す ぐいぬるき……す ぐ帰るか ら

す こどん ・とん まな

す こどんぬさ らゆる…悪評公開

す じがつ る……………筋肉が硬直

す じがいいんか…血統がよいか

涼 し く

45

すず しゅう
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す  すす り もち……すす って食べ る

すず めわ な…・…雀取 りの仕掛 け

す そ………………………着物 の端

す そか る…… …・…す その方 か ら

す そか くす …………・陰部を隠す

す そどろぼ う。一………浮気泥棒

す ち―…………………す て なさい

す った リーー………本 当 にだめ に

す っと ら く一 … ……・ウソ言 い

す っ く し………………髪 を解 く櫛

す で しごと…………・……手仕事

す て き らん ………・捨 て られ な い

す で ……………・何 もつ けず の手

す とろ く

すなまき………………伝承語 り部

すになっち―一 … …・酢になる

すねばる・一…………・…我を通す

すず…・ 竹 の一種

すすだ らけ… …… …煤 で汚 れ る

すそ………・一

すそはた くる

―・……女性 性器

股 を 開 く

すそんほうかる………すそか ら

すたっちょる……影が薄 くなる

ずつね―・ いや ら しい

す っとろ く…………・うそばか り

す っとん きょう………・吃驚す る

す っとんかわ……・…ウソばか り

すてん こてん……とんで もない

すてん じょけ……捨てなさんな

す とんかわ……………… … ゥソ

ウ ソ言 い す ど ま りや ど ―・一 一 ―・―仮 の 宿

すば しき

すべ こべ

動 きが早 い

あれ これ と

すべ りそこなう……滑 りの失敗

すべ りま くる……滑 り満足す る

すぼ くるる……………小 さくなる

すば…………………………ごみ

すぼん こ

すま くろ

留守 番子

マlヨ  ツ
P,つ し

すまんの―…………。すみません

す ま しち ま じめに

すみ っこ……………………隅の方

すみそ うな………すむよ うです

すむ………………………水に潜む

すめん ごたる……潜めないょう

すなつ ち……………砂け混 じり土

すぬる・………………甘えて見る

すのばる……………・…我を通す

すぶ りす る… ………・みぶ るい

すべ りおつ る……滑 って落ちる

すべたりこくる……滑 って転ぶ

すべすべ…………肌が柔 らかに

すぼ―・……・・一・…おいてけぼ り

すぼわ ら…………………小 さな藁

すぼまら・………………………包茎

すまん じょう…………す まが好 き

すまん ごたる……すまないょう

すみだ し……………炭の積出 し

すみど― ら………・ … …Ⅲ… …炭 俵

… … … 終 わ るす

すめんごたる……住めないょう

すめん じゃ………住まなければ
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す す もつくれん……………役立たず

す もんぬ……………酢の物料理

すゆる。一一………腐敗する傷む

す らごっ……………………遊び

す らうち……………・…遊び打ち

す らまい………………遊び舞い

ず らす…・

す リヘる。

動 かす

摩擦 で減 る

ず りこむ……………もぐり込む

ず リー… …… …………ずる賢い

す る …………します す るかえ

す もしれん。………調子いいか ら

すゃけた……………… くろこげ

す ら………………………………練習

す らとぼ くる……馬鹿 まねす る

す らこ…………………本気でない

ず らした………………動か した

ず りおつ る…………滑 り落ちる

す りこむ…………………直に入 る

す りそこなう……刷 るのに失敗

す りこみ…………真 っ直 ぐ入 る

‐しますか

す るけん…………… しますから

す るしこ・… …・……できるだけ

す るん じゃなかった… しないが

す りゃよかった…… しておけば

すれが う―・……・……行き交 う

すれむすめ…………・……発展家

すわ りだこ・…………座 り固まり

すわ りよせん……座 る暇がない

すわぶる……………・…吸いつ く

ず う― しん 遊 び くせ

ず―ごろ……………気力の無い

仕事が苦手の遊び好きが。

すんな…………………しなさんな

す―たん……………ウソばかり

す―だけ………………吸 う楽 しみ

す るんな…………………しますか

す るき……………… … す るか ら

す るたんび…………………す る時

す りぬ くる… …… 滑̈ り抜 ける

すれが う・………………後つがい

すれちょる…………‐都会並みに

すわ りそこなう……座 るに失敗

すわ りぶ とん……………・座布団

するの ・しますか

ずんだれた…………少々疲れた

ずんど…。………………・……全 く

ず―ず しくらべ………楽 くらべ、

す―ら……・… …・……そこいら

す―らいちめん……そこら一面

す―ちゃらん…吸ってあげない

す―ちょけ……吸 っていなさい

す―らこ………遊びの真似 ごと

す一たろう…………………風来坊

す―す―ねむれ………よく寝れ

す一らんこ……………かけんでな
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せ せ いたかの っぽ …………背高 な人

せ いた ‐一一一 ―……腹が痛 んだ

せ いた……………買 い物客が お く

せ をわ た った・―・………瀬を渡 る

せが いそ こな う……・せが う失敗

せ かん ―…………………急が ない

せが ゆ リー・一……背が なめ らか

せ き うち…………・―井関 きを修理

せ くき 忙 しいか ら せ ご し

せ ご し一一一 一―魚料理の方法

せせ くる・………………か き回す

せせ くりわ らう……皮 肉に笑 う

せ ち―……………悲 しい、つ らい

せ ちな ぎ――………………せつ くて

せ っ く‐一一一 … ……無理 強 い

せ った… …… ……Ⅲ……押 した

せつ きまわす ……無理 言いす る

せ どあい。………………背戸 の間

せ どかぜ …………………合間 の風

せ なか あわ しゅ‐……背 中をは い

ぜ に '……………………金 、通貨

せ ね くりかや る一 一―仰 向 けに

せのば しゅ―………背をのばサ

せ まちなお し……田ん ぼの整地

せめ あ ぐる……………窮地 に追 う

せ め そ こな う………攻 め る失敗

せ め じょうず ………攻 めての策

せ らんか …・―・…… 押 しなさい

せ りまわす ………あち こちせ る

せ りあ ぐる……………高値 をつ け

せ りいち…………。牛馬 の取 引場

せ い た … ………… … … … …急 い だ

せ い た … …‐… …水 を せ き止 め た

せ い た … …… …… …担 く荷 乗 せ る

せ お や か す ん な 。一 … …世 話 多 い

せ が う……… …苛 め る、 冷 や か す

せ が ま る る 一・一 ―無 理 言わ れ る

せ が ゆ リー … …瀬 が ゆ っ く りと

せ きあ げ・一 … …水 を せ き あ げ る

―一瀬 を越 す

せせ ろ しい・……… ……うるさい

せせ る・一一 一・―… …日出 しす る

せ たかの っぽ ………・背 の高 い人

せ ちばず る…・一 一 日 うるさ く

せ ちぼ じかやす ―のの しり苦言

せ った く… …… … …… … ・折角

せ った 一一… ………・車履 の一種

せ っと…… ……………… …農繁期

せ ど… …………………………合間

せ どあ るき―一・……合 間を歩 く

せな こ―…………… ………背 中を

ぜ にむ し……… ……………守 銭奴

せのば る・一一……背筋 を のはす

せぶ とん ……………背宛 のふ とん

せ ま ぎる一…… ………欲張 りす る

せめん えん ………………虫 くだ し

せめ まわす ……………攻 め て追 う

せ らう…………………皮 肉 な現象

せ らん な‐一一 一  押 しな さ い

せ りあ ぐる。一… ……せ り上 げて

せ らされ た 。… ……押 して あげた

せ りあ う… …… … … や りと り
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せ  せ りこむ ………セ ッテ押 し込 む せ り くりまわす ―・あ ち こちせ る

せ り ゅ―つ む 芹 つ み  せ れ ‐ ・せ りな さい

せ ん … … …・

せ るきな………………せ ります よ

せわ しいやつ ……・うるさいやつ

せゎ や く…………………世話 上手

せわ お とこ……………世話す る男

せん ちんづめ…… ……・知恵 遊 び

せん む き…………。……しない ま ま

‐前 に

せん しょ・…… ……………欲 張 る

せん しょは る‐一一一―欲張 って

せん じゃおれん …せ に ゃもてん

せん ちん・…… ……便所 、 トイ レ

せんず り…………………………自慰

せん どる……・ 自 慰

いちか る……………。それか ら

いかる…………………それか ら

うじゃろうか……そ うですか

ぅそぅ・…………そうです とも

うそう……………・はやばや と

ぅそぅ…… ……… 。それか ら

うこうしょりゃ…その うちに

うしちゃ―‐………そうしては

えぜん………………膳を添えて

うかえ……………。そうですか

うこにゃ………そうでなきゃ

き―おいち ょけ…そこにおいて

せわ しげね………忙 しいようで

せわず き…。………面倒見がいい

せわむ き……Ⅲ……世話の出来 る

せんか。…………………。しなさい

せん き一 一一 ――・しないか ら

せ ん ―・

せ ん 。一

しないよ

しません

せ ん な らん・一一……しな くて は

せ ん じゃお らん …… しないで は

せ んでん ………………しな くて も

せ ん ちん そだ ち一戸 あけた まま

せんず り… …マス タベー シ ョン

せん じょけ…… ……。しなさん な

そ  そ

そ

そ

そ

そ

そ

そ

そ

そ

そ

そ

そ

R

そ うでん

そい じゃ

そ うべ く

そおで一

そ うちゃ

そ うか…

そき―

そげん…

そげん こ

そげん こ

うしないと

・̈ それでは

そのように

そうですよ

うです とも

そうですか

せ に や
・・そ

‐・そ

ひ く― ……

そげ― しゅ……そんなに しよう

そげ一おろいい……本 とに悪人

… そ こに

そん な に

っ ―……そん な ことを

た ―・………そん な事 は

そ こえ
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そ そげね―……… …そぅで もない そげ―せにゃ……・そ うしなさい

そげなんね―で…そんなのない そげなこた―………そんなことは

そげ したんな・………そぅしたの そこそこ………………ほどほどに

そこらそんげ……そこらあた り そこらじゅ―……そのへんみな

そ じゃけんど………そ ぅですが  そ しちか る…………・…それか ら

そ じゃな―…………そうですね そず る………………………ぃちむ

そぜ くる。…………そでて しまう そぜか しなんな……かさないで

そそのか した―・……利用された そそ らいい………喉を掘 るよう

そそれ―…………・…気持ち悪い そだちそこな う……育ての失敗

そだちがいい…………・躾がいい そだちがわ リー……・ほた らか し

そつし………………牛馬の使役語 そっちん じ……………そちにの人

そつち・………………………そちら そっちんほう…………そち らの方

そっか るこうじゃ一こんなふ うに そっちに………………そちらに

そっかるそんげ―・…そこらあた り そっと しち ょけ・……ほっとけ

そでとりひき・……袖の中で取引 そでま くりゅ―………袖を まくり

そ で た 痛んだ  そで た………………………傷ん だ

そでん した・一・―・…内緒 に受 け

そ とず ら……………外 で はいい顔

そね た くじる……・そね まわ って

そのばん か ぎ り…一夜 か ぎ りに

そば にお る………… ‐寄 り添 って

そばん こ………………家着 きん子

そベ ーおけ……………側 にお いて

そべ ……………………………側 に

そ ま っち しもう…………染 ま った

そ まつん しだい…………粗品で

そや けん ど…………‐そ うですが

そや ~ち … …………そ うだか ら

そ らさみ しい……… もの悲 しい

そ らなみだ ……… …………義理涙

そ らない そ らん―… … …… …・まっす ぐ

そ とが ま…………・外踏 み歩 き癖

そ とや しき・…………外国 り屋敷

そね ば っち ょる……そね ば って

そのばづ くり… …上 手 に合 わす

そばん こ………… …・…甘 えん子

そば にお け…… …側 に引 き付 け

そベ ーお いち………そば にお いて

そぼ さん まつ り………風 習 の祭 り

そ まつ じゃが … … …粗 品 ですが

そめ もん ………………………染物

そや のや ………… … そ ぅですね

そやわ リー…・一…… それ は悪 い

そ らわ らい………………上手笑 い

そ らん …………… ……そ りません

そらん
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そ そ らん ……………・ まが らない そ らが くれ ― …………空 の暗が り

… …・そ こ に

そりゅ―…………………それを そ りゃ―……………………それは

そりむ く・………………ふ りむ く そ りたが る………………そねばる

そる一ち ょる………揃 っている そる―たか 揃 ったか

そ リー… ……… …… … それ に  そ リー…

そ る―ちい く………‐揃 って行 く

そ る・…………… ・曲が って い る

それ ぐれ ― じ……その く らいで

そろそろ しこ―………… …準 備 を

そる。一…………………そり返 る

それ ぎん………………それで も

そろそろい くど……でかけます

これま じしち ょけ…ここまで し

ておきなさい。そろそろ ・ぼ ちば ち

そろそろ・………………ゆ つ くり そろばんさん にゅう。一 算̈盤で

そろ―ち……………………揃 つて        計算勘定する。

そわそわするき…浮 き浮 きす る そん くれ………………。その くらい

そん くい 踏 み こん だ  そん じ……………………その人

異物 。 そ―なん じゃ………そ うですが

ぞ― くる一…………… …冗 談仲 間  ど― くる一一 一……戯 れ けんか

ぞ _ち ゃ.___… …… そ ぅです  ぞ 一 さね _‐ 一………ゎ けはない

そん とお り その通 りで そんげ……………………そちらに

そんまま じゃ・……そのまん まに そん じ………………………それで

そ一っ く 一ヽ。一一・うろ うろす る そ― しちや……………そ うすれば

そ_し ち。_……………そ ぅして そ―でん…………………そ うで も

そ― じゃけんど……そ うですが  そ― しち くるりゃ…・そ うして く

そ―でんせんと一一そ うで もしなぃと。       れ ると。

そ_じ ゃった_… …そ ぅで した そ―ならいいん じゃが一一そう

そ―まあうな………そんなに言 うな    です といいのだが。

そ_と ぉ しょゎ しい……かなり忙 しいようですが。

そ― しちゃおれん…・たいへんだ そ一こ― しち………そん うちに

そ―ど しい……………賑ゃかな

そ一つ くば る……威張 りちらす

そ―なん じゃ………そうですが

そ_そ _… …………・…そうです●●●

M
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方言 の言 い方  答え方 で意 味が随 分 ちが うもの

させんな さするで させた させてんいいこと させたが る しも
一変な事を考えると おか しくもなる。そ うです…・異 なる意味があ

る 生活用語。だか ら人間の原点 温かさが しのばれ るので しょう

させん な…させて くだ さぃ 仕事  加勢  使 いな どいろいろ。

さす るで…加勢 して もらう 親 しい人か相 手 か遠慮 が な いか ら

頼 め る。勿論 自分 たち も常 に そん な心 が けで い る。

させ た…… して もらった事で 相手 も親 切 を受 け入 れ られ た そ

の満足感 と役 にた った幸 せ も 満 喫で きる。

させてん いい こと―・して もらって もいい じゃな い 人嫌 いせず に

皆が助 け合 う そ こに生活上 手 の鍵が あ るので は。昔

は貧富 の差 も大 きか ったが  気安 く助 け合 う共通点 の

あ る 人 との関わ りは物 や金 で は解 決 出来 ない。

させ たが る…何 か頼 む事 で茶 を飲 む機会 も 自分 も声をか けて く

れ る事が  信頼 の度 合 と も解 釈 で き るか ら。

も し色情 に解釈すれ ば…大変 な問題 が勃 発す るか も 予想 だ にせ

ぬ結果 は 目に見えて いる。 そん な二 重 の生 活描写 が  夢 の よ うな

世界の コマ ンを 与 えて努 力す る力 と倫 理 を わ きまえ させ て い

るのか も知れ な い。方言 にはそん な優 しさ も含 まれ て い る。

したか つた  したい  して ほ しい  しち ゃる

して 一けん ど  じと一ね ― せん な せん で

して もらいた い

せん でん い い

すきじゃき

すそまくり

すいちょる

すそか くす

す る す ぐでん いい す そ

すそよごし すそすず しい

すそ じる

すそよけ

こげな方言ん説明 は本文 にあ るき 暇 の時 いに解 い ち見 るとけ っ

か頭ん体操 にな っち 面 白 いん じゃあ るめ ―か。 どげ―な。
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た た あ らせ ………………… …荒 れ た田 たあ らお き・…… …俵 を積 む場所

だあだあ……… …牛 馬 の使 用語  だ いず かす ……………牛馬 の飼料

だ い じしな―…大 切 に しな さい だ い―……………………っかれ た

だ い こ・…………… ……………大根  だ い ら……………… ひ らたい場所

だ い しょ……‐……嫁 の生 まれ家  た い まつ …………松根 を使 う燃料

だ いば らし………車 輪 はず して車体 を長 く使 う技法。

だ い しょあ るき… … ………里帰 り だ い こひ―ち……………大根収穫

た うえ よ こい…… 田植終 了体 み たえね ―な 退屈す る

たお るる ごた る…………倒 れ そ う

だか るる………… … … 抱 か れ る

たが ひる…………・田ん ぼ水 不足

だかれん ………………抱 かれ ない

たが ……‐…………… ……桶 の輸

だかれて ―・一…… …抱 かれ た い

たか もも一………… ……股 の上 部

だ きそ こな う一一……抱 く間 ない

たきもん とり

た おれた 一……… ………たおれ る

だか い………・……牛馬 の 世話 を

だか り ゅう………Ⅲ…だかれ よ う

だかれん …………………抱 けない

たか は りばん ……高張提灯 の番

たか ひび・一―・……・―股 に ヒビが

だ き ぐせ ……・……抱 く癖 にな る

だ きそ こな う………抱 けないで

薪 取 り た き もん ごや 薪 小 屋

た きつ くる……・… …燃 や し始 め

た きつ くる 一―… …お だ て あ げ る

た き もん 。
一 …… … …… … … ‐薪

た くあ ん …… … … …・一大 根 漬 け

た け ん つ つ … … … … … … …竹 筒

た けん こ― り… … …竹 製 の 行 李

た け な わ … …… ………竹 で 東 ね る

た け ど い 。… … … … … … …竹 の樋

た け た ち ょつ こ う… …竹 田 直行

た け …… …… … … … …炊 きな さ い

だ きあわす る・………抱 き合 わせ

た きつ くる…… …………応 援 す る

た きつ くる…………… け しか け る

た ぎる…………………… …煮 え 立つ

た ぎりま くる……… …腹立 て真 剣

た け うら……竹 は ウラか ら割 る

たけんかわ ………… … ……竹 の皮

たか ぼ うき………竹 で作 った等

たけて一・…………………・竹 田 に

たけ…・…………・………炊 け ます

たけ一 高 い た け … … … … ……… … …背 の 高 さ

た けん か わ じ ょ う り …竹 皮 草 履  た ごか す ―… … … …・…捻 挫 す る

た ごけ ― た … …… … …・捻 挫 した  た ご・… … … … … … …… …下 肥 桶

だ しあ い …… … …・… 持 ち寄 りで  だ しあ い … … … … … 出 しあ って
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た だ しそ こな う……出す の に失敗

だ しあわせ ……出す に間 に合 う

だ し―す る……………ダ シに使 う

だ したで …………出 しま したよ

たず る………………馬 の足 を湯 で

たせせ り・………… …調の境 争 い

たたんだ……。…………… …たたむ

たた きそ こな ぅ…叩 くの に失敗

た た きのばす ……叩 いて延 ばす

た ち きらん ………………立 て ない

た ち き らん …… ……はなれ ない

た ちわ け………………ナ タマ メ

だ っ ・で した

だ ったん か … …… …・疲 れ た の か

た つ … ……… … … … ……勃 起 す る

た つち ょる… … …・…・―裁 断 す る

た つち ょる―一 ―… …幼 児 が 立 つ

た つ しや…… … … … … … ……健 康

た つ しや ご しらえ … …・仕 事 姿 勢

た つた ―・…… … …・―幼 児 が 立 つ

た つた … … … … … 。で ま した よ

た つた … … … … … 足 り ま した か

た つた … …… … …・あ の ま した か

た つ まえ …… … … ………勃 起 の 前

た て ひ だ 装 を たて

だ て ん …………… … … ……立 て な い

た てん … …………… ……勃 起 しな い

た て つ け … … …… … …・戸 の 整 備

た ど りあ し・… … …ゅ っ くり歩 く

た にわ た り… …妻 の 上 を 行 き来

た に ゅ― う しな う… …種 も無 くす

だ しそ こな う一・…出す機 会失 う

だ しあわせ・………丁度 ょか った

だ しな―… …………出 しな さい

だ しあ いびか り……出 しあ って

楽 しい会を開催 す る。

たた きつ くる………叩 きつ ける

たた きまわす ………ひど く叩 く

たた きあ う……………相手 を叩 く

たた きそ こな う…叩 くの に失敗

た ち き らん …………裁 断 出来 ぬ

たちはだか る…………通 せん ぼ

だ つた ………………………疲 れた

だ つち ょる…………・…疲 れ て る

たつ …… …………・……牛 の道 具

たづ る……・…馬 の足を湯 に浸 す

た つち ょる……‐……た って ぃる

た つち ょる……………勃起 して る

た つ しや……………………元気 で

た つ しゃご しらえ ……装備万端

た つた ……………・…立 ち ま した

た った。
ほ ん の

た つた・… ……………あ りま した

たつ まえ ……………… .出 る前 に

たてむす び………………縦 に結 ぶ

たてぼ う。………馬車 に立 て る棒

たてん …………………たち ません

たてつ け……………………建 ち前

た ど つちあ る く………伝 い歩 き

た なにのせ ち‐………棚 に乗 せて

たに くば ――・… …… ……起 伏 の窪

たぬ る……………………尋 ね る
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た たねつ け しょ……牛馬 の交 尾場

たねつ け…… ………・牛馬 の交尾

たね と り……… ……田植 え の親 筋

たね う しない……種が な くな る

たね まわ り……………馬 の 当て駒

たねお と こ……・… ……遊 び上手

だの もん …… …………牛 馬 の飲 食

たの くろ…… 田の回 り

たのん じょ く・… ……頼 ん で お く

たのあぜ・一 ―・ 畦

たび― い く………… 旅 行 に行 く

たぶ る。
一 ………・… ………食べ る

たべそ こな う……・食べ時間失 う

たべち ゃ らん 。……食べ て あ げぬ

たべち ょ くれ・―食 べて くだ さい

たべ ちみ よ…… ……・・……試 食 して

たべよ…………… ……たべ な さい

たぼ う。一一…… ……つつ ま しく

たぼ う。一一… …………節約 す る

たま っち ょる…… た ま って い る

た まっち ょる………ごみが おお く

だまくらかす ごまかす

だまくらかす ……………迷わせ る

だまさるる……………。まよ って

たまが る・………………・吃驚す る

だ ま し ・ …
急 に

た まが っち… ……………吃驚 して

だ まにたねつ け…雌馬 に種付 け

だめち ゅ―に… …悪 い と言 うに

だ も一み よ……………してや った

だ らだ ら… … …… …しま りな く

たね こま…………………馬 の種雄

たね と り………… …種取 り用作物

たね う しな い……種 まで食べ る

たね まき 情事 の妊娠

たね うし………牛の種取 り飼育

たのまれん………たのまれない

だのみず…………‐牛馬の飲み物

たの もし……‐……出 し合い貯金

たのまれん………たのまれない

たばこたべな―…たば こ吸 って

たび しこう 旅行準備

たぶ しん …………田ん ぼの補修

たべ そ こな う…食 べ るのに失敗

たべ ち ょらん・… ……食べ てない

たべ よせん …食べ る時間が ない

たべ もぬ―………… ……食′ヽこ物 を

た ほそめ…… …田ん ぼを少 な く

たば う………………………かば う

たぼ う・………………大事 にす る

た ま っち ょる……借 りがで きた

た ま っち ょる…一人が あつ まる

だ ま くらかす 。…… … … だ ます

だ まさるる… …… ごまか され る

だ まさるる・
一 一 ひ っか け られ

だ ま 雌 馬

だ まえ…………・………当番の家

た ま じ・… …… …… ………時 々で

だめ じゃろ うが ………無理か も

だ ら しい。一・一……………疲労感

た まが り しび る……吃驚漏 らす

だ らだ ら……………… とめ どな く
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た た らた ら………………ながれる だ らんめ……春の木の芽の一種

だ りか……………………だれか だ リー………………………だれに

だ りゆおか …………誰 に言 うか  だ る・ ……… … 下肥

たれかぶ る 下痢 す る たれ かぶ る………………食 いす ぎ

たれかぶ る・…………痴 果 にな る たれ た… ………… …・ぶ らさが る

たれ た……………………お ろ した たれ さが る…………・お りた まま

たわ いね ―…………・品 もな に も たわ いね ―一 ……Ⅲ…判断 もない

たわ ごつ 変 な言葉 を たん ぬ る‐一一一… ………尋 ね る

た ん ぬ る… … … ………聞 い て み る たん ね る …… … … ……。… …尋 ね る

た ん ね る … … … … … … ……・聞 く たん もん
。… …反物

たんすん こえ ………着 ない まま たんすん こえ。… …見せか け着物

だん だん ……………… …積 み重ね  だんだん ―一……… ……… …石段

だん だん・一一…… …あ りが と う たん さん もち……炭酸 で膨 ら し

だん ごば な………… ……大 きな鼻         た餅 、鰻頭 。

たん び……………………たびたび  たん び に・…………… …なん ど も

だん ごん こす る…… ダ ンゴの粉 を日です る。

たん くさ……………………田の草  たんね ちみ な一…尋 ねて 見て は

たんねち ・…尋 ねて だん ご じる……粉 を 引 き延 ば し

だる‐………………………疲れる

だるもん きり……牛馬の餌準備

だるき。一一一…………疲労す る

だるきのや …̈……疲労を訴える

だん ごび っち よ………粉 を吐 き延

ば して具 と炊 いた汁。

だ一 っと………………… あ らま し

だ―ぃぃ…・………… …つ かれた

だ ―めち………………… いけない

だ― もみ な………み っ と もない

だ一れん ………… …… …だれ も

だ 一れん こん ………誰 も来 ない

だ―れん じらん … …誰 も知 らぬ

だるかたげ…・…………下肥担 ぎ

たるぬき………………柿の渋抜 き

だるき一 一… …・つかれ るか ら

だる―か くる……下肥を作物に

て具 と炊 いた汁 。

だん だん とび一子供 の飛 び遊 び

だ一 っと・………………・さ らりと

だ 一まねえ・一…… …取 り散 らし

だ― もみ た……………だ ら しな い

だ 一 りん ―…………・一だれ に も
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ち ち―ち くる…………ついて くる

ちえねつ………………突然の発熱

ちえぶ とり………………きやすめ

ちか らもち…………………腕 自慢

ちか らもち…………・…頑丈な人

ちぎ …̈…・・・・・・……・‐・・・・・・・はか り

ちぎりもち…・…餅を小 さい形 に

ち くらす………………………叩 く

ちこ― くる…………近 くに来 る

ちこ―ふ る………さいさん降 る

ち こ―………………………近 くに

ち じころす………̈ …無残 に殺す

ち しまわす…………ひど く叩 く

ちちまわす……………………叩 く

ちち くりまわす……ひどく叩 く

ち ゅうら・… …・……ひょうかん

ちえぶ とり……………皮肉を言 う

ちおひ く……・………血統、遺伝

ちか らもち………………大 きな餅

ちきり…………… …………はか り

ちぎる………………… … もぎ取 る

ち くしょう……………動物など

ちこ― くる………̈ さいさん来 る

ちこ― くる…………・…近 く来 る

ちこ―きこゆる一近 く聞 こえる

ちこ―……………側に来なさい

ち しわ る……………無残に割 る

ちずか く……………………寝小便

ちちのませ……………………授乳

ちち くらわす………ひどく叩 く

ちちぶ ……… ……木 の実 の一種  ちちぼ ち
‐
ちぶ

ちちゅうすわぶる……乳を飲む ちちゅうすわぶる……乳を吸う

ち っと くん な……少 しくだ さい ちつ ろ く 2) 4 <

ち っとん ………… …… ……少 しも       は俵 あみの道具。

ち っ しゃ ぐ…… ……踏ん で潰 す  ち っとち っと………ほんの少 し

ち っとち っと………少 しで ょ い ち っと こめ―… …少 しち いさい

ち ょつ とんわか らん …少 しもわか らない。

ぢ って ― ………… …お ちっ いて ぢ な ごろ…………………変 わ り者

ちのみ ち………………… …婦 人病  ちびなえ…………………小 さな苗

ちびる ・もらす
‐

ちびた……………………もらした

ちっとんずっ………す こ しづつ ちめ ぐりわ リー………鈍い感覚

ちゃん と……………… しっか り ちゃん と…………………きちんと

ちゃだち……………茶を願掛 け ちゃをわかせ………お茶わか し

ちゃをわかせ……茶を沸か しなさい ちゃば しら……お茶の柱が

ちゃ一 ら…………………あ らまあ ちゃ―ら・……………どうしよ ぅ

ち ゃにす る………・…お茶の時間 ちゃにする……………相手にせぬ
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ち ちゃ

ち ゃ

ち ゃ

ち ゅ

ち ゅ

ち ゅ

ち ゅ

ち ゅ

ち ゅ

ち ょ

ち ょ

ち ょ

ち ょ

ち ょ

―りゃ………まった くもぅ

らち ゃら……浮 き足た って

らちゃら……落ち着かない

― ら………………̈ …変わ り者

うかん………ひ ょうきん者

一れん………ひ ょうきん者

うれん……………・…調子者

うくれ…… …… 。まあまあ

うばか―・…………お人好 し

いと。一… ………… …・少 し

いと一一 …………ち ょつ と

ろまかす…………泥棒す る

うずば………・…便所 トイ レ

ぅず いいごつ……都合よ く

ち ゃん ち ゃん こ……袖無 し着物

ち ゃらち ゃ ら………… …着飾 って

ち ったたべ た……少 しは食べ た

ち ゅ―かん ……… …あばずれ者

ち ゅうた い き ょうれん …昔 の学

校運動 会 の集 団演技。

ち ゅうれん ……乗 りやす い人間

ち ゅうくれ ―・…………普通並 み

ち ゅうのだて …・―切 り込み神事

ち ょい と………… …・ほんの少 し

ちょろまかす ごまかす

ち ょりゃせん …… してません よ

ち ょま・一一 一 繊 維 、 ラ ミー。

ち ょぅず いい ごつ ……・まかせ る

ち ょこっと ,一一一 ………瞬間 に

ち ょい と ことば … よす ぎる言葉

ち ょうち ょこ 蝶

ち ょこまこ………そこらあたり

ち ょうなだて……切 り込み神事

ち ょくれ一

ちょるけん

お 願 い

ますか ら

ち ょこっと……………ほんの少 し

ち ょこ しごと。一…………飲 み会

ちんぽ …………… …男性 の性器

ち くたつ ぐさ。 ニ フ

ち ょろ っと……‐一… …回すべ り

ちん ちん ………… ……子供 の性器

ちんぽむ くけい こ。…………自慰

ち ょこっと 少 しの間

ち ょつ とん なか ま…少 しの間 に

ち ょいと ことば ……誤 解 を招 く

ち ょこ 杯

ち ょぅけ………・……………手桶

ち ょうずばち………便所手洗い

ち ょれん…………………で きない

ち ょうしんかわ………調子 よ く

ち ょろむけ……………・……包茎

ち ょこまけにゃ・一……す ぐには

ちん こ…………………女性の性器

ち ょろっと…………つい うつか り

ちん う一せ……………駄賃取 り

ちん くりあ う。…………戯れ合 う

ちんあそび…………………情好

ちんち くりん………少 し小 さい

ち―だで…………・一つ ぎま した 林
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て) つ いち くる…………ついて来 る

つ いち ょらん………ついてない

つ いち ょらん……………つかない

ついちみ る………・…ついて見る

ついちみ る………………つつ く

っ ぃち い く。…………つ いて行 く

つて ち ょらん ……つ いて いない

つ いち ょらん …………つ けない

つ いちみ る……着 いて か ら見 る

つ いちみ る…………使 って 見 る

‐瞬間 にrp tヽ・・・・ 思わず つ い

r,tヽ・・・ 待 ったな く

つ ぅてん かん …… … …冗談 だ ろ

づ ― ご し… …… ……………・腰

つ かみ く じる… …据 んで痛 め る

つ かみ そ こな う…掴 むのに失敗

っ か っち…………………浸か って

つ かみ あ う …̈… … ……掴み喧嘩

つ きまず る……つ きなが ら混合

つ きあが る……… …調 子 に乗 る

つ きがか ぐる…… … …月が変形

つ きの 着 くとす ぐ

っ きぁげ…………… ……・天ぷ ら つきや く・…

つ う しん ぼ………………通知表

づ う しろ―…………………怠 け者

づ ―たん …………・一…………頭

つ かみかか る……・……激 しく鬱ヒむ

つ か まえん と……捕 まえ ないと

つが る。……………………交尾す る

つ か まえ た‥……・……捕 らえた

っ きそ こな う……つ くのに失敗

つ きがわ リー…………運 が悪 い

つ きむ き……………面 と向か っ
・
て

つ きの一 一…………つ くさ まに

月経

つ きまわ り・………………メンス

つ くなる―・……… しゃがみ こむ

つ くろう。………………修理す る

つ くりたてた…………仕掛 け人

つ くるん じゃ―…つ くるのです

つ くれん こつ………ばかばか しい

っ くったとせ。………飛びつ き屋

づ くし… …̈………柿の熟れすぎ

つ け …未 収

つ け もん ………………………漬 け物

つ けち ょる…………漬 けて いる

つ け ち ょる・…………就 けて あ る

っ けた…………… ………漬 けた

つ きの もん 生 理

っ きぃかさ………………下 り天気

つ くなる………気分が悪 くなる

づ く‐……… ……………… Ⅲ…頭

つ くりざかや…………酒製造家

つ くれん こつ……出来ない相談

っ くったとせ……使わず じまい

つ くりきる…………つ くれます

つ ぐり。
一 一… ……………とぐろ

っ け…………………・……後払い

っ けそこな う………漬 け物失敗

つ けち ょる…………付けてある

っけた……………つけています
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´

1) っ ご―い い… ……都 合が よい よ づ ざぶ くろ………死者 の旅銭袋

・友 達  つ れ 一つれ そ う人

一つれて い る

・………つ ば き

あ るきは じめ

………土 遊 び

つち ぐれ 上 の固 ま り つ ち いれ ………麦 に土を被 せ る

つ ち ろ く・…… …… …俵 あみ農具  つ ちぶ う ケ ラ

っ ちか た げ………………上 を運 ぶ つ ち…………………物 を打つ道具

・一……つば き

つつ きまわす・………つつ いて る つ っぱぬ る・…………つ きはね る

っっ く・…………………つつ いて つづ ら・一一一……かず らの一種

でつ よいので紐 の代用、手 芸 品、組 み物 、な どに。

っ っか いぼ う‐……………支え棒  つ っば る………………つ きはね る

つつ くる…………… ……つつ いて つ つ くずす ~……………つ き壊 す

つつ ろ く。……………俵 あみ農具  つ ないで …………………つ いで に

つ な ぎな ―・… ……つ な ぎなさい つ っかか る・…………つ きあた る

つ な うち …………・綱 を組 み合 う つ な ぎそ こな う…つ な ぎの失敗

つ なが る ・つ らな る つ ない じょる……つ ないで い る

つ れ … … …

っ っか け・‐・… …・・―‐…・・・・・・・―急 に  つ づ・

つ れ …… … … … …… … …・…伴 侶

っ じ… … …… … … …・道 路 の 分 岐

つず くる……………………続 ける

つたいあるき………伝 って歩 く

つれ―一―一一

つず……………

つたいあるき・

つち ごね……・

づ にのん な一一・

つのみが き・一一

つのつ きふ ―だ・

つば な一…………

つぶ せ ……………

つ なげ…… ……

つね ひ ごろん …

つ の じ… ………

つば くろ一 一

つ ば い ろ………

つ な ぎな さ い

・一 … …日常 の

… …Ⅲ… …角 で

一―・… ツバ メ

… … …唇 の 色

・調 子 に乗 る な

。牛 の 角 手入 れ

‐一角 で 破 った

・小 さ い茅 の 芽

… … ………壊 せ

つぶ し… 足の 中間部 分 つぶ れかか る………壊 れ る直前

っ ぶ しち ょけ … … …壊 して お け  つ ぶ れ た か 。一 一 一 … …壊 れ た か

っ べ こべ い うな・… …文 句 言 うな つ ぼ … … ……… … … …瓶 、 水 入 れ

っ ぼ … ……… … … … … … … … …庭  つ ぼ … … … … …… … …・家 の前 庭

庭 先  つ まみ ぐい 一 味 見

つ まみ ぐい・一… ……他人 を妊娠  つ まみ そ こな う一つ まみ の失 敗

つ まみ そ こな う一一一逃が して  つ ま る一…………………通 じない

つばさき………………
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´

1) つ ま らん … …… … …・…駄 目です

つ まみ だす … ……… …・外 に出す

つ まみ しゃ ぐ… ……・つ まみ壊 す

つみ くじる・… ………爪 で痛 め る

つみ あげ ち ょる―・積 み上 げて る

つ み こめや・一 … …積込 み な さい

つ む き―………… ………摘 み ます

つ む る一。… … ……………閉 め る

つ めそ こな う… …詰 め るに失敗

つ めむ け… …… …爪の皮 が痛 む

つ もるごた る一… ………積 む よ う

つ もらに ゃ…… …多 くな らねば

つ よが りゆ ―な… ……やせ我慢

つ らんかわ … …………Ⅲ…顔 の皮

つ られ ち………… ……つ いつ られ

つ りあが り……… …………調 子者

つ りそ こな う… …釣 るの に失 敗

つ りさ ぐる……………釣 りさげ る

つ る し…………… ……………吊す

つ りあわん ……… …………不公平

つ るつ るす る。… …すべすべ して

つ っるむ くる……・手軽 にむ け る

つ ねめ 一か …… …・……釣 らない

つれの一 ち……………一緒 に行 く

つわんふ き…… … ……・ツ ワブキ

つん じょく 摘 ん で お く

つん じゃ らん 。… …… …・積 まない

つん じくん な― …積 んでお くれ

つ 一てん かん … …… いい くらい

つん む く・…… ………小怪我 す る

づ た一 ら・一 一 一………飛ん だ ら

つ ま らん・ 退屈す る

つ まみだす ……………疎外 され る

つ まみ あ ぐる・……つ まみ あげ る

つみ なやつ じゃ……………罪 作 り

つ み たつ る… ……積んで立 て る

つ む ……一一……摘 んで、積 んで

つ む き―…・一一―積み ますか ら

つ め こめ………… 一杯 に入 れ る

つ め くじ………………爪 で痛 め る

つ もりばな し………思 いで話 し

つ もらに ゃ………積 まなければ

つ ゆん た ま………………露が玉 に

つ よが りゆ うな……意地 っぱ り

つ らな っち ょる……つ らな って

つ ら ぅひきむ く―・赤恥 かかせ る

つ りあが リー・……おだて に乗 る

つ りあ ぐる・…………釣 りあげ る

つ る しが き一 … …・……干 し柿

つ りあわん 一 一―・納得 いかぬ

つ るん は 縁起物 の葉

つ るべ いど 跳 ね釣瓶

つ る一 … … …釣 る、 制 上 げ

つ れ な う―一 … … … …・同 行 す る

つ れ だ っち …… ………皆 と一 緒 に

つ ん じ ょ く…… … … ‐積 ん で お く

つ ん じゃ らん …摘 ん で あ げ な い

つ ん じ くん な ― …摘 ん で 下 さ い

つ ― いん か ん …… …… … …調 子 者

つ 一 だ …… … … …… … ……飛 ん だ

つ ん つ しょ る … …… Ⅲ…腹 た て袋

つ ん ぐる… …… … 。一腹 を 立 て る
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て  て あぶ り・………。一一……手 火鉢

で 一 ら。… ……………………平地

て お しぽんぷ ………消防 ポ ンプ

て を もどせ ……………・て まが い

でか き ゅぅか ―…………行 こうか

て ぎめ………… …・きめ事 、契約

で きん ごた る………………不可能

て ぐゎ …………… ………手 で代用

で きん もん じ…………出来 ないに

で くゎせ た …… …………出合 った

で けがわ リー………………不用品

で けたか え・………出来 たですか

で けそ こな う………・作 るに失敗

て こぼん 。一 一 手 盆

て ざ ら………… ……………手塩皿

て さ ぐり・…………… …手で捜す

で しぶ る……………………出無精

てず の 一…………… ……・手綱を

てず なづ くり………手綱 を作 る

で そ こな う………・出 る機 会失 う

て たた きみず … … ほん少 しの水

で た まん ま・… …………出たまま

で たが る一一一一一・一出 る欲望

で たが る・………よそにゆ きたい

で たが らん …… …ゅ きた くない

で ちぃ く。一……………出て行 く

で ち き―……・一… …出て お いで

でず っぱ り。… …………出が多 い

てで まん と こ リー……狭 い所 に

でてん い いど一他所 に行 く約束

て どい し・………………ミユ砥石

てあた り… …・そこらあた りの

て一げん こっ。一―たいがいな事

てぉかせ・………………加勢 して

てがて―…・一……几帳面、堅物

でか けちん・ 手数料

で きそ この一た…………失敗 した

て くのぼん ………… … ………手盆

で き らん …・……… …出 られ ない

で くん ぼ う・一 …… …・役 立 たず

で けん 一 … ……… … で きな い

で きが わ リー……育 ちそ こな い

で けん もん じ…・一一―出来 な く

で けそ こな う・一… …育 ちが悪 い

で こ・………………………ひたい

つ さ ぐりそ こな う一手 さ ぐり難

て ざか な… …………持 ち寄 り肴

てずかん …… …… …手 がっ かぬ

てず り…………………手 で捕 まえ

てぜ ま―一一………………狭 くて

で そ こな う…………・出 られ な い

でたきり ・出 た ま ま

で たけん ど・……… ……出た け ど

で たが る…………・… …離婚願望

で たが らん …………・出た くな い

で ちみ たが ……出て 見た ものの

でち き―…………・出て きな さい

てず ま …… …手 品

でず っば り………………出ば な し

でてん いいど……出て もい いよ

でてん いいど……・一転 出を許 す

て なお し・………………手で修 正
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て  て なず くる……………上 手 に指導

て な ぐさみ ―……・趣 味を生 かす

て におえん …… …助 けを求 め る

て につ くる…… ……・手 に覚 え る

て にす る……… …… ……取得す る

てぬ くめ ……… ……………手 火鉢

て ・…特技  て

て ぬ ら し・…… ……… …お しぼ り

て の ごい。一。一 一一 ………手拭 い

でば り・ 出 る前針 仕事

で ば った な………………出て くる

で ば …………… ………飛 び出た歯

て ひ じ―…………… ………厳 しい

てぶ らぶ ―…… ………みや げ な し

で ぼ ちん ………・…… ……・出た額

て まが い………・………仕事 の加勢

てみや げ… ………来 客 のみ や げ

てめ 一か た……… ……お前 の家

て もほ しが る…一人 手が ほ しい

て もつ け られん …………・…散 財

て りよ る。一 …………………・天気

て りだす ………・……天気 にな る

で る・… ……… …………出か け る

で るかん しれん ……… …転 出す る

で るちいよ る… ……出 ると言 う

で る ごた る…………・出 るよ うで

てれ・―・一一一… ………知能弱者

て わや く・……… ………悪 い遊 び

てん とは る…… ………・勃起 す る

てん じょは りか え ……… …・散髪

で 一ち ゃる…… …・出 して あげ る

てな ぐさみ・………………手遊び

てにおえん…………・や りきれん

てにおえん……どうに もな らん

てにつ くる………職を身につけ

てにする・ 手 に持つ

てぬぎ―……………………手拭い

隠 し技

て ね く りまわ す … … こね ま わ す

て の わ や く・一 … ……… …・手慰 め

で ば な 一… …… … …… … … … 直前

で ば ん な …… Ⅲ… … … 出 番 で す ょ

て ひ じ― … …… …… …特 別 ひ ど い

てぶ らば 手ぶ らで

て ぼ ん・ ‐手盆

て ま りこ・ ア ジサ イ

て み ― … … … 手 で 選 別 す る農 具

て め ― ど ― … ……… …お 前 た ち は

て もど し…・一………借 りを返す

て もつ け られん 。一……ど うに も

て らせん・一―・………・寺 参 り銭

て りで ―た………・…照 りだ した

て りあげた・…………天気が好天

出 る・………… …………出て行 く

て るかん ……………出ので しょう

で るど…………… ……出て行 くよ

てれん ぱれん 。……あ っち こっち

てれ っと………・一一ぼんや りと

でん …… ………………………で も

てんつ くまい………ふ ざけ舞台

で 一ち ゃる………・抱 いてあ げ る

てんが らやす ―………・簡 単 には
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て てん しょむ しよ………あれ これ

てん ぐ……………………のぼせて

て~げ ~… …………たいがいに

でん きんば しら………………電柱

で一 じに……………………大事 に

て ん し ょむ し ょ…… …… …真 剣 に

てん ぐ うぬぼれ

で ~ち ……………… ………・抱 いて

でん じんば しら… ………電 話柱

で ―ぶん な だ いぶん

と とあみ うつ・ 網打 ち

どい も… …̈… ………………里芋

とい も…………………………甘藷

とい もあめ………甘藷 で作 った飴

といち ょ くれ ……・解 いてお くれ

といた……………………・雨戸利用

ど うでん …………………ど ぅで も

ど う くる……… …… …・…悪遊 び

ど う しゆうか … … ど う しま しょ

と う じん ぼ し… ……魚 の塩千 し

どおか …………… …………ど うにか

どお くるな……………持 て遊ぶ な

どお しゅか もち……………豊作餅

とお りもん ……・………門構 え家

とお られん ……・……通 られ ない

とおたつ る…… ……戸 を立 て る

どかん …………… ………焼 き物筒

上方 …………・… ……土建工事者

どかん じゃろ―…のか ないだ ろ

ど き ど こに

どき―……………………取 り払 う

とぎ……………………………友達

ときのめ……Ⅲ………少 しの間に

どきや ~・ ~・……… ………どこに

とき……………………葬儀の食事

′い

どいちゃらん。一一一―どかない

どうくる…………… …・ぃたず ら

とうせんば り……………通せんぼ

どうしゅうも い  `_ ,―  →Cつ に )ヽ

どお こ 竃 の湯沸 か し

どおか …………………・なん とか

どお くるな・…¨…… ぃ じめ るな

どお じゃつ た一―・…ど うで した

とお られん ………… …通行止 め

とお りそ こね………通 るに失敗

どおでん こでん ………・…無理 に

どかす ……………………取 り除 く

どかん かえ ………・・………。ど いて

とか ……………………………な ど

ど き~… ………… …………の けて

ど きたん な……… ど こに行 った

と きのめ ………… いつの間 にか

ど ~き …………………………鼓 動

ど きや …‐……… …・取 りの けて

と き…………………………食事 時
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と ときわ………… ……… …時には

ときに ゃ……………………時 には

ど く・……………… ………はずす

ど くでね…………………悪心の人

ど くしゅうも……………どうに も

どげ しゅか… ………どうしょ う

どく―ちゃね……どこともな く

どけ―……………………どうです

どげ したん…………どぅしたの

どげ―でん しよ……勝手 に して

どけ― した……………どうしたの

とひなすび……・…………箱入 り娘

とこや………………………散髪屋

ところ … ここあ た り ど こ

″テに

ど こへん ………………どの あ た り

とざ しち ょる… ……閉 めて い る

とざ しち ょる・一……あ けて な い

と しょれ一 ………… …… ‐老 人

と しわ け―………年 令 よ り若 い

と しゅうわす るる……………痴 果

と しょれん くせ ………老 人 の癖

と しゅうかんが い―…出過 ぎ る

どす ごえ ………………… …だみ声

どすん ち……………・…大 きな音

どぜ ま… ……………・…狭 い場 所

とぜ こむ ………合わせて と じる

どそ っと………………一遍 に 一杯

どだ い………。……そん な無 理 を

とちれ もね ―………‐―予想 外 な

どち ゃみ ち…… いずれ に して も

どぜ ま

どそ っと…

ときん ま………………ときの間 に

どき―たん な……………どこまで

ど く‐……………・………どいて待つ

ど くでね ―……・―箸 に も調子 も

どげん な らん …… ど うもな らん

ど くあ る くん か …… ど こ行 くの

どけ。一… ……………の きなさい

どげん こげん …・一…… ど ぅに も

どげ―でん ……………ど うにで も

とげ― さね…………・どち らで も

どけ―み ―た…… どち らむ いた

ど こん こ…・ ど この 子

ところ…………………場所、地 区

―・―どこです

と こリー…………・ち ょうどの時

ど こま じ………………・ど こまで

とざ しち ょる……咲 いて いない

と しょれぶ る……………老人ぶ る

と しょれ しごと―一‐老人 の仕事

と しゅうわす るる―・…忘れば い

と しょれ し………………老人 たち

と しょれ ちえ ―・……老人 の博学

と しゅうかんが い……若かぶ る

どす ごえ …………・……力ん だ声

どすん ち・……………吃驚す る音

とて も狭 い

沢 山 に

どだ い……………………だ いた い

とだ な ぐち…………・戸棚 の人 口

とちれ もね―…… とんで もない

どち ゃみ ち……………ど ったみ ち

とこリー……
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と とちめん ぽ … 迷 って  ど っ と __一 一 一 一 一 急 に

どっと… …………… … 一遍 に どっかる…………… … どこか ら

とっと一 一 一 一 一
‐それ きり とつと_一 ………………まるで

と っぱ ・……色 気話  と っぱ一・一………………弾 む話

とっとすかん……………・大嫌 ぃ とっしも一た‐一一大変失敗 した

とっぴ ょうしもねえ…とんで もない どつか。一一一………どこか

ど っとん ‐急 い で  ど つ とん・… … … … … … … 早 く

ど っか り… …… … … ど こか ら

どて っぱ ら'一………… …‐横 腹

どて ‐…………………土地 の傾 畦

と っぱ い……………………と うふ

と ったん・

と った 一

ど っこに もね ―… どこに もない

とて 、_.一 … …………・田畑 の畦

、 _,             しライオ
と

~Cん …… …………………C― ｀つ

と ったん ………………………父親

取 った の  と つたん … …… …・… … 撮 つ た の

撮 れ た  と つた 一 ―… … … … … …・取 れ た

と った …… … …… … … …泥棒 した  と っぴ ょ う し も… …予 想 もせ ぬ

どて ぶ しん …… …・…傾 畦 の 修 理  どて を つ くろ う一一 一 ‐傾 畦 補 修

どど る ぁ ゃ す  と な りん じ…… … … … ‐~隣 の 人

とにもかにも一………とにか く どにか ・一… …何 とか

ど にか 一 一 一 一 … … ど うや ら とは ん ど … … … … … ・走 らな い

と ば れ
ん

―

一 一 一
一

‐

飛
ば れ な

い  と ば ん な

___一

一

… …

飛
ば な い

とば れ ん …… … … … ……走 れ な い  とば せ ん な 。一 一 … ……走 らな い

とば ん …… … … …… … …… …黒 板  とば し 走 らせ て

走 らん か

とば し・一…………選 別 して捨 て

とば さす る・一 一 走 らせ るよ う

とば させん 。一………走 らせ ない

とび きりん 一 一 一 ……特別 の

とび _ち ―………………と も して

とび そこな う一一‐走 るの に失敗

とび しゃ く。_一一―ホ ウセ ンカ

と び ば し一・… ……飛 ん で 渡 る橋  と び ― …… … …被 せ 藁

とびぃ しば し‐一一一石 の渡 り橋  とび くらこ…………飛 び くらべ

&iJL ftirlt<td Ltdfufi''

どば き…… … .…・… …… ・嘔 吐

とばす る…… ………・…走 らせ る

とば しゅぅゃ 一一走 らせ よ うか

とばせ そ こな う……走 りを失 敗

とび き りん ……………‐一上 等 の

とびそ こな う……飛ぶの に失敗

とび_… …………… … トンビ
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と 飛 べ … … …… … …・…飛 び な さ い  とぶ ふ り ゅ― す る・・・…飛 ぶ まね

とぶ ど ち ‐一 … … …飛 び ます よ と とぶ ごた る―一・…飛 ぶ よ うで す

とぶ ん か・… … ……飛 ぶ の で す か  どぶ さ らえ 溝 の掃除

どぶろ く 素人作 り酒  とぼす・ ともす

とぼ―・………・

とばせ…………

とぼ くる―・…

とぼさす る・―・

とぼ した………

… …飛 び ます よ

・―と も しな さい

・……素知 らぬ顔

一 ―と もさせ る

・…… 。と も した

とま・

と ま …… … … … …… …… … …休 み

と ま り ごや 一 …̈……鳥 の寝 る所

とめ ち ょけ … … … …泊 ま らせ て

とめ ぐい ‐一 … … … …壊 れ 止 め杭

とめ い し…… ……・… … … …・根 石

とゆ ― ち こ― ――・………近 所 近 辺

と ゆ ― に ま け …
一 一遠 くに 蒔 く

とゆ ― に ほ た れ … 遠 くに捨 て る

と りそ こな う……・撮 る の に 失 敗

と りいれ … … … … …・一 ・…収 穫

冗 談 で  とま……………………………試 じ

とぼ―・……・・―・斗升 のな ら し棒

とほ― もね 一二… とんで もない

とぼ くる………………関心が ない

とぼはか り……………斗升で計 る

とま りそ こな う………泊 ま り失敗

と ま りん き・… … …鳥 の止 ま り木

とめ ち ょけ …… …・…止 め て お け

とめ ぐい …… … …・物 を つ な ぐ杭

とめ い し…… … … … …… … …境 石

と もい り… … … と もか らの入 □

土 用

とゆ ― ま け 一… … …遠 くに撒 く

とゆ ― な ぎ― ……・遠 くに投 げ る

と らん こ……・… … … …・大 事 な子

と りそ こな う… …取 るの に失 敗

と りいれ ―… …・……… …取 り込 む

ともぶた………………―揃いの蓋  ともぶた

ともずれ………………連れの友  ともずれ

合 いの蓋

友 達

ともで・……………………・友達で ともで………………………一緒で

ともで………………………揃 いで ともが い‐一…………一緒に飼 う

と や ‐に わ と り小 屋  どや す …… …… … … …… … …叩 く

ど ゆ ―・…… … … ……… … … …土 曜  ど ゆ ―…… …

と りいれ … …… … …・…格 納 す る と りたが る ほ しが る

と りたが る……………自分 の物 に してお きたい欲望。

と りあ うな‐一―… …知 らぬふ り と りあ ぐる………・取 って しま う

と りや い こ…… …………取 り合 う と りあ う…Ⅲ…… …・よ く張 る様

と りこ…・…… ………餅 つ きの粉  と りや ………………………鳥小屋
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と と りもち……… ……鳥捕獲 の道 具 でモチの木皮 を練 って作 る。

と りこめ……・…………収 穫 す る とりこと りよめ …双方養子養女

どれ に とりむ こ……… ………養子縁組 みど り '一・……

とるき……・………取 ります か ら

と りそ こな う……取 り上 げ失 敗

とれ そ こな う………取 るに失 敗

とれ たか しれん ……取れ たか も

どろび くⅢ…………長す ぎて泥が

とわ たて られん …………一人 の 日

ど― くる……………………滑稽 な

とん じ……………………飛 ば して  どん な

どん な…………………失敗が 多 い

どん こんね ―……………ど うに も

どに もな らん ―……・ど う して も

ど― くる… … …………は じや ぐ

ど―でん こでん ……… とにか く

どん の くぼ…………………後 ろ首

どん けつ ……………………おわ り

とんす るで………………落 ち るで

どん どん さま……………… ……雷

ど― こ……………竃脇 の湯沸 か し ど― こ

ど―でん 一一 ―………ど う して も

ど― しゅうも……………ど うに も

ど―いいか … どれ くらいいいか

ど一か たのむ き……本 当 に頼 む

ど― きんが け・………………・掃 除

ど― くっち………………遊 び合 う

ど一さね ―…・………・ゎ けは ない

ど―す りゃい いん な一 ど うす る

ど一せ くわん 。………食わ な いん

ど―ち―てん …… どち らに付 く

と りあげば あ さん …………・産婆

とりそ こな う………拾 うに失敗

とれん じゃつ た …取れ なか った

とれ こさ く・一一 ―小作米 の格納

とわず ………… ……………冗談 を

どん な こつ … …………失 敗 ばか り

とん じ…………… …………飛 んで

…・不器用

ど― も…。… …………ど う して も

どん こん …………………ど うに も

ど― くる…… … … ……戯 れ る

どん なやつ …………・始末 が悪 い

どん じり……………………最終 で

どん く・……………………・ドンコ

どん どんお と し……排水落 と し

とんつ く……… ……・つ か まえ る

どん び ゃ くしょう一一一一‐農家

いろいろ

ど― くらん じ…………冗談 はお く

ど― しゅうか ち… ど う しょうか

ど―な るん か 。一……あ なた任 せ

ど―にか ……… ……………何 とか

ど一ね りゃ……… …どん なに寝 る

ど―みてん …… どん なに見て も
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生 活 用 語 だ った 方 言 の 流 れ  定 着 言 葉 あ れ これ

『 方言集 ―・前編 』 ぬ平成 7年 に発行 した時 に ゃ 17ん ジャンル

に分類 しち ゃつ た。 そ りゃ野津原 町ん先人が生 活用語 と しち 長 い

問使 い よ った もん じ 約 2500語 ん 中 に ゃ昔ん 肥 後領  岡領

そ しち天領ん言 葉が あ った。 それか る こん続編 No 5ま じの 10冊

に ゃ 素人 ば っか りん調 査 員が  余暇 に調査 収拾  編集  そ しち

印刷  製本 ま じ み な手作 り。 じゃが多 くの人 たちん 支援 じ 無事

予定ん『 方 言集 ‐…続 編 M5』 ま じ 辿 り着 く事が 出来 ま した。

方言単語 5200語 … に ゃ前編 の ごた る ジャ ンルは外 しち 方言

アイ ウエオ順 に並 べ ち解 りやす う しま した。 12年 間の集大成 ち言

うか  『 表紙 ん 色 が違 うき並 べ ち』 そげな嬉 しい手紙 ももらい ま

した。 見 出 しん順 番 に 二桁 を辿 ると す ぐ解 ります か ら便利が いい

かん じれ ません 。

方言 は野津原 に生 まれ育 った物 と言 うよ り 野津原ん じが使 いよ

った生 活用語 と 言 うんが正 しいかん知 れ ません。 じゃき京 大阪

江戸 肥 後  それ か るほかん 国ん言葉 もあ るけん ど 交通 によ っち

持 ちこん だ つ いち来 た方言 もあ るの じゃろ う。京 で聞 く 大阪で

話 して いた 熊 本 でん通 用 した事 もあ ります。

素人集 団が 12年 間取 り組 ん だ  『 野津原方 言調査』 これか る

方言研究 や ら この種 ん勉 強 さ るる人 たちん 参考 にでん な りゃ

方言調査 した者ん 冥利 につ きます。 支援 して下 さ った皆様  会社

ご愛読 頂 いた方 々 に 深甚 な る敬意 を表 します。 この記録が将来 に

役立つ とす れ ば  この上 な い幸せ です。
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な な。一―・・… ……………で しょう

な な っぱ

なあ…………………………ですね

なあえ…………………Ⅲ…ですね

ないちゃらん…泣いてあげない

な い しょごと…人 に百 わな いで  な いな い…………幼児の あや し

ないな い あ りませ ん  な い そ で … … … … …身 分 不 相 応

ないち ょけ……泣 いて いな さい な う……………・…よ り合 わせ る

な う 藁 を寄 りあわせ  な うほんづつ ………な うほ どに

なえ はん さ く…………植 え た途端 に半分 出来 たよ うな もの。

なえ しろ。……・ 苗代  なえ たえ……………不 自由 にな る

なえたか……不 自由になったか なえ うしない……枯れて苗な く

苗がながれた……苗がな くなる なぉ った……………ょ くなった

なお らい…………うちあげ反省会  なお らん………………なお らない

なお らん なお らない なお こす…………………一層に

なお しち ゃ らん …直 して あげぬ  なおん こつ ………・……なお さ ら

なおつ けな・一―な っぱを漬 け ょ なか れん 。……………泣か れ ない

なが め ち ょれ … じっと見ち ょれ  なかす る 泣 かせ る

なか つ か や・・・・・・…泣:か せ ます か  な か め し… ‐・・・・・… …・―・・…お は ぎ

なかめ し―……‐…………ぼたもち なかぬり 壁 の 中塗

なか さん き…………泣 かせ な い なか だ ち……………………媒酌 人

ながせ 。一…… 梅 雨  な きね い り………泣 き泣 き眠 る

な きの なみだ …………悲憤 の涙

な き しょぼ くる……泣 き疲 れ に

な きそ こな う……泣 く機会失 う

なか まはず し………・…み そわ け

な か ―・‐ 麦 の手入 れ  な くそべ ……………・…泣 く側 に

なげまわす………乱暴に投げる

なげだす一……………あきらめる

なげたに………………投げたのに

なげよせん……投げる暇がない

ぞ
ハ

なきは らす …̈………涙枯れ るも

なきはてん……これ以上泣 くも

なきべそ・……………す ぐ泣 く人

なか しゅうか……泣かせよ うか

な くが いい………思 い切 り泣 く

なげ そ こな う。
一 ・…投 げ る失 敗

なげだす …………・……前 に出す

なげた に。一― ・……流 したの に
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な なげ―こた一ね……長 くはない

なげ―もんに…………要領 よ く

なご………………すみ こみの作男

なご―なる …̈……………横 になる

なご―なっち・………横にな って

なさけね―…………………無念で

なさんなか…・……好 き合 った仲

な しかえ…………………なでです

な しえ… …̈……………なでです

なんでん……………………何で も

な しか……………………なでです

なず る………………………なでる

なすび…………………………なす

なす る…………………す りつ ける

な ぜ る … … …な で る

などん ごたる……・………謎みたい

なた くび………………曲が った首

なぢる……………………い しめる

なっちゃんな―…な ってあげよ

なっち ょる……実がついている

なってんいい……なって もよい

な っち ょけ……………なりなさい

なったん と……実がついたょ う

なったで………………な りま した

なったで―・……な っちようです

なでてんいい―・撫でて もいいよ

などばな し―………………口説 く

ななまが り…………。つづ らおれ

なに・……… …………・どぅした

なに しょんの……なに している

なにす るんな……なに しますか

なげ きな―。………悲 じむが いい

なげ―た………,一…………流 した

な ご―な る………………長 くなる

な ご―な っち……・…長 くな って

な こひき しゃ く・……無理 に離す

な ごでん …………………作男で も

な し・…………………………なで

な しでん ―………………それで も

な じゅ―…………………… .上 手を

なん もな…………………何で もな

な しいいの ……なで いいのです

なぜ まわす ………構 わず なで る

なす びん は な………‐無駄が ない

なす びん ……… …………なす びの

なぜ そ こな う……なで るの失敗

な ぞ ば な・ 珍 しい花

なた一あ ち―………・…夏 は暑 い

なだ めち ゃん …なだめて あげ る

なつ ち ょる……………実 って いる

な っち ょらん …実がつて いない

なつ ち ゃらん …な って あげ ない

な ったん と………Ⅲ…な りま した

な ったん と・一……な った ら しい

な ったで…… …実がつ いたか ら

なで まわす ……………愛撫す る

なでかえ…………ど う してですか

な どばな し―・………民話を話す

なに ゅ―………………………何を

なにわぶ しか た り………浪 曲師

なにえ ………………・なん ですか

なんでん いいで…何で もよいよ
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な なにか しらん 。……何 かわか らぬ

なの じゃわ ―………それ だか ら

なばみつ け…………茸 見つ け る

なびかん で ………気持 ち移 さん

なびせ きよ る一なびかせて い る

なまかた

なまかた…………………ほどほど

な ま しい 死後 間 な い

なまにえた―……………半煮えに

なまなま しい……みずみず しい

なみ どながす…………・涙を流す

なめ らるる‐…………馬鹿にされ

なめ くりまわす…ひど くなめる

なめたえ―………なめたのですか

なめやが った………なめ られて

な や・ 小 さな農事小屋

なや ば しご…………・小屋 の梯子

な らさ るる…… ……‐慣 れ っこに

な ら し…… …… …… 慣 らされ

な らかす … … …慣 ら して しま う

な りたが る…………・…希望す る

な り

な りそ こな う………希望 に失敗

な り くび‐… ……つ いて いた部分

なあが り………………実 って終 り

な りよ った …・………実 って いた

な りさが る……‐一一身分が下降

な りふ りか まわぬ…身 の程 無知

な りふ りか まわず 一気 に しない

な るや 一… …………¨…望 み叶 う

なわ こす り……・……縄 の仕上 げ

なのえ …………………そ うですか

なば と り…………・・・・……茸が り

なばむ しり………。して たけ収穫

なび いち ょる…… こち らに動 く

なふたりん ・樟脳

一 大体  なまかた… ……… …・あ らま し

な ま しい…

な ま ごろ し

新 しい

半 殺 し

………… …み の り

な まな ま しい。一一―一真新 しい

な まだが た り………………・悲話

なむ まいだ ―・―・……… ……お経

なめ そ こな う……なめ るの失敗

なめ られ ち ょる…なめ られて る

なめち ょけ…………なめ なさい

なや ―・ 農具小屋

なや ん す み … … … … …小 屋 の 隅

な よ な よ しよ … … … …弱 々 しい

な ら し ‐平 らに

な らかす………………実をつける

な りめ一 一 ……………なるまい

な り・ ・…格好

たが らん 。一一―な るの嫌 う

くび…… … ……… 取 り回

な―え ………に りな さいよ

よる…‐… …・…実 って い る

さが る……… 実 って きが る

ば な……… ……・一杯実 る旬

ふ りか まわず …………無精者

や… …… ・実 って い ますか

おび…………縄 で帯 のかわ り

す り………………縄 の仕上 げ

な り

なり

な り

な り

な り

な り

な り

なる

なわ

なわ
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な なわ うち… …縄 を練 り合わせ る

なわつ り……縄 を釣 り仕上 げ る

なん とん じれん …… …つ ま らぬ

なん とん しれん ……仕方 もない

なん しか え………何 の用事 です

なんか しらん … ………ど うい うか

なんさま とにか く

なん さ ま "………… ……何 分 に も

なに もね ―……… …関わ りない

なん ぼか ………………… い くらか

なんの ―ち…………な い と言 うが

なん な‐…… …̈…… ……悪 いかえ

なん じゃけん ………… …ですか ら

なん じゃろ―・……あれ で しょう

なんべ ん してん … …何 回 して も

なん く―だ ……………投 げ こん だ

なん と…‐ こん な と

なん の ………… ……・………いいえ

なんや かん や ……… ……いろいろ

なわ ひ も…………縄 で作 った紐

なわむす び…縄で結 び合わ せ る

なん こむ 投げこむ

なん ぼ なんでん… い くら何 で も

なん かか る・………寄 り添 い甘え

なん でんかんでん ……なにで も

なん さま………………何 と言 うか

なん もね ―……………何 もない

なん ぼ 。……………………い くら

なん ぼか・……………………少 しは

なん な・一………………なん です

なん なえ 一̈………・な りなさい

なん じゃろ―……そ うで しょう

なんべんでん …………何 回で も

なん くせ・……………へん な理屈

なん ち ゃ………………何 で もす ぐ

なん にでん・一…………何 にで も

なん も しらん ………全 く知 らぬ

な一ちや …………………どげ―な

に  に あ いみ ゅ う と …似 合 い の夫 婦

に い った・… … …・… … … 眠 った

に い りば な … … … …………寝 始 め

に え く― だ …… …・・の め り こん だ

に え ん …… …… … … ……煮 え な い

に え ん で ………… … …煮 え な い ょ

に え た で … …… … ……煮 え ま した

におび・ 荷物担 ぎの帯

にお ―ち ょる… …似合 って い る

にがむ し… …………… ……仏頂面

にがおれ た… …… ………一安心

にえ そ こな う…………煮 るの失敗

にえ ち ょる。…………煮えて い る

におかやす ……………片方 が重 い

にが うり 苦愚痴言 い

にが おれ た………区切 りがつ く

にが か リー………………軽 い荷物
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に  にが ぐち… ………………嫌 な言葉

に ぎ りこむ ……握 って離 さない

にぎれ‐ ―握 りなさい

に ぎ り しこ…… …………握 れ る程

に ぎ りもうさん … ……握 れぬ程

に ぎに ぎ…………幼 児の握 り手

に くぶ ろ………………………性交

にげ よせん … ……逃 げ そ こな う

にげそ こな う…… …逃 げの失敗

にげ じょうず …逃 げ るのが 旨い

に こん じ……………Ⅲ…煮込んで

に ごっち ょる………濁 って いる

にざ ま し………煮 て さま した物

に しむ くさむ らい…… 30日 月

の意 味 で 246811月 。

に じが たつ … …… …虹が かか る

にず な…………………荷積 み の綱

にせ もん ……………… …にせ物

にた もんふ ―ふ …… …合似夫婦

にた った …………煮 た ぎ り始 め

にち ょらん ……………似 て いない

にち ゃん な… ……煮 て あ げて よ

にち ょる もん ……似 て い るか ら

に ど と くん な………二回 と来 るな

にな ら し………荷積 み に慣 らす

にび―の 一一 …………察 しが悪 い

にび……………………………のろま

にび―やつ ………落 ち着 いて る

に もん ……… ……… …………煮 た物

にやす け……………うす きみ悪 い

に ゅ― と―……………温泉 に行 く

にぎりこむ………………よ くばり

にぎりきんたま………よ くば り

にぎらんか…………握 りなさい

にぎわ しい………………賑やか

にぎりぶげん………欲張 り富豪

にぎりそこなう……握 るに失敗

に くしい…………………憎 らしい

にげんか………………逃げなさい

にげち ょけ・……逃げていなさい

にげん じゅう……逃げるが勝ち

にごらん…………………濁 らない

にざと―………………̈ …三温糖

に じくりべ った り…そこら汚 し

て しま う程に塗 る。

に しむき………………墓石を西に

に じくる………物 にぬ りさがす

こす りつける。

にそこな う………煮 るのに失敗

にた らん……・……煮 るのに不足

にたつ る……………煮えたぎらせ

にち ょるで…………似ていますよ

にちゃつてんいい一煮てあげる

にっけ―………………樹木の名前

じな しごろ………や くたたず者

にのあんベー………荷の割 り振 り

にび―……………………感が悪い

にび―やつ……・……ゆっくり者

にぶ くれ……‐……煮えて大 きく

にやすけ……………キャシャ者

に ゅ―と―……・………楽な仕事

… ア ル ミ
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:こ  に らみかやす ………晩みつ け る ヽ

に りす げた……………煮 り過 ぎた

に りて ―…… ………………似 た い

に るで………… …… …煮 ます よ .

にれん じゃつ た …煮 れ なか った

にれんか しれん …煮 れ ないか も

にわ る………… ………煮 て割 る

荒 麦 の煮割 りな ど。

にわん と………・…庭 の入 り回戸

にわ り もん …… ……… …半端物

にわん さ き…… ………………庭先

にん じき もん …………頭 の よい人

に― らん …………………眠 らな い

に―やん…………………………兄

に ら、まるる…………・暁 まれて る

に りて― ………………… …煮 たい

に りそ こな う………煮 るに失敗

に るけん な……………煮 ます か ら

にれ'4 煮 え ま した

にオー じょる………貌んで い る

にわ り……………………煮 て割 る

にわ っと………………煮 て割 るの

にわ …………………………庭、土間

にわ り もん ……………………傷物

にわん はな……………………庭端

にん しき もん………理解 が早 い

に― る……………………………眠 る

に―ち ゃん 。一一…………兄 さん

ぬ ぬ いか け…… …… ……裁縫途 中

ぬいそ こな う… ……裁縫 の失敗

ぬ いだ ……・…………脱 ぎま した

ぬい ぐち………… …縫 い始 め場所

ぬ い じょけ―・………脱 ぎな さい

ぬ いあげ……… ……少 しあげ る

ぬ うけん …… … ………縫 うか ら

ぬえや………… ……ぬ いなさい

ぬお ―な ……………ぬ い ま しょう

ぬかだん ご…… ……粉糠 だん ご

ぬ き……………柱 と柱 をつ な ぐ

ぬ ぎほた る……‐……脱 いで捨 て

ぬ くか りゃ…… ……暖 か いな ら

ぬ くみち……… …… ……暖 めて

ぬ くるで ……………抜 け ます よ

ぬ けた……… …… …… ……取 れ た

∫

餞

ぬ うち ゃ らん …縫 って あげ ない

ぬえ… ………………縫 いな さい

ぬお ―か ―……縫 いま しょうか

ぬかぞ うきん ………糠 の入 った

ぬき・ トンネル

ぬき―…………………………暖かな

ぬぎよせん………脱 ぐ暇がない

ぬ くもる。…………… ……暖まる

ぬ くもった…………暖か くなる

ぬけち ょる…………抜 けている

ぬけた…………………抜け外れた

′

ヽ
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ぬ ぬ けそ こな う……抜 け るに失 敗

ぬけす け… …… …・……物 足 りぬ

ぬ し・… … …………………主 な人

ぬ け もん …… … … …… …抜 け た者

ぬ こ ― … ・抜 き ます

ぬ し・… … … … … … … … …お 前 は

泥 棒ぬ し………・

ぬ しゃ… …… ……。………。お前 は

ぬ じくった ………… 塗 りつ けた

ぬすみ ぐい…………内緒で食 う

ぬす め …… ………………泥棒せ よ

ぬた くる・一一………塗 りま くる

内の旦那  ぬ しと……

…泥棒  ぬ まだ

ぬ しがわ りゃ……お前が なん と

ぬ しがん・一……………お前 のか

ぬすみ ぐい。一一……他人 の妊娠

ぬすみ よ った・一……盗んで いた

ぬ っとで ち きた…急 に出て くる

………湿 田
ぬ ひ と・

ぬ らり くらり……取 り留め ない

ぬ りおわ る…… …塗 つて しま う

ぬ りす げた… …… … ‐多 く塗 る

ぬ りべ た‐一… ………下手 な塗 方

ぬ り くりまわす 。一 粗̈雑 な塗方

ぬ リー … …………………・おそ い

ぬ りあ くへ る…………・塗終 わ る

ぬれや 。一 一 …… ……塗 りなさい

ぬ るまゆ ……………温度 の低 い湯

ぬ― じょる…………・飲んで い る

ぬ 一ちみ よ……縫 うて 見な さい

ぬんめ ら・… ……… ……の っぺ ら

ぬ らり くらり……掴 み所が な い

ぬ りそ こな う………・塗 るに失敗

ぬ りた らん……・……塗 に不 足が

ぬ り くりまわす 。……乱暴 な塗方

ぬ り くりべ った り…あ らま し塗

ぬ り__一 … ………ぬ るま湯

ぬれお な ご………。一瑞 々 しい女

ぬれ しょぼ くる……濡れて哀 れ

ぬ る― しち よけ……温度 を低 く

ぬ― じ 飲んで

ぬ―ちゃらん…縫 ってあげない

ぬ一ままじゃ………縫 う通 りに

ね ね―わな一一…………ないですよ

ねおあげた………………まい った

ねおあげた……………‐疲労 した

ねおあげた一一一―・値上げ した

ねおさげた。一一………値下げを

ねおさげた一―……価値がさが る

ねがいい……………大元ひとよ し

ね こ…………………………~輪車

ねが いい………………値段が よい

ね き…… ………… ……… そば

ね こん あ し。一一一一……足高膳

へ _,、

ン｀

～ノヽ ′

一
　
【

，

「

“

～

76 55



ね ね こん じょる……寝 つ いて い る

ね こかぶ り…………ず る賢 い性格

ね じまわ し… …。一・・ドライバ ー

ねせ る………………… …寝 せつ け

ねせ ち ょけ………… …寝 せて お け

ねせたなかめ ―… …寝 て る間 に

ね た き―…… ……… …眠 ったか ら

ね た ごた る… …… ……寝 た よ う

ねづ る…………………… …曲 げ る

ねづかん …… …… …あ りつ かん

ねづ け………… …… …植 えつ け

ねつかれん … ……… ……眠れ な い

ね っと り… … …… …ね ば りっこ

ねて―な…… ……………眠 た いな

ね と られた……一人 に取 られ る

ね とぎ……… ……………夜 の寝 友

ね に もっち ょる……根性 が悪 い

ねぶ られた… …… … なめ られ た

ねぶ る…………… …… ……なめ る

ねベ ー・…………… …陰湿 な性格

ねむたが る… …… …眠 りこけ る

ねめ―………・… … … ……寝 間 に

ねむれん ………… …… …眠れ ない

ね も しらん … ………値段 も無 知

ねむりこ・ ネムの木

ね らん じまつ …… …寝 ず に待 つ

ねわ き じゃに ……寝 たばか りに

ね りそ こな う………練 りを失 敗

ね ろ― じょる。… ……狙 って い る

ね ―で ………… …‐…な いです よ

ね ―かん じれ ん … …無 いか もね

ね こかぶ り・……。……見か け倒 し

こね ござ うち………………昼寝

ね じは ちまき………頭 に鉢巻 き

ねせ る…………………・横 に して

ねせ ため―……………寝せ た間 に

ねす る。…………………寝 らせ る

ね た …………………………眠 った

ね ち ―た…………………寝つ いた

ね っちす りが う…右 ちを左 と言

う変 わ り者、偏屈者。

ねづかん …………枯 れて しま う

ね っと り…………ねばねば性格

ねづ ん ばん …………夜明か しに

ね とぼ くる………・… 目が さめぬ

ね と られ た……………妻 に不倫が

ね な しごろ‐一一………悪友 たち

ね に もな らん ……商売 にな らん

ね ば な……… ………・…眠 り しな

ねベ ー…………………ねば りこい

ね ま…。一…………・…………寝室

ねむ たか りゃ―……眠 たいな ら

ね め 一ヘ ー る………寝間 に入 る

ね む られん …………・眠 られ ない

ね らむ…………………………硯む

ね らみつ くる………ひど く貌む

ね ら くれ ち ょる……寝迷 いす る

ね りそ こな う……寝 る機会失 う

ね りあげ……………練 りの仕上 げ

ね ろ― じょる・………現んで いる

ね ― どよい……………無 いか ら

ねん じゅ―…………………いつ も
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ね ねん きが いつ ち ょる……経験者

ねえやん …………………・…姉 さん

ねんぶ ち……………………竹 の根

ね―な らけ― ち …̈………無 くす

の のいち ょけ…・………のきなさい

の うじ…・………………・な くて

のうなった…………無 くなった

の うなった・一―・…亡 くなった

のか しい…・…………のけなさい

のこばね―……………・軒の端 に

のいちゃらん―のいてあげない

の うな らけ一ち・………な くして

のき―…… …… … のけなさい

の この め …鋸 の歯

残 りの物のこりもん

の こっち ょけ・一 一 残 りなさい

の こ しそ こな う………残 す に失敗

の く。………………………はずす

の く しも………………・の く人 も

の けち ょけ '…………の けなさい

のけもの つまはず し

の さ る……… … … ……巡 り合 わ せ

の さん な 休ん だ ら

の さば る ……… … …… … …威 張 る

の さ り ゅ― ごた る・…追 い越 され

の さん か … …… … ………追 い越 せ

の しろの の こ…………遅 れ 寒 言 葉

の しろ た 。一 ―・一 … …・…苗 代 田

の しか か られ た …無 理 じいす る

の じ― ちみ よ …… …・覗 いて 見 よ

ねん じゃ……………念入 りにす る

ねん ね こ 子 守 格 好 着

ねんか らねん じゅう……いつ も

ね―かえ‐・・‐・・・・・…・・・・・・ないかえ

の きん はた… ………………軒先 の

の うでん な くて も

のかせん・…………の けさせ ない

の こぎん ―…………………野 良着

の こが ま―………………鋸 形 の鎌

の こぎ………………田ん ばで こ ぐ

の こされ た…………・帰 らせ ない

の く………………………外 に行 く

の く‐ その場 を動 く

の け そ こな う―の け るの に失敗

の け もん ………………・疎外 す る

の けたが る…………の けて しま う

の さん こっち ゃ―の さなければ

の さば る…………………馬力 だす

の さ っち ょる………………・運命

の され た…………違 い越 された

の しろふ み ……………苗代 準備

の しか か る。一 ………上か ら押す

の しかか る…無理 に覆 いか か る

の じ― たか 一 …………覗 いたか

のす かん しれん …追 い抜 くか も

θ
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の のするど………………乗せますよ のす………………………‐追い越す

のず―・……・・ ¨喉 を  の じるふ む

の せ ら

の せ て

の せ ん

の そ ―

の ぞ い

苗 代 作 る

・一つ い調子 に

,乗 せ て もよい

。一乗せ なさい

・追 い抜 きせ よ

‐…の けて おけ

・……飲み ますか ら

…………飲 むけど

……飲みた くない

………飲 めれ ます

……飲み ま しょう

う思 う、 いいか。

…野良か ら担 いで

……乗 るの に失敗

のせ………………… …・追 い抜 け

のせ なあ…………………乗 せてね

のせ そ こな う……乗せ るに失敗

のせ ち ょけ………・乗 せて あげ よ

のぞいち ょけ…… …覗 いてみ よ

のぞいちみ よ…覗 いてみ なさい

のちかか…………………あ とよ り

のちんか き…… …̈……後ん間 に

の っかか る……… …覆 いかか る

の どか群 ―・…… … ……喉か ら

の―なるど……… …無 くな るよ

の―な った……………亡 くな った

のね ら……………………のねず み

のばな し……………… ……手放 し

のば しそ こな う… …伸 ばす失敗

のば しち ょけ………延 ばす に失敗

のぶ ち―…………・…¨……大胆

のぼ られん ………… …登 られ ない

のぼ っち ゃる……登 って あげ る

のぼせあ ぐる…… … …のぼせ る

のぼす る……………… …のぼせ て

のみ とりん こ…… … ノ ミ取 り粉

のむわな…………のみ ます か ら

のめ……………………飲 み な さい

のめれん …………飲 め られ ない

のめん き…………飲 めな いか ら

のや ………………で しょう、 ほ ら、

のよ こい………… ……野 で休憩

の らぎん …………………野 良着物

のた り……

のちかか…

のちんぶん

ゆっくり

…後妻

後 の分

の っか か る………・…乗 りかか る

の どか かわ くわ い……喉が乾 く

の ― な った……………無 くな った

の に い く。……………それ なのに

のの こ‐………………厚手 の半纏

のば な し……………・…自由奔放

のば しち ょけ……伸 ば しなさい

のばす んか ………延ばすのかえ

のべ し。一…………苗取 り束 ね藁

のぼ りそ こな う……・登 りの失敗

のぼせ あが る一のぼせて しま う

のぼせ ち ょる………のぼせ気抜 け

α)ぼ ぼ 野 原 の 情 事

る る・… …

ん い い で

か ……・…

ち ょけ一

の む

のむ

のめ

の め

の も

じゃ

の ら

の り

き―……

けん ど…

らん 一̈・

る る……・

―や ……

ろ ぅ、そ

か たげ…

そ こな う
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の  の りなあ…… …乗 って ください

の りすて ……………相 手 と別 れ る

の り うま・…………… ‐好 きな男

のれ ……………・… …乗 りなさい

の ろ ま………………気が効 かな い

の ろけん ばな し……… 自惚 れ話

のん きぼ ―ず …………屈託 な い

のん じ……… ………………飲 んで

の一な らかす …………な くして

の 一た りん …………知 能が低 い

の ―な った……… … … ……失 う

のんぼ りばな 上向き鼻

の一 な らけ―ち………な くして

の 一か こよみ ………・…農業 用暦

の 一 こ― しぞ く……江戸期差 別

の ―さ くさみ ―… ……豊作貧乏

の りかえ …… Ⅲ……・相手 を変え る

の りまわす … … … ・自由に使 う

の ろ しば ………一………の ろ し台

の ろ ま… …………………のん び り

の ろ けん ば な し,一一……色話 し

のん きば ―ず ……………気 さ く人

のん た くれ … ……・…洒飲 み醜態

のん ぼ り。…………………上 の方 に

の 一 な らかす …… … …… 失 う

の ― な った ………………な くして

の ― じい・一 一……… な くな って

のん だ ………………………延 びた

の 一え …… … … …… で しょう

の一す ら…・……………嘘ばな し

の一そんきょうげん……・村芝居

頭の 一 た ん ……… … …
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『 方言難 解 50語 』 …

★  あ じろ しい…… ……… …立 派 な

いてつ くば る…… …返事 に困 る

うむす…高湿度 、 む じむ しす る

お どろ くせ …… …・くさい、体 臭

お こる………… ………牛馬 の発情

か らくじい 手 を か せ

くび る…・… … … … … …… 東 ね る

こん げん …… …… …… この 上 無 い

す ん だ れ た ………感 じの 悪 い格 好

だ ま し・……・・…………咄 嵯 に、 急 に

な ん か か る一 … …・側 に寄 り添 う

は わ く‐… … ……掃 除 す る、 揺 く

へ もど る…… …・元 の 場 所 に戻 る

ほ け ‐… …・… …・… … … ……湯 気 が

や らと… … … ち っ と も、 少 し も

☆ 食品

あま じる。………………ぜんざい

きらす…………………… おか ら

つ きあげ… …… …………天ぷ ら

とっぱい…・………………と一ふ

なかめ しぐるりあん……おはぎ

‐…一 般 単語方言

あ たで …………………………急 に

うじけた・ こわれ た

う しみ …・……嫁 さが し、嫁 ご見

おん ごおん ご…精一杯燃 え る炎

お きの … ……・…起 きたばか り

か さ ぎ……・茸原木 にか け る枝 木

ご― らいた…………………汚 い大

しれ っと……………冷ややか な

それ ぎん ………………。それで も

なかす かや ―・……泣 かせ ますか

ね っちす りが う……右 ちや左 と

ひ こず り………は まの低 い下駄

ほえ た ……………………勃起 した

まどえ ……・……弁償せ よ、払 え

ゎ ゃ …………………駄 日、失敗 だ

健康

す いば り・…………異物が ささ る

た ごけ 一た……・………捻挫す る

にい った … ……… ……・眠 った

ゆ さん ご―・…………・ぶ らん こ

よろ け 病 身

★ 生活

おと し,…………………ぽけっと

お―こ………竹製物を差運ぶ棒

ちきり ・はか り

の こぎん …… …… ………野良着

…… ………電球

花

こち ょ

しびと

てま り

とび し

ねむ り

‐さるすべ り

―・ど くたみ

・…あ じさい

・ほ一せん か

………‐ねむ

ぐ

や

ち

さ

く

よ の き

ほ や
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特 に難解 な もん 50語 を集 め ま した。 でん知 っち ょるのん 聞 いた

ことん ある 方言 もあ った じゃろ う。一 つ一 つ に温か な心 が こも

ってん お るごた る。 のん嬉 しい もん です。

★  ね っちすれが う…練 るな ぁ物 と物 を練 りあわす る。す れが う

た―列車が上 り下 りにすれ違 う そん二 つ が結 びち―た方言

じ 練 る事 じ意 見が 出 るけん ど 食 い違 うきま とま らん。 そ

れ も反対ん反対 もあ るかん じれん 。 あん じに ゃ何 でん反 対 ち

言 う 豊後ん赤猫根性 も潜在 す るん か。 や りあ う意 見の続 出

は あ る意 味 じゃいいんかん知 れん。

★  なかめ しぐる りあん …そん ままん 呼 び方 じゃが  餡がつ くと

ばた もち 《春》 お は ぎ 《秋 》 ち感触 す る しもあ る。 季節

と組合せ ち情緒 もあ る 方言 の中 に ゃこげ な ほのぼの しち ょ

る 言葉 ん使 い回 しが心憎 い。寒 い時ん朝 歯 に染 む ごた るぬ

コソ ッ ト食 う。 これが また何 んか にん うめ ― き。

☆  お こる ほえ た・…怒 る 叱 るの ごた る興奮 す る場面 じ 特 に

牛ん場 合 は叫 び食欲 もの 一な る。 そん時 に ゃ種 付 け所 じ種付

けす ると あ りゃす ― と治 ま る。馬 は春先 に「回 り駒 』が来

るけん ど 牛 はそげな格 好 じ種付 けす る。 ※…現在 は人工受

精 の方 法が取 られ ち ょる。

ほえた一大 が泣 くこつ ‐―『 ほゆ る』 とん言 うが  こん場合ん

ほえたな一人間 の それ も男ん勃起 ん事 。想 像 しちみてん そ

ん勇姿 は 猛 り狂 うごつ ぴ った りん方言。 そん まま挿 入す り

ゃ相手 も 身悶え しちず り上が るん じゃね え。

★  て ま りこ…朝露 ぃ濡 れ ちち ょい とあた ると ゆ らゆ らち揺れ

ち 手 ま りん ごた る風情 が  こげん 呼 び名 にな ったん かん。

梅雨時ん い じら しい花 に ゃ ほん の り色気 もち一た ええ ら

しい娘 ん姿が浮 き彫 りさ るる。

82

/ヽ
ヽ ヽ



は  |ゴ ′ち・・・・ ‐見 え た よ

はいあ く・…………灰汁 、 あ く汁

はいよせ・………火事 のあ と整理

はい うち………………… …蠅 叩 き

はえ ―は な しが ……………革 短 に

はいたが る・…………情事 の欲望

はえだち ……………生 えて間 な く

はえたで …… …………生 え ま した

はえ そ こね た一………生 えて な い

はお と ぐ…………… …‐手 ぐす ね

はお と ぐ・一……………隙 を狙 う

はが いい…………………くや しい

ばか しょう じき……Ⅲ…正 直す ぎ

はが きるる………………賢明人 格

はえ ―が と りえ… ……・素早 い人

ば あ さん …… ………老婆 、祖母

はいや …… き ゅう肥積み立 て場

は いよ る 這 い寄 って

は うごつ な る・… ……這 うよ うに

は いたが る………………這 う欲望

はえ たか…………・生 え ま したか

はえ・一一……………………生 え る

はえ そ こな う……生え るに失敗

はお く じる… ………・歯を楊枝で

はお と ぐ………………‐待 ち構 え

はか ま・………………稲麦 の鞘葉

ばか しょう じき………Ⅲ…律儀者

はが き るる …̈………切 れ味 よい

はが うず く… …………………歯痛

ばか ど う‐……… ……期待 はずれ

はか どる‐

は き もん …………… …………履 物

は きそ こな う。…………履 き違 う

は くけん 。一一 … ……履 きます

はげ ら し
…

………………悔 しい

ば こ―い ぅた もん ……馬鹿 事 を

ば こみ るど―…………大変 な 目に

どさ っと

す っきり

は じか い ―……・…………いた痒 い

は じきわ な… ……弾 く仕掛 け 罠

は じきとばす ―・…弾 いて飛 ばす

割 れて分 割

……咄 嵯 に

はずみ くるま…―……旨 く組 む車

は じん……………………恥 じない

能率 よ い  ばか ら しい 損をする

は きち ご―た……・・・一
I履

き誤 る

ば く―‐……̀・・‐―・・・・・・・・̈ 一・馬鹿 を

ば けち ょる… … ……化 けて い る

はげ ち ょる…… 。………はげて いる

ば こい うな… ……馬鹿事 言 うな

ば され ―………沢 山 な、多 くて

ば さ っと………………多 くの物 を

ば さば さ‐一一一―・………乱雑 に

は じけ ‐割れて

は しごだ ん …… … …・梯 子 の 階段

は じきて っぽ う…弾 き利 用 鉄 砲

は じめ ち は じめて

はず み …………………丁度 の時 に

は じめん うち ゃ― ……始 めの間

は じめ そ こな う・……始 めの失敗

ばさ―…

ばさっと

は じけた

はずみ…
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は はぜ くる………………はぜ まわ る

はぜ んみ・一… …………はぜ の実

はた くる。………… ……はたけ る

はだ しんば ら……・………はだ し

はだ くる…… ……………疎外す る

はたか り ぐせ 。………はたか る癖

はだ けち ゃる………。一疎外 す る

は たけ しこ・… ………広 くはたけ

はちわ るる…………………割 れて

ば ち くりかえ る …̈・…割 れ分裂

ばち ゅ一かぶ る・…………天罰 に

ば ち―あわす 一̈‐一痛 めつ け る

ばち ―あ う…………・ひどい 目に

は っぽ ―び じん ……四方 向美人

はつ ち ぎ り・…………初 めて もぐ

は っち―一……………・・……物 資い

は っぱ ………………ダイナマイ ト

はつ お ろ し………‐一…………新車

ば ち … … ………天 罰

はつん よ・一 …………………初夜

ば っち ょろ。…………竹皮 の雨笠

はで このみん じ …ヽ…派手好み人

はな しが い。一………………放牧

はなたれ ……………………不格好

はな くえ……………………不格好

はな ぐり 牛 の飼育具

……前、端

……花 の穴

は な

はなんす

はなをかむ ………………鼻 を とる

はね こま…… ………………元気娘

はの 一つ も一 じ……‐鼻をつ まむ

はぜ ち ょる一―一……はぜ て いる

はぜ くせ はぜ る癖

はたけた……………はたけま した

はだかんば ら‐……………はだか

はた び― 生理 中

はだ けたが る。一一―疎 外 したい

はた くりまわす 一 ――・はた け る

はたけを お こす ……・…整地 す る

ば ち ろ く・…… ……割 れて しま う

はち くりお ―ち‐… …つ っかか り

はち りん ……七輪 の上 の隙間輪

ばち くりまわす ………叩 きまわす

は っち ょぎね・……上 手 な杵捌 き

は っけ くしゅう…。あの手 この手

ば っとせ ん …………・鮮 度 が ない

ば っ くん ―・… … … …… … …蛙

はつ お ろ し・… …… … …初 めて着

ぱ っちん ………・…子 供 の遊 び具

はつや ま…………初 めて の山仕事

はつ あ る き………… ……初里帰 り

はつ どま り… ………・嫁後 の初泊

はで しゃ…………… … ……伊達者

は な しじょうず …………話芸達者

は なん うち・………・始 めの うちは

はな もち………………花 形 の小餅

は な ………… …・…祝儀

は な ん と …… …… …・… …・端 っ こ

ば な な …… … … … … …・男性 性 器

は ね の ば し……… … …気 保 養 す る

は ね づ くろ い 。一 一 … …待 機 す る

は の 一 … … ……… …・… …… …鼻 を
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は はの 一かむ ………………鼻 を掃 除

ば ば ご しき……………老婆 の集 会

ば りき………………ゃ る気 、底 力

はぶ た………………………回 ごたえ

はぶ とかやす …ヽ…聞 き分 け な い

は まる……‐… …・……入 りこむ

は まる・…… ………入 って しま う

は ま らす る… ……仲 間 に入 れ る

は ま らす る………組み込 ませ る

はまった 旨 く入 った

はみ おけ……………・牛馬 の餌 桶

はめ く―だ……… 旨 くは ま った

はめち もらう‐一―入れて も らう

はめ に ゃ……………いれ なけれ ば

はめたが る………Ⅲ…入れ たが る

はめたな。 入 れ た な

はや ぐそ…………・・……排便 口出嵯

はやめ し…………・…急 いで食事

はや らん …………………流行遅 れ

はや ぎぎ…………………‐物知 り

はよせんか ………早 く しな さい

はよ ―だせ ……………早 く出 して

は らへ った……………・…空腹 に

は らたてぶ くろ・―‐一―・短気 者

ば らば ら・……・・…………思 い思 い

は らひ とつ …………………腹一 杯

は らがせ く……… …………腹 痛

は らわん 。一……… …支払 いせ ぬ

ば ら…………………蚕飼 育 の農 具

は らおび・…………牛馬 の農 具帯

ば らせ……………… ……解体 す る

は あ じ よ う…… …… … … ……母 親

ば ば ち え … … … …・…老 人 の 博学

ば ば い ― … … … ……… …まぶ しい

は ぶ とか や す … … …生 意 気 言 う

は い た た き … ……………・…蠅 叩 き

は ま る …… …… … … … …落 ち込 む

は ま らめ … … … …歯 、性 器 、 日

と順 番 に衰 え る ら しい。

は ま りそ こな う。…… は め る失 敗

は ま らせ た ……… … ……入 らせ た

は み ゅ― …… …… … … …・… …餌 を

は め そ こな う……・は ま り損 な う

は め ち も ら う… ……… …性 交 して

は め た …… … …・加 え た 、 入 れ た

は め た が る… … … … … した が る

は や み み … …… … … ……耳 さ と い

は や め し…… … …… … ■―・俄 か 飯

は や らん … … … … … 人 気 が な い

はや いが と りえ … … …即 刻 主 義

は や りめ・… …・―… ……流 行 眼 病

は よ ― …… … …… … … …… …早 く

は らみ …… … …… … … … … …妊 娠

は ら ぐ リー ……… … …根 性 が 悪 い

ば らば ら…… … … … … …… …分 散

は らさ ぐ り…… ……相 手 の心 確 認

は らあ わ せ …… …・… …共 同 作 戦

は ら うび … … … … 牛 馬 の腹 の帯

は らわ ん ……… … …払 いの け な い

は らが しぼ る一痛 み と差 し込 み

ば らせ・… … ・…台 を 外 して 長 く

人 に聞 か せ る
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は は りこむ ……………………頑張 る

は りあげ………………・………散髪

は りそ こな う……貼 るの に失敗

は りあ う…………・……取 り合 う

は るた ……… ……………‐…一毛 田

ば る る。………………内緒が解 って

ば る る……… …・……牛馬 が暴 れ

ば る まる、放尿

はれ ち ょる………・…腫 れて いる

はれん な…………………腫 れ ない

はれん な…………………晴 な いな

ばれ ち ょる………………つつ ぬ け

は ろ―ち……………・……払 って

は ろ ぅち ゃ らん ………・払 わ な い

はわす る…… ……はいはいす る

はわんか …… ………はぃなさい

はん ど………………水瓶 、焼 き物

はん しょう

はんよろけ

火 の見鐘

半 病 人

はん ぺ ら……………半分、片側

はん さ く………………半分 で きた

は りせん ぼん ………………約 束事

は りそ こな う……張 るの に失 敗

は りあ う……… …………対抗意 識

は りむ くる… ………威 張 り威 嚇

ば るる一……… …………判 明 して

ば る る 車が 落 ち る

は るたお こ し…一毛 田鋤 起 こ し

はれ もん 一…… ………・…腫 れ物

はれ ち ょる―…………晴 れて い る

はれん な・………………張 れん か え

ばれ ち ょる一 ………‐内緒 が解 る

ばれ た ……… … …・漏れて しま う

は ろ ぅち ょけ… …払 って お くれ

は ろ ぅた・ 払 った

はわん・……………………はわ な い

はわ く…… ………………掃 除 、掃 く

はん と り……… …………証 拠台 帳

ばん じょがね …………・大工金 尺

はん ぎ り………・…牛馬 の餌 切桶

半病 人 ……… ……………病 身 の人

はん さ く―・… …田植 えが終 わ る

ひ  ひあ い。 ………利 息

ひ や い …・
利 息

ひ い ち か い る …… …・引 いて 帰 る

ひ い ち ゃ る……・… 引 い て あ げ る

ひ い ろ …………蛾

ひえ と り………………田の草取 り

ひお こ し……………火起 こ し用具

ひ 灯

ひお こ しす ぐる・―火が起 り過 ぎ

r嗅

ひお とぼす ………・灯 りりつ け る

ひおつ くる… ………火をつ け る

ひおかせ …… …………火を貸 して

ひか り………… …出 し合 い楽 しみ
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ひ ひがかげる………西 に傾 き影が

ひがな………………………一 日中

ひきず りこむ……………引張込む

ひきあ ぐる………引 っ張 りあげ

ひきむすぷ…す ぐほどける結び

ひきのべ………………引き延ばす

ひっつ く…………………まとわ る

ひきた くる……………引き寄せ る

ひきむ じる……………引き取 る

ひ くにひけん………切羽つ まる

ひっくり・…… ………しゃつ くり

ひけん……………………とれない

ひけ……………………ひきなさい

ひけたか…………引 き抜けたか

ひけちょる……………引けている

ひこず る………………音たて引 く

ひこじり………………ひこず って

ひこじるめ―……ひき じらない

ひ くじり・…… …………ひこじり

ひさしか しち……庇貸 し物失 う

ひざうくずす ―̈…………あ ぐら

ひさかたぶ り……………久 しぶ り

ひ じ―………………きつい、辛 い

ひ しゃぐ………………つぶ して

ひずかろ……………辛 いで しょう

ひずか った……・……大変だ った

ひぜん………………………皮膚病

ひせせ り…………火を当た り回す

ひどっち…………………さが って

ひそあるき…………静かに歩 く

ひだちん 一̈¨ ―̈…その日の賃金

ひがん ば な………………万寿 抄華

ひ き じゃ く……………無理 に裂 く

ひきもどす 元 に戻す

ひきさがす……・・・・…Ⅲ…散 らかす

ひきおとす………Ⅲ引張 り落 とす

ひきのベー麺の平 らに延ば した

ものでダ ンゴ汁などに。

ひきた くる 引き取 る

ひ きむ じる。…………取 り除 ける

び くに・… ………… ………尼 さん

ひ ぐす り………………… …毎 日の

ひ けん ………引 くことが 出来 ぬ

ひけ………………………引 っ張れ

ひけ… ………… ………引 き抜 く

ひ けち ょる……… …引 いて いる

ひ こず る…………………引 きず る

ひこずり・………はまあ短い下駄

ひこじる一 一… ………引きず り

ひこじるか……ひこじりますか

ひざぼ うず…………………ひざ頭

ひさ しいの一………久 しぶ りな

ひ じ―めに…………辛いことに

ひ じいばち……………ひどい目に

ひ しゃぐ 押 し潰す

ひず か ろ う………… …苦労 だ ろ う

ひずか った………………苦労 した

ひぜ に と り…………………・日雇 い

ひせせ り…… …火 をか きまわす

ひどっち 後 下 が り

ひだ りききん し…………左 きき

ひだ リー………・……空腹、食欲
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ひ  ひだ りま き……… ま と もで ない ひだ た ごかす …襲 を筋違 いす る

ひちむつ か しい……大変難 しい ひちむつ か しい………変 わ り者

ひち‐
人 に ひちねベ ー……………根性 が 悪 い

ひちあわん …………‐大 きな損を  び って ―……………構わ な い者

ひ つた くる……………無理 に奪 う ひ っか くる……………引 きか け る

ひ っか くる……相手 を意 の まま ひ っか くる………計 画 には め る

ひ っか くる…………・̈ 探 りはめ る ひ っか けた……………調子 に乗 せ

び ったれ …… ……… ……‐無 精者  び っ しょり…………濡れ しょぼ

び っ しょり………… …恋仲 の二人  び っ しょぬれ ……・……ずぶ 濡 れ

ひ っか けそ こな う一引 っか け失敗  び って お な ご……………無 精女

ひ つか くる……・……引 きか け る ひ っか る うち………か る う動 作

ぴっしゃぐ 潰 して  ひ っば りそ こな う…引 くに失敗

ひ っか きまわす ‐…無 茶 か き回す  ひつ ― ぬ ぐ………一人を追 い越 す

び つち よ…………ウ ドン、 ソーメ ン、だん ご汁 などの麺。

ひどね―…………………苦労 ない ひどね ―……… ………疲れ な いか

ひどね ―……………無理 ではない ひどね ― ………………高値 で な い

ひどね ―…・……………病 気大 丈夫
゛

ひど― くむ …………………あ ぐら

ひ とまわ し………………一 回回す  ひ とか た ぅっ ………一休 み す る

ひどかろ う ご苦労 さま ひどか ろ う …̈…………疲 れ た ろ う

ひ とむか しゃ………………一音 は ひどる………………‐…後 に下 が る

ひ と りごつ ―………… …一人 ごと ひ となめ …̈……一 回 なめて み る

ひ と りぼ つち……… ひ と りき り ひ とむ しゅう………人 に甘 え る

ひ とむ じ……………甘 え たが る人  ひと ぎ… ………新築 の もち ま き

ひなが いちん ち…… ……一 日中  ひなたん …………………ひな たの

ひにん ……………‐…物貰 い、差別用語で江戸期 に分類 して い た。

ひにち ぐす り……毎 日気 ままに ひにみ ―ち ょる…… 日に向 いて

ひね くれ ……… ……風変 わ り者  ひね もん ………………¨…半 端 物

ひね もん …………………売 れ残 り ひね る… …………………っ ね る

ひね ち ょる………変 わ って いる ひね っち… …………・…つ ね って

ひね りつぶ す ………つね り痛 め ひの こ…………………‐………火 の粉

ひのあ し……… 自転 車 の釣 り金| ひのな げ ―………………。日長 に
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ひ ひのみ じけ―…… … …陽が短 い

ひのつ じ………… …… …昼 の合 間

びびこ ‐…………肩車

びび く………―…………緊張す る

ひぶせ………………火か ら守 る

ひぶ り かが り火漁 法  ひぼ ……‐

ひぼね ………………………痩 せ姿

ひ まつぶ し……… …退屈 しの ぎ

ひみず …………………恥 ずか し者

ひむ―た くぬ る‐……紐 を た ぐる

ひめ まえだれ …… … …娘似 合 い

ひ もた ぐり… …紐 を 引 き寄 せ る

ひ もか げ る………… … 日が傾 く

ひ もなげ―… ……… … 日が長 く

ひや けた…… ………水 不足 の 田

びやは なむ ぎ………麦 の よ い年

ひゆ―………………… ………賃 金

ひゆ―げち ょる……… ‐…滑稽 な

ひ ゅ―す ら……… …上 ん空気質

ひ ょ― ぐる…………冗 談 ま じり

ひ よか っと………… ……思 い出 し

ひ ょ― ろ くだ ま… ……変 わ り者

ひ ょ― ろ…… ………… ……‐食料

ひよ り…………… ……………天気

ひ ょ―せん ………… ……ぇぶ札

ひ よくつと……………………急 に

ひ らて ―………… …………平 ら

ひ らくと―……… ……………降参

ひ らけた…………… ……開か った

ひ らけた………………ぁ けて いる

ひ らくつ な る………… …負 けて

ひのみや ぐら……火事の見張台

ひび よういん…隔離非難の病院

びびん こ………………………肩車

ひびぎれ………寒 さに荒れ る傷

ひぶ くろ……………………・火傷

‐
・・ ・

紐

ひぼむす び ……す ぐ解 け る結 び

ひ ま じん …… ………仕事 のな い人

ひみん づ ら… ………恥 づか し顔

ひむ ― ほど く……………紐 を解 く

ひ もお と し …̈……帯を結ぶ 頃 に

え卜与 も い・ =お …………………空腹

ひ もちが いい ………長持 ちす る

ひや き……… …………焼 いた粉餅

びやん つ ―……………山芋 の首部

ひや け…黒 くな る、 日に焼 け る

ひゆ― とり
t

雇 い仕事

ひ ゅ―がさん に ゅ―……すろ―

ひゆ―げ もん …̈………滑稽 な人

ひ ょ― しゃね―……………簡単に

ひ よか つと…………………急に

ひょうたんば ら…セ リ出 した腹

び ょ―きたんね……病気見舞 い

ひよけ………………………瓦屋根

ひょん ひょん ぐリークヌギの実

ひ よくつと……………………突然

ひ らて―……………ひらべ ったい

ひらくと 平 謝 り

ひ らけた…… ………… ひろび ろ

び らび らつ ―.じ ……懸命 に飛ぶ

ひ ら くつ な る…………頭 さげた
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ひ び ら……粉 を練 り平 た く延 ばす

ひ りようふ っち…………肥料撒 く

ひ りかぶ る一……・…酷 い下痢 を

ひ りさげ―ち…………放尿 す る

ひ りさがす …………放尿 ち ら し

ひりながす……………放尿流す

ひろ―ちきた………拾 って来た

ひろつ く………………物欲 しが り

ひろげ…Ⅲ………………ひろげる

ひろ ぐる ひろげる

びわんつ―…………山芋の頭首

ひわね―き……………夕暮れに

びわおあやす………枇杷を取 る

ひんのむ………………急 ぎ飲む

ひん どん………貧すればどん底

ひ じき―…………………書労す る

ひ じき……………―…余裕がない

ひんむく ……見張 る

びんぼそだち………貧 しい境遇

ぴん とくる。…………………直感

ひん き……………………馬の発情

び―ろん……硝子玉で子供遊び

ひんけ……………………馬の発情

ひんみ―た……Ⅲ…恥 じかかせた

ひんに ゅ―す る………・昼寝す る

ひんね 一………昼寝

ひ―ち ょけ…………引 きな さい

ひんが いちにち…………一 日中

ひ―ち………… ……………引 いて

ひ―ち……・…¨… ……………敷 いて

ひ―ち ょられん …引 く暇が ない

び らっと …………………ひ らりと

ひ りひ り………… ……………痛 痒 い

ひ り ひろい

ひ りょうや る… …………… …追肥

ひ りそ こな う… ……放尿せ ず に

ひろいそ こな う……拾 うに失 敗

ひろつ く………貧食、浅 ま しい

ひろひろ…………………食 い意地、

ひろげ ま くる… …一杯 にひろげ

ひろが っち ょる……開 いて い る

ひわね ― き……………期 目が迫 る

ひわた り… ……… …厄 よけ祈修

ひん に ぎる……… ……真剣 に握 る

ひん じゃ………… …貧 しい家庭

ひ じき―… ………… ひどいか ら

ひ じき―…………………辛 い立 場

ひ じき―……………………疲 れ て

ひんむ く…………………全部 剥 ぐ

ひん こつ …………………痩せ体格

ぴん と くる…………よ く伝 わ り

ひん な もん に ゅ― と う……貧者

が共 同作 業す る時 の気持 .

ひんみ ―た…… ………面 当て した

ひんす りゃどん … …貧者救 えず

ひん ねせ ん な……昼寝 しな さい

ひ―ち ゃ らん …引 いて あげ ない

ひ っこぬ ぐ… ……引 っぱ り抜 く

ひ―ち ょる…… … …引 いて い る

ひ―ち……………。………弾 いて

ひ―ち… …………………引 っば る

ひいち ょられん …弾 く暇が な い
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ふ ふあそ う……………けぎらいす る ぶあいきょぅ………冷ややかな
ふ いつ る…………………捨て る ぷ いっと……………剰那け嫌 い
ふ うかぶ り・……………頬かぶ り、手拭 いなどで頬を隠すよう包む
ふ うがわ リー………機嫌が悪 い ぶ う……………………………麦の殻
ぶえん…………………………生魚 ぶえんぬかお―か……生魚買 う
ふ お た らけ―ち‐… …構 わぬ まま ふ う…… … …格 好
ふ ぅな く…………… ………泣 き姿

ふが いい………… …… ……好都 合

ふ きあげ い も じ…風 に靡 く腰 巻

ふ くろで ………着物 の中の手組

ふ くれ っつ ら……… ……腹立 て顔

ぶ げん じゃ……… …物持 ちの人

ぶさい く

ふ ざ くん な… …………冗談言 うな

ふす ぼ っち ょる… …煤 けて い る

ふせ ………………… …衣類 の補修

ふせ もん とこ……甘藷 の芽 出 し

ぶ たが お ………… … …大 きな顔

ふ た また こ―ゃ く… ぁち こちに

ぶ ち よ― ほ―…… … ………不躾 で

ぶ ち よう………… … …板 の折戸

ふ つ る

ぶ ったおれ…………急に倒れ る

ふて くされち ょる……い じけて

ふ ところで……着物の中で約束

ふ とんぜんた く………布団整備

ふが いい…………… いい按配 に

ふ きあげ……………サ イホ ン出 口

ぶ き つち よ……… …………不器用

ぶ く…………………綿入 れ子 守着

ぶ げん しゃ…………物持 ちの家

ふ ご~… ……………………不合格

気 品が ない ふ ざ くん な………………戯 れ るな

ふ しころ………………苦情言 う

ふすば らけ―ち………煤けさせて

ふせ もんつ くろい…衣服の補修
1

ふそ くう…………不足を こぼす

ふた りず り……………二人連れ

ふた りこんぶ………こっ りあい

ぶち ようほ う。………至 りません

ぶちまき……………腹立て撤 き
‐…捨 て る ふつ もち………………… ヨモギ餅

ふ と― しこ……… ……沢 山な こと ふ とろ く・

ぶ と………………… … …小 さな虫  ふ と ら く。

ぶ つぶ つ い う………・愚痴 こぼ し

ふ と ころで ………着物 の中の手

ふ と―な―一………………沢山 な

ふ と―ろ くせ …・……沢山 な こと

。
い っ ぱ い

。
い っ ぱ い

ふ と―に……… …… た くさん に ふ な ―…………… ………それ な ら

ふ におてん …… Ⅲ… ……納得 せず  ふね ―…………府 内 に。大分 に

ふ ね ―にい く… …… …府 内行 き ふね じり・………… ……女性 の尻
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ふ ふ ねみ し……… ………性器 見せて

ふ まんた ら し。一……不満 に愚痴

ふ み そ こな う……… ……履 き損 じ

ふみ はずす ………踏 み そ こな う

ふみ …………………足で押 しつ け

ふみ きり・…………苗代 を区切 る

ふ や くる………………水 で増 え る

ふや け………………………膨れ る

ふ ゆん なか ま…… ………冬 の間

ふ らつ くな …̈ …‐しっか りせ よ

ぶ らさ ぐる…………吊 し下 げ る

ふ りそ こな う……振 るの に失敗

ふ リーわ …………………古 いです

ふ るい………‐…穀物 の選別農具

ふ るる……………………周知す る

ふ りま ら…………男性 ノーパ ン

ふ ね こ ぎ しょる… ………居 眠 り

ふ み そ こな う……踏 むの に失敗

ふ み た らん ……………踏 む不 足

履 く

ふみつ ぎ…………………踏み台

ふ も―かの―……踏みま しょう

ふや くる…………・……水で膨脹

ふゆん じこ―………………冬支度、

ふ らふ らすんな………落ち着 いて

ふ らふ らすんな………不安定な

ふ りまわす………振 って動かす

ふ りきん………………ノーバ ンツ

ふ リーいん な……風呂に入 りよ

ふ るる………………………さわ る

ふ るいの こ……………古い井戸

λ、り・ 震 い

ふ リー… ………… …………風 呂に

ふ ろた き………………風 呂わか し

ふ ろ きちが い……真剣風 呂好 き

ふ わ っ と‐………………… 自然 に

ふわふ わす る……浮 き浮 き状態

ふん な ‐ そオしな らば

ぶ ― ち ゃん … … … … …水 お くれ

ふ ― お み よ … ……… …見 たか そ う

ふ ― た ん … … … ‐… …… … … …頬

ふ み ―
・ … …

ふ り。………… 古 い

ふれ る……………………周知す る

ふ ろ もらい…… ………風 呂借 り

ふわ っと…………… ……静か に

ふわ りん こ……………お どけた姿

ふん とえ……………本 当ですか

ぶ ―ち ゃん ………・……「…お風 呂

ふ ― くます る……… …含 ませ る

ふ ―おみ よ…………… …いい気味

ふ ―たん …………………顔 の表情

ふ ―が いい………¨… … いい按配

ふ ―たぬ リー…本 当 に手 ぬ るい

ふ ―みたか ………… それ 見たか

ふ ― しれね ―………仕方 もない

ふ ― いい………………機嫌 が よい
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べ え ろ…… ………

へいきじゃ一き…平気ですか ら べえ………………………………嘔吐

舌  へ お た る る…… … … …・… …放 屁

へおぬかす……突飛 もない事を言 う へ ぎ………………木製の皿

へ くうけ―た………………揮使用 へ ご……………Ⅲ…竹を薄 く剥 ぐ

へこかき ・揮使用 へ ごひ き………薄 い竹材 の調整

へ こた るる・………………疲 れ る

へ こはずす …………・…揮 を取 る

へ さ るる……………少 な くされ る

へ しお る一 ………………手 で折 る

へず る…………………少 な くす る

へ した ごた る………取 った よ う

へせ・

へ そまが り………… ………異 国者

へ そ まが り…………………偏屈者  へ そち ゃ

へ たば る。…… ……疲 れて しま う

へ ち らうな…………………構 うな

へ ち ゃ こ ら…・…………全 く反対

へ ってん ―… ……少 な くな って も

へ ち くる…… ―̈・あた りまわす

へ っけ もっけ………冷 汗 の心 配

へ こたれ ………………………苦痛

へ さん ごつせ に ゃ―・無 くさない

よ うにせ ね ば。

へ しま ぐる………手で折 曲げ る

へ ず る…………………取 り去 る

へ した ごた る…少 な くしたょ う

少 な くせ よ へず りそ こな う…少 な くす るに

へ っぴ りご し

べ っと― り… …………べ っと りと

へね くれ …………………回 り根性

へね ち ょる… ……… 目標 が違 う

へね ち ょこ……………‐変 わ り者

への もつ ―… …屁 の材料 食べ物

失敗。

おか しい話

へた くそ―‐ 下手で話にな らぬ

へち らうな……………相手 にせぬ

へ っちゃ一 らⅢ………二……平気

へ っち ょる……少な くなって る

べ った り………Ⅲ……・側につ く

べ っぴん…………‐―……・美人姿

腰砕 け へ っち こっち…………ぁち こち

へ に もな らん・…………役 たたず

へね くる………………当た り回す

へね ち ょる………………変 わ り者

へ のつ っぱ り…………役 に立 たず

へ ひ りむ し……………放屁 性格

へ び り…… … … … ………腰 不 安 定  べ べ・一 ―・一 ―… 着 物

べべ・……………・…………牛の子 べべん こ………………………肩車

べべのこ………………………子牛 へまへ くれん……とんで もない

へまち ょこ………・…冗談ばか り へ もどる・ 元 に戻 る

へ ま………………… ……失敗す る へ もつ くれん ……役 に立 たな い
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へ よ いいや

へ らす き………………減 ら します

へ ら しそ こな う………減 らす失敗

へ らくりわ ら う… …せせ ら笑 う

へ らば ―ち……… …は らば って

へ り くつ ……………理屈 っぽ い

へ りよ る・…… ……・減 って いる

へ るぬ ―み よ………減 るを見て

へ るき…………Ⅲ………減 るか ら

へ る… ………………………損す る

へ る もん じゃね ―……減 らない

へん ち ょこ……………変 わ り者

べんが ら……… …………防腐紅塗

へん じが わ リー……………腹立 て

へんが かわ る…… ……死 に迫 る

べん き ょ― ……・……… …値 引 き

へん じょこん ご………多言多様

ヘ ーヘ ー… ………………は いはい

ベ ーベ ー………………………子牛

ヘ ーつ くば る………… くたば る

ヘ ー もね ―……… …………簡単

あきれる

へ よ…… … ……………………反対

へ らうつ …………………寝 て昼寝

へ らへ っと……………………呑気

へ らば ―た一一 一……は らば う

へ りよ うが お いい…減 るが多量

へ り くだ る一 '…………平身低頭

へ り ゅ―ふ む な・……縁を踏 むな

へぬ る…………………横 にそれ る、

へ る……………………少 な くな る

べ る もん ……………・減 るのです

へれ ― じゃ。一………減 ります よ

へん ち ょこ…………・……異論者

へ ろへ ろわ くど………カ ジカ蛙

へん じが わ リー・……気 に食 わぬ

べんせん き した… …選別落 ち米

へん ち くりん …………・風変 わ り

べん と ご― り。一一一―行 李弁 当

ヘ ーち ゃ ら‐一 …………… …平気

ベ ーーー・… ……………嘔吐 、戻す

ヘ ー こ ら しょ… ……・や っとの

ヘ ーー………・…・・………………感心

ヘ ー…… ………………返事 に困 る

ヘ ー………………………吃驚 す るヘ ー・… ……… …・…知 らな か った

ほ ほい じか る∵…… …穴 を あけて

ほいだで …… ………あ けま した

ほい じょけ… …… …開 けておけ

はい じょけ………… ほいで おけ

ほいだ に一… …………開 けたの に

ほいた ら……………… そ した ら

ほいちか る……… ……ですか ら

ほい じ…………………… ……あけて

ほいな らまた………それな ら又
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ほ ほ うかぶ り…頬 を手拭 いで包 む

ぼ うず る……………………痴果 に

ほ うたん・一一・一―… …………頬

ぼ うど……………………ぜんぜん

ほえ る……… …………………勃 起

ほえた…… ………… …勃起 した

ほえた……… ……………犬が鳴 く

ほえ…………………………・勃起

ほえん に…… ……・…勃起 しな い

ほおべ た一…………… ……頬 っぺ

ほおが こけた……・一一―痩せ た

ほかでんね ―…………他 で もな い

ほかん じと…………… …他 の人 と

ほ ぎ………… …………穴 をあ け る

ほ ぎそ こな う。一一―穴開 け失敗

ほ ぎま くる・一 ―・あ ち こち に穴

ほ ぐる一 … ………角 で はね あ げ

ぼ くと う… ………・… ……木 製 の 刀

ほ け 。一 一 … … … … …湯 気 、 蒸 気

ほ けが たつ ど …… …・湯 気 が 立 つ

ほ げ・… … … … …… … …無 茶 言 い

ほ げ ち ょる …… … ……無 茶 勝 手 に

ほ こ る る…… … …… … …ほ ころ び

ほ これ た・一 …… … … ほ ころ び た

ほ さん か … …… …… … …乾 燥 せ よ

ほ され ん・… ……… …・干 され な い

ほ しが い っ た ―一 ―・汚 点 が で き

ほ しそ こな う…… ………干 す 失 敗

ほ しい けん ど ―一・―……欲 しいが

ほ しが る・一 … ……・……・。一 ―要 求

ほお たん ………… 頬

ほかす・………………………捨 て る

ほかか る……・…………よそか ら

ほ き…………………………崖 の端

ほ ぎ―……………………開 けな さい

ほ きん はな一―……………
li二 っぷ ち

ほ ぐらるる一―……角ではね のけ

ほ ぐ………………………穴を あけ

ぼ くじ ゃ………………・大変 です

ほけぽ っぽ ………・蒸気が上 が る

ほ :デ・ 意 地 張 り

ほ ぐ………… ……………………貫 く ぼ くと 一ヽ一――………・木の切 れ端

ほほかぶ りも

ほ うず り……

ぼ うど………‐

ほ う じゃ……

ほえ そ こな う

ほえ ま くる…

ほえ・…………

ほえ たか ……

ほお た らか し

ぼ け ち よ る

ほ げ ち ょる

ほ ご ‐一 … …

ほ さん か …

ほ さ ん か 一

ほ しが い っ

ほ しか げん

ほ した らん

ほ しい … …

ほ しが る…

ち …粉 で包 む 芋 餅

・… …頬 を寄 せ 合 う

一一 一… ……少 しも

…… …… …そ うで す

。一 ……勃 起 に失 敗

… …大 が 鳴 き叫 ぶ

…… …… …犬 が 鳴 く

……… …勃 起 したか

…… …… …構 わ な い

…痴果 になる

……無鉄砲 に

一藁製 の農具

一千 しなさい

… ほさないか

…染みが入 る

……・干す技術

一千す の不足

……・…欲望が

一・l「 え、欲望

た
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ほ ほず…………

ぼすぼす…Ⅲ

…ほ ど

発動機

ぼ そ…………………………あれ 山

ぼ そ くる………………忘れ っぽ い

ほそむ る…………… ・少 な くす る

ほそむ る・…… …… ,……細 くす る

ほた る……………… ………捨 て る

ほた りそ こな う……捨 て る失敗

ほた らか し……………・構わ な い

ほた りな ぐる… …乱暴 に投 げ る

ほだ ……………………シイ タケ原 木

ほた りまわす ……………投 げ回す

ほ ったて ごや ……・…粗末 な小屋

ほったらか し…………すてお く

ほっち ょけ………………・構 うな

ほっちょいて……… しらぬふ り

ほてとしい……………難儀な事

ほて る…………………体が熱気味

ほど く 解 く

ほどん た け……………背の高 さ

ほ ど くれ ―………………背 くらい

はな らな…… …………それ な らば

ほな :ナ 泣 くが いい

ほにち―た…………………実 った

ほねが お る る… ………苦労す る

ほへ とはいろ………色気が ない

ほほべ っびん … ……・…頬 が千両

ほむ るきな…………ほめ ますか ら

ほめ じょうず ………・一お調子者

ほめ く…………‐ む じむ しす る

ほめ ち ゃ らん …………ほめな い

ほずみ ………俵 の十 文字縄 か け

ぼや くる……… …………痴果気味

ぼそ くる……… ……‥荒れ る模様

ほそみ ………… ……痩 せ型 の身

ほそむ る………………小 さ くす る

ほ どけ る。…… …̈…………解 け る

ほた った………… …………捨 てた

ほた らか し…………………無 関心 、

ほた っち ょけ…………捨 てておけ

ほたりだす 投 げ出す

ほた るか ご………………蛍入れ籠

ほちか る………… …‐そ してか ら

ほ っち……‐
一 ―― ・……掘 って

ほ っち ょけ………… …す てお け

ほ っち ょいて・………構 わ ないで

ほて と し―… …………やや こ しい

ほて る……。………………上気 す る

ほて りまわす … ………興 奮す る

ほ どきそ こな う… …解 くに失敗

ほど くる……… Ⅲ…。
一 ・…解 ける

ほど くらべ …………… ……背比べ

ほな………………………それ な ら

ほなけ……………・―思 い切 り泣 け

ほにな らん …………実 にな らん

ほねお り くや く・―……辛 い苦役

ιごぼ・・‐・‐・・・ 女 性 性 器

ぼぼべ っぴん ………優 れ た性器

ほめ もん く…… ………… 回上手

ほめ じょうず …………… 回達 者

ほ め そ … … 木綿太糸

ほめ そ こな う……ほめ るの失敗
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ほ ばや くる………… ……霞 む、空虚

ほや …… ……・  穀物 のか び

ほゆ る。………………犬 の鳴 き声

ほ らけそ こな う‐…落 ちそ こな う

ぼや っと………… ………空虚 な姿

ほ らけ―………・――・壊 れやす い

ほ うと ぎ らかせ …………突 き出せ

ぼ らけ一ち ………………もら して

ほ りな ぐる………乱暴 に投 げ る

ば りで ―た ……………漏 りだ した

ば る… ………………… ………・漏 る

ほれ ま くる………あ ち こち掘 れ る

ほれや …………・… … ほ りな さい

ぼ ろ……………………… …布切 れ

ほん な ら。一一一一 ――それ な ら

ほろ―ふ くな。… ……嘘 を言 うな

ばん じ………………・……ム クゲ

ほん な き……………… …それ で は

ほ ん

‐ 少 し

ばん あ る き・…… …盆 の挨拶 回 り

ぼ―ぶ ら……………… …カボ チ ャ

ぼ ―ぜ た………… ………痴果性 に

ぼ ― く一ず きん ‐―火 よけ用帽 子

ほ―ち ょう……… ………だん ご汁

ほ―ほ―……………牛馬 の追 い声

ほ― も ぅや ……… そん なに早 く

ほ―にま こち ……… …本 当に まあ

ほ―………………… ……な るほ ど

ほ―― ・―・一 … …・…半 ば疑 い

ほ ―・‐ 感心 す る

ほ や … … …… … … …… … … …電 球

ほ ゆ る … … …… ―…… …勃 起 す る

ほ らけ た … ……… … …こ け落 ち る

ばや っと 退 屈 して

ほ らけ―………… ………弱 い気 質

ほ らけおつ る一……… ……落 ち る

ほ ら ぐち‐一一一・一一……嘘上手

ぼ らん き もれない

ほ りで ―た。……… ・堀 りだ した

ば りが とま った―――漏 りやん だ

ほ る る 掘 れ る

ほ れ ま くる ‐一 ―‐一 ―惚 れ た が る

ほ ろせ・… … … ………… … … …発 疹

ほん た ― … ……… … … ……本 当 は

ほ ろ ― ふ くな … ……・冗 談 言 うな

ば ん く ら……・… …… … ……低 能 者

ほ― とろ くせ ………・・・沢 山な事

ほん・一 …………………ち ょつ と

ば ―ず る…… ………忘 れ っぽ く

ばん こっち・一一・………盆 か ら先

ぼ ―ず くりん ……………坊主頭

ほん じゃけん ど………そ うですが

ほ一ち ょ じる…………・だん ご汁

ほ―な らな――一……それ な らば

ほ―み たか …………そ ら見 たか

ほ― らみ よ……………それ見 たか

ほん な さいな ら…それ で は失礼
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特集方言 …『 行 く』『 帰 る』『 急 に』 なんかん単語 を幾 つか

◇ 行 く ◇

い き しな……… …・…行 ってす ぐ

い きが け……………出発 す る途 中

い くに。…・・・―・・―・・………行 くの に

い きみ ち…… ………行 く途 中の

い っか くる…… ………出発す るよ

い っか き………………行 く途 中で

い きよ る………・―行 って います よ

い くかえ …… … ……行 きますか

い こ――どち―・…・‐…行 くと思 うて

い ってん いい―・・―行 って もよい

い きて ―……… …・……行 きた い

い きたが る……・…行 く希望 あ る

い くこち―‐… ……………行 く事 に

いか に ゃな るめ ―・…行 くの決定

い っちみ るか … …行 って見 よ う

しこで けた。… ……行 く準 備完了

で るとき……… ……・…出発 の時

で しな ………出 る直前

でりよる………………出ています

◇  帰 る ◇

いん だ か え …… …… …帰 った か え

い ぬ るで … … …… ……帰 り ます ょ

うわ に … ………… … …帰 りの 荷 物

え ~と ひ きず っち……や っとの

かえ りに…………………帰 り荷物

かえ り しな…… ………帰 った途端

か い っち ょる………帰 り着 いた

け― りよ る……………帰 って来 る

だ っち しも ぅた……疲 れ果 て た

ち―た ごた る。一 帰̈ り着 いたょ

なか に ………………み やげ積 み荷

へ もど る一………………元 に戻 る、

みや ぎ ゅ― もっち……帰 り土産

もど りよ る… ……帰 って来 たよ

もど った な。… ………帰 ったかえ

もど りよせん …………帰宅 の まま

もどるとそ― …………戻ればす ぐ

もど りち― た・………帰宅 したよ

もど り しな…………帰宅す ぐに

◇ 急 に ◇

おけよせん ……………起 きてす ぐ

そ りゃま―………・…それ は大変

だま し………… ………………急 に

とっぴね ―………………急 な事 で

の っきい う…………急 に言われ

ほた っち ょいてでん …何 は と も

あたで ―・一―……… …・急 な事 で

め しわ き― ………………休息 中 に

の き…………… ………………急 に

なにえ …… …… …………何 です か

け― り…・ 帰 り
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ま まあいいこと……まあよいでは

まいあが る……・……夢中になる

まいったごたる………死亡 した

まいまいこ……………………蝶 々

まいっち ょる・一
Ⅲ…参 っている

まいりな―…………………参 って

まうき ・回 ります

まえだれ…… ……………前 か け

まえんつぼ … …………・…前 の庭

まお―か…… …………回 ろ うか

まが ゆ― じ。……………都合 よ く

まが った…… ……………曲が る

まか ないか た……‐食べ物準備役

まが っち ょる………曲が って る

ま きそ こな う……撤 くのに失敗

まきこむ…… …………撤 きす ぎる

まきあ ぐる…………巻 き上 げ る

ま くひき じょうず …引 き際上手

ま く…………… …… ・……散 らす

ま くん な……………負 けなさん な

まけ くそ…… ……負 けてや けに

まさゆめ…… ……………本 当の夢

ま しうね ―………………増 え た うね

ま じめ くさ っち……………正 直者

ま じけ―……………………近 くの

まで くる…………………混ぜ回す

までそ こな う……混ぜ るに失敗

まで たか…… ……混 ぜ ま したか

までん じ………………混ぜ な くて

まぞえ ……………………弁償 しよ

また くら………………………股間

まあ い い こと………よい事 あ った

まい った ごた る―・……降参 した

まい りきて ……… ……仏参 して

まい まい こ………… …ミズスマ シ

まい り しょ………………祈 と う所

まえか けべ っぴん …前 だれ美人

まえ だれべ っぴん …小物 で美人

まえ …………………・…牛馬 の用語

まえ だ …………家 の前 にあ る田

まが ゆ ― じ・一……………運 よ く

まが ゆ― じ………… …いい按配 に

まが った…………… ‐カー プ した

まが よか った…………都 合 よ く

まが っち ょる…………………曲線

ま きそ こな う……巻 くの に失敗

ま き こむ …………巻 きこまれ る

ま くひ き じょうず ……)開
幕達者

ま くりだす ………大事 引 き出す

ま くる もんか …… …負 けないよ

まけん ごつ …………負 けな いよ う

ま ごび― き―・……孫 に 目が ない

まさかん ……・……・……・も しもの

ま じゅ―…………… ………混 ぜて

ますだけ 升 の飲 み酒

まず る…………………・…混ぜて

まで くりまわす……乱暴 に混ぜ

までん き……………混ぜないか ら

ませち ょる…・………成長が早い

ませち ょる……………早生ぼ う

まどえ…………よ くして返 して

またが りたがる一―乗 りたが る
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ま またせせ り 色情豊か

まち ごえ 。…… …田畑 に準備 の肥

まちだ った………………待 ち疲れ

まつか さ………・̈ マ ツボ ック リ

ま っちん くじ……マ ッチ着 け木

ま っち ょけ……待 って いなさい

ま っち ゃ らん … …待 たないか ら

ま っけ―…… ………………真 っ赤

ま つぽ し…… ………… まっす ぐ

ま っ くりだす … ………大事 出す

ま っち ゃる…… …・…待 って いる

まで そ こな う… ……混ぜ る失敗

まで ち ょる…………混ぜて ある

まで るな…… ……混ぜ なさん な

ま と― もも ぐる……股間を愛撫

まにあわん …… …間 に合わ ない

まね ぐち……………………告 げ口

まね じょうず … ………真似が 旨い

まね ぐち………¨…………告 げ口

まねや ろ…… …………真似達者

まの と り ぐえ ―………話芸達者

まぶ し………………藁 の養蚕農具

ま ま 飯

まま……………………………時々

まま じょうけ………竹制 の飯籠

まめ― しち ょけ…… 自由に して

まめ ― しな………… 自由 に して

まめす り……Ⅲ… …………豆腐製造

まめ …………… ………性器 陰核

まめ どろぼ う… ………女 あそび

まめ さん …… ………まめ さない

まだ こげ な…… … ……いっ まで も

まちば り……………… …内緒 預金

まち っと…………・……… も少 し

まつ ば り………… ………内緒 預金

ま っかん つ ら… Ⅲ… ………赤 い顔

ま っち ょれ …Ⅲ…… …待 って いて

ま っ じるな っち…真 っ白 にな り

ま っぽ し… …… …… ………図星 .

ま っぴ ―……… … ………真 っ青

まて ― じ… ……待 って い るか ら

まで ち ゃる…… …混 ぜ て あげ る

まで め し……… ………… …五 目飯

まで まわす …… …乱暴 に混 ぜ る

まどえ ―‐………… ……弁償 せ よ

まにお ― た……… Ⅲ…間 にあ った

まね ぐち ………… …ぉ しゃべ り

まね ち ゃん ……… … まね てや る

まね そ こな う…… …真 似 に失敗

まね ごと…………… もの まねが

まの と り ぐえ ―…… …間隔上手

まば いい………… … … まぶ しい

まぶ しい ごた る ‐̈眩 しいよ うな

まま…… …………… ………自由 に

まま こん せん た く…… …好 天気

まま く―で …………食事 にす る

まめ― しち ょけ… ……す て お け

まめ ころが し……… …豆 の選 別

まめす り……………女性 同志 同愛

まめ くらべ …… …性器 見せ あ い

まめず き………… …… …… .色情

まめ― ……………… ………… 自由 に
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ま まめぬ じと………ょこしまな男

まやん こえ……………牛馬屋の肥

まやんは じ……………牛馬小屋隅

まよ―たごたる……迷 ったよ う

まよわん ごつ……迷わないよ う

まらむけ……………露 出の性器

まらくらべ・

ま リー……………… …‐
一 丸 い形

ま る……………………………放尿

まるきば し―・一……丸木組 の橋

ま るき……………・…放尿 します

まれ け…………………… …時時 に

まれ けん じ……………呼 ばれ な い

まれ に ゃ………………… …時 には

ま―ま―いいこと…遠慮せんで

ま―いるき―……まだいります

ま―わかんか……沸 きませんか

ま―どげ― しゅう…どうしま しょう

ま―ね らんの。……まだ寝ないの

ま―とぎなんな―友達 になって

まやん つ し… ……農小屋 の二階

まやん なか … ……牛馬小屋 の 中

まゆ げん との さ ま‐…子 供遊 び唄

まよ い く―だ ………迷 い こん だ

ま ら…………… …………男性性器

ま らまん けん …………………真剣 な

性器 比べ  ま りつ き うた… …手 ま り遊 び唄

まろ―や ………………放 尿 しよ う まわ る・

まわ りこま…………馬 の種 付 け

まわ り くや く………苦役 の順 番

まわ りそ こな う………回 る失敗

まんねん ど こ……敷 いた ま ま床

まん なかん あ し………男性性器

まん だ らでん ね―…… いい事 で

まん ごぶ げん ………孫 が多 くて

まん ま………………… …その まま

まんねん ごよみ… ……便利 な暦

ま― こんで……………まだ来 な い

まリーけん ど―・………丸いけど

まる……………………………丸い

まるき………………………まるで

まるか いてち ょん…子供遊び唄

まれけ… ………………ときお り

まれけん こつ………時時ん事を

まろ―か………………放尿 しよう

回 り道

まわ りばん こ一………………順番に

まわ りちん……………画IZ手 当て

まわ りく―だ………回 って落ち

まん きんたん………昔の入れ薬

まん さ くど し…………………豊年

まんだ らでんね―………良成績

まん ま…………………………ご飯

まん さ くびんぼ………豊作貧乏

ま―よんな―……ょりませんか

ま―ち ょいと……………ち ょっ と
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み みあ ぐる………………みあげる

みあげん……………見上げない

み うち・―…………………家族親戚

みえん じょ―……見かけばか り

みえんかえ 見えない

みお くっち……・………見送 って

みお くるな……………見送 らな い

みが こ―か ………磨 きま しょう

みが しお る……身を しめあげ る

み ぎち ゃひだ り………変 ち ょこ

み くちめ に ゃ………・…仏 も三度

み げん さま……………名月様祭

み こ しか き……………御輿担 ぎ

み こ しん 御輿 の

み ごのみ……………・…身のさび

みさかるたけた…………同 じ話

み じけ―……………………近親者

み しき―…………見つけなさい

み じけそこなう…見つけだせぬ

みずげんか…………分水の喧嘩

み しけたか……………見つけたの

みず―まけ……………水撤きす る

みず―かき―……………水や り

みずあべ………………………水泳

みず―はずす………流れを上め

みせ もん…………………見世物

みせたが る…………見て欲 しい

みそっち ょ……………………小鳥

みそで―……………ぉかずが味噌

みそまみ ゅ―……………味噌豆を

みたまんま……………見たとお り

み い らん で ……………眠 らな いよ

み い っち ょる……真剣見て い る

み うと…………… … .…………夫婦

みえ た じゃろ う一見えたですか

みお くるで … ……見送 ります よ

みお くりそ こな う…見送 り遅 れ

みお くらん で ………見送 らないで

みが きそ こな う…磨 くの に失敗

みが い ち ょけ………磨 きなさい

み ぎち ゃひだ り……………理屈 者

み くち め に ゃ… ……… くりごと

みげ― ち ょけ……磨 いてお くれ

み こ しまわ し…・………御輿巡 幸

み ご もつた ごた る一…………妊娠

み ごのみ …… ……… 自分の責任

み じけ ―………………¨……短 い

み しけち ょけ…… ……見つ けて

み しくる…… ………・…見つ け る

みず い と…… ……ェ事 の引 き糸

み しけ まえ 一 ち………捜 し回す

みず ― しか くる… ……水 を流 す

みず ―か た ぐる… ……水 を運ぶ

みず くみ … …………汲み上 げ水

み しくる…… … ………・見つ け る

みず―え 水を ですか

みせ ち ょけ……… …見せ なさ い

み そ ごゃ ……… …………味噌 の倉

み どが り……………早 め に刈 る稲

み そ こ し……・… …味噌を漉す具

みた ごつ … …… ……・見 た ょ うに

み ち くリー … ……見て くだ さい
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み み ち ゃらん ………見て あげ な い

み ち ょけ………… …見 な さいょ

み ちお しえ ……… …ハ ン ミョウ

み ちみ よ…………見 てみ な さい

み ち ょくれ………見 て くだ さ い

み ち した…………… …見て真似 た

み ち 見て、 見 る

み ち ょけゃ……見て お きな さい

み っとんね ―………恥ず か しい

み っけ まわす …… ……捜 し回す

み とる……………… ………臨終 に

み な くち………… …水 の入 り回

み なん な………… …見 な さん な

み に くる………… ……見 に来 ます

みぬ― きる………… ……蓑 を着 る

みのか しな―……… …蓑貸 して

み ばえが いぃ…… ……上 品 な格 好

み び― き 一̈…………贔員 目に見

み まわ り しゅうぇ … 見回 り開始

みみ ぅかせ……… … …悪 だ くみ

み …………身内 一穀 物 の実 、実

みみ ぅひ っば っち …耳 引 っ張 る

みむ きもせん じ… … …知 らぬ顔

み もち ご し‐………… …妊娠 の腰

み もちが いい…… … ……経 済者

み ゆん な…………… …見え ますか

み ゆるかえ……・… …みえ ますか

み よ らんで……………見て いない

み よん な―………見て いな さい

み らんか …………… …見な さいよ

み らんかえ……… …見 な さいよ

み ち きち………………見て きて

み たん か …………………見たの

み ち ぐそ……………道端 で大便

み ち こん 見 なか った

み ち した……………道 よ り下 に

みち ぐさ 帰 りに遊ぶ

み っつ くり……………Ⅲ…道普請

み っとんね ―…………品 の悪 い

み つ と り………………蜂 蜜取 りに

み どが り……………早 めに刈 る

み な しこ― ………………皆 な準備

み なか たん …… とて も勝 て ない

み な くち ゅ―……水 の入 り口を

み に きたん と…見 に来 た ら しい

み の きち…… …………蓑 を着 て

み のか さきち………蓑笠つ けて

み ばえが いい………晴れやか に

み まわ らん で ……見回 らな いで

み み ぅかせ ………………内緒話

み み な り ゅ―……………耳 の雑音

みみ ふ く………………………福耳

み み たぶ … ……………耳 の膨 れ部

み む きん せん じ……わ ざ とよけ

み もちば ら…………………妊娠腹

み もとが い い。………育 ちが ょい

み ゆ る…………… …………見え る

み よ………………………見 な さい

み よ る ごつ ………見て いなさい

み らる る……………見ら れて い る

み られん …………見 られ ないよ

み りゃせん き……見て ないか ら
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み み りよる… 見 て い る

み りゃいい……………見れ ばよい

み る もん ……………………見世物

み る くたん く・………………乳房

みれた…………………見え ま した

みれた ど………・…見 え ま したょ

み ろ―え……………見 ま しょう

みん な ど う………・………皆 さん

みれ‐… 見なさい

み りたが る……………見 た い欲望

み る もん ……………見 ます か ら

み る もん ―‐……………見 るか ら

みれ ち い よ る…見 なさい と言 う

みえ た ………………見 られ ま した

みれ たかえ ………見え ま したか

み ろ… ……… ……………見 な さい

み―ち ょる…………向 いて い る。

み―げん さま……Ⅲ………名 月様

み― ち ゃ らん …剥 いて あげ な い

″

むかん … …… ………適任 で な い

む むいち くんな……剥 いて下 さい

むいちゃらん…剥 いてあげない

むかれん ごつ…剥かれないか ら

むかん じゃろ…剥かないだろ う

むかんかえ………剥かないかえ

むかん………・・・・………剥かない

むかん

むか しん じ―・……… ……音 の人

むかゎん ……………歯 向か いせず

むかっ く…………………腹立 つ様

む ぎめ しにえ た……麦飯 出来 た

む きま ら・…………剥 けた男性器

む け ま ら………………剥 けた性器

む げね ―…………………気 の毒 な

む けたかや………剥 け ま したか

む こじょう……・

むげね―はな し………悲 恋物語

むす め……………"… …女性性器

む しりたが る…・……取 りたが る

む しふ ぅ じ・………願 か け虫 よけ

lfri'/l t r t'i. Lr 4f 水 を迎 え に

むかわん …………向か い ません

むか しば な し……… Ⅲ…民話 な ど

むか しん うた …………土 唄、民 謡

む きそ こな う……剥 くの に失 敗

む ぎん や く… ………麦 の手 入 れ

むげね― 可愛 いそ う

婿

むげなが る………………同情す る

む こ―ず ら…………………額の面

むげね―はな し………………悲話

むげね こされ……可愛 いそ うに

むす こ……………………男性性器

む じる…………………手で取 る

む しふ う じ…………………厄 よけ
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む む しれ ……………手 で

む しお さえ……… …・

む しよけ……………・

むず むず・…………落

む しょう

むちゃん ごつ……・

むつか しもん……・

む しれ … …‐… ……・心 の 一‐甘 え る

む しょけ……… 防 除

むず むず ………………痛痒 い感触

む しょうに…… …心悩 む気持 ち

む ちや き…牛馬 追 いの焼 いた鞭

むつか しもん ………………偏屈者

むづが る……………………寝 つかぬ

む て ―な…………………無理 な

む と―な……… …………無理 な

む どな ぎ―………・……可愛 いい

む っこむ …………・む いて入れ る

む な ぐる しい……胸 を締 めつ け

む にや に………………無理 や り

むね は しごだん ………豊満 な胸

むね や くる。一…………胃酸過多

むやみ のや ………無理 に言 われ
:

む らん し………………村 の人 たち

む り くしゃ・…… ……無理 に通す

むれ た ごた る一 ―̈・…蒸 れ たよ

む りゅ―い うな……・無理 を言 う

と りな さ い

少 し食 べ 物

…男 を疎 外

ち着 か な い

無理 や りに

無茶 な事 を

……異 国者

む っか ら―・ 麦 殻

む どが る……・………可愛 いが る

む と―な……………・…難癖 つ け

む どな ぎ―……… ……可愛 いそ

む どむ どす る……… …・愛撫 す る

む な ぐる しい… … ……想 い悩 む

む に しゃり……… ……・…無 理 に

む りや りせ りこむ ……無理 入 れ

むれた ど……・… ……‐…蒸 した よ

む らむ らたつ … … …元気 な勃 起

む り しゃこ……………無理 や りに

む りゅ―すん な……無理 しな い

む ろん なか ……… ………蒸気 室 の

め  めあてん し……… … 日当て の人

め いる……………・…参 って い る

め いげん さま…… ………・名 月様

めえあ さ………… ……………毎 朝

めえか け………… …………前 だれ

め 一―・… ……… ………… …こ ら

めおつん む く…… ……目を 見張 る

めをひん む く・…… … 目には 目を

めが さむ る…………… 目が さめ た

めが しび い…… … 日覚 めが悪 い

・ |

ヽ

め

めを ひん む く

めが て ―……

めが な一… …

め き き…・一

・… … …駄 目

… … …大 きな 目で

… … …… 眠 らな い

…・一 一目が で す ね

… 目の感 覚 が よ い

ハ
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め め ぐりあわせ …… ……………宿命

め くらめ っぽ ―………むやみ に

め くる……………… ……振 り返 る

め ぐりぼ う………… …回転雑穀具

め ざ し………… .目 を通 した千魚

め しどろぼ う………美 味 しい菜

め しぼ り……常 に 目を開 じる癖

めすん こ………………… …めす子

めだ ちたが り……………は った り

めっぼ ……………………狙 われ者

めちが い………………見損 ない

め ってね ―…………滅 多 にない

め にす りこむ………無理 に 目に

めに しゅむ…Ⅲ………目に しみ る

めび― き……….… 得 に、贔贋 に

めぶ いち ょる………………発芽

め まいがす る………………貧血が

めめち ょ……・̈ .………女性性器

め もらい…………… ……… 目の病

め らん じょる……………ね らん で

めん ど しい…………恥 ずか しぃ

めん た まぜ に………昔 の 50銭
め―め…………………………や ぎ

め ―ぁさ………………………毎朝

めん ど くせ ―…………気難 しい

め ―たか …………………撤 いたか

め―…………………………… まい

め ―ぃ ぅた に……前 に言 うたに

め ―ゎ く_し ち… ……迷惑 して

めめん こに……………女 の子 に

め―め―な くな―…・もの悲 しい

め ぐりあわせ……………出会 った

め くる…………………繰 ってみる

め くされ…Ⅲ
眼 病

め ご…… ………… …竹製 の茶碗籠

め ざ ま し……起 きた時 の食 べ物

め しど…………………食事 です よ

め しゎ き… …̈… .… …食事 の後

めそめ そすん な………悲 哀 な格好 Q

めだ ちたが り…… …表 に出 る者

めつ ぼ …Ⅲ………… ………迷惑 な

め ちが い……………………感 覚違 い

め に しむ … …… …… 目に しみ る

め にす りこむ ……本 当 に小 さい

めの こ し………………目が疲 れて

めぶ いち きた…………発芽 して

めぼそが ぉ ……… …………細 目の

めめ こ……………… ……女性性器

め も くれん ………全 く知 らぬ顔

めゃね ……………… ¨… 目の汚物

め り く~だ … …… ……は ま って

めん どみが い い… … ょ く世 話が

め― にち……………… …… ……毎 日

め―ばん …………… ……… .毎 晩

めん ど― じの う……難 しいか ら

めん どま とれ …… …おか しぃ顔

め ― らん な るめ ―… …参 らね ば
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も もえさ し……………燃え残 りの薪

もえそこな う……旨 く燃えない

もおか らん……………儲か らない

もが くな……………Ⅲ…逃 げ腰 に

もが う…………………対抗す る

もぎとる……………無理 に取 る

もぐらもち…………………もぐら

もげん… …̈……………取れない

もずが る…………………愛情過多

もちあみ…………………餅焼 き網

もてん………………たま らない

もてれん……………持 ちきれない

もてん き………… もてないか ら

もどかす……………・…か らか う

もつ るか………… ………たまるか

もつ るか………・……もてますか

もどつた…………………元に帰 る

もに―な らん…………役立たず

もに一す る…………………自由に

ものいい…………………挨拶回 り

もの もらい………‐……病の一種

もみ ゅ―さぶ る………籾の選別

もみはてん…………揉むのに大変

もみが らや き…… くんたん焼 き

もむ き…………………揉みます

ももぐりそこなう…揉むに失敗

ももぐる………………揉み愛撫

もや しそこな う……燃や し失敗

もえ……………………もうですか

もゆ―か………燃え るだろ うか

もらいそこな う…貰えないまま

もえたか…………・燃えま したか

もおち つと…………………。も少 し

もおいいき……… もうよいか ら

もがわん……………対抗 しない

もぎたて 取 り立て

もぎそこなう………取 り損なう

もおよかろ う……いいで しょう

もしかん―・……・…・・・・̈ まさかの

もたち―ち……………落ち着かず

もち ゅ―…………………………餅を

も て もちなさい

もてれん………………もてない

もてんかな………持ちないかな

もどが る……

もつ るか…・

愛撫す る

人気者

もどっちきな……戻 っておいで

もとば りつ く……………まとわ り

もに―な らん………話にな らぬ

もに―す る…………自分の物に

ものつ き………………厄がついた

もみが ろ―……………… もみ殻を

もみいた……………・…洗た く板

もみあ う……………互いに揉む

もみづ き………・……籾か ら精米

ももて…………Ⅲ………農家の祭 り

ももてまつ り………伝承行事祭

もやさせん………燃やさせない

もえ…………………………燃える

もやす…………………燃料 を火で

もやせ………………燃や しなさい

もらいよせん……貰 う暇がない
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も もらいゆ……………湯を借 りる

もるけんど……………漏れますが

もりあげた……………積み上げて

もるき………………漏れ るので

もるがいいな……漏 るけれども

もろ―ち……………………貰 って

も―でけた…………できま した

もうしな―………… して下 さい

もん じゃき……… ものですか ら

も一け………………………・利益

もんが らどこ…………もみ殻の床

も―す ぐ………………まもな く

も一かえ…………………今ですか

も一すんだえ………すみま した

も一 したんな…済 ませたですか

も一おわ った………既 に済んだ

もん じゃき……………ですか ら

もん じょけ………揉んでおけば

も―いいちゃ……………よいか ら

も 本 当に も

も ……・……うれ しさ

も― しらん・一… ……知 りません

もらわ るる……………貰われて

もりそこな う……漏れず じまい

もりあげた……………盛会に して

もろぶた……食べ物を入れ る具

もろむき………………正月飾 り葉

もろたん…………………貰 ったの

もういぬる……‐………帰 るので

も―せん き…………… しないか ら、

もうせん じょきよ… しなさんな

も―が…………………起耕農具

も一か らん……………儲けない

も―じき ………す ぐに

も一きたんな………早 く着 たの

も― くたごたる……既 に食べた

も―せん き………… しないか ら

もうしようも………何 ともはや

もん じゃろう……………多分では

も―ど―でん………どうにで も

も―も―………………牛、子牛

腹が立つ

も―……………………………失敗

も―ち ょいと………………も少 し

ももて まつ り……正 月 にその年

の厄 よけ地域

の無病息 災  家 内安 全 五穀豊

饒 な どを念 じて 的 に弓を射 る

祭 り行事 。地 区で異 な るが趣 旨

はほぼ同 じ 野津 原 町 で も入蔵

、田吹地 区 な どで行 われて い る

。伝承 行事 の一 つ。
′
“
ヽ
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ゃ ゃ い と……… ……… ………お灸

やえ ひ じい… …見か けよ り疲 れ

や か ら……… …甘 えて 一無理 を

ゃ きが き…… …渋柿 の焼 いた物

ゃ くただず ………… ……無精者

ゃ け くそ…… …………む きにな る

や しない…… ……………面倒 見 る

ゃ しな う…… … …………面倒 見 る

や 何 です か

や
・・ 問 いただす

やす ま る……… ………心 落 ち着 く

やぜん ……… ………… …昨夜 は

ゃっが い……∵ …………… …晩酌

や っ しゃき り…… …狂暴 な動作

や っち ゃるで … … して あげ ます

や といそ こな う……雇 わぬ まま

や なつ くり… ………捕 魚 の竹組

ゃ び―す ち― …藪 に捨 て なさ い

やば たれ …… ……………仕方 ない

や まいむ… …̈ ……… ………山芋

や まん …Ⅲ…… … … ……や まない

やみ とり 内緒取 引

やめち ょけ…………やめなさい

や らんか……………… しなさいよ

や らんか……………。あげなさい

や りくうだ…………や りす ぎた

や りこめ……………早めに勝ち

や りそこな う……………失敗 して

や る。… …………¨………あげる

やれ こりゃ………………一安心

.- L\, +)

ゃえ こ っち ゃ………・…大変 な事

やおね ―………ひどい、大変 な

ゃ きや き…… …………ひ どい照 り

や くただず …・使 い物 にな らない

や けひば し……熱 くな った火箸

fLr,r 安 い

や しない……………………育てる

や しぼ…………………食い しん坊

や…・……………………どうした

や しばひげ…………品祖なひげ

や しきまわ り…………家の周辺

やせ うま…………粉で作 る食品

や っこめ……………早めに取 って

作 った素朴な食品。

や とわん………………雇わない

ゃ っく一だ…………類焼させた

やね ごて…………屋根
l替

え道具

やぶ りそこなう………破 り失敗

やぼたれ…。一…………感度低い

やまがみえた…………あと少 し

やまん いむ…………………山の芋

やみ ごめ…………… 内̈緒事の米

や も―あるく……………山を歩 く

や らんか…………………下 さいよ

や りくうだ……………失敗 した

や りこめ……………………瞬時に

や りつけた……………かたずいた

やる……………………… しますよ

やれ こりゃ……………やれやれと

や りこ…………………同 じです

やろ―ど―…………お前たちもや―り
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や  やわ ひ じい……………見か けよ り

やわ た ら…………………青大将

やん どど―…………・お前 たち も

やんかて ……………お前 の家 に

やんが た…… ………お前 の家 に

やん と こ し……………ゃ っとの事

やわ らしい…………柔 らか感触

やんが ち…………………ゃがてに

やんめ…………………………眼病

やんど……………………………お前

やんがん……………………お前の

や― しれん………何 とも知れぬ

ゆ ゆ いか け……… …………結 い始 め

ゆい と……… ………………酔 う人

ゆ うべ ………………………昨夜

ゆうじ よ くて

ゆ う じ………………………呼んで

ゆ うきたな… ……ょ く着 ま した

ゆか げん な……………湯加減 は

ゆ くき―な…… …行 きますか ら

ゆざ ま しど………………‐湯冷 ま し

ゆ さ し…… ……… ゴザ打 ち機械具

ゆず りそ こな う…譲 るの に失敗

ゆ さん ご…………………ぶ らん こ

ゆぜ もち ゆが いた餅

ゆで そ こな う………苑 で る失敗

ゆにヘ ー る… ……… ………入浴を

ゆびん ………… …………湯沸 か し

ゆみ な り……………背を一杯張 り

ゆめみが わ リー…………悪 い夢見

ゆめ じ…・…… ………………夢で

ゆ らかす …… ……… ……揺 らす

ゆ りお とす ……揺 さぶ り落 とす

ゆ りそ こな う…………揺 らす失敗

ゆ る―たか ……………知 った事か

ゆ う した もん …… よ くした もの

μ

ゆがいる……………入浴 したい

ゆきみた…………行 くときに見

ゆこ―す る……………死人を洗 う

ゆさぶ るき……………動揺 させ

ゆず るは…‐……………モ ロムキ

ゆずれそこな う…譲 らないまま

ゆず っち ょくれ…………譲 って

ゆたん……牛の品評会の飾 り着

ゆでち ょけ…………ゆでなさい

ゆびかね………………………指輪

ゆび ゅ―……………………指を

ゆめま くら……………夢に見る

ゆめなみだ……………夢で泣 くか

ゆ もえ―た…………湯 も沸 いた

ゆ らん こ……………・…ぶ らん こ

ゆ りあ ぐる……揺 らし困 らせ る

ゆ りさべ…………揺 らして選別

ゆる― じ…………… 緩 くなって

ゆる一ち ょけ…………捨て置け

.●.ヽ

●
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ゆ ゆる…………・・………………ゆす る

ゆれよる………・……揺れて いる

ゆ るゆ る くりゃ一ゆ っくり来 る

ゆれ よ る……・……揺 らして い る

ゆ―むかで …………縁起が いい

ゆ―な し…………………………暇人

ゆ―な らけ―ち………修理 して

ゆ―ち くリー…言 って くだ さい

ゆ うち ゃ らん …………言わ な い

ゆ うた………………言 いま した

ゆ うた………………………束 ね た

ゆ ― ろ………………・ふ くらは ぎ

ゆ ―の 一 じ……………よ くな くて

ゆ ―ん ご………………ぶ らん こ

ゆ―てん いい……言 って もよい

ゆ―ち ゃろ―…………言 いふ ら し

ゆ ―

viita
19-D*t,',----.
t&-LP"""--
$*a i D-.---

r9-&
L9-b*(it'-

……… ……よ く

ゆ―ひだ……日当た りのよい田

ゅ―ならけ―ち…Ⅲ…よ く治 して

ゆ一ね―‐―‐…・一………よ くない

い うちゃらん…言 ってあげない

ゆ一た W-l:
… ………結 ん だ

夕方 には終 わ る

… ……言 う人 は

… …旨 く行 かず

… ………酔 い人

言 って くだ さ い

よ よおか し・…………… …夜更 か し

よ いた くれ …………酒酔 い た ち

よいばな………… ……暮 れ始 め

よいそ こな う…………深酔 いせ ず

よい と… …̈………・―‐…酒飲 み

よ い しょ・… ……・…… りきん で

よが む……………………曲が る

よ くしい…………………欲 張 り

ょ け………………… ……‐しな さ い

よ こまき・………………横 体 格 が

よ こた くり… ……横 向 いて走 る

よ こか るい……横 向 きに背 負 う

よ こわ るる………………やす め る

よ こい………………休 み、休 憩

よ こね …………横 に寝 る、病 気

よ しい くど………… ……で は行 く

よえん ……・………………酔 え ない

よ く しゅう…………………欲張 り

よ くた ら しい……欲 の突 っ張 り

よ ご― じょる……曲が って い る

よ ごれ …………汚 れ、汚 い格好

よ こ ぐるま………………Ⅲごり押 し

よ こう…………・…休 む 休憩 を

よ こわ るる………休みが取 れ る

よ こわん ………………
=休

まない

よ こたん …………………横 向 きの

よ しれん ……………・つ ま らぬ事
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よ よせ ぎれ ……………狭 い田ん ぼ

よせ あつ め …………………混成 に

よ そ ごと………あ ま り関係 な い

よそづ ら…………外 で はいい顔

よだ き―…………………しん きな

よだつ ………………企画  始 め る

よ っち ょけ………寄 って行 けば

よ な

よせ あつ め ………そ こらを集 め

よそ ごと…………………ほかの事

よそ もん ………・…他 か ら来 た人

よそか る……………………他か ら

よだ き― ―……………気 だ るい

よつ あ げ… …………不格好昼寝

よ ど …宵祭 り

夜の作業・

よなべ …………………‐夜 の営み

よなべ しごと………繕 い物仕事

よのめも

よば りゅうか…………ご馳走 に

よば りゅうか……風呂借 りよ う

よば………………………不健康物

よび く― じ……………呼びこんで

よべ……………………呼びなさい

よまわ り…………………防犯巡回

よみまわす……………真剣に読む

よめ ござ………………嫁 ご用 ござ

よめごばな し 結婚話

よ らんで…‐…………寄 らないで

よらにゃ……………寄 らないと

よ りあう………………寄 り添 い

よ りをいるる…………̈ より強め

よりがいった……ヨ リが入 った

より……………………………集会

よれ…………………寄 りなさい

よるばな し………………色気話

よれよれ………………真剣に誘 う

よろよろ…………・……ふ らふ ら

よろけご…………・……弱 い子供

'XIJJFR. * /; -q --

懸命 に働 く

よなべ しごと………夜 の農作業

よにで らん ………表面 に出ない

よの ひ きあ け…………夜明 け前

よば り ゅうか …………頂 きます

よば いに い く…女 の部屋 に忍ぶ

よびそ こな う……呼ぶのを失敗

よび ま くる……………大声で呼ぶ

よぼ―か …………呼 び ま しょうか

よみ そ こね た……読 み間違 いで

よめ じょ―……………・…嫁 さん

よめ ごむかえ … …̈………嫁迎 え

よやせ ん … ………………酔 わ ない

よ らん き……………寄 らないか ら

よ りそ こな う……寄 らず に帰 る

よ りあ う………………………集合

よ りよ る……・……集 まって いる

よ りが もど った……………元の鞘

よ りあ い びか り……だ し合 い会

よれ … …… …………・寄 って行 け

よれ よれ … …………不格好 な姿

よろよろ ………… …足 もと乱れ

よろけ … ……………………病身 な

よ ろ― ち …………………揃 って
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よ よ―なる…………………ょ くなる

よんべ…………………………昨夜

よ―き くんな………沢山ほ しい

よ―にあ う………似た もの夫婦

よ―なっち ょくれ……全快 して

よ―な らけ―ち………ょ くして

よ―す ら…………………調子者で

よ― じんみず …… ……非常用水

よん どん ……………………夜通 し

よ―にあ う………………似合 い姿

よ― じん した き―・…用心 したの

よ―な っち ょくれ …よ くな って

よ―な らけ― ち………改善 して

よ―よ―すん だ…や っと終 わ る

ら ら くいん き ょ…… ………幸 せ隠居

らみ ―…… …………… ……チ ョマ

らくたび… …………はだ し足袋

らちが あかん ………話 にな らぬ

らくなみ …………楽 にな ったな

ら くせ に ゃ・………楽 にな らに ゃ

り りんち ょう…………………沈丁華

りくつんかわ………理屈 っぽ い

りょうにい く・・……・‐一―猟に行 く

りん…………荷物の下に敷 く材

りこうもん……………才覚達者

りくついうな………言い張 るな

る るいがよっちょる……同類集合 るすするき…………留守臓 します

れ  れん ごうゆ うぎ……集 団 の遊戯

れん こん くう………見透 か して

れん ぎ……………………す りこぎ

れん さ くびんぼ う…後手後手に

ろ ろ くしゃく………農具の担 ぎ棒

ろ くでんね―………異常な性格

ろばた…………………囲炉裏側

ろ くしゅもねえ…偏屈変わ り者

ろ くど し……まった く、本当に

ろ くなゃっ………とんで もない

ろ―そ くそうでん………戦時送電

ろ くろ しい…………………ろ くに

わ  わ いた… …… ………沸 きま した

わか よめ なみ だ…煙 いで はな い

わが しよう………………意識根 性

わが ど― …………………お前 た ち

わが え… ………………桶 の輸 替 え

113

ル

45



わ わかされ……………………別れ道

わか らんやつ…………困 った人

わ きゃが る……………乱暴す る

わ Ⅲ…………… ………吃驚

わきゃ―ね―…………す ぐさま

わ くど ・……… ・…蛙  わ ど `

わ け くち ゃ……… ……解 り難 い

わ けまえ ………………… …貰 い分

わ さぼ う・……………育 ちが早 い

わ しが い った ………私 が ほ しい

わが……………………………お前

わか らんやつ……物分か り悪 い

わきゃが る……………弾み回る

わきや―…………………簡単に

わ くどか ご………蛙を入れ る籠

お 前

わ こ― じ………………・…若 くて

わざや く…………………わざわざ

わ しん もん。 私 の物

わ しか たん ………………私 の家の

わ しわ しか く…ム シ ョウに掻 く

わすれが たみ ………思 い出の品

わた りそ こね……渡 るの に失敗

わ ―・ そげな

わ に ぐち … …… … … …… ……財 布

わ や … … … … … …………失 敗 して

わやわや・ 動 き回 る

わ らこずみ ………藁 を積 み上 げ

わ らす ぼ ………‐… …藁か らの塵

わ らわす る………………笑 わせ る

わ らべ お り…………・……蕨 とり

わ リー とん …Ⅲ…………悪 い と も

わ るが ね ……………悪 どい性格

われ き‐…………………割 った薪

わ ろ―ちのや ………笑 って いる

わ ―わ ― ま くり………一車千里

わ しがん 私 の

わず らう……………………病気に

わすれがたみ……残 された子供

わだ したび……………はだ し足袋

わ つそ―………………私たちは

わや くする………………いたず ら

わや……………………………駄 目

わ らあぎゅ―…………・…藁始末

わ らきり 藁 を切 る具

わ らかす・……………・……割 らす

わ らす ぐり………藁を きれいに

わ らいごと じゃね……緊張する

わ りわ りす る……真剣疲労 して

わ るぼ う………………いたず ら子

われてま し…Ⅲ…………自分勝手

わろ―うな…………・……笑 うな

わんがん………………お前の物

わんかた………………ぉ前の家

わん どま………………ぉ前たちは

わ―す ら……………………冗談話

わ―わ―いうな………・さゎ ぐな

わ―まく……………はゃ し立てる

わ―どげ しゅう………大変だよ

わ―すんだど……ゃっと終わる

わんそ ら

わん どど

上 の空 に

お前 たち
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監修を終えて

小 野 壽 祐

この度、 14年間 12000語 の収録をもって結びとなる。日本語の方言はなくなっ

てきているか議論はたびたび行われている。また、数年前までは、日本語の方言すべ

てなくなりつつある、そして全国共通語が一斉に日本じゅうに広がりつつある、と騒

がれていた。共通語化は (あ る程度)進んでいることは事実であるが、それに応じて

反比例し、ことばの地域差が一斉になくなるということはない。日本語の方言は「安

定期」に入っているとも、「復活」しているとも言われている。共通語化が日本語全

国で共通語化が一斉に同じように、しかも同じ速度で起こっているわけではないこと

は確かである。

まず、方言使用には主に次の3つの型がある。

A、 無意識顕在化型  自分の母方言が普通に人前で出せるタイプ。確かに移住地の

言葉は母方言と違うという意識はあるが、だからといってその土地の言葉に無理に合

わせたりすることは意識的にやらない。出身がどこであるか分かっても、一向にかま

わない。

B、 意識的顕在化型  Aタ イプと違うのは、意識して方言を出しているという部分

である。しかし、人前で方言を話すのは普通Aタイプであると考えられうので、Bタ

イプというのは存在しないかもしれない。              1

C 無意識潜在化型

方言を隠そうとはしていないけれど、いつのまにか出なくなっているタイプ。恥ず

かしいというような思いはないが、まわりが使 う言葉に自然に順応してしまうのだろ

つ。

D、 意識的潜在化型  意識して母方言を出すまいとしているタイプ。出身を見破ら

れたくない、方言を出すのが恥ずかしい、方言で言っても通じないから出さないとい

ったような理由が見受けられる。

このように、方言を意識する人と意識しない人とに分かれる。野津原で使われてい

る方言は、温かく人間味のある野津原の香 りのする言葉として、文字に残し、製本す

ることによつて、秘話として後世に残したいものである。

監修という立場で関わつてきましたが、 その責任を果たせず時間が過ぎた。たく

さんな人との出会いと、温かいご支援に対し感謝致します。
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平成 4年 か ら取 り組ん だ 野津原方 言調 査 も今回 の『 方言単語集

12000語 …前 、後編』 で 最終 回 とな りま した。多 くの皆様 の

お力添えや ご支援 を頂 いて 無事初期 の 目的を達成す る ことを 衷

心 よ りお礼 申 し上 げ 寄せ られた資料 は大 切 に使 わせて頂 きま した

。多 くの皆様 に愛 読 され記録 :こ 残 し 大事 に保管 され る喜 び も満喫

して います。

会 員が 12年 間 に取 り組 んで余暇 に 収拾 か ら編集  印刷 か ら製 .

本 と全て手 づ くりで した 野 津原方言集 もいつか きっと この種 の

調査研究 な どされ る時 に 何 か の役 にたて ば この上 ない幸せ と思 い

ます。 あの時あん な事が  あの 日こん な事 も あん な仄 か な夢が

こん な世 話 にな った など 思 いで 日記 と して一 回ずつ 書 き残 して

冊 子の終 わ りに加 え させて頂 きます。

野津原方 言調査 の終望         甲斐英 行

ヽ
｀

10年 1日 の如 くと申 します。平成 4年 に始 めた懐 か しい生 活用

語 の故郷方言を 後 世 に伝承 したい と言 う信 念 の もとに  8人 の調

査 員が その作業 に取 り組 んで来 ま した。素人ん じょうが  と きん め

ぇに 2600語 ほず集 めち冊子 に出来 た き こげん嬉 しい こた―ね

ぇな―ち 皆づ れ喜 くう じ次ん作業 に意 欲 ぅ燃 や しち は りこ も―

え なち激励 しや い ま した。

一昔前 にへ もど っちみ ると調査 員の皆 さん も ゆ う一致 団結 しち

頑 張 っち くれた ち感 謝 しち ょります。前編 、後編 、 こばれ ば な し

か る続編 も作 っち こん だの じ12冊 目。 そ り ゅうと うと うや り遂 げ

ち うれ し涙 が もう。 これ も調査 員の皆 さんが一心不乱 じ努力 した

そん成果 と多 くの人 たちが支援協力 しち くれ た ご恩 は忘 れ られ ま

せ ん。貴重 な資料  古老 の語 り 物知 りのお知 恵 も拝借 なん かが

が いと役 にた っちま とま った足跡 にな りま した。
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編集 カ ッ ト 印刷製本なんかち難 しい問題 も 心が一致す りゃ

こす流れ も鮮やか 目を こす る間 もね―ごつ調子ゆうじ 支え合 う

思 いや りが待 っち ょる 県外か るん人たちにん送 ると 桁外れに面

白いち手紙 もらうと 嬉 じ涙が こばれ出ま した。 ご愛読 しち くれた

皆 さん本当にあ りがとうございま した。親 しく故郷ん方言味わ っち

みち ください。皆様がたん幸せ とお元気を ご祈念 申 しています。

出会 い……そ して 赤 星 ヨ シ ミ

方言集続編 5を 手 に取 った時  10年 の重みを痛感致 してお りま

す。 この活動が このよ うに継続で きたの も 大勢の方にご理解 され

快 く調査 にご協力いただ き ご助言や ご意見を賜 ったお陰と感謝申

しあげます。

県内交流は勿論 県外の方 との交流 も思 い出されます。殊に宮崎

県北浦町より6人 の方たちが来町され 熱心 に討議された時は新た

な発見に 会員も心躍動 してや らねばと決意 も固めま した。

活動 の中 には会 員の TVや ラ ジオ の 出演 もあ り お茶 の間か らの

波状効果反響 も大 き く 方言 調査 の存在 が広 く知 られ問 い合わせ に

会 員は一 同歓喜 も しま した。 と共 に完遂 す る責任 も感触 気を ひ

き じめ る糧 と もな りま した。

別 れ ……人生 の大先 輩 で もあ り私 たちに 沢 山のお知恵 も くだ さ

った会 員の 利光節子 さん を体 調 不安調査 の途 中で  ご逝去 され た

た事 は会 員の落胆 ばか りが  調 査 に取 り組 ん だ方言歴 史 に も名残 り

残 しま した。で もその功績 を無 駄 に しない よ う 会 員の取 り組 み は

さ らに進んで います。

急 ぐことよ り確 か な もの に こそ意義 もあ る 足を踏 み しめて調査

した生 きた証  後世 に伝 承 す る時取 り組 ん だ労 も 無駄 でなか った

と信 じられ ます。
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人 の出会 い大切 に生 か したい 佐藤 吉晴

長 いよ うで短 か った 12年 間  あ っと思 う間 に過 ぎて しまいま し

た。始 めは大丈夫 か な と半信半疑で した 然 し年 月が経過 す るに従

って楽 しくもな り 会 員同志 の活躍 に刺激 され て や らなければ と

逸 る気持 ちに も駆 られ ま した。 お年 寄 りの会 話 に耳 を傾 けた頃 言

葉 を書 き抜 いて は選択す る勉 強。 自分 を一回 り大 き くも しま した。

それが いつ しか話 しか け語 りの中か ら 聞 き出す生 活用語 の方言

には 苦労が悦 びが滲み 出 るよ うな感触 に も。又多 くの人 との出会

いによ る会話 に 自分 の生 きざ まの勉 強 も出来 る機 会 に。 それ によ

る身 につ いた知識収穫 は宝 に も 健康 の一助 に もな る素 晴 ら しい結

果 に もな ったと 改 めて協力 支援 の皆 さん にお礼 申 し上 げ ます。

方言調査 に参加 して大変感謝 しこれか らの 生 活 に もこの期間 に

取 得 した体験 は これか らの生 き方 に も大 きな役 割を果 た して  く

れ そ うです。佐賀関 産 山 上浦 な どで交流 した人 た1ち に も 敬意

を 申 し上 げ多 くの人 たちが  方言文化 に親 しんで欲 しい と念願 して

い ます。使 われ な くな る方 言が今回 の調査で  12000語 記録 に

残 る事 には大変意義 が あ ると や り遂 げた喜 び も しみ じみ味わ いま

した。

編集を終 えて   編集 部

ふ とうに多 くん支援協力 ぅ受 けち え―と方言単語集ん集大成が

出来 ま した。 これにゃ調査会員よりゃ皆さんが心ん加勢 気持ちん

応援 優 しい理解  そ しち公私を抜 きに しち 影かる応援 しち くれ

た 多 くん皆さんが作 りあげたん と同 じち思います。
″12年 間余暇

を使 う家庭ん しも時にゃ 腹 も立つた じゃろ―けんど 結局 ぁや る

ち取 り組む そげな宿命でんあ ったん じゃろ―き。感謝感激です。
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方言 に出会 いを あ りが と う 小野寿祐

方 言を調査す る中で  た くさん な人 に会 いま した。方言 の中に人

の歴 史を知 り文化 を感 じ 温 か さを体験 で きま した。去 り逝 く人 と

移 り変 わ る時の流 れの 中 に 失われ る野津原 のふ るき里 の よさは

物 で はな く心 の よ うに思 われ ます。

人 と人が 出会 い互 い に 慰 め会 う会話 の 中に 助 け会 い励 ま し合

って生 きてい く 先人 の底 力 を学 び ま した。今 こそ文字 に残す使命

が あ るよ うに思 います 。 ピ リオ ドを打 つ ものの 永遠 に この作業 は

続 けな ければな らない と思 います。

『 あ りが と う方言』『 いつ まで

も人を大切 にす る野津原 人』。

★  昔海軍 に入 った友達 が軍服 の受領 :こ  甲種 乙種 の分類 で『 甲

か乙か』 の問 い に『 甲の じょ―であ ります』・…甲ばか りの意

味 …聞 いた係官 も『 馬鹿 もん 甲 に上 も下 もあ るか ……』 そげ

ん話ん じょうす るオ ジャ ンぬ あん しゃ―あわずん じょ言 う

…とわずんかお―ゆう。・……愛読者からの資料……

★  熊本ん TV放 送 じ『 しこなす かえ』 ち言 う。若 ぇアナ ウ ンサ

ー君 ……困 っち しもうた。昔 ん肥後領 ん者 に ゃゆ う解 ったが

アゲナ シャなか なか シチム ツカ シーふ う じゃつ た。

シヨナス カエ ー して終 わ りますか、全部 で きますか。 アゲナ

シャーあん な人 た ちは。 シチム ッカ シイ…大変難 しい。

多 くの支援 と協 力 で迎 え た集大成 佐藤源治

あの時無理 に引 きこん だ事が結果的 には よか った と自負 し冥利

を分か ち合 う幸せ も。 ほん の少 しだが望みをか けた調査  いまだか
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らまにあうなど複雑な思 い も交差す る。あれか ら約 14年 多 くの

支えと資料協力が や り遂げた決め手に もなった。調査の合間に心

が通 うのは宝物を手中に納めた喜びで もある。『永久保存』 と書い

て大切にす る人 表紙が色違 いで本棚を飾 る人。家族が拍手 して本

を開 く刹那の人。面白 くてユニークでと評価す る人。素人集団の本

を こよな く愛 して くれ る その心情 に感謝感激の思 いで した。

厳 しい現実か ら批判 も卑 下 も抽象 も 乗 り越 え たの も支えが あ っ

たか ら。無事予定 に到達 したの も支 えて くれ 協 力 して くだ さ った

皆 さんが発行 したょ うな ものです。 家族が夫婦 が親子が手 を 出 し

応援 して くれた物好 きやん ち ゃ も 故郷 の無形 文化財生活用語 の方

言 を 今 だか ら残せ る…残 して置 きた いその執念 が叶え られ た と

振 り返 っています。 ご協 力 ご支援誠 に有 り難 うございま した。

方 言調査 で宝 に した物 は多 い   那須政子

1

野津原ん方言 を集 めてみ らんかえ …の誘 い 私  私が 一 とまどい

の 中で 気 ど らず に楽 しみ なが ら 単語集 めて早 ゃ 12年 。方言 の

会 のお陰で いろん な所 に行 きま した。 た くさん の方 々 との出会 い も

巡 り合 わせ もあ りま した。又 なん と言 って も 12冊 の方言集 の発行

も出来て 私 に も思 い出の方言集が残 せ た と言 う幸せ。

本 当に方言集 めて よか った …楽 しか った…や って よか った。 あ ら

ためて方言集を開 くと 慌 ただ しい騒 々 しい社会 か ら いに しえの

ゆ った り した世界 に 引 き こまれて行 くよ うな気 が いた します。今

は『 ヤ ッタナーバ ンザ イ』 の気分 です。沢 山の方 々 ご協力本 当 に

有 り難 うございま した。 き っと大事 に読ん で語 り伝 えて ‐
占きよ き

時代が新 しい時代 に ひ と味添え なが ら人 の心が仄 か に 広 が って

域
・

摯
　
・

「
・　
ご

行 くことで しょう。
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